

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Setlist







プロローグ　王女様の、次なる一手

第一話　潮風の吹く寒季のおとずれ

第二話　雲は遠く、賑やかな日々

第三話　王都を抜ける冷たい風に

第四話　小さくて、強くて──そんな勇気の名前

第五話　〈経営者〉の、願い

第六話　馬鹿じゃないから、分かっていた。

第七話　八つ目の海

エピローグ１　帰るべき場所

エピローグ２　帰りたい場所

あとがき
















口絵・本文イラスト　霜降（Laplacian）
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　王城は王女執務室。その日ライラックから呼び出しを受けたフウタは、対面のソファに腰かける彼女と共にお茶と菓子とを楽しんでいた。最近は──特に数日前の御前試合までは慌ただしかったこともある。久しぶりの平穏は、互いにとって求めていたものだった。

　紅茶と、それから添えられたお菓子。今日は普段のクッキーではなくカップケーキが幾つか置かれている。クッキーでは物足りなくなった時は、よく口にすると彼女は言った。

　ゆったりとした時間に少し緊張が走ったのは、コロッセオに話題が及んだ時のこと。

「さて。これから忙しくなりますが、フウタ。王都でコロッセオを開くとして。貴方あなたは、出場してみるつもりはありますか？」

「えっ？　……俺が？」

「ええ、貴方が」

　冗談を言っているようには、思えなかった。

　頷うなずくライラックは、そっと思案するように唇を撫なでる。

「──貴方の悩みは分かります。コロッセオが完成するまで時間もかかる。それと、これはわたしの命令ではありません。貴方がやりたいかどうか。闘剣の世界にもう一度飛び込んでみる気はあるかどうか。それを、わたしは聞きたい」

　真まっ直すぐにこちらを見据える蒼あおの瞳は、しかし彼女の内心を知らせてはくれないようだった。しばらく悩んだフウタは、絞り出すように問いかける。

「……先に、質問を返してもいいでしょうか」

　頷く彼女に告げるのは、大演説をかました演舞場の記憶。

「コロッセオで王都の文化を立て直したいというのは、王女様の本心ですよね？」

「いいえ？　御前試合が王国の伝統文化だなどと、わたしは毛ほども思っておりません」

「えっ」

　コローナが犠牲になりかけた、あの大舞台での王女殿下の大演説で口にしていたはずだ。王国の文化であればこそ法国の人々に伝えたい、と。

　だがいい加減フウタも分かってきた。あちらがブラフで、本心はこちらなのだろうと。

「文化？　伝統？　そんなもの、愚にも付かない。どうでもよろしい。必要なのは熱。ゆるゆると腐り落ちていく果実を、わたしは見て見ぬふりなどしない」

　それはコローナを拾ったのと同じ。この国をぶち壊すという、その言葉に繫つながる考え。

「ですがフウタ。貴方が参加することでわたしに発生する損害はありません。それだけは先に言っておかないと……貴方は、遠慮するでしょう？」

「王女様に損害が、ない？」

　目を見開くフウタ。自分がどういう人間かは、自分が一番よく知っている。

〈無職〉として、観客を沸かせることが出来ずに苦渋の人生を送ってきた闘剣士。

　チャンピオンとなったにも拘かかわらず、不人気の代表でしかなかった無能。

　まさかライラックがフウタに八や百お長ちょうをさせることもないだろう。となれば、必ずフウタに自分が勝ってみせるから、ということだろうか。ぐるぐると思考を巡らせるも、決して頭脳が優れているなどと己うぬ惚ぼれてはいない。

　すっかりと理解出来ないことは諦めて、フウタはライラックに頭を下げた。

「……お答えすることが出来ません。プリムとの一戦は楽しかったし、王女様との手合わせも充実していると……自分では思っています。だからこれで良いと思っている自分も、居ます。もう一度闘剣の舞台にチャンスが欲しいと思う俺も居る。でも具体的な方法があるわけじゃない。そんな半はん端ぱな状態で、王女様の大きな夢に割り込みたくはない」

「……です、か」

　なるほど、と唇を撫でて、彼女はドレスグローブを軽く拭った。

　ケーキの脂が少し残っていたらしい。

「──わたしが貴方に期待したことを憶おぼえていますか」

「人間は〈職業〉の奴隷ではない、と」

　即答するフウタにライラックは眉を下げた。困ったように微笑ほほえみながら、彼女は言う。

「もう数月前になるというのに。すぐに言葉が出てくる辺りは、好ましいのですが……」

「すみません。期待に応えたいとは思います。でも、応えられる確信もないのに、貴女あなたのやりたいことにただ乗りしたいとは思えない」

　そう告げれば、ライラックは一言「宜よろしい」と頷いた。

「決して、闘剣に後ろ向きというわけではないのですね」

「はい。──ああ、なるほど。すみません気づかなくて」

「はい？」

　心底申し訳なさそうに、フウタは頰を搔かく。また要らぬ勘違いをしているのではあるまいな？　と疑念を持ちながら、ライラックは紅茶を傾けた。

「俺を心配してくれていたんですね」

「ごぼっふぇ」

「王女様!?」

「──っ、学習しろ、わたし！」

　けほけほ、と涙を拭うライラック。フウタはテーブルを軽く飛び越えてライラックの背をさすりながら、ハンカチで彼女の手元を拭っていた。

「心配などと大げさです。わたしは、今回も貴方を利用しようとしているだけですので」

「すみません」

「……〈無職〉のチャンピオンが、本当にチャンピオンになるにはどうするべきか。わたしも少し考えてみたのですが。一つ思い当たりまして」

「そうなんですか!?」

「一度試してみたのですが、存外悪くなかったので──その方法で行こうかと思っています。フウタさえよければですが」

「やらせてください！　一度、道半ばで心が折れてしまった情けない人間ではあります。追放を受けて、俺はどうすれば良いのか分からなかった。でも、〈無職〉でもやれるんだと示したい気持ちは、変わっていません」

　フウタの中で、優先順位が変わっていただけの話だ。

　ライラックとコローナ、二人の恩人が人生の最優先になっていただけで、心根や願いが消えたわけではない。その願いすら、二人の迷惑になるから口にしなかっただけのこと。

　ライラックの方から求めてくれるなら、断る理由は一つもなかった。

「宜しい。なら、一人貴方に紹介したい人間が居ます。貴方を、闘剣士と全ての面で対等に戦えるよう仕立て上げる──マネジメントの天才を付けましょう」

「そんな人にも伝つ手てがあったのですね……！　でも、良いんですか？」

「何がです？」

「そんな優秀な人、凄すごく忙しいのではと」

「前よりは暇になりましたから大丈夫ですよ。裏方に回らざるを得なくなったので」

「なるほど……」

　フウタの頭の中には、初老の理知的な男性が浮かんでいた。

「ただし、条件があります。フウタ」

「条件だなんて。幾らでもやりますよ。やらせてください」

「ふむ。条件の前にその感覚は正してください。わたし以外に、幾らでもやるなどという台詞せりふを吐くことは禁じます。自らの求めるものこそ、最も簡単な餌であると知りなさい」

「勿もち論ろん、王女様以外とこんな話はしません。俺の人生は全部貴女に差し出したはず」

「…………分かりました」

　少し隣のフウタから目を逸そらして頷く。なんとなく顔を見ていたくなくなった。急に。

　感情の制御を考えると余り頻繁に思い出したい記憶ではない。大事にしまっておこう。

「えと……では条件です。その者との友好を図り、一応相手の立てたプランに従うこと」

「勿論です。王女様も太鼓判を押すほどのマネジメントの天才なら、当然従いますよ」

「そして、向こうにも条件を設けました。貴方が不当な扱いを受けないように」

「……それは、そうですね。どんな無茶でもやってのける心持ちでは居ますが、一応。王女様のご紹介なら、信頼に足るのでしょうけれど」

　頷くフウタからライラックはさっと目を逸らした。

「やっぱりやめておきますか」

「え!?　やらせてくださいよ!?」

「わたしが貴方から得ている信頼と天てん秤びんにかけるほどの仕事でしょうか」

「待ってください、なんでいそいそと片づけを!?　いつもはしないのに！」

「あまりわたしを信用しない方が」

「なんで急に弱気になるんですか!?」

「分かりません!!」

　分からないものは分からないのだ。

　だって、もしこれでフウタからの信頼が無くなったら──とそこまで考えて首を振った。

「……フウタ。わたしはリスクを警戒しています」

「は、はあ。リスク……」

「ええ。わたしとて女神ではありません。わたしの考えたことが上手うまくいかない万が一を考えて行動せねばなりません。分かりますね」

「それは、はい。王女様も、準備が大切だと常々言ってますよね」

「その通りです。相手の思わぬ行動によって、わたしのプランが瓦が解かいするなどということも十分あり得るわけです。人間ですから」

　相手も人間だ。だからこそ読めない部分というのはある。フウタは納得した。幾ら万全の準備をしたとしても、相手の人間の感情で左右される部分はどうしてもあると。

「わたしはリスクを考えて尚なお、貴方とその人物を引き合わせようと考えたわけです」

「なるほど、相手の行動によっては王女様でも読めない、と」

「そうです、相手の行動によっては」

「分かりました。王女様に恥じないよう、その人と頑張りたいと思います」

「ええ、そうしてください」

　失敗してもヘイトが全て相手に向くように仕向けたライラックは、満面の笑みで頷いた。

「で、条件っていうのは何ですか？」

「ああ。貴方が少しでも不愉快に感じたら、わたしの方で処理を進めるという話です。もしそういうことがあったら、遠慮なくわたしに言ってください」

「不愉快、ですか。俺はそんなに相手に対して不愉快とか感じる方ではありませんが……分かりました。その時は王女様に報告を」

「ええ。貴方あなたがどう感じるかは大事ですが、もっと大切なのは、自分がそのカードを握っていると見せることですから」

　と、結局ソファに横並びで最後まで話をしていたライラックとフウタの二人。

　そこに軽いノックの音がして、ライラックが応じると。

「めいどー！　ブツをお届けに上がりましたー！」

　勢いよく開いた扉の先に、何やらワゴンを引っ張ってきたお騒がせお掃除メイドの姿。

　あっけに取られるフウタを置いて、ライラックが軽く頷うなずく。

　すると彼女は、そのワゴンをそこに放置するや否いなや、

「またのご利用をお待ちしてまーっすっ」

「え、もう帰るの!?」

「いつだって惜しく思われる女でいたいのよ……坊や……」

「誰だよ……」

「ぺろりんっ」

　背を向けて、とててー、と戻っていってしまった。

　取り残されたのは、ワゴンと、二人。

「コローナには、怪しまれないように振る舞えと言ってありましたので」

「な、なるほど。で、これはいったい」

　食事を載せてくるワゴンにはしかし、何も載っていない。

　否、違った。本来は寸胴鍋を置くような、下の収納スペースに何かが入っている。

　いったい、とフウタが身構えたその時のことだった。

「……あーもう、せっま。なんであたしがこんなこと」

　がらん、と音を立てて。寸胴鍋入れる場所から寸胴鍋が出てきた──もとい。

　その高い声には聞き覚えがあった。鬱陶しそうにフードを脱いだ外がい套とうの少女は、つい先日真正面からやり合った相手で──

「フウタ、紹介します。貴方のマネジメントをやらせる──」

「……ベアちゃんでーっす。相変わらず陰気な部屋ね」

　彼女は、フウタと目を合わせるなり小馬鹿にしたように鼻で笑った。

「王女様」

「はい、では一不愉快でカウントしておきます」

「ざっけんな!!!!!」

　──ベアトリクス・Ｍ・オルバ。忘れもしない、オルバ商会の会長であり商工組合のトップでもある人物。そこでようやくフウタは理解した。マネジメントの天才──確かに、彼女以上の才覚を持つ人材が、他に居るとも思えない。だが。

「……本気ですか王女様」

「そのねじ曲がり切った性根はともあれ、利用する価値は十分あります」

「好き勝手言いやがって。……あ、あたしの好きな店のやつじゃーん」

　テーブルに置かれたカップケーキを目め敏ざとく見つけたベアトリクスは、二人を放置してソファにぽすんと腰を下ろすなり、お菓子に手を出し始める。

　その光景を眺めながら、フウタはぽつりと問いかけた。

「……アレですか？」

「アレですが」

「そうですか……え、じゃあ試したってつまり」

　思い返すのは、御前試合の日。

『キャラが立ってねーのよこの無個性根暗野郎！　あんたが今するべきは悪役ヒールよ！　そんな煽せん情じょう的てきな女が目の前にいるんだから、せいぜい下劣に迫りなさい！　男どもは目を剝むいてあんたを応援するに決まってるわ！』

　確かにあの時彼女はそう叫び、渋々従った結果として──生まれて初めて〈闘剣士〉を相手に声援を受けることが出来た。

　そこまでライラックの計算尽くであったことはさておき、確かに〝実績〟はあるのだ。

「え、なんでこいつが暇なんですか？」

「会長を降りたそうですよ？」

「降ろされたっていうか、社会的に終わりましたんでぇ、表向きにはあたし死んだことになってるから。あんたの大事なお姫様のせいでうちの商会は法国から損害賠償含めてえぐい打撃受けてるのよ。被害を抑えるために、ベアトリクス・Ｍ・オルバは死にましたー」

　やけっぱちの甲高い笑い声。それがどこか虚むなしく感じるのは、気のせいだろうか。

「はて。あれは全て、オルバ商会が〈魔女〉を惜しんだのでは？」

　小首をかしげるライラック。その声が耳に届いたのか、ソファ越しに見えていた赤髪がぴたりと動かなくなる。ついで、カップケーキを持っていた手がゆっくりと下ろされた。

　その手は、小さく震えていた。

「……あんたにはさぁ、妹を慮おもんぱかる気持ちは無いわけ？」

　喉を引きつらせたような声が、どんな表情から紡つむがれたものなのかは想像に難かたくない。

　だが、ライラックは軽く一蹴する。

「血のつながっただけの他人でしょう。第一、貴女あなたも国王に対して微み塵じんの憐れん憫びんも抱いていないのですから、語るに落ちますね」

「…………っ」

　ぎり、と歯を擦り合わせたような音。

「さてフウタ、立っているのも何でしょう。せっかく客人が先にソファで待っているのですから、話を始めましょうか」

「あ、はい」

　特に何の感情も見せず、ライラックはベアトリクスの正面に腰かける。

　当たり前のようにその隣へ座るよう促されたフウタも、大人しく従った。

　正面には、俯うつむいて表情の見えないベアトリクス。

　大股を開いて腰かけていたソファには、幾つかの雫しずくの跡が見えた。

「──で？　フウタ使って金かね儲もうけして良いって話、詳しく聞かせて貰もらおうじゃない」

　しかし顔を上げたベアトリクスは、相変わらず不遜で横おう柄へい。いつも通りの、〈経営者〉としての面つらがそこにあった。髪を弄びながらライラックを睥へい睨げいする彼女の鼻が少し赤いことには、ライラックは一切興味がないらしい。

「……お前、今金儲けする意味あるのか？」

「は？　……ああ、あたしが死んだだけだと思ってる訳？　バッカじゃないの。死ぬことすらどーでもいい〈魔女〉じゃないんだからさぁ、大人しく死んでやる訳がないじゃん」

「王女様。不愉快ポイント二でお願いします。いや三？　四くらい行っちゃいましょう」

「分かりました」

「分かりましたじゃねーよ!!!」

　テーブルを盛大に叩たたくベアトリクスだが、ライラックは無機質に指を折るだけ。

　そのポイントが貯たまるとどうなるのかなどフウタは知らないが、そこはそれ。

「で、ただでは死なないベアトリクスは今何してんだ？」

「あたしの〈経営者〉としての仕事を真ま似ねできる奴なんて、商会にはもう居ないのよ。だからあたしは別邸から指示を出して、今の商会を回してるってワケ。会長は代わっても、あたしのやることは変わんないのよ」

「ということで、多少手が空いた彼女を使うことにしました。性格はねじ曲がり切っていますが、腕は確かなので」

「なるほど……」

　頷くフウタを胡う乱ろんげに眺めつつ、ベアトリクスは新たなカップケーキを手に取った。

「で、事業も国営になっちゃった以上、明らかに旨うま味みが少ないわけですけど？　オルバ商会にすら商売の機会を与えないってのは、議員たちからどんな目で見られるか分かっているであろう王女様は、あたしらに何の仕事を回してくれるワケ？」

「ですから、言った通り。フウタ関係の営業権は全て貴女にあげますよ」

「……は？」

　ぽとり。手にとったばかりのケーキが落ちた。ライラックが差し出したスクロールを手に取り、さらさらと読み進めていくベアトリクスの眼光は鋭い。フウタ関係の営業権。そう聞いてフウタが思い出すのはコロッセオで全く売れなかった自分のグッズの数々。オルバ商会に対して与える営業権がそれで良いのかと、フウタは少し難しい表情になる。が。

「──どういうつもり？」

　睨にらむベアトリクスを前に、ライラックはそっと紅茶を傾ける。

「馬車馬のように働いてくれればそれでよいので」

「……へぇ？」

　挑発的に口角を上げるベアトリクス。澄まし顔を崩さないライラック。

　姉妹の間に挟まれたフウタは、たまらず言った。

「さ、流石さすがにそれは……」

　ライラックの交渉に口を挟むのもいかがなものかと思ったが、この場に席を許されているのだ。少しだけと思い声を上げる。

　しかし、それを止めたのはベアトリクスだった。

「そうはいかないわ」

「えっ」

「良いわよ、この条件で」

「ええ!?」

　驚くフウタを、ベアトリクスは睨みつける。

「あんたの余計な台詞せりふで変に条件弄いじられるのは御免よ。ライラックが何考えてんのか知らないけど。これ以上の条件なんてどうせ用意してないでしょ」

「さて、どうでしょうね」

　ついていけないのは、どうやらフウタだけらしい。

　ベアトリクスは手元のスクロールを叩きつけると、続ける。

「馬鹿にしないでくれる？　こと商いに関わる話なら、あんたに後れをとるはずがない」

　実のところ、それだけは事実であった。だからこそ彼女とライラックの交渉は難航し、条件を引き出せなかったライラックが絡からめ手でリヒターを介してコロッセオ建設の権利をもぎ取ったのだから。──あの時メイドを捕まえでもしなければ、今頃はもっとベアトリクスに有利な条件でコロッセオの建設が決まっていたはずだった。

「じゃ〝契約〟して。早くしてくれる？」

「良いのですか？」

　ちらりとフウタを一いち瞥べつしてから、ライラックに向けてベアトリクスは獰どう猛もうに笑った。

「良いのよ。何なら国より儲もうけてやろうじゃない」




「本気なのかよ、お前」

「は？　何が？」

　ライラックが化粧直しに席を外した。そのタイミングも、ベアトリクスはわざとだと睨んでいたがそれはそれ。フウタと二人取り残された部屋で、彼の視線は疑わし気だった。

「オルバ商会、今大変なんじゃないのか？」

「だから何よ」

「もっと稼げる方法探すとか」

「はっ、王女のヒモが偉そうに稼げる方法の説教？　笑わせないでくれる？」

　フウタはとりあえず、遠慮なく不愉快ポイントを一つ増やした。そんな彼の内心を知ってか知らずか、ベアトリクスは面倒臭そうに客用ソファに寝転がると。

「──だからあの女の話なんかに飛びついたんじゃない」

「え？」

「何ふざけた顔してんの？　一番金になるからあたしはこれをやるって決めたの。悪いけど、あんたには最高の金儲け道具になって貰うから」

「……俺が？」

「は？　他に誰が居るわけ？」

　一瞬、理解できないものを見る目でベアトリクスを見つめるフウタ。

「だって俺は、確かに闘剣は強いけど」

「絶対に負けない男。〈無職〉という被差別職業で？　他に何かある？」

「よく調べてるな」

　卑ひ怯きょうだ。要らない。無個性野郎。何度言われたかわからないその台詞。どうせフウタが勝つのだからと飽きられて、チャンピオンという名で流る刑けいされたような、寂しい闘技場。

　商品などになるものか。そう、眉根を寄せるフウタに。

「対戦相手を模倣することが抜けてるかな」

「模倣？」

「ああ」
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　ベアトリクスは、片眉を上げて体を起こした。

　それはまるで、彼女の姉に出会った日を想おもい出すような、真剣で鋭い表情。

『では、最後も。わたしが放ってもいない技を模倣したと？』

『そういうことになります』

『なるほど……』




『──え、最強では？』




　ベアトリクスは唇を撫なでて「つまり」と呟つぶやいた。

　武人ではない彼女にとっては、よくわからないことだったから。

「何あんた。毎回相手と同じ武器わざわざ使って、全部勝つワケ？」

「そういうことになるな」

「なるほど……」

　あくどく愉悦と恍こう惚こつに歪ゆがませた口元と共に、少女は言い放つ。

「──え、最っ高じゃない？」

　あの日の彼女と、見てくれも心根も全く違うけれど。この二人、確かに姉妹であった。




　　　　†




　それから少し経たって。もう一度しっかり詰めるべく、ライラックとフウタはベアトリクスの別邸、現ベアトリクスのおうちを訪れていた。久々というほどではないが、二回目の来訪となった商会の別邸は、以前と比べて随分と雰囲気が変わっていた。保管されていた美術品や高価な品物はその殆ほとんどが持ち出され、広いだけの屋や敷しきはどこか殺風景で寒々しい。

　それは前回ベアトリクスと話をした部屋も同様で、誂あつらえられていた調度品の殆どが姿を消していた。あるのは、むしろ逆に周囲から浮きつつある高そうなソファと、相も変わらずテーブルの上に鎮座するカップケーキ。そして、ライラックが持ち込んだ紅茶。

　周囲を見渡すフウタを気にせず、ライラックとベアトリクスはコロッセオの商業戦略についてあれこれと言葉を交わしていた。

「あたしに助言を求めようってんだから、もう少し配当があるはずだと思うんだけど？」

「貴女は既に商会の人間ではないのでは。それにアドバイザーとしての給金はあるはず」

「あたしの頭脳が買い切りねえ……ほんと、笑っちゃうわ」

　頰ほお杖づえをついて、殺風景な壁に視線を投げるベアトリクス。

　どこか自嘲するようなその台詞に、フウタは少し目を細めた。

「ここにあった高そうなものはどうしたんだ？」

「はぁ？」

　ちらりとフウタに憂鬱そうな視線を投げて、ベアトリクスは納得したように答えた。

「別の屋敷に全部移しただけよ。ここはもう商談には使えないし？　ならあんなもの置いておいても掃除の邪魔なだけ。この屋敷にはもう商会の金を使う訳にもいかないしね」

「そうか」

「心配してくれてどうもア・リ・ガ・ト」

「そんなわけないだろ」

　馬鹿にしたように嗤わらうベアトリクスを視界から外し、フウタは部屋の内装に想いを馳はせる。酷ひどく寒々しい孤独な部屋に、少しばかり懐なつかしさを覚えただけだ。売り払うしかないほど困窮しているわけでもなければ、彼女の手はまだまだオルバ商会の中で息づいている。

　ただあれだけ金に執着していた彼女が、自分の住まいに金を掛ける気が無いという矛盾じみた振る舞いと、自らの人生を閉ざしてまで商会の権力を維持した彼女の行いが、どうにも嚙かみ合わないというそれだけの話だった。

「さて、次ですが」

　ある程度の話を終えて、ライラックがポットから紅茶を注ぐ。微妙に色を深くした二杯目の茶に少しだけ不機嫌そうな表情を浮かべつつ、彼女はカップを口にした。

　目を閉じ小さく嘆息する彼女の口は、語らずとも雄弁に告げていた。やかましいメイドの紅茶が欲しい。あのメイド、唯一の欠点はやかましいことくらいなのだ。やかましさが異常なだけで。黙っていても動きが、動かずとも表情が、固めておいても存在がやかましい。ただ付き人に必要なあらゆる技量が一流であった。ライラックの葛藤は終わらない。

「ベアトリクス。貴女あなたから、何か注文はありますか？」

「戸籍の捏ねつ造ぞう」

「ああ、そうでしたね。高く付きますが？」

「この打ち合わせの料金はそれでまかるわよ」

「ではそれで」

　一瞬、フウタはこの場で行われたやり取りに理解が追い付かなかった。

　戸籍の捏造をあっさり要求するベアトリクスも。

　高い金額と言うそれを、今回のベアトリクスのアイディア料で終わらせるライラックも。

「──そんなあっさり行くものなんですか!?」

「ええ。フウタも都民として登録してありますよ。安心してください」

「え、いつの間にそんなことを」

「いつやったかはどうでもよろしい」

　ぴしゃりと一刀両断されて、頷うなずくしかないフウタだった。致し方のない話ではある。

　あの夜の翌日だなどと言ったら、随分と軽い人間に思われそうだ。

「とはいえ、フウタと異なるのは……偽名を用意しなければならないということですか」

「別に名前なんて記号みたいなものよ。適当で良いわ」

　ひらひらと手を払うベアトリクスは、本心からそう思っていそうだった。

「それを一生使うことになるとしても？」

「この十四年で四回目でぃーっす」

「です、か」

　唇をそっと、白い刺し繡しゅうのドレスグローブで撫でたライラックは、フウタをちらりと一瞥する。フウタはフウタで、どこか思うところがあるようにベアトリクスのだらけた姿を見つめていたが。ライラックの視線に気が付くと、振り向いた。

「何でしょう」

「貴方あなた、何か面白い案ありますか？」

「面白がるんじゃねーよ!!」

　あら、とライラックはベアトリクスに目をやる。

「別に五回目も六回目もあるかもしれませんし、良いのでは？」

「面白がって付けた名前で呼ばれるとか屈辱以外の何物でもないでしょうが！」

「別にわたしは貴女を指さして笑う趣味はありませんが。フウタのセンスに関しては、少し思うところがあったので練習をと」

「練習」

　どういう意味よ、と胡う乱ろんなものを見る目でフウタを見やるベアトリクス。別に面白い案と言われたところで、ファニーなものを考えろという意味ではないだろう。

　単純に案が欲しいだけだと判断して、頭をひねる。何よりライラックはカッコいい言葉が好きだ。ならば好ましいのはそういう路線──

「……ふぅん、真剣に考えてはいるのね」

「真剣だからこそ何が飛び出すか分かりませんが」

「なんでそんな微妙な顔してんのよ」

「わたしは一日でも早くちゃんとカッコいい台詞せりふを言えるようになって欲しいだけです」

「はぁ……？　え、待ってなに、それ今センス駄目ってことじゃ」




「ホットレディ、とか？」




　ライラックは静かに目を閉じた。ベアトリクスは凍り付いた。クールレディ。

　クールレディはしかし、徐々に顔がホットレディ。──そして。

「ぷっ……」

　全力で馬鹿にしたように吹き出した。

「ぶ、ふ。何よそれだっさ!!!　お腹なか痛い!!　ほ、ほっと、れ、れでぃ……ひぃ！」

「ライラック様、不愉快ポイントを」

「却下します」

「却下ですか!?」

　哀かなしみを湛たたえた表情でライラックは首を振り、フウタは凹へこんだ。一生懸命考えたのに。

「──一応聞いておきましょうか。何故なぜその名を」

「やめてよライラック！　ギャグの解説なんてさせるもんじゃないわ、あはははは！」

　フウタはイラっとした。

「はい。ベアトリクスはお世辞にも女性らしいとは言えない立ち居振る舞いなので、せめて少しは気品あるイメージだけでもと思いレディを考案しました。長くなりすぎてもいけないと思い、しかし短すぎるのもどうかと思い、最初は見た目に安直にレッドと考えたのですが、レッドレディは些いささか語呂が悪いので、レッドから連想してホットで」

「……ロジックがある分、余計に悲しくなりますね」

「そしてレディ部分は最高に余計なお世話ね」

　姉妹から総スカンであった。

「あ、あたしの交渉ロジックで、最低なものを最初に用意すれば、あとは何でも許せるようになるって、いうの、あるけど、ひぃ、もう何でもいいわ！　あははははは!!!」

「だそうですよフウタ。もう少し気軽に考えてみても良いのでは」

　フウタはソファに転がって座面をばんばん叩たたき笑うベアトリクスを見つめた。ついで、見み目め麗うるわしい自分の主あるじを一いち瞥べつ。彼女の期待に応えられなかったのは申し訳ない。それはそれとして、そこまで笑われたのは癪しゃくだった。

「じゃあ、パスタで」

　茹ゆでやすそうな体型してるし、という言葉は飲み込んで。

　今日から彼女の名前はパスタになった。
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　王城、謁見の間。この日、王都では大きなイベントが催されていた。

　皇国第五皇子の来訪──その理由は、ライラック王女殿下との婚約という噂うわさ。

　噂というものは、ただそこにあるだけで十分な効力を発揮する。現にそれをまんまと利用したどこぞの商会の元会長などは、話題性だけを勝手に刈り取り、ここぞとばかりに皇国ゆかりの商品を適正ぎりぎりの割引額で売り捌さばきにかかっている。

　値段を吊つり上げる手法とどちらも選べたにも拘らず割引を選んだ彼女の思考は、一旦置いておくとして。実際、皇国からやってきた商隊キャラバンの卸し作業はオルバ商会が執り行っていたし、そこに他の商会からの文句も出てはいない。それはベアトリクスの死に全ての責任をなすりつけた転てん嫁かの巧うまさと、オルバ商会の権力の盤石さを物語るものであった。

　さておき、王城は謁見の間。

　名だたる貴族たちが挨拶を終えた話題の中心──第五皇子その人は、後ろに控えている初老の男性と共に威風堂々と国王に向き合っていた。

「この度は、お招きいただきありがとうございます」

「いやいや、こちらこそ。遠いところから遥はる々ばるありがとう」

　好こう々こう爺や然とした頷きを見せる国王は、実際にどこか疲れた印象を抱かせる人物であった。

　致し方のないことではある。意を決して派閥の一つと手を組み、他の反対を押し切って行おうとした事業が失敗。外交にも成功したとは言い難がたく、臣下の信頼は既に薄い。

　幸いがあるとすれば娘は未いまだに自分を信じてくれているらしいこと。だが、治世にして能のう臣しんとなるであろうと謳うたわれた彼女に、これ以上失望を抱かせるわけにはいかない。

　そういった心労から、国王は疲弊していた。そして、だからこそ。

『わたしの大切に思っていた客人は、コロッセオの闘剣士でした』

『コロッセオって、どんなところだろう。わたし、凄すごく興味があって、寝物語に聞かせていただいて──きっと今日は、その影響が色濃く出たのだと思います』

　そんな話が王女その人から飛び出したことを、よく覚えていた。寝物語と来たものだから、大慌てでその相手を問うた。しかし彼女は押し黙るばかり。そして、周囲もライラックを気遣って口を開かない。知らぬ存ぜぬが大半だった。

　──これが、現状の王女と国王の力関係を示す縮図であったことは、一旦横において。

　自分の治世が危ぶまれるならば、しっかりとした大人物を婿に迎えよう。

　そう判断した国王の計らいこそが、今回の出来事に繫つながった。

　にこにこと笑みを浮かべるライラックに、皇国の第五皇子を紹介する。

「ライラックよ。ご挨拶なさい」

「はい、お父様」

　美しい礼とともに、ライラックは正面の青年へと向き直る。

「王女ライラック・Ｍ・ファンギーニですわ。どうぞお見知りおきを」

「これはお美しい。噂に勝る美び姫きで驚いています。僕の名はバリアリーフ。バリアリーフ・Ｆ・クライスト。どうぞ宜よろしく」

　にこりと微笑ほほえんだ彼とライラックの瞳が交わる。

　その瞬間、ライラックは小さく何かを感じ取り、目を細めた。

　──さっさと追い返せばいいかと思っていたが。存外この皇子、面倒かもしれない。と。

「ライラックや。一度若い二人で話してきたらどうだ？」

「っ、そうですね。バリアリーフさまも、それで良いですか？」

　少し警戒に集中しすぎていたらしい。ライラックは顔を上げ、国王に頷くとバリアリーフへと向き直った。彼は緩やかな笑みを浮かべ、頷くだけ。ならばと思い、国王の配慮のままに奥の応接室まで二人で向かう。玉座の間からは最後まで楽しそうな賑にぎわいの声が聞こえていた。ライラックの抱いた予感は、思いの外ほか早く確信へと変わった。部屋へと足を運んだ第五皇子は、ソファにどかっと腰かけると、大きくあくびをかまして言った。

「はー、マジかったりぃっすわ。ライラっちゃんもお疲れっすわー」

「ライラっちゃん……？」

　目を細め、部屋に入るなりの蛮行を見届けるライラック。

「そーそー。ライラック王女だからライラっちゃん。堅苦しいのはもう良いっしょ実際。おおやけの場？　とか？　実際だりぃだけだしぃ？」

　へらへらと、その浅黒く焼けた剽ひょう軽きんな顔を向けるバリアリーフ。公の場が面倒極まりないというのは、ライラックも同意するところではあったにせよ。だからといって、会って間もない人間にここまで馴なれ馴なれしいものか。とはいえ、そこはライラック第一王女。丁寧に笑みを返して、お気に入りの紅茶を準備する。

「わたしは、そうは思いません。緩いだけでは上に立つ者としての威厳が伴いませんし」

「威厳一丁いただきやしたァ！　そんなんで国治まったら？　皆そうしてるっしょ！」

　それはそうだなと思いつつ、こいつに同意するのも嫌だなと思いつつ。ライラックは、うぇいだのっしゃあだの喋しゃべり倒す彼を、適当に相あい槌づちでいなしていく。

　バリアリーフ第五皇子。フウタに届きそうな長身と、根の明るそうな快活さの滲にじみ出た目鼻立ち。短い桜色の髪と、それなりに引き締まった体たい軀く。武人というには聊いささか闘気を感じられず、あまり武芸の心得があるようには思えない身のこなし。ある程度のパラメータを分析しつつ、しかしライラックは一つ確信を抱いていることがあった。
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　──こいつ、馬鹿ではないな。と。

「ちゅうか？　ライラっちゃんってアレっすね。超上手うまいっすね」

「……何がでしょうか？」

　彼の正面に静かに腰かけ、蒸らし終えた紅茶をポットから注いでいく。

　その間も穏やかな笑みは崩さず、視線と視線とを交わせて。

　だからこそ、彼の瞳の奥に宿った知性を見抜いたし──それは相手も同様だった。

「本性マジ隠すの。国王陛下気づいてないっしょ」

　──さて。本性を悟られた以上、どうやって穏便に消えてもらおうか。

　あれこれと頭の中で考えながらも、その思考を表に出すことはない。

「マジ、と仰おっしゃられても。皇子の言葉は独特ですね」

「やっべー分かるー？　これ、オレのキャラっていうか？　みんな一緒に盛り上がっていこうぜ的な？　ライラっちゃんもノッちゃう？」

「ノリません」

「ちょマジ、笑顔で全否定はガン萎えるわー」

　紅茶を傾けるライラックに、へらへらとした表情を崩さないバリアリーフ。

　ガン萎え、という割に、精神は毛ほども傷ついていないようだった。

「ライラっちゃんが本音隠して生きるっちゅーか？　そこはオレは別に良いんだわ。別にライラっちゃんに迷惑かけてぇワケじゃねーしぃ」

　雑にソファに預けていた体を起こして、彼は手を組む。その指に付けられた幾つかの指輪は、いやらしくないくらいの光沢をもつ宝石で出来ていて。

「オレが婿入りしたらライラっちゃんが女王だべ？　オレはも、全っ然それで良い。好きにやりたいことやりゃ良いし？　好きな人別に居るなら全然ちゅっちゅしてくれていい」

「ちゅっちゅ……とはまた……」

「ライラっちゃん超綺き麗れいだし？　そこ否定するつもりはマジ全っ然ナイナイ的な感じなんだけど、ゆーたらオレのタイプじゃねーし？　んだもんでお互い面倒無いと思うんだわ」

　それはつまり、全然別の男とイチャついて構わないし自分はそこに感情を持たない、という意味で。女王として好きにしてくれていいから、婚姻だけしてくれ、という意味で。

　ライラックにとっては、条件として悪くはないものだった。

　もちろんバリアリーフもそれを分かっていればこそのこの提案──だが。

「前向きに考えさせていただければと思いますわ」

　にこりと微笑んだライラックの表情には、明確な拒絶。

「でーすーよーねー」

　頭を抱えるバリアリーフ。それはライラックの本音を理解すればこそ。皇国の皇子と国王陛下の意向に、彼女は表立ってＮＯを突き付けることは出来ない。だがこれから幾らでも婚姻の可能性を消すために動くことだろう。それではバリアリーフは困るのだ。

　困る、ものの。情けない笑みを浮かべ、ライラックを見上げるバリアリーフ。

「っぱ、アレが原因？　オレの〈職業〉？」

「わたしは、〈職業〉だけで人を判断はしません。ただ」

　す、と目を細めて。

「わたしを〈職業〉で判断する人を歓迎するほど、心根が美しくないだけですよ」

「なーるーほーどーねー……こいつは熱くなってきやがったぜ」

　ライラック・Ｍ・ファンギーニという〈奸かん雄ゆう〉は。

　故にこそ、このバリアリーフ・Ｆ・クライストを認めることは無いだろう。そこに彼の〈職業〉は関係ない。関係ないが──ライラックが警戒せざるを得ないのも事実だった。

「短刀を刺すような言い方で申し訳ありませんが、貴方あなたは何のためにこの婚約を成立させたいのですか？」

　面倒なのは〈奸雄〉であることが筒抜けである点。神しん龍りゅう騎士団団長ガーランドと異なるのは、既にライラック・Ｍ・ファンギーニの本性を見破っているという部分だ。彼女が既に国王を動かす側に立っていることを、どうやら確信している。ほんの少しの疑念でもあれば、幾らでもやりようはあるというのに。彼の自信はいったいどこからきているのか。

「何のため、かー」

　ソファの背に両腕をひっかけ、天井を仰ぐ。その快活そうな表情が少しだけ曇った。

　ライラックは小さく一息吐つくと、彼の様子を見やるように一いち瞥べつした。

　彼がここで何と言おうと、裏は取りに行く。厄介なのは、彼の国までが遠いこと。ある程度前もって情報を仕入れておかない限り、彼の細かい素性についてはこの国に居る皇国関係者頼りになる。バリアリーフが口封じをしようと思えば、可能な範囲だ。

「パチうそこいたってしゃーないから、オレぶっちゃけちゃいますケド？　まー、親孝行的な？　オレの中では、それが一番みたいな？　ちょっち馬うまらせれば分かる的なヤツなんだけど、二年くらい前に親おや父じ死んだんだよね、オレの地元」

「馬らせる……？」

「早馬を飛ばす的なー。ま、他にも色々使い方あるケド？　馬使って色々話したりとか、とりま連絡するとか？　全部馬らせる的な？　適当に領主とダベった後、細かい話とかその辺全部あとで馬らせるわーみたいな」

　前皇帝──つまり、バリアリーフの父親が死んでいることは、ライラックの耳にも確かな情報として入ってきていた。かといって、親孝行の虚実は未確定ではある。

「……わたしとの婚姻が、何故なぜ親孝行になるというのです」

「っぱオレ？　最後くらいきっちりケジメつけとかねーとダセェなって思ったんよ。第五皇子ってこともあって、めっちゃくちゃ好き勝手遊んでたし？　んでも親父はそんなオレを全然許してくれてて、じゃー最後の頼みくらい聞いてやらなきゃ男じゃねーっしょ」

「……その最後の頼みというのが、国力の増加だと？」

　だとしたら随分と食い違う。今際いまわの際までこんな有用な男を放置しておいて、最後の頼みに使う。ましてや他国との婚姻になどと、無能が過ぎるというものだ。この時点でライラックは彼の言葉がブラフである線を幾つかパターン化していたのだが、彼は首を振った。

「んにゃ？　家族仲良く的なヤツ。親父はマジでオレ含めてめっちゃ子供好きでいてくれて、お家騒動みてえなのは無しにしてくれってのが、親父の最後の願いだったってワケ」

「……なるほど。自分より上の継承権を持つ人間の命令に従って他国との関係をよくするための駒になったと」

「ライラっちゃん厳し〜！　ま、実際？　俺より上の継承権持ってるヤツで生きてるの、もー三人くらいしか居ねーんだわ。親父の頼み、ぜんっぜん皆聞かねーっつーかさー」

「です、か」

　どのみち裏を探らせるのは変わらない。それまで多少、可能性の絞り込みをするのがライラックの今するべきこと。ただ、駒という表現にある程度反応は見られた。これすらもブラフかもしれないが、そこはそれ。今後の付き合いで見定めていくべきこと。

　多少長期戦になる覚悟はある。国王も皇国との婚姻には前向きだろう。何せ婿入りだ。

　一番わかりやすいやり口としては、バリアリーフをその気にさせないよう振る舞うことだったが、この分だとそう簡単には引き下がってくれない。

「ま、ライラっちゃんのでだいたい合ってるっちゅーか。一番上の兄貴が、遊び惚ほうけてたオレなんかに国は任せらんねー的なこと言って、どっか消えろみたいな空気感じて？　んじゃ親父の為ために出来ることって、そんくらいじゃね？　みたいな」

「なるほど。兄に良いようにされたと」

「ははは、さっきからウケんねライラっちゃん！」

　気持ち良いくらいに大笑いしたバリアリーフは、しかし口角を上げて続ける。

「でもオレを挑発しても、帰るわけにいかねえんだわぁ」

「ちっ」

「あれぇ!?　超絶舌打ちしなかった!?」

　わたわたと騒がしいバリアリーフを前に、盛大に舌打ちをしたライラックはこの先の展望に悩みながら冷めた紅茶を飲みほした。




　　　　†




「そろそろ冷え込む季節だな」

　何の気なしに呟つぶやいたフウタの吐息は、私室の中だというのに仄ほのかに白い。

　今までは置物になっていた備え付けの暖炉にもそろそろ出番が回ってくる頃合いであろうし、いつの間にかベッドやソファに掛けられる布も厚手のものに変わっている。部屋の床には柔らかな絨じゅう毯たんが敷かれ、壁にも毛皮を所せましと飾るなど遮熱に妥協がない内装。

　そしてソファやベッドの中には熱で温めた軽石が──

「……幾ら何でもやりすぎじゃない？」

「さむいっ！」

「まだ寒季ふゆ本番ってわけでもないのに……」

「さむいっ！」

「そうか……とりあえず、ベッドから出てこようか」

「さむいっ！」

「ええ……」

　木剣の素振りを終えたフウタが振り向くと、彼のベッドから顔だけを出した少女の姿。

　いつも通り頭に乗せられたホワイトブリムと、柔らかく綺麗な金の二房。だが彼女の目印でもあるメイド服は毛布にくるまったまま、引きこもり抵抗を続けていた。

「身体からだ動かせば少しは温まるかもよ？」

「皆いつもそう言うんだ！　メイドの事なんてこれっぽちも分かっちゃいないんだ！」

「何の抗議運動が始まったの？」

「侍従の乱」

「国をひっくり返す気だ……」

　そんなに寒いなら、とフウタはふと考えて。

「冬用のメイド服とか、そういうのは無いのか？」

「常にあっためた軽石を服のいたるところにしまい込めるヤツとかっ？」

「鍛えてるの？」

　重石おもしと言った方が早そうだった。

「全身毛皮で固めるとかっ？」

「ワイルドなの？」

　もはやメイド服とは呼べないデザインになりそうだった。

「やっぱり、ベッドのまま移動できるように」

「どこまで横着するんだメイドさん……」

「むー。じゃあフウタ様から提案してみれー」

「そうだなぁ」

　考えるのは、寒くならないメイドグッズ。元々彼女の服装は露出が多い方ではない。それでも寒いというのなら、やはり防寒に何かしらの追加要素が必要ということだろう。

「こう、思うんだけど。どうしても体温っていうのは出ていっちゃうわけで。でもかといって外が寒いのはどうしようもないし」

「ふむー？」

「だから、温かいものを食べたり飲んだりっていうのが、一番の防寒なんじゃないか？」

　フウタは二年間まともな庇ひさしも無いところで過ごしてきた人間だ。だから慣れているというわけでもないが、そこで学んだ知恵としてはやはり食べ物のあるなしの大きさだろう。

　毛皮を纏まとえば吹雪の中でも温かいのかと言えばそんなことはない。ただ、身体の芯さえ温まっていれば、それを逃がさないことで何とか寒い季節を踏破することは出来たのだ。

　と、コローナはぽつりと呟く。

「……温かいもの食べたり飲んだりしながら、メイドのお仕事」

「あー、そうか。確かにそりゃ無理だ」

　掃除に洗濯、客人の世話役としての様々な仕事。それを一手に担になう彼女に、暖を取る為の飲食は難しい。だが、そこで彼女はむくりと無言で起き上がった。毛布から這はい出てきたコローナはベッドを降りるなり子犬のようにぷるぷる震えると、そのまま慣れた動作で暖炉の薪を準備し、呆あっ気けにとられるフウタを置いてぱたぱたと外へ出て行ってしまった。

「暖炉でも点つけても良かったのに、どうしたんだろう」

　とはいえ、運動を終えたばかりのフウタにとってはむしろこの部屋は暑いくらいだ。

　コローナの動向は気になるが、居なくなってしまったのなら仕方がない。とりあえずはシャワーでも浴びようと、フウタはフウタで部屋の奥へと引っ込んでいった。

　彼の私室として与えられたこの部屋は基本的にはワンルームだ。とはいえ着替えの為のクローゼットにシャワールームと、ホテルのスイートルーム並みの設備が整っている。

　キッチンこそ無いが、食事を運んできてくれる少女が居るのだ。必要など無かった。

　そう、無かったはずだった。

「ふぅ」

　シャワーを浴びて着替えを終え、私室へと戻ってきたフウタがまず感じたのは妙な温ぬくもりだった。そういえばコローナが暖炉の準備をしていたっけかと思い出したのも束つかの間ま。

「おお!?」

　香る濃厚なポモドーロトマト。暖炉の前に膝を抱えてうずくまるメイド服。ぐつぐつと何かが煮込まれる音は耳に心地好よいが、窓が毛皮の遮熱カーテンで閉ざされているせいで、部屋の明るさは暖炉の火だけが保っている。それがまた、まるでメイドが一人で旅の夜を過ごしているかのような雰囲気を感じさせた。──人の部屋で。

「へへっ。あったけぇや。旅の空、心細さに沁しみる、ポモドーロの味がよぅ」

「人の部屋で旅をするな」

「おっと誰だ？　メイドは怪しいもんじゃねえ、ただ一介の旅人さ。今夜だけ、野宿を許してくれや。ずずっ……はぁ。まあ、座れよ。良い星空だぜ」

「そもそもここは野じゃないってば……」

　仕方なくコローナの隣に座る。絨毯に直接腰を下ろすのは少し抵抗があるにせよ、一応は替えたばかりだ。腰かけると、彼女は暖炉の中に勝手に作った吊つり鍋を開き、中の温かいとろみがかったポモドーロのスープを取り出すと、小さな器に盛ってフウタに寄越した。

「骨の芯から、温まるぜ。小難しいことはみんな忘れちまえよ。な？」

「どうしてそんなハードボイルドに……」

　そうして口にしたスープに、フウタは目を見開く。当然と言えば当然であるが驚くほど美味おいしいものだった。飛び込んでくるオニヨンたまねぎの細かな食感と、香るアーリオにんにくの風味。そして何より、その全てを包むポモドーロトマトの旨うま味み。それらがとろみを合わせて舌から喉へ、そして腹の中へとじんわり温かさを伝えていく様は、確かに寒空の下に大層な安らぎを与えてくれることだろう。ここは部屋だが。

「どうだい」

「いや美味うまいけども」

　美味いだろう？　とでも言いたげな、やたら上から目線の満足気な表情がやけに腹が立つ。また頰を撫なでまわしてやろうか。

「明日からも頑張ろう。そう思えるだろう？」

「まだ昼だけども」

「満天の星が、メイドの明日を祝福してくれているさ」

「満天の星って──あぁ!?」

　天井にめっちゃ星の落書きがしてあった。ぺろりんっと舌を出した、顔付きの星が沢山。

　半ばホラーだ。人がシャワーを浴びている間に、この子はいったい何をやっていたのか。

「いや良いけども」

　スープを傾け、ほっと一息吐つきながら、フウタは問いかけた。

「楽しい？」

　肩が触れるほどの至近距離。見上げるようにフウタに目を向けた彼女は、さっきまでの似非えせハードボイルドをほっぽり捨てて、満開の笑顔で言う。

「めっちゃ楽しい！」

「そっか」

　ならまあ、良いか。彼女が笑っていられるなら、それが本当に何よりだ。

　暖炉の前で二人、温かいものを食べながらぼうっとする。

　何かを忘れている気がしないでもなかったが──

「──フウタ様。ウィンド・アースノート様がお見えです」

「めいどー」

　そうだった！　と思い出すフウタを置いて、当たり前のように立ち上がったコローナが侍従を出迎える。やたら暖かくポモドーロの香り漂う室内に何か言いたげな〈侍従〉ではあったがそこはそれ。異常に早い切り替えと共に、コローナは侍従と言葉を交わすと。

「フウタ様フウタ様フウタ様っ」

「はいはいどしたの」

「お客様通しても良いですかねっ」

「ああ」

　ポモドーロの匂い凄すごいけど、と頷うなずくフウタに合わせ、侍従が引っ込むこと少し。部屋に姿を現したのは、オルバ商会の用心棒である壮年の男性ウィンド・アースノートと。

「わ、良い匂い!!」

　その娘である、ルリ・アースノートであった。

　暖炉の前で美味しそうにスープを味わう童女を眺めながら、フウタとウィンドはソファに向かい合っていた。そそくさと二人にお茶を出すなり、子供のお守もりを口実にコローナも暖炉の傍そばに屈かがみこんでいる。実際二人の相性はいいようで、拳を突き合わせたり急に同時に足を開いたり、何故なぜかぺろりんの練習をしていたり。

　もう少し高い位置でどうのとアドバイスするコローナに、フウタは口元を緩ませた。

　普段はそんなに拘こだわっていないだろうに。

「……ルリちゃんを預かって欲しい、ですか」

「ええ。どうか、お願いします」

「ちょ、ちょちょ、待ってください」

　深々と頭を下げるウィンドに、慌てて立ち上がるフウタ。

　フウタにとって、ウィンドは大恩ある人物だ。初めて対たい峙じした時から道を譲ろうとしてくれたばかりか、コローナの囚とらわれた牢ろう獄ごくでも窮地を機転で救ってくれた。演舞場でも応援に駆けつけてくれた。尊敬すべき先達として、フウタは敬意を払っている。

　少なくとも、足を向けて寝られる相手ではないのだ。どこぞのパスタとは違って。

「王女様に一応確認はしますが、貴方あなたからの頼みであれば俺も否いなとは言えませんよ」

「そうですか……ありがとう」

　むしろ少しでも恩を返せるのであればこの程度どうということはない。そのくらいの心持ちだった。とはいえ、理由は気になるところ。ちらりと窺うかがえば、彼はゆるりと頷いた。

「少々、私の方で面倒事が起きそうでしてな。ルリを一人にしておきたくはないのです」

「荒事ですか？　でしたら俺も──」

「はっはっは。貴方には、私よりも大事なものが多くある。そこに図ずう々ずうしくも私の宝物を預けようというのだ。それだけでも十分です」

「……でも、何か有事のことがあれば。ルリちゃんの為ためにも、手はいつでも貸しますよ」

　確かにフウタはライラックに人生の全てを手渡したと言っても過言ではない身の上だ。だがだからといって目の前で起きる不幸を見逃すほど傀かい儡らいになったつもりはない。恩には恩をと思うのは人の性さがだ。けれどウィンドは、ルリを預かるだけで十分だと首を振った。

「私にとって、ルリを安心して預けられる場所というのがどれほど大きいものか、きっと貴方は分かっていない。……それにルリはコローナ殿にとても懐なついている様子ですし」

　その頃ルリはコローナと一緒にありったけの薪を暖炉に詰めてめちゃくちゃ火遊びしていた。フウタは冷や汗を垂らしながら、コローナの監督役としての信頼度に頭を抱えた。

「コローナ殿が居れば、ルリは何の心配もせずに済む。そしてフウタ殿が居れば、私も安心できるというものです。これほど、ルリを任せるに足る人物は、他におりません」

「そこまでおっしゃるのでしたら……。ただ、ウィンドさん。必ず、お返ししますから」

「ええ、もちろん。私も、商会の為にまだまだ死ねませんよ」

　笑うウィンドに頷いて、フウタは立ち上がった。

「ルリちゃん」

「ほー？」

　暖炉の前で遊ぶルリと目線を合わせるように屈んで、告げる。

「しばらく、俺とこのお姉さんと一緒でも良いかな？」

「うん！」

　どうもこの様子だと、ルリとウィンドの間ではある程度話が付いているようであった。

　少なくとも、しばらくお留守番になるということくらいは──

「パパ！」

「おお、どうしたんだいルリ」

　ウィンドがゆるゆるの表情で応えれば、ルリはどこかで見たような動きで拳を放つ。

「ルリ、ここに居るから。パパは良い子でまってろー？」

　とんちきな台詞せりふに目を丸くするウィンドをおいて、フウタは隣のメイドを見据えて問う。

「いつ仕込んだ？」

「子供の成長は早いのよ、坊や」

「要は完全にキミの影響じゃないか……」

「ぺーろりんっ」

　やっちゃいました、とばかりのコローナの良い笑顔。

　その言葉に反応して、ルリもフウタに振り向くと笑った。

「ぺーろりんっ」

「はいはい、可愛かわいい可愛い」

　その桜色の頭をさらさらと撫でながら、フウタも微笑ほほえむ。

　預かることそのものは構わないが、いつも以上に体力を使う日々が始まりそうだった。
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[image: 第二話　雲は遠く、賑やかな日々]

　──王都西方山岳地帯。元は鉱山としての価値を見み出いだされていたこの辺りの山岳地帯は、高級な鉱石が微小に取れる程度のものでしかなかった。

　すでに資源が取り尽くされた廃鉱に立ち寄る者も殆ほとんどおらず、魔獣その他の巣そう窟くつとなっているこの山岳地帯には、打ち捨てられたままの住居区画がそのまま残っている。

　夜半。魔獣の脅威をも恐れず集った数十人は、中央に立つ男に視線を向けていた。

　暗がりに星明り。ただそれだけが彼らの視界を保つ心もとない道標。

　だが関係ない。彼らは狩られることを怖おそれていない。其そは狩る者たち。

　誰も彼もが腕自慢の暗殺者。彼らの視線の中心に立つ男が、朗々と言葉を紡つむぐ。

「改めて。報酬は五千万ガルド相当」

　静かな夜に響く声は、戦いを求める者たちにとっては十分な報酬。

「早い者勝ちだ。男を殺し、子供を攫さらうだけの簡単な仕事。徒党を組むなら分配する」

　では、行け。

「──ウィンド・アースノートを殺せ」

　その命令に、一斉に動き出す黒き影。

　そんな闇夜に紛れる彼らの中にあって異彩を放つ者たちが居た。暗闇に隠れてその姿がはっきり見えることは無いが、彼女の小柄なシルエットだけは星明りに照らし出された。

「マスター。ウィンド・アースノートを殺して五千万ガルドを手に入れられる確率は、二割……つまり、五回に一回程度です」

　幼い少女の高い声──にしては無機質で無感動な呟つぶやきにも似たその言葉。

　そんな彼女と共に行動しているらしき〝マスター〟と呼ばれた人物は、およそ暗殺者と呼称するには聊いささか派手な見た目をした青年だった。乱雑に乱した赤しゃく銅どう色いろの髪は乾いた血のようで、大きな瞳はそれでいて鋭く、嗤わらった口元からは鋭い犬のような歯が覗のぞいていた。

「あ？　五回に一回？　って何回だ？」

「質問の意図が分かりかねます、マスター」

「あっはは、お前はバカだなー。五回に一回って何回だよって聞いてんだよ」

　快活に笑って少女の頭を撫でる青年。

　しかし少女は全くの無表情のまま、されるがままに頭を揺らしていた。

「五回に一回、とお答えします」

「そっかー。あすこ逃げ出す時に頭でも打っちゃったか。ごめんな！」

「マスター。違います。マスター」

「まいいや、そんだけ貰もらえるんだったら、しばらく旅には困らねえ！　そのウィンドってのと、連れ戻される子ってのは可哀かわい想そうだが、俺らも五日くらい何も食ってねえしな！」

「はい。そろそろ六日になります、マスター」

「五千万ガルドもあったら、王都の定食が百回は食えるな！」

「マスター。五百ガルドの定食は十万回食べられることになります」

「あっはは、そんなに食えねーよ！　お前は食いしん坊だなー！」

「マスター。違います。マスター」

　無表情のまま訂正を繰り返す少女を連れて、青年は歩き出す。

「とはいえ、だ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて、山岳地帯から見下ろせる王都を睥へい睨げいして呟く。

「ようやく摑つかんだ手がかりだ。──首洗って待ってろよ、チャンピオン」
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「フウタ様ったらフウタ様！」

「はいはいどしたの」

　ルリがコローナから離れないこともあり、とりあえず今日はお試しで彼女を預かることになったフウタとコローナ。ライラックにどう説明したものかと悩むフウタの元に、寒さに打ち勝ったらしい元気なメイドが現れる。

「姫様への説得材料を揃そろえましたっ！　どや！」

「説得材料……？」

　なんのこっちゃと振り向くフウタ。

　コローナがフウタの視界からふっと横にずれると、彼女の後ろに居たのは。

「めいどぉー！」

「二号!?」

　その小さいおててを上げて、これまた元気なご挨拶。頭にちょこんと乗せられたホワイトブリムと、ぴったりサイズのメイド服。こちらは殆どコローナとお揃いと来たものだ。

「え、なに、今作ったの？」

「流石さすがに時間的に無理ですよフウタ様っ。この前メイドと会った時に、この服気に入っちゃったみたいで、出来上がっていたものがこちらになりますっ」

「結局がっつりオーダーメイドじゃないか……」

「メイドだけに。メイドだけに」

「ちょろちょろしないの」

　ちょろちょろ動いて左右の耳元から「メイドだけに」と囁ささやかれる煩わしさは、食らってみないと分からない。ひょい、とコローナを捕まえて、両脇を抱えてベッドに降ろす。

「おっと。手慣れてきやがったぜー。フウタ様ったら大胆！」

「コローナ相手に、そこの気を遣うのは負けかなって」

「メイドに魅力が無いっていうのかー！」

「どこから出したの、その抗議看板」

【メイドに愛を！】と書かれた札を掲げるコローナであった。

　愛なら幾らでも、と思うフウタであったが、ついついと袖を引く感覚。見下ろすと、可愛いミニメイドが両手を上げて、何かを催促するようなきらきらした目をしていた。

「ええっと？」

「ルリもやって！」

「……こんなんで良ければ」

　両脇を抱えて持ち上げる。やたらと軽いということもなく、この年頃に十分な重量。ちゃんと愛されて育っているであろうことが伝わり、少しだけ安心するフウタ。

「わー！」

「はい、じゃあコローナさん」

　ルリをコローナの膝の上に降ろせば、両手でかき抱くと耳元で呟いた。

「おいでませ、牢ろう獄ごく」

「ぴっ!?」

「脅すな脅すな」

　眦まなじりを下げるフウタの前で、全力でルリの脇腹をくすぐり始めるコローナ。

　楽しそうな子供の笑い声が部屋を満たす。

　コローナにはもちろん家族は居ない。

　そしてフウタも、幸せだった家族の記憶など殆ど存在しない身の上だ。

　けれど、ルリは心底安心したように、確かに今、満たされた愛情の中に居た。

「フウタ様フウタ様フウタ様っ」

「はいはいどしたの」

「ルリちゃんはお腹なかがすきましたっ」

「勝手に代弁しない」

「ルリ、おなかすいたー！」

「あってたよ……」

　お腹がすいた、と二人のメイド服に抗議されたところで。

「え、これひょっとして俺が何か作る流れなのか？」

「メイド的には何でも良いですね。ルリちゃん一人置いていくのもあれなので、厨ちゅう房ぼうにはぞろぞろ行くことになりますがっ」

「それはそうか。留守番するのもあれだし、コローナの料理を勉強させて貰おう」

「あ、ちなみにですけどフウタ様っ。ルリちゃんはメイドが抱えてますんで」

「…………あー。子供の体温、高いからか」

「ぺろりんっ」

「ぺろりんっ！」

　膝の上のルリも真ま似ねした。抱えていると、本当にメイド二号である。

　リヒターに見せたらどんな反応をするだろうか、などという無駄な思考を巡らせつつ、フウタは立ち上がった。

「今日は何を作るんだメイド長」

「そーですねー、どーしますメイド長？」

「あ、そっちがメイド長なんだ……」

「ルリねー、お肉が良いー」

　良いー、と拳を突き上げるルリに頷うなずき、コローナも一旦彼女を降ろすと。

「じゃー、適当に肉でも焼きますかねー。お前を丸焼きにしてやろうかっ」

「ぴっ!?」

「脅すな脅すな」

　ぞろぞろと三人で部屋を出て、いつもの厨房に向かう。

「めいどぉー！」

「元気な挨拶ですねっ。フウタ様も負けてられませんよ！」

「え、俺に振るの!?」

「張り切ってむしょくー？」

「それだとキミもメイドじゃないじゃん」

「確かにっ！　じゃあみんなメイドっ」

「それもそれでどうなんだ……」

　しかし説得材料とは、なるほど考えたものだとフウタは唸うなる。確かにメイド見習いをさせるというのであれば、ライラックの了承を取れる材料の一つにはなるかもしれない。

　それにしても、とフウタは思う。拳を突き上げ歩く二人を、一歩後ろから眺めながら。

「めいどー！」

「めいどぉー！」

　娘のこんなに可愛かわいらしく元気なところは、是非自分で見てほしい。

「ウィンドさんにも見せてやりたいな──っ？」

　ふと視線に勘付き振り返るは庭の外。剝むきだしの外廊下から見えるのは、夜の闇だけ。

「……一応、警戒だけはしておくか」

　そうして軽く、闘気で周辺を牽けん制せいしながら、二人を守るように後ろから追いかける。

「なんだーなんだーなんだなんだー？　拾い食いかー？　メイドも拾って食べるー」

「たべるぅー！」

「なんて切ないメイドなんだ、やめなさいやめなさい」

　さあさあ早く目的地へ、と笑って促すフウタに──一ウェレト先で、誘拐対象の周囲に居る邪魔な護衛フウタを除こうと、矢をつがえていた暗殺者が。

「──化け物か？」

　と小さく呟いた。このまま狙撃をしようものなら、おそらくは素手で摑まれていた。

　熟練の〈暗殺者〉たればこそ分かる闘気。決死の気配遮断のおかげか吞のん気きに振り返るだけだったからよかったものの、気付かれようものなら死んでいたのは暗殺者こちらの方だ。

　勿もち論ろん可愛いメイドたちに頰を緩めまくっているヒモは何も知らない。

　だが一つ言えるのは──ウィンド・アースノートが取った選択は、寸分の狂いもなく正しかったということだった。
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　お腹いっぱいになるくらいステーキを食べてご満悦のルリとともに、フウタもソファに腰かけて、ゆっくりと時間の流れを感じていた。

　要するに暇なのである。今日はライラックが来客の対応で忙しいという話は聞いていた。

　つまりは手合わせの予定が入っていない。そういう時だからこそ良かれと思って財務卿きょうに話を振ったのだが──昼前に訪れた段階で既に彼はげっそりとした表情で、まだまだ白い部分が大量に残った帳面を指さしていた。今日中に全て終えなければならないらしい。

　彼の仕事を手伝えるようなスキルは無い。となれば助けになることも出来ずフウタはリヒターの執務室をあとにした。──すれ違いざまに「リヒターくーん、あーそーぼー」と殴り込んでいったおつむ・ランカスタのことは、この際気にしないものとする。

　むしろ彼女を回収することが一番の手助けだった気が、今はしないでもないが。アフターあとのパーティまつりである。

「じゃールリちゃん、シャワーでも浴びますかねー」

「おー。コロ姉と一緒ー！」

「はいほーはいほー」

「はいほー！」

　と、元気な会話がソファの背後で行われる。

「ってことで、フウタ様。ルリちゃんの為ために、どうぞお慈悲を」

「いやシャワーケチる部屋主ってなんだよ。そもそも俺にそういう権利多分ないよ」

　ヒモだし。

「じゃあルリちゃんシャワー入れてきますねー」

　手を引こうとするコローナだったが、そこで思わぬ反抗にあった。

　動こうとしないルリに、コローナは目をぱちくりさせる。

「コロ姉も入る？」

「まー、ルリちゃん丸洗いするために」

「やー。コロ姉も入るー」

「ふむー」

　気の抜けた、悩むような声。そんなに渋る理由があるだろうか。寒いから？　それはルリをシャワーに入れる時点で、あまり変わらない。どのみち後で暖炉の前で丸くなることだろう。──そこまで考えて、ふと気付いた。

「あー……俺がルリちゃんと入ろうか？」

「ほ？」

「ほぉ？」

「あ、そこの声まで一緒なのね」

　小首をかしげるタイミングも同じと来たものだ。

　フウタは軽く頭を搔かいて、流石さすがに少しコローナから目を逸そらしつつ。

「や、その。別に深い意味はないんだけど」

　コローナは自分の肌が見られることに、抵抗があったのではないだろうか。あの日、処刑台で首筋から少し見えただけでも彼女の身体からだは傷だらけだった。そんな自分の姿を子供に見せるのはどうだろうかと。──きっとコローナの悩みは、そういう手合いのものだ。

「なぜ目をそらすんだー？」

「え、あー……」

　だからそんな提案をしたのは良いけれど。流石に少し、恥ずかしいものはある。提案自体もそうだが、彼女の身体を想おもってのことであるから、なおさら。

　ジト、と珍しく半眼でフウタを見据えるコローナは、じわりじわりとフウタに近づく。

　本当に深い意味のない提案ならば、フウタは愚直に真まっ直すぐ宣言したことだろう。ルリと俺が一緒に入るよ。などと、誤解を招くような言い方さえ、あり得る話だ。

　コローナとてフウタのことは信頼しているのだ。別に下卑た心持ちでルリとの入浴を言い出すとは思っていない。けれど、そんな風に自分から目を逸らされては、怪しいと思わざるを得ないのも事実だ。

　ひょっとして、そういう趣味が？　と思ってしまうのも無理のない話。

　でも寸胴鍋パスタにはそこまで色目を使っていた気はしないが。そんなコローナの思考をよそに、疑惑の視線を受け続けていたフウタはといえば、そろそろ耐え切れなくなっていた。

「あー、いや、その」

　だって。たとえ、その身が傷だらけであろうと、どんなに痛々しい姿だったとしても。

　フウタにとっては、関係ない。ただただ、彼女コローナの身体なのだ。

　それが全てだった。

「キミを想ったら、つい」

「っ……」

　部屋が静寂に包まれた。ぱちぱちと、時折薪の爆はぜる音だけが少し響く。

　暇を持て余したルリが松ぼっくりを暖炉にぶん投げて、派手な音で遊び始めた。

「おっ……」

「お？」

　徐々に頰を赤らめたコローナが、震える唇で小さく紡つむいだ言葉。

　まるで意味をなさないそれに、フウタが首を傾かしげていると。

「おんなのこたーいむっ!!!!!」

「なんだその時間は」

　ぴゅー、とコローナはフウタのベッドに飛び込むと、毛布を被かぶって見えなくなってしまった。その後、ぺい、ぺい、と靴が放り出された。

「……えーっと」

　頰を搔いたフウタは、松ぼっくりで絶賛火遊び中のルリに声をかける。

「一緒に入ろっか」

「うん！」

　そういうことになった。




「るーんぱっぱー、うんぱっぱー。ぱっぱらぱっぱらうんぱっぱー」

　その綺き麗れいな桜色の髪を、洗い流していく。この時期の水は冷えるもの。

　用意した湯と水で、今度は身体を──と、そこでフウタは妙なものに気が付いた。

「フウ兄？　どしたのー？」

「ああいや。何でもないよ」

　彼女の背中に刻み込まれた、黒い文様。一筆書きで描かれたようなそれは、刺いれ青ずみに見えるが──魔導的なものかもしれないし、そこはフウタには判別がつかない。

　それぞれの家庭には、それぞれの事情がある。ウィンドが説明しなかった以上は、触れる必要もないだろう。ただ、それなりに大きな文字だ。うっかりするとコローナのように、首筋から見えてしまうかもしれない。

　ああ、と思い出す。だからウィンドは、彼女に厚着をさせていたのだ、と。

「よし、これでお仕舞い」

「おしまーい！　じゃあフウ兄もあらったげるー」

「お、おお。ありがとう？」

「パパにもねー、やったげると喜ぶ！」

「……あの人、ルリちゃんのやることなら何でも喜びそうだな」

　小さく笑いつつ、ルリにされるがままシャワーを浴びせられる。

　冷たいが、滝に打たれるようなものだと思えばそう苦ではなかった。

　昼にもう浴びたとか、そういうのも言わぬが花だ。

　一生懸命ルリが洗ってくれているのだから、それでいい。

「……俺にももし、子供が出来たらこんな感じなのかな」

「ほー？　フウ兄、子供産むの？」

「産めはしないかな」

「産んだらルリがルリ姉だよー」

「産めないっちゅうに」

　男には無理なんだ、というような話をしても良かったが、教育方針でパパ上と食い違うわけにもいかない。その辺りは笑って流しつつ、ふと思う。

　子供が出来るということは、即すなわち相手が居るということだ。

　相手、相手。そこまで考えて、小さく笑う。あまりにも自分に都合が良すぎる。

　幸せになって貰もらいたい人ではあるけれど、そこに己の欲を混ぜ込むほど愚かではないつもりだ。だからもし、いつか。自分と一緒になることが一番の幸せだと言うような、酔狂な人が現れた時にまた考えれば良い。いずれにせよ、優先順位はまだまだ低い。

　恩人の幸せを摑つかみ取る。〈無職〉でもまともに生きていける世界を目指す。

　少なくとも、その二つより後で良い。

「ごめんルリちゃん」

「ほー？」

「ルリ姉になるのは、もう少し先のことかも」

「そかー。かなしー」

「はは、ごめんごめ──」

「じゃあ流すねー」

　笑うフウタの頭から、ルリは容赦なく大量の水をぶちまけた。




「ねむい……」

　髪を乾かしていたルリと手を繫つなぎ、暖炉の前でだらけることしばらく。

　目を擦る彼女を見て、ふと思う。

　預かったからには就寝まで面倒を見るべきだろう。

「じゃあ、寝ようか」

「やー」

「やーて」

　いやいや、と首を振るルリ。暖炉から離れたくないのか、まだ遊んでいたいのか。

　さてどうしたものかと考えるより先に、ルリは自分で答えを出してくれた。

「コロ姉も一緒……」

「あー、コロ姉なー」

　視線をベッドに投げる。毛布がこんもりと盛り上がったまま、微動だにしない。

「コロ姉、寝ちゃったからなー」

「寝てないっ！」

「うぉびっくりした」

　ぴょこん、と毛布から顔だけ生えた。乱れた前髪と、少し紅潮した頰。睨にらむような瞳は、フウタ目掛けて何かを訴えているようで……何も届いていない。

「コロ姉、一緒に寝よー……」

「ってわけだから、そこにルリちゃん置いていい？」

　そう問うたフウタだったが、ふと袖を引く感触。

「フウ兄も一緒ぉ……」

「ん？　ああ、すぐそこに居るよ」

　ソファとか。

「やー」

「やーて」

　思いのほか、フウタ自身もやたら懐なつかれてしまったようだった。

　ぐ、と握り込んだ服の袖は、なかなか放してくれないようで。

　どうしたものかと天井を見上げ──やけに腹立たしい顔をした星々が描かれていた。

「……いーですよ」

「へ？」

「ひろーいベッドですからねっ。フウタ様の図体ずうたいがいくら無駄にでっけーとは言え。三人くらい余裕ですよっ」

「……え、いや、でも」

「フウタ様がこっち見なければ！　フウタ様がこっち見なければ！」

「あ、ああ。分かった分かった」

　もそもそとベッドから這はい出でてきたコローナは、また子犬のようにぷるぷる震えて、一人クローゼットルームに消えていった。

　既にパジャマ姿のルリと、部屋着のフウタだけが残される。

「……なんか、思ったよりも凄すごいことになってしまったような」

「みんなで寝よー」

「そうだね。みんなで寝ようね」

　吞のん気きなルリの頭を撫なでながら待つことしばらく。

「……たでーま」

　そんないつもの声と共に現れたのは、白のネグリジェに身を包んだ少女の姿。

　解かれた金の髪は美しく滝のように背に流れ、その癖っ毛は見事に波を打って広がり、壮麗なシルエットを生んでいる。いつもふんわりとしたメイド服のせいか、そのネグリジェのボディラインは彼女のイメージとは全く食い違う女性的なもの。ライラックがスレンダーだとすれば、女性らしい丸みが強調された彼女の体型はグラマーとでも表現すればいいだろうか。

　所在なさげに耳元の髪を弄いじる彼女に目を奪われたフウタを置いて──ルリは言った。

「だ、だれだ」

「コロ姉ですよっ！」

「う、うそだ」

「なぜ噓うそを吐つくかっ！」

　お前なんかこうだ、とばかりにルリの脇腹を摑んだ彼女は、盛大にくすぐり始めた。

　そんな微笑ほほえましい光景を見ながら、フウタは一人思う。彼女が囚とらわれたあの日も似たような服装ではあったけれど、今の彼女の魅力は、あの日とは比べ物にならない。

　フウタの心情がそれどころでなかったこともあるが。

　かつての焦燥を差し引いても、今のコローナは綺麗だった。

「た、たすけてフウ兄！　コロ姉が、コロ姉が、あはははは」

「もうコロ姉だって分かってるんだから許してあげなさいよ……」

「仕方ないですねっ。今日はこのくらいにしといてやるっ」

　解放されたルリは、満まん身しん創そう痍いでフウタの足元に縋すがりつくと。

「あとは、たのんだ……」

「こんな状況でふざけ始めたらもう、立派なメイド二号だよキミは」

　ぱたりこ、と倒れたルリを抱え上げて、フウタは一度コローナに目をやる。

「じゃあ、寝ようか」

「……ですね、うん」

　互いに、微妙に視線を合わせづらくはあるが。

　ルリのためだと心の中で唱えながら、彼女を挟んで三人でベッドへ。意外とこの人数でも広々使えるベッドではあるのだが──それと心情はまた別問題だった。
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「えへへ」

　間に挟まれて幸せそうなルリが微笑む。

「ルリ、今日すっごく楽しかった」

「それは良かった」

「パパも、いつもずっと一緒には居てくれないし。だからね、ありがと」

　ころんころん、と二人の間を転がるルリ。

「すっごく、しあわせー！」

　父親は多忙。母親は不在。そんな環境にあるルリの世話役は、派遣された侍従たち。

　それはそれで不便はないだろう。けれどやはり掛けられる愛情というものが欠けていた。

　それを、捨て子のベアトリクスに手配しろというのは、それはそれで酷な話ではある。ただ一つ言えるのは、ルリにとって今日という日が幸福に満ちていたということだった。

「──コロ姉、なんか欲しいものある？」

「ほ？　なんでまた」

「えっとね、聞いておきたい！」

「そですねー。じゃあ生きる理由」

　ルリがめちゃくちゃ難しい顔をした。

「こらこら……。えっとルリちゃん、何でもいいの？」

　実際、彼女に対して〝欲しいもの〟を聞くというのは中々に難易度が高いことではあれど、それをルリが知る由よしもない。フウタが横から問えば、ルリはもぞもぞと首を振った。

「んーん。命と引き換えにでも欲しいもの」

「どこで覚えたそんな言葉……」

　ぼやきつつも、ルリの言葉は真剣で。子供だからと小馬鹿にするようなことは、フウタはしない。コローナもしないからこそ、あの無茶な返答だったのだろう。

「どうしても欲しいものか」

「うん」

「──好きな人が、幸せでいることかな」

　だから真心だ。シャワーを浴びながらも想おもっていたこと。

　隣に背を向けて寝ている彼女にせよ。自分の人生を掛けたライラックにせよ。

　彼女たちが幸せでいてくれることが、フウタにとっての一番だ。

「……むずかしい」

「そうだなあ」

　そっとルリの頭を撫でて、フウタは告げる。

　きっとその好きな人の中には、ルリのことも入っている。──だから。

「ルリちゃんがいっぱい笑ってくれたら、俺は幸せだ」

「……？」

　よく分かっていないだろうけれど。

　それでも彼女は真剣に頷うなずいて、繰り返すように呟つぶやくと。

「分かった。ルリがいっぱい笑うことが、フウ兄の幸せ！」

「そうそう」

　にこにこと笑って頷く。

　──彼女が何故なぜそんなことを聞いたのかは、まだ分からないまま。
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「──ウィンドの娘に関しては、許可しましょう」

「ありがとうございます」

　いつも通りの、王女とヒモの小さな茶会。事と次第を聞き届けたライラックは、ゆるりと頷き、息を吐いた。わざわざ律りち儀ぎに報告する彼に、困ったように眉を下げて。

「もとより、貴方あなたの日常まで束縛しようと思っているわけではありません」

　その表情に微かすかな疲れを見て取ったフウタは、笑みを返す傍かたわらで問う。

「俺のことばかり頼んでしまって申し訳ありません。……酷ひどくお疲れのようですけど」

「そう見えますか？　だとしたら、少し気が緩みすぎですね」

　やれやれ、と首を振るライラック。

「王女様、それは違いますよ」

「何がです？」

「俺の前でくらい、存分に気を緩ませてください」

「……です、か」

　そっと唇を撫で、少し思案するように目を閉じた彼女を、フウタは静かに見つめていた。

　疲れているなら、疲れていると言って欲しい。ただそれだけの想いはしかし、最近の自分の油断を戒める大きな楔くさび。フウタの前で緩ませるのではなく、勝手に緩んでいたのだからさもありなん。面倒な人間の相手をしなければならないことが、余計にここでの緩みに繫つながってしまっていたらしい。

「フウタ、この後の予定は？」

「一旦ルリちゃんをウィンドさんのところへ連れていくのと、その後はパスタと会いますが。何かあれば幾らでも」

「いえ。わたしもこの後は色々と外せないのですが……そうですね、今は話をする時間があるようで、結構」

　少し冷めてしまった紅茶をそっとソーサーに戻す。

「これは、フウタの信頼を試すという形になりますが。ええ、少し気を抜きます」

「はい、是非そうしてください」

　少しだけ、ソファの背に身体からだを預けるライラック。

　カップの水みな面もに映る自らの顔は、少しばかり険が取れていた。

「貴方の耳にも届いているでしょうが、今回はわたしの婚約についてが焦点になっています。国王は単純に娘の幸せを願っているので、まだあまり派手に動きたくはありません」

　ぽつり、呟くように言う。

　それはつまり、〈奸かん雄ゆう〉としての自らはまだ父親には露見させたくないということ。

「なのですが、その婚約相手というのが非常に厄介でして」

「厄介とはまた」

「わたしが、わたしであることを理解している。面倒極まりない」

「バリアリーフ、第五皇子でしたか」

「ええ。皇国の」

　バリアリーフ第五皇子という名前に聞き覚えがあるわけではないが、第五などとつくからには政界や社交界で百戦錬磨というわけでもなさそうだ。

　どちらかといえば、王家の為ために使われる駒、というイメージが強い第五皇子が、ライラックをして厄介と言わしめるほどとは。

「どんな人物なのですか？」

　そう問われて脳裏によぎる、『うぇーい！』『馬らせるわー』『オケマル商会〜』といった言葉の数々。

「……摑つかみどころのない人間、ですかね」

「はあ、なるほど」

「わたしに女王として好きにしていい、など好条件を持ち掛けてはいますが……さて。どうしてくれようか」

　嘆息交じりのライラックに、フウタは渋面を浮かべて呟いた。

「……なんというか。婚約だというのに、あんまりめでたくないですね」

「は？　……はあ、まあ。そうですね」

「うーん」

　フウタが何に悩んでいるのか、一瞬分からず。

　しかし、なんだかまるでめでたい婚約なら喜んだと言わんばかり。

「……フウタ。わたしに婚約者が用意されたと聞いて、どう思いました？」

　思えば最初からおかしかったのだ。

　自分に婚約者が出来たというのに、随分とリアクションが薄かった。

　受ける気が無いと告げていたからかと思っていたが。

「どうって、そうですね」

　腕を組み、真剣に言葉を選び、ライラックに向き直ったフウタは言った。

「王女様が幸せなら、何より嬉うれしいなと」

「貴方には失望しました。がっかりです。は〜ぁ」

「え……」

　何かが砕けたような音が聞こえたような気がしないでもないが。そんなもの知ったことではない。どこの誰が相手であろうと、誰かと結ばれることが自分にとって幸せなはずがないだろう。そしてそれ以上にこの男、あの夜の『親愛』はその程度だとでも言うつもりだろうかと、苛いら立だちを抑えるべく閉じていた瞳をゆっくりと開く。

　と、そこには。万感籠ったような言葉と共に深々と頭を下げ、立ち上がり、よろよろと出ていこうとする──

「……お世話に、なりました」

「そ、そこまで落ち込むことはないでしょう？」

「いえ、期待に応えられなかった俺になど、もう構わないでください」

「待って違うっ──違います。貴方へかける期待の話とは無関係です、これから先もずっとわたしは、じゃないああもう！」

　が、と腕を摑んで引き留める。

「……王女様？」

「……ずっとここに居なさい。良いいですね」

「…………わかり、ました」

　渋々、といった様子で席につくフウタに、ライラックも大きくため息を吐ついてから。

　軽く頰を扇あおいで、一人胸を撫なでおろす。

「全く……情けないところを……もう……」

　情けないところを、見せないで欲しい。情けないところを、見せてしまったようで苛立たしい。やっぱり、気など緩ませるものではない。

　自戒するように、ライラックは唇を尖とがらせた。
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　裏路地。そこは家なき人々が肩を寄せ合って暮らす、半ば治安を放棄された区画。しかし彼らは今、住すみ処かを追われて逃げ惑う他なかった。数々の暗殺者と、一人の男の逃走劇。振り回される得物と飛び交う暗器によって、彼らの居所はずたずたに引き裂かれていた。

「──思いのほか、動きが早かったか」

　苛立たし気に唇を嚙かみしめ、男は両手に鉄てっ鐗かんを握り地を駆ける。後方から追いすがるは、彼の首に懸かった金を得ようとする暗殺者たち。その具体的な数が分からないが故に、男の精神も削られる。何人返り討ちにしても安心できない。何人を撒まいても安心できない。何日戦えばいいのかもわからない。それを調べる手段は──無いことは無いが。敵に見つからないまま動き続けなければ、調査協力を誰かに依頼することも出来ない。

　頼った相手が、消されるケースを否定できないからだ。

　──だが。それでも。振り返りざまに鉄鐗を振るう。鈍い音とともに、骨の砕ける感触。

　顔面を殴おう打だし振り抜いたその得物には、こびりついた体液と血痕。拭う暇もなくまた駆ける。今の男は死んだだろうか。それを確認する暇もない。今だって他の暗殺者が自分を狙っている。まるで競うように。なればおそらくは、賞金で雇ったケースだろう。そう予測を立てたところで、今の自分にどうこうすることは出来ないが。

　開けた場所に出た。訓練された〈暗殺者〉たちは、彼を取り囲むように周囲を固める。

　競い合う相手ばかりだというのに、こういう時の阿あ吽うんの呼吸は流石さすが〈暗殺者〉といったところか。息を吐き、ウィンド・アースノートは鉄鐗を構える。

「来るなら来い──纏まとめてひき肉にしてやろう」




　　　　†




　徐々に慣れ親しむようになってきた、いつも通りの王都中心街。幾つもの商会が立ち並び、路上には左右に出店も多く。鳴り物と売り子の歓声が、シャワーのように降り注ぐ。

　そんな真っただ中をフウタとコローナは歩いていた。今日は間にもう一人を挟んで。

「るーんぱっぱーうんぱっぱー！」

「ぱっぱらぱっぱらうんぱっぱー！」

　ぶんぶんと繫いだ手を振りながら、ご機嫌なルリに合わせてコローナも歌う。微笑ほほえましい光景は広い路地でも注目の的で、和やかな空気が辺りを包む。今日はこのままオルバ商会へと赴き、ルリをウィンドの元へ送り届けることになっていた。ライラックに許可を貰もらえた以上そのまま預かっても良かったのだが、そこは一度ウィンドと交わした約束。

　それに、細かい期日についてはまたすり合わせるという話になっていたのだ。

　いつまで預かれば良いのかを含め、話しておく必要があった。

「──あれ、フウタくんじゃん」

　聞き覚えのある声に振り向けば、すぐ目に入るのは何人もの兵士。鎧よろいを見る限り、王都の衛兵だと見て分かる。そんな彼らの筆頭に、何故なぜか見覚えのある少女が立っていた。

「プリム？」

「やぁ。なんだか、素敵な組み合わせだね。はろはろ」

　コローナとフウタ。そして間に手を繫がれたルリ。見覚えのない童女に向けて、プリムは軽く手を振った。ルリも振り返そうとしてフウタと繫がった手を持ち上げたものの、上手うまく行かずに断念した。どうやら手を放す発想は無かったらしい。

「プリムこそ、どういう組み合わせだ？」

「ああ、この子たち？」

　この子たち。というには随分屈強な男衆だが。

　彼らもそう思ったらしく、げらげら笑いながらプリムをどつく。

「年上だぞ俺ら」

「ったく、相変わらず礼儀がなってねえな」

「プリムじゃなかったらどついてるところだ」

「もうどついたよねぇ!?　キミら後でボコボコにするからな！」

　威嚇するプリムと愉快そうな彼ら。関係は良好なようだが、はてと首を傾かしげるフウタ。

「あー、ほら。あれだよ。元々王都に入る時に色々あって。コローナちゃん探す時に助けて貰ってからは、ずぶずぶの仲ってやつ」

「その言い方じゃ俺たちがお前の悪事を見逃してるみたいになるだろうが」

「言葉に気を付けろ、おつむまで筋肉か？」

「これだから財務卿きょうも苦労が絶えねえんだよ」

「なんだとー!?」

　公共の場で十じゅう字じ鎗そうを振り回す蛮族プリムを、後ろから摑んで慌ててフウタが押おし止とどめる。

「待て待て待て待て」

「なにさ！」

「なにさじゃないよ。事実だろうに……。……ん？」

　周囲の様子の変化に気が付いたフウタは、その主な方向である兵士たちへと目をやった。

「おお……」「プリムの鎗やりを止めたぞ」「あんなあっさりと」

　何やら感動したような面持ちで、フウタを見つめるその視線。

「……ええっと？　お前、この人たちに普段何してんだ？　めっちゃ怯おびえてるじゃん」

「色々手伝って貰ったお礼に、鍛錬付き合ってあげてるだけだよ」

　どうやらそれは事実らしく、疑惑を孕はらんだフウタの目に、兵士たちは頷うなずいた。

「いや、でもマジか。プリムなんて化け物の鎗を止めるなんて」

「そうそう、プリムなんて化け物、俺らじゃとんと相手にならなくて」

「やー、プリムマジ化け物だわー」

「ねえキミたち。ねえキミたち」

　額に青筋を浮かべるプリム。

「じゃ、じゃあ俺らは見回りあるから！　暴れんなよプリム！」

「そうそう、ちゃんと人に擬態しておけよ！」

「周りの真ま似ねしてれば何とかなるからなー！」

「まだ言うか！　ふしゃー！」

　猫のような威嚇をするプリムを置いて、衛兵たちは見回りと称して逃走していった。

　……一番取り押さえるべき人間から逃げてしまっているように見えなくもないが。手に負えない化け物に立ち向かうのは蛮勇だと考えるなら、正しい答えなのかもしれない。

「でも、プリム。あの人たちが、コローナ捜す時に手伝ってくれたのか」

「そだよ。色々聞き回ってくれてさ」

　小さく笑って、隣を見るフウタ。なんとも言えない表情で、走り去っていった彼らの方を眺めているコローナの横顔が目に入った。

　自分の為ために動いてくれた、ということは、素直に感謝には繫つながらない。当たり前のように、毎日人々を救って回っている衛兵たちにとってはただの日常の一ページ。けれど。

「今度、一緒にお礼言いに行こうか」

　そのフウタの一言には、コローナは無言で頷いた。

「──ああ、そうそうフウタくん、あいつらに聞いたんだけどさ」

　気付けばルリの頰をぷにぷにして遊んでいたプリムが、思い出したように顔を上げた。

「〝この子たち〟、からランクダウンしたな」

「ボコボコにするからね。あ、それはそれとしてなんかちょっと物騒みたいだから気を付けて。結構な数の暗殺者とかが動いてるみたい。裏路地で死体も結構見つかってるって」

　ルリの手前、立ち上がり声を落とすプリム。そして、彼女の言葉には続きがあった。

「私も何人かの死体を見たんだけど、撲殺。で、多分……得物は鉄鐗」

「それは……ウィンドさんだって言いたいのか？」

「少なくとも得物はね」

　プリムとウィンドには勿もち論ろん面識がある。とはいえ接点と呼べるほどの関係があるわけでもない訳で。人となりを知らない以上、危険人物のように考えてもおかしくはない。勿論フウタはまだその下手人をウィンドだと認めたくはなかったが、状況証拠に加えて──

「ほぉ？」

　ちらりと足元に目を配れば、ルリが首を傾げていた。そう。そもそもウィンドがルリをフウタに託した理由が、今起きているらしい事件と関係しているとしたら。

「何か心当たり、ありそうじゃん」

「まあ、な。この子、ウィンドさんの娘さんなんだ」

「──そう。……大変だね、キミ」

　す、とプリムの目が細まった。屈かがみこんで、ぽんとルリの頭を撫でる。

　要領を得ない言葉に首を傾げる彼女のさらさらの桜色の髪を撫でて、プリムは頰を緩めた。ウィンドに娘が居ることすら知らなかったプリムだが、フウタに彼女を預けている時点で、娘を愛していることくらいは理解出来た。

　彼女の無む垢くな瞳には、煤すすけた憎ぞう悪おや背負う悲哀は何も感じられない。だからこそ父親の置かれている状況の危うさが彼女に何をもたらすのか、もしも父を失ったとしたらこの子の表情がどう曇るのか、プリムの想像にも難かたくない。──肉親の死は、辛つらいものだ。

「一応、良いい情報としてはね。〈暗殺者〉の一人と話す機会があったんだ。彼はこの仕事を降りるって言ってた。ターゲットに凄すご腕うでの護衛が付いてて、とても手が出せないって」

「凄腕の護衛ねえ。ウィンドさんが誰か雇ったのか？」

「さあ。そもそもウィンドさんがターゲットかどうかも、その時は分からなかったし」

「それもそうか」

　ぎゅ、とルリの手を軽く握ってフウタは微笑む。大丈夫だと安心させるように。やはり一度ちゃんとウィンドと話すべきだと決意を固めて。──そこで、フウタは気が付いた。

「あれ!?　コローナは!?」

　先ほどまで居たはずの場所に、メイド型の空白が生まれていた。

　どこに行ったのかとひたすら見渡すも、どこにも居ない。

「コロ姉、さっきのあの人達追いかけてったよ？」

「全然気づかなかった！」

　と、その時。

「やー悪いなメイドさん！　ほんと、治安守ってる甲か斐いあるわー」

　兵士に囲まれて、愉快なメイドさんが片端から焼きたてパンを彼らの口に詰めていた。

「すげえ美う味めぇわ。はー、うちの〈侍従〉もこのくらい美味い飯作ってくれないかなー」

「もががっ……いやすげえ美味いけどどうしてそんな、食い終わる度に詰めてくるの？　喉が渇かわ──あ、お水もあると。ありがごぼぼぼ」

「こんなたらふく昼飯食えたの久々じゃね？　化け物に腹の中空っぽにされるからな」

　最後の一人の言葉に、どっと沸く兵士たち。

「フウタくん。また今度ね。コローナちゃんにも宜よろしく」

「……一応聞くけど、帰るのか？」

「ううん。──腹の中空っぽにしてくる」

　バスケットを提げたメイドさんの甲か斐い甲が斐いしい（？）プレゼント。

　そんな光景を見守りながら、フウタは表情をほころばせた。

　──彼女なりの御お礼れいなのだろう。どんな恩を受けたのかいまいちよく分からないし、とくに有あり難がたいとは思えないかもしれないけれど。それでも、自分が生きる為に誰かが頑張ってくれたことに対して、何かが返せたら。そんな小さな想おもいが伝わった。──だから。

「……出来れば、腹の中のものは収めておいてあげてくれ」

　そう苦笑いしながらフウタはプリムたちを見送って、オルバ商会へ向かう三人だった。

　──ウィンド・アースノートは、オルバ商会には居なかった。




　　　　†




　──王城賓客室。王都に招く最上級の賓客のみを通すこの部屋は、王女の私室と同等かそれ以上に清掃が行き届き、美しく芸術的な調度品を多く配置している。また、王女や国王の私室と異なり、この国独特の文化をより強調した部屋の造りとなっている。

　壁に飾られたこの国で最も高い山の絵画などは、その際たるものだ。

　以前はガーランドを招き入れていたこの客室は、今は皇国第五皇子──もとい、ライラック第一王女の婚約者バリアリーフ・Ｆ・クライストにあてがわれていた。

「皇子!!　おやめください、皇子!!」

「っべー、えコレあれじゃね、皇国うちの絹より全然すげくね？　エルっちゃん持ってって」

「持っていきません！」

　ベッドに飾り布として用意されていた絹をべたべた触り、っべーだのすげーだのと目付け役であるエルっちゃん──エルフリードという壮年の男性に告げるバリアリーフ。

「えー、エルっちゃんマジないわー。そーゆーテンサゲ、地元じゃ流行はやってねーって」

　禿とく頭とうに青筋を浮かべ、我慢の限界を迎えたエルフリードは叫ぶ。

「良いからッ──服を着てください!!!」

「エルっちゃぁん……目、付いてない系？」

　着てるよ、と両手を広げるバリアリーフ。上半身裸の上から半袖のワイシャツを羽織り、下は膝上のハーフパンツ。それもひらひらの安い生地。靴下も履いておらず、直じかにサンダルを身に着けていた。──この、寒さが本番に近づこうという季節にである。

「それは皇子ともあろうお方の服ではありません！　皇族としての義務が、貴方あなたにはあるのです！　第一皇子のご命令をお忘れですか！」

「兄貴ねー」

　面倒臭そうに耳をかっぽじるバリアリーフ。その長く太い指は何かの鍛錬の跡を感じさせるが、武人としての闘気はなく立ち振る舞いも隙だらけ。──だが。

「エルっちゃん。オレ、別に兄貴の命令だから来てる的なヤツじゃないからさ」

　す、と目を細め、エルフリードを見据えた彼の雰囲気ががらりと変わった。

「口の利きき方、マジ気ぃ付けろよ」

「っ……前皇帝陛下の、願いを、不意にするおつもりですか？」

「そそそ。そう言ってくれりゃオレも……アレ？　オレってば自分から今、自分縛りに行った？　アッハッハ超ウケるんですケドー！　最＆高っしょー！」

　桜色の短髪をぼりぼり搔かきながら大笑する彼に、エルフリードは渋面を浮かべたまま。

「ってことでオレちょっち出かけるわー。これから住まう街のこと、いと知りたけりー」

「皇子！　困ります！　皇子！」

「いらねーからそーゆーの。問題ねーべ何の役にも立たねーこいつも持ってくからさー」

　うっすらと弧を描く得物──刀を握り、それを役に立たないと言いつつ引っ提げて、エルフリードを置いて部屋を出ようとするバリアリーフ。

「皇子！　貴方は──」

「エルっちゃん的には？　オレに何もしないで居て欲しい系なのはわかるケド？　ゆーてもオレ、王女様と結婚だってのに街のことなんも知らねえのは終わってるっしょ」

「っ……皇子、でしたら護衛を」

「なんつってるか聞こえねー」

　ぽーん、と飛び出したバリアリーフの足は速く、とてもではないがエルフリードでは追い付けない。苛いら立だたし気に歯は嚙がみしたエルフリードは、近くにいた侍従に叫ぶ。

「皇子！　……くっ、皇子を連れ戻せ！　余計なことばかりしおって……!!」

　その怒鳴り声と、慌てた様子の皇国の兵士たちの足音を耳にしながら、バリアリーフはおかまいなしに廊下の窓から外へと飛び降りるのであった。




　数刻後。バリアリーフは護衛という名の追っ手を振り切って王都観光を楽しんでいた。

「テン！　ション！　上がるわー！」

　ほっつき歩いては面白そうな店に顔を出し、王国ならではの食品や工芸品を物色し、一人だというのに賑にぎやかで、物の買い方も豪快と来たものだから行く場所行く場所を笑顔に変える。王都で自分を好きになって貰もらうという打算が全く無いと言えば噓うそになるが、偽名は貫いているし、何より皇子らしくない格好だ。これほど騒がしいお忍びもないだろうが、それでも皇子であることは露見せずに済んでいた。

　生来のカリスマ性とでも言おうか、彼は地元くにでもそういう人間だった。

　好き放題遊んで楽しんで、その熱が伝でん播ぱして皆が笑う。それこそがバリアリーフの魅力であり、真骨頂。現に、あれこれと食べ歩きし尽くして腹は満たされているというのに、おまけして貰った品で両手が埋まっていると来たものだ。

「っべーな王都のオバチャン、おまけの仕方が暴力だわー」

　愉快そうに笑いながら、幾つもの焼き鳥串を両手のあらゆる指に挟み込み、闊かっ歩ぽするバリアリーフ。まるで鉤かぎ爪づめのようになったその串を一つ一つ平らげながら、彼はふと思う。

「ここどこだ？」

　王都の地理をまるで把握していないのもある。そして、護衛という名の見張りどもを撒まいたこともある。面白い店から面白い店へと渡り歩いてしまったこともある。最後に入ったのがやけにアングラな店だったこともある。──控えめに言って、迷子だった。

「おいおいマジかよ、迷子のお知らせでーっす。身長一メレト八十八セルチ、体重八十ウェイト、桜色の短髪がいかした、二十二歳の男の子でーっす」

　周囲は誰も居ない入り組んだ路地。路上生活者の形跡こそあれど、人ひと気けはない。

「毛布の回収もナッシー、生せいに向かってエスケープ、ＳＡＹ！　って感じじゃね？　この路地も他国とバチバチになった時用的なやつー。んならそりゃもう使われねえし、路上生活なピーポー溜たまりますよっと。ライラっちゃんはその辺考えてんのかねー」

　とはいえ気になるのは、この妙な荒事の香りだ。彼が居る周辺で、ついさっきにも何かが起きたような。治安の悪さが露呈してきているな、と目を細めるバリアリーフ。

「冷めてもうんめぇ。もっちゃもっちゃ」

　焼き鳥串をもしゃりながら、酒飲みてーなどとぼやきながら、ふと彼は歩みを止めた。瞬間その眼前──Ｔ字路の手前に立つ彼の前を、通り過ぎるように吹き飛ぶ男の姿。

「んぉ。やってるやってる」

　吹き飛んだ男を覗のぞき込めば顔面を鈍器で弾はじき飛とばされて、みるに堪えない姿で絶命していた。バリアリーフは自国流の祈りを軽く捧ささげて反対へと振り向く。そこには多くの〈暗殺者〉らしき者たちに囲まれ、必死の抵抗を繰り返す壮年の男性の姿。

「うぇーい……ちょっとマジ」

　得物は二つの鉄てっ鐗かん。なるほど、あの男を殺したのは彼だろうが──連日戦っているのだろう、疲労が色濃く浮き出ている。バリアリーフは、ぱくと焼き鳥串を一本食べきって。

「その歳としで頑張るのは無茶っしょ」

　バリアリーフは駆けだした。

「──新手か!?」

　慌てたように振り向く壮年男性の鉄鐗による一撃。それをしゃがみ込むことで回避したバリアリーフは、軽く冷や汗を流しながら彼に告げる。

「ちょちょちょ、危ねーっしょ。とりまオレ、不利な方に助太刀するいっぱんぴーぽー」

「助太刀ッ……？」

　荒い息で鉄鐗を振るい、次から次へ跳躍して襲い掛かってくる〈暗殺者〉たちを相手取る壮年男性。彼の背にするりと回り込んだバリアリーフは、「っぶね」だの「っべ」だの「うぇーい」だのやかましくも〈暗殺者〉の攻撃をひらりひらりと避けていなしていく。

「ユーは何して狙われてる系男子？」

「──私の、子供が目的です！」

「オケマル商会よいちょまるー」

　全くと言っていいほど武術の基礎が感じられない無駄な動きで、しかしバリアリーフは暗殺者のダガーを一つ残らず回避する。そして、

「食う？」

「ごあっ!?」

　口に焼き鳥串を突き立てて、一人を無力化し退路を作ると。

「生せいに向かってエスケープ！」

「っ──！」

　流石さすがに限界が近かったらしい男性はすぐにバリアリーフの行動を察し、彼の作った道を駆けだした。「逃がすな！」と叫ぶ彼らを次々入り組んだ道で撒いていく二人。

　一人ずつ追いすがる程度であれば、逆に二対一で戦える。そうして戦いを繰り返す度に、追っ手は分の悪さを察して引いていき、なんとか一息吐つく時間を与えられた。

「はあ、はあ……ありがとう、ございます……」

「いーていーて。ゆーてもオレ、全然バトれねえ系男子なんだけど」

　壁に寄りかかり、ずるずるとしゃがみ込む男性。

　けらけら笑うバリアリーフの姿を上から下まで眺めた彼は、そう言えば、と呟つぶやいた。

「その、腰の刀は……？」

　結局最初から最後まで抜かなかった刀。焼き鳥が勿もっ体たいないなどと言っていられるような状況でもないはず。そう思っての問いに、バリアリーフはからからと笑って答える。

「あ、コレ？　わりわり。ゆーたらオレってば呪われてて、もうあと一回しか武器使えねー的な人種なんだわー」

「……さよう、ですか」

「そーそー。〝契約〟って怖くね？　みたいな！　だからさっきのも、食わせようとして？　しくって？　刺した、的なんじゃないとまーまー無理」

　最＆高っしょ、と高笑いをするバリアリーフに、彼は少し目を伏せる。

「私は、ウィンド・アースノートと言う者です。今回のことが片付いたら、是非お礼を」

「あーいーていーて。何も食ってなさそうじゃん、なんか食う？　って焼き鳥しかありませんケドー！　でもこれ超美味うまいべ、マジでオバチャン神じゃね？」

　焼き鳥串を手渡してくる彼にウィンドは深々と頭を下げて、その焼き鳥を口にした。

　それは冷めきっていたけれど。

「ああ……美味い」

「べーっしょ、オバチャン超っしょ。マジ地元民ジモティーうらやまー、王都最っ強！」

　厳しい状況を笑い飛ばすようなバリアリーフの高笑い。そんな彼を見上げて、肉を一つ一つ味わうように口にしていたウィンドが困ったように問いかけた。

「あの……貴方の、お名前は？」

　その問いに素直にバリアリーフと答える訳にはいかず。頭を搔いて、彼は言った。

「あー……オーシャン。オーシャン・ビッグウェーブ。今後ともよろまっす！」

　その答えにウィンドの眉が下がったのを、バリアリーフは見逃さなかった。

　だが……なぜそんな顔をするのかは、彼には分からなかった。

「オーシャン・ビッグウェーブさん……ですか」

「おーよ！　めっちゃノリにノッてます的な？　うぃーっす！」

　焼き鳥串を咥くわえたままノリノリで敬礼をかますバリアリーフ。

　だがどうにも、ウィンドの反応はバリアリーフの求めるようなただ明るいものではなく。

「……さようでございますか。や、助かりました、オーシャンさん」

「…………あー」

　バリアリーフはウィンドのその優しい視線と、苦笑にも似た笑顔に、一瞬空を見上げた。綺き麗れいな青空に雲が流れる姿は、自由で、爽快で、自らが好む海の波を思わせる。

　少し黙って、彼は首を振った。──何故なぜかは分からないが、どうやら自分の本当の名前は、このおっさんにはバレているらしい。ただ、オーシャンさん、と口にしたところを見ると、今のところはそれで通してくれるようだ。ならば、露見していることを問い詰めるのは、野暮というものだろう。

「ま、いいや。ウィンちゃん、これからどーすんべ」

「どうすると言われましても。ほとぼりが冷めるまで、表には出ない方が良いでしょう」

「そりゃ無茶ってもんでしょー。群れでぶっ殺し来てる連中を一人で相手取るとか、幾ら時間あったって無理寄りの無理っちゅーか。衛兵に匿かくまって貰った方がマルいんじゃね？」

「はは。私だけなら、それでも良いのでしょうがね」

　地面に腰を下ろし、壁に背を預けたウィンドは、懐ふところから葉巻を取り出して火を熾おこし──盛大にむせた。そんなウィンドの隣で、壁に寄りかかるバリアリーフが眉を下げる。

「ちょ、ダサくねウィンちゃん……？」

「ははは。もう六年も、禁煙しておりましたもので」

　そのウィンドの言葉に、バリアリーフはただ黙って続きを促した。およそただの世間話ではないだろう彼の雰囲気を、さらりと汲くみ取って。

「娘の名は、ルリと言います。母親の名は、アザレア」

　す、とバリアリーフの目が細まる。

　ウィンドの吐き出した紫煙が、波間に揺蕩たゆたうように、海のような空へ消えていく。

「私は、彼女の護衛でした。護衛とは、雇い主を守る仕事。だというのにね。私は、彼女を一度だって、守ることが出来なかった」

　情けなく首を振るウィンドに、立ち上る煙をぼんやり眺めていたバリアリーフが問う。

「そのアザレアちゃん？　はさ。結婚生活、どうだったんだ？」

　お前との結婚生活、とは聞かなかった。もう分かっていた。この男はルリの父親ではない。否いな、父親ではあるのだろう。実の親より、よほど。

　けれどウィンドとその娘との間に結ばれた縁は、きっと血によるものではないのだ。

　彼は全て察してしまった。アザレアという名をわざわざ自分の前で出したことと、おそらくは自分の正体に気付いているであろうこと。だって、アザレアという女性は──

「さて。彼女から不満を聞いたことはありませんでした。いつも、そう。私の娘と同様、笑顔の絶えない方でしたから。──ただ」

　ウィンドは想起する。脳裏に今でもはっきりと焼き付いている、六年前。

　ルリとよく似た、アザレアのようなピンクの髪の女性。柔らかな笑みがよく似合っていた、ルリと同じ病弱な女性。咳せきを交えながら病床で、いつも『大丈夫大丈夫』と笑っていた彼女。日に日に弱っていく彼女は、婚姻を結んだ男のことを、いつも立てていた。

　だが。ウィンドは聞いてしまった。食堂の前を通る際に、中でされていた会話を。

『皇家の姻戚になってしまえばもうあの女は用済みだ。いつ死んでくれても構わんよ』

　それは、彼女の夫である男の、下卑た笑いの混じった声。思えばその時からウィンドは、彼女の娘をあの男に利用されることが、心の底から我慢ならなくて。

『私が死んでしまったら、ルリのことは──ウィンド。貴方あなたに頼むね』

　あの言葉は、ウィンドにとっての免罪符だったのだ。

「勝手なことをした罰が、私に降る分には構わないのですよ。むしろ、良い裁きの時間だ。ですが、ルリは無関係。彼女に累が及ぶことだけは、避けねばならない」

　これは自らの行った身勝手に対する罰だ。だから誰に迷惑をかけるわけにもいかない。ただ、この時間を切り抜けることが出来たなら、ルリの為ためにまたこの命を使い切ろう。

　ウィンドにとっては、それだけの話だった。

「……ウィンちゃんは、アザレアちゃんに惚ほれちまってたってわけだ」

「ええ。結ばれないと、分かっていましたが」

「そっかー……結婚って難しいむじーな」

　思わず、バリアリーフの口から零こぼれるため息。紫煙を吐き出したウィンドが眉を下げる。

「はは。私には分からぬ話ですな」

「ゆーても、子供居る系じゃん」

「それは……」

　少し驚いたようにウィンドは目を見開いた。無理もない話だ。おそらくバリアリーフならば、ことのあらましを全て推測できるはず。アザレアという名前も、偽名ではない。

　──隠せぬ罪科は、バリアリーフの祖国の問題。

　だというのにあっさりと、彼はルリを、ウィンドの娘だと認めたのだ。

「オレ、このままいけば綺麗な子と結婚出来るんだけどさ」

「はい、それは……おめでとうございます」

「や、ほら。そこはそれ、別にお互い好きでもなんでもないっちゅーか？」

　おどけながらも、素直な言葉。それはウィンドの抱いた想おもいにも関わる話で。

「多分だけど、アザレアちゃんと一緒、みたいな」

　ゆっくりと顔を上げるウィンドに、自嘲じみた笑みを返すバリアリーフ。

「ウィンちゃんはさ、たとえばオレが……アザレアちゃんと結婚したとして。ウィンちゃんと全然いちゃついて良いよっつったら、どう思う？」

「…………さて。どうでしょうな」

「オーシャン気になるんっすわー。超気になるんすわー！」

「しかるべき事情があるのなら、致し方のないことかと。──ただ」

　そこで少し、ウィンドは息をつめて。それから続ける。

「損得で利用しあう愛する人を見るのは、やはり辛つらい。大事な人には、最も大きな幸せを享受して欲しいと思うのが、人間の性さがです」

「最も大きな幸せ、か」

「凡百の庶民の戯言たわごとと、聞き流していただいて構いません」

　そう、少しばかり姿勢を低くするウィンド。だが首を振って、バリアリーフは笑う。

「いや……ありがとう」

　そして背を向けて歩き出した。一身に受けるその想いは尊いと、バリアリーフは思う。自らがしでかしたことは確かに身勝手で、多くの人間に迷惑をかける行為だった。

　けれど、とバリアリーフは一度立ち止まった。そして振り返り、告げる。

　彼の罪は、聴き入れた。けれど、彼はまた一人の女性の願いと、一人の少女の幸せはもぎとったのだ。その功は、きっと確かなものだ。

「裁きを受けるっつーならよ、ウィンちゃん──罰のみに非あらず。貴殿の功もまた報いがあるものと心得よ」

　バリアリーフの来訪は、罪も功もない偶然だ。故に彼はこの場を立ち去る。何故ならば、彼が受けようとする報いに反する行いであるから。だがきっと彼の良き行いを、その義を、見て手を差し伸べる者はいるはずだ。だからその手を取れとバリアリーフは言ったのだ。

　路地を抜けて、ウィンドの姿が見えなくなって。

　一度立ち止まって、バリアリーフは空を見上げた。

　空の波間に、紫煙は見えず。ままならない過去に、バリアリーフは小さく歯は嚙がみした。

「……なにさせてんだよ、姉ちゃん」




　　　　†




『フウタ様、ですね。アースノートから伝言を預かっております。そのまま一ひと月つき、ルリを預かって欲しい。無理なら商会に預けてくだされ、とのことです』

　オルバ商会に出向いた三人に残された伝言は簡素なものだった。何かを察したフウタはウィンドの居場所について問いかけてみたものの、昨日から見かけていないという話しか返ってこない。ウィンドのことは心配だが、かといってルリを放り出すわけにもいかず、フウタはとりあえず二人を連れて王城に戻ってきたのだった。──そして、ルリのことをコローナに任せたフウタは現在、王城内にある客室の一つで、一人の少女と会っていた。

「はぁ？　中止にしたい？」

「そうだ」

　何を言っているんだこいつは、と小馬鹿にしたような目を向ける少女──パスタ。彼女は手元で捲めくっていた分厚い本の山から顔を上げ、煩わしそうに髪を払う。

「あんた、初日から何ふざけたこと言ってんの？」

　今日はフウタが稼げるチャンピオンになる為の講習、その一日目になるはずだった。

　確かに〈無職〉でありながらチャンピオンとして輝くために、彼女の力を借りるつもりでは居た。実際、一人ではどんなに頑張っても出来なかったことを、彼女はたった一言で成し遂げたのだ。フウタにとって、皆に認められるチャンピオンというのは夢だ。そのために、そりが合わない女とも手を取ってやっていく覚悟はある。

　けれど今はそれどころではない。恩人が何やら危ないことに巻き込まれていると知っていて、動かないでいることは出来なかった。

「ウィンドさんが、多くの殺し屋に狙われているんだ」

　そのウィンドは、パスタにとっても大事な人間だろう。そう思っての、フウタの台詞せりふ。

　しかし彼女は、頰ほお杖づえをついて、半眼のままフウタを見据えて言い放つ。

「だから何？」

「だからって！」

　思わず立ち上がるフウタに少しびくつくものの、彼女はフウタを睨にらみ据えたまま。

「お前にとっちゃあんだけ近くにいた人よりも、金稼ぎする方が大事ってことか!?」

　再度の怒鳴り声に大きくため息を吐ついたパスタが、その分厚い本を閉じた。

　重ねられた本の山の頂上にそれを重ねると、あくどい笑みを浮かべて告げる。

「だったらあんた、辞めるわけ？」

　その冷たい一言に、今度はフウタの表情が強こわ張ばる。

「あはは。いい気味。ほんと、やっぱり人の顔が歪ゆがむのって最高よね」

「……お前」

　けらけらと楽し気に嗤わらうさまは、まるで憂うさ晴ばらしのようだった。怒りを堪こらえてソファに勢いよく腰を下ろすフウタから視線を外し、パスタは一度だけ本の山に視線をやった。

　分厚い本の一つ一つに、付けられた大量の栞しおり。

　けれどやる気が見られないなら、こちらばかりが精力的になってやるのも馬鹿らしい。

「捜しに行きたいとか思わないのかよ」

「はぁ？　あんたやっぱり、バッカじゃないの？」

　けらけらと笑い、そのままケーキスタンドからカップケーキを手に取ろうとして、手を遮られる。どういうつもりかとフウタを見れば、その瞳には憤ふん怒ぬ。

「別に、お前を気遣ってやる理由は俺には無い。人質も何もないわけだしな。悠長に菓子を食えるほどの立場には無いはずだ」

「…………ふぅ。無様ね」

　諦めて、パスタはその手を自らの腰元に戻す。床に届くか届かないかという足をぷらぷらさせながら、目を伏せた。無様という言葉は目の前の男に吐いたものではない。

　──なんて無様。商工組合のトップともあろうものが。わざわざ、考え無しの馬鹿に説明してやらなきゃいけない現状が。こんなことになってさえ居なければ、せいぜい煽あおり散らして終わりだったのに。こうしてわざわざ、無駄な説明をする必要が出てきてしまう。

「……ウィンドの捜索隊はもう出してんのよ。娘が一番大事なあの男が、稼ぎの場であるオルバ商会に出勤しないって時点でおかしいでしょ」

「……なんで言わなかったんだよ」

「あんたに言って変わることなんか何もないでしょバーカ」

「あるだろ！」

「……はあ？」

　ローテーブルに叩たたきつけられる手。いちいち動作が騒々しい、と睨みつけるパスタに、フウタは小さく首を振って、震える声で呻うめくように言う。

「少なくとも……お前を、金稼ぎしか頭に無いようなゲスだと思わずに済むんだから」

　一瞬呆ほうけたように、普段は吊つり上あがっている瞳を丸くするパスタ。

　しかし、言葉の意味を理解すると、盛大に吹き出した。

「ぷっ、あはははは！　だぁから、そんなもん何の得になるのよ！」

「これから一緒にやらなきゃいけないこともあるんだ。笑う理由なんてないだろうが」

「はぁ？　一緒にやるから仲良くしなきゃいけないなんて理由の方が無いでしょ。あたしのことはせいぜい嫌ってりゃいいのよ。その方が効率も良いいわ」

「……効率だ？」

「あんたにやらせる役ヒール考えてもその方が良いし？　あのクソ女があたしを利用している限り、あんたにあたしは殺せない。──なら、さっさとあたしと手を切りたいって思った方が、必死で動くでしょ？　馬車馬みたいに。あはははは！」

　けらけら笑うパスタ。そんな彼女をフウタは見つめて、ふと思い出す。

『悪態を力に変えて商売するように誘導しろ、と命じたのは何を隠そう会長本人ですがね。とはいえ、あれは彼らの本音でしょう。年とし端はもいかない子供にいいようにされた結果、法国に手痛い一撃を受けた、という事実は変わらない』

　いつかウィンドは、一瞬ぐらついたオルバ商会を立て直した彼女の手腕をそう教えてくれていた。死んだ自分をどう悪し様に罵ろうと構わない。それよりも商会への効率を。

　そして今も、自分の積み上げてきたものを台無しにしたライラックやフウタと組んで、もう一度稼ごうとしている姿勢は、悪意が滲にじみ出でているにせよ本物だ。

「自分がどう思われても良いって、そう言いたいのか？」

「は、なに？　言いたいも何も、効率上がるならそっちの方が良いに決まってるじゃない。感情のままに動くなんて、無能のすることでしょ。操りやすくて何よりじゃん」

「そうかよ」

　一度、フウタは切り替えるように首を振った。感情のままに動くなんて無能のすること──それが彼女のポリシーなのであれば、そう。

「足あし手で纏まといになるって分かってるからお前は、ウィンドさんを捜しに行かないんだな」

「そうやって必死に相手を良いヤツにしようとしない方が良いわよ。あんたの大好きなお姫様だって親しいヤツを切り捨てたりするわけだし？　心当たりあるんじゃないのー？」

　コローナのことを言いたいのだろう。

　心底馬鹿にしたように彼女は言う。が、フウタはまともに向き合わない。

「まあ不愉快ポイントは後で山ほど請求するとして」

「……なに急に冷静になってんのよ」

　パスタの胡う乱ろん気げな視線を無視して、フウタは思う。形は違いやり方も違えば、向いている方向も違うけれど。

　──結局、彼女の妹なのだ。誰も近寄らせない、その在り方だけは同じだった。

「お前が行っても邪魔になるから捜しに行かない。そうだろ？」

「悪いけど、あたしにもし武術の心得があっても変わんないわよ。あたしは〈経営者〉として他にやることがいっぱいあるの。護衛一人にかかずらってらんないわけ。分かる？」

「適材適所ってことだな」

「……ねえ。そうやって必死にあたしを善良な市民に寄せようとすんのやめてくんない？　ウザいんだけど」

「へえ」

　口角を上げたフウタに、何よ、とパスタが苛いら立だたし気な視線を向ける。

「確かにいい気味だ。ほんと、人の顔が歪むのって最高だな」

「っ……」

　ぐ、と奥歯を嚙かんだような音に、初めて彼女の弱点を見つけてしたり顔のフウタ。

　と、パスタから表情が抜け落ちた。

「……あっそ。あんた、これを中止にして、ウィンド捜しに行くつもりだったんでしょ？　何の役にも立たない〈無職〉風ふ情ぜいが」

「ああ」

「あの〈魔女〉の時と同じように、無駄に駆けずり回って逆に相手に探知されるようなポカを自分からやろうとしてるってわけでしょ？」

「ああ」

「じゃあ連れていけ」

「……え？」

「え、じゃないわよ。〈無職〉一人でこの広い王都を探せるなんて思わないことね。必要なのは情報と推測、そして、弱みを握ること」

　それは、〈経営者〉の最も得意とするところ。

「他にやることも色々あるから、それだけとはいかないけど。あんたが馬鹿みたいに王都走り回るより遥はるかに効率よくあいつを探せるわ」

「分かった。じゃあ行こうか」

　完全に見下したような物言いのパスタに対して、フウタの返事はやけにあっさりとしたものだった。虚を突かれたように顔を上げる彼女は、少し表情を歪ませて。

「これだけ罵られててよく平気ね。そういう趣味？」

　その問いに、フウタは首を振る。

「いや？　俺を認めてくれる人はもう間に合ってる。それに」

　真まっ直すぐパスタを見つめて、フウタは笑った。

「お前、こっちの方がムカつくんだろ？」

　苦虫を嚙みつぶしたようなパスタの表情が、フウタにとっては痛快だった。




「あーもう！　あんたちょっとペース落としなさいよ！」

「言ってる場合かよ。こっちは急いでるんだ」

　王城を飛び出したフウタとパスタ。だが、気がせくフウタにパスタが追いすがるなど不可能に近い話だった。叫ぶパスタに、呆あきれたようにフウタが振り向けば。

「あんたが一人で早足するより、少しペース落としてもあたし連れてった方が結果的に早く見つかるっつってんのよ！」

　と、胸を張ってそう言い放つ。

　パスタの身体からだは貧弱である。寸胴鍋のような体型は幼少期にろくな栄養が取れなかった証左でもあり、また今もカップケーキばかり食べているが故の自じ業ごう自じ得とくでもあるのだが。

　そもそも運動などよりも向いていることを磨く時間の方が多かったという話ではある。

「はぁ……じゃあ背負ってやるよ」

「……そうね、それが一番早いかしらね」

　フウタに呆れられた挙句情けを掛けられるなど、屈辱以外の何物でもなかったが。

　それでも、互いの妥協点として最適解ならば、それを吞のまない理由もない。

「ちょっと待って。フードが取れる」

　大人しく従って、フウタに背負われるパスタ。彼女は外に出た時からずっと頭巾を被かぶっていた。その目立つ赤髪も、すっぽりと隠れて見えなくなっている。

「そんな今から被ってなくてもよくないか？」

「は？　……ああ、あんたひょっとして、オルバ商会行くから被ってると思ってんの？」

「違うのか？」

　ひょい、とあまりにも軽い少女を背に、フウタは足早に道を行く。

　彼女は風にあおられる頭巾を押さえながら、嘆息交じりに呟つぶやいた。

「外に出る時はずっとこうよ。万が一にも、法国にあたしが生きてることを知られるわけにいかないもの。一生、外をこれ無しで歩くことはないわ」

「……そうか。髪型変えるとかじゃ無理なのか？」

「髪は……いえ、顔を変形させるくらいのことをやれば、どうにかなるかしらね」

「どうやるんだそれ」

「邪魔な人間を内緒で消す時使う液体とか、顔に浴びれば良いんじゃない？」

　その言葉に、過去の王女の台詞せりふを想おもい出す。

『今から、血を分けた異母妹いもうとを酷ひどい目に遭わせます』

　正直に言えば。フウタが想像していたよりもはるかに酷い目だった、と言えなくもない。

　とはいえ、それと天てん秤びんにかけたとしても、フウタはコローナを取ったし──金の為ために彼女がコローナを売ったのは事実だ。

「いつか別の手段でどうにかなるといいな」

「そうね。フードくらいの不便なら、顔を崩すほどじゃないし」

　言葉少なに、オルバ商会本部の前へと辿たどり着つくフウタとパスタ。

「一応、幹部に会えればすぐに通してくれるとは思うけど。下したっ端ぱと会った時が面倒ね」

「そん時の交渉は任せるぞ。何をするのか知らないが」

　パスタを降ろし、商会本部の門を潜くぐろうとする二人。何故なぜ最初に商会本部を訪れるのかについては、フウタは既にパスタから説明を受けていた。

　まず、集まっている情報を確認する。ある程度捜索個か所しょを絞る為だ。

　そしてもう一つ。これは、フウタには無かった発想。──即すなわち、〝下手人は誰か〟だ。暗殺者たちがこれだけ動いているということは、雇った人間が居る。その雇い主を見つけ、何なん等らかの対策を講じることが出来れば、本から断つことが出来る。ウィンドを助けた後も何も心配せずに済むという意味では、フウタも彼女の意見に賛成だった。

「──失礼。どちらさまでしょうか」

　声を掛けてきたのはフウタより少し年下くらいの少年。小さくフード越しの舌打ちが聞こえたことから、おそらくは彼女の生存を知らない下っ端であることを察するフウタ。

「あー……ドリーズに会いに来たわ」

　ドリーズ。その名前にフウタは聞き覚えは無かったが、少年の少し驚いたような反応を見る限り、おそらくは幹部の誰かであろう。

「ドリーズさんに……キミみたいな子供が？」

　怪け訝げんそうな顔をする少年を、パスタは鼻で笑う。

「は？　素性も分からないのに、見た目だけで相手判断して良いと思ってるわけ？　そんなんだからここで棒立ちしてるしかない下っ端なんでしょ。よく雇って貰もらえたわね。あたしだったら即クビにしてるわ、あんたみたいな無能」

「なっ……!?」

　思わず、といった様子で顔を赤くし、手にしていた鎗やりを握りしめる少年。ここで手を出さないだけの理性はあるようだが、しかし羞恥と憤ふん怒ぬに染まった表情は隠せないようで。

　しかし煽あおってどうする、と眉根を寄せるフウタであった。

「アポイントはあるんだろうな！」

「無いわ。でも言えばすぐ会うことになるから、さっさと連絡飛ばしなさいよ」

「はっ。ドリーズさんは忙しいんだ。ただのクソガキに会ってる暇なんてないんだよ！」

「……愚図が」

　吐き捨てるようなパスタの呟き。

　完全に交渉が裏目じゃないか、とフウタはたまらず口を挟んだ。

「おい、拗こじれてるじゃないか──」

「感情にかかずらって上の判断も仰がず独りよがり、自分がほんの少し憂うさを晴らすことと商会の利益を天秤にかけるだけでも言語道断、これであたしがどこぞの王女でもあったらこの商会に与える損害はどれだけあるか、少しでも考えたかこの雑ざ魚こが！」

「な、え……？」

　ざわと周囲がどよめいた。それが一体何に起因するものかはフウタには分からない。

　だが間違いなく今のパスタの言葉は注目を浴び──特に商会関係者はこの騒ぎ、もとい少年へと目を向ける。やってしまった、と言わんばかりの少年の揺れる瞳。

「──教本を最初から読み直してきなさい。あんたに現場は早過ぎたのよ、ざーこ」

　一歩退いて、二歩退いて、震える声で言った。

「ど、ドリーズさんに連絡を取ります……。お名前を」

　周囲から向けられる厳しい視線にフウタも察する。今のパスタの言動は全て商会の教本に載せられているような基礎であり、それを踏み外したらしい彼を痛罵したのだと。

「パスタ。あー、パスタ・ポモドーロ」

「分かりました……」

　逃げるように走り去る少年を見送って、パスタは、ぎりっと奥歯を嚙みしめた。

「スタッフ管理が行き届いてない……！　使えない人間の現場登用、教本の徹底もされてないなら、書いた意味がないじゃない……！」

　苛立たし気に息を吐くパスタに、フウタは目を細めた。ただ通るだけなら、きっと彼女ならもう少し上手うまく立ち回れただろうに、未いまだに彼女にとって商会は、面倒を見るべき場所なのだろう。やり方には色々と言いたいこともあるが。

「……なに？」

　視線に気づいてか、顔を上げるパスタ。フード越しのその瞳がこちらを睨にらんでいるだろうことは察せた。ここで先ほどのように褒ほめ称たたえて苛いら立だたせることも考えたが、あまりフウタには彼女をからかう気持ちも失うせている。知らぬ間についていた苗みょう字じの方が、気になる話だった。しかもポモドーロトマトときたものだ。確かに、赤髪に似合った名前ではある。

「なんでポモドーロなんだ？」

　そう問われると、彼女は鼻を鳴らして顔を背けた。

「別に。一番好きなパスタがポモドーロってだけの話よ」

「へぇ。コローナのびんぼーパスタもめっちゃ美味うまいぞ」

「張り合ってどうするのよ、馬鹿じゃないの」

「コローナはポモドーロのスープも美味かったから、きっとパスタも美味いな」

「なんであの〈魔女〉のプレゼンされなきゃいけないわけ？」

「いや、そんなつもりはないんだが……ただ、お前、こんなことになってさ」

　オルバ商会の人間に、こんな形で説教をかます姿もそうだが。フードを被らないと外も歩けない状況や、こうして気に入らないはずの人間とつるんでいることも含めて。

「コローナ売ったこと、後悔してないのか？」

　そう問えばちらりと、フードの下で視線がフウタに向いた気がした。

　──一瞬、下がる口角。だがすぐに持ち直し、いつも通りにあくどく歪ゆがませた口元で。

「ああなるほど？　あんた、あたしに謝って欲しいってわけ？」

「……謝って欲しいとは思ってない。ただ、謝るなら俺も溜りゅう飲いんを下げるってだけの話だ」

　その答えに、一瞬間をおいて。彼女は鼻で笑う。

「あっそ。じゃあ……あたしは、絶対に謝ったりしないわ。あたしは、あの〈魔女〉が気に入らない。それに悪いことしたとも思ってない。売れるものを売るのがあたしの仕事」

「そうかよ」

　二人、商会の少年を待ちながら。互いのことなど見もせずに、言葉を紡つむぐ。

「──じゃあ、お前のことは許さない」

「──それでいいわよ。何の損にもなりゃしない」

　慌てた少年が駆け戻ってくるまで、しばしの無言には張り詰めた空気がつき纏まとっていた。

　──果たして、ドリーズにはすぐに会うことが出来た。

　ドリーズという名の幹部には顔を見せるだけで良かった。パスタもといベアトリクス・Ｍ・オルバの影響力は未だに強いらしく、彼女もそれを当然と受け取っているようだ。

　そんなパスタは部屋に入るなり、ドリーズを通じてあれこれと資料を集めさせ始め、フウタはフウタでテーブルの上の地図とにらめっこしていた。

「こんな正確な地図、どこで手に入れたんだ？」

「作らせたに決まってんでしょ。一年ごとに更新させてるわ」

　王都の詳細な地図。テーブルいっぱいに広がるそれの情報量は莫ばく大だいで、どこにどの系列の店があるかなどは当然として、建物の所有者なども記載されている。

　フウタにはよく分からない記述も沢山で、目が回りそうだった。

「その筆使って」

　幾つもの帳面をぱらぱらとめくりながら、パスタはフウタの手元にある筆を指し示す。

「直じかに書き込んで良いいってことか？」

「それは写しだから構わないわ。……良い？　まず──」

　パスタは帳面に目を通し始める。捜索に出ている商会の人間の報告書類。商会支部での買い物客のリスト。昨日の各地域の売り上げ。彼女の脳内を、駆け巡る情報。

　王都の外側を探索するも情報無し。商会支部での買い物客、昨日もいつも通りの賑にぎわい。南部は夜も売り上げ好調。人通り多し。そして──争い死者目撃情報ゼロ。

「南は全部除外。北西部もメインストリート近郊は消していい」

「えっ、……分かった」

　フウタの筆が、地図にバツ印をつけていく。何故、とは問わなかった。視線をやれば、彼女の瞳は帳面の上を駆け抜けている。彼女なりの明確な根拠があるのだろう。

　ならば、今問うのは邪魔になる。そんな、不思議な信頼があった。

「──っ、北西部、第七区画。第八区画。第十二区画の辺りを囲って」

「ここか」

　彼女が示したのは隣接した三つの区画。そこで路上生活者相手に毛布が複数売れている。この辺りの夜の普段の売り上げはそこそこ。通りの人口はさほど。露店での買い食いが平均より少し上がっている。しかも単品買い。

　つまり、居場所を追われた路上生活者が出ている可能性高。

「周辺第三区画から第六区画、第九区画を除外」

　パスタの思考は巡る。──わざわざオルバ商会本部から離れたところで動いている。ウィンドは商会への迷惑を嫌っている可能性高。商会支部のある大通りの多い区画は除外。そしてこの辺りで飛び道具の購入が複数。

「〈暗殺者〉たちに狙われているっていうのはホントみたいね」

「疑ってたのかよ」

「あんたの噓うそってことはほぼ無いでしょうけど。どこかで騙だまされてるとかはあり得るでしょうが。自分の情報が正しいと思い込むのはやめておきなさい」

　プリムが噓を吐つくはずがないと言い返しても良かったが、そのプリムが誰かに騙されている可能性というのは確かに否定できなかった。情報を得るのと確定させるのはまた別の話。それはライラックも普段から行っていることであればこそ、フウタは黙って頷うなずいた。

「──第七区画を除外」

　第七区画絞り込み中に昨夜の衛兵の食品購入歴を発見。区画清掃日ではないから、路上生活者の死体回収目的でやってきたのではない。おそらくは、暗殺者関係の死者。

　──つまるところ、ここでの争いは終わっている。

「──第十二区画を除外」

　第七区画で戦闘があった場合、第十二区画に入れば袋ふくろ小路こうじだ。ウィンドとて王都の地理を把握し尽くしている。なれば第八区画から第十一、十四区画方面へ向かうはず。

　よって。

「第八区画から捜索開始。第十一区画方面へのルートが一番見つけやすい」

「了解……！　凄すごいな」

「ふん。あたしを置いてって東西南北駆けずり回るより幾らかマシでしょう。……とはいえ、賞賛は後にしなさい。見つかってからで十分だわ」

　かき集めた、商会ならではの情報網。当然と言いつつ少しだけ誇らしげなパスタに、フウタも文句はなく頷く。あとは、その予測が合っていることを祈るばかり。

　しかして──ウィンド・アースノートの居場所の予想は、ものの見事に的中していた。




「やっぱり妙みょうよね」

　フウタに背負われながら、パスタは彼の耳元でぽつりとそう呟つぶやいた。

「妙ってなんだ。外したってことか？」

　駆けるフウタの息は切れず、むしろパスタの連れてきた商会の武人たちの方がぜえはあと呼吸を整えている状態。当たり前のように呼吸一つ乱さず言葉を返す彼に周囲の人間はぎょっとするが、パスタにとっては最も早はや驚くだけ無駄である。

「ああ、全然別の話。さっき帳簿捲めくってて気づいたのよ。皇国からの商隊キャラバン絡がらみ」

「皇国の商隊……？　ほんとにウィンドさんと関係ないな」

「どうかしらね。ウィンドを狙ってるヤツが皇国出身な可能性は否定できないわ。このタイミングだし、あいつ皇国出身だし。……まあ、別にそれと結びついてるかは分かんないんだけど。思ったより買かい叩たたけなかったのよ。皇国の商品」

「はあ……？」

　よくわかんないなー、という顔のフウタ。

　もとよりパスタも、別にフウタに理解してもらいたいなどとは思っていない。

　フウタの速度で走っていたら、パスタにウィンドを探すことなど不可能だ。

　だからそれは彼や、連れてきた護衛たちに任せて、自分は先ほど執務室で見た帳面を思い返していた。積み重なった山のような帳簿の細かな数字を、暗記しておくくらい、パスタにとっては造作もないこと。抜けや漏らしが無いかと再確認している中で、別の不審点に気付いたというだけの話だった。

　それが即すなわち、皇国の商隊からの買い付け金額。

　皇国からやってきた商隊の卸し作業は全てオルバ商会が執り行っていた。

　今まで溜ため込んでいたものも含め、セールと称して皇国の品を売うり捌さばいているのもまた事実だ。その売り上げ金額の方は予想通りだが、買い付けがいまいちだ。

「皇国の品って、結構モノが良いわけ。だから高いのよ。煩わしいことに。奴やつらの名産品を如何いかに安く仕入れるかっていうのは、一つの勝負どころなんだけど……なんというか、肩透かし。皇国から使者来るのは知ってたし？　ある程度準備はしてたんだけど」

「なんだ、失敗なら失敗で良いじゃないか」

「理由の分からない失敗なんて、何の利益も無いじゃない。馬鹿じゃないの」

「理由の分かる失敗なら次に活いかせる、か」

「分かるなら分かるで、頭使わずに返事すんのやめてくれる？」

「降ろすぞ」

「ぐっ……人の嫌がることがよく分かってるじゃない……」

「誰かさんのおかげでな」

　ふん、と鼻を鳴らしたパスタが続ける。

「噂うわさってのはね、そこにあるだけで十分効力を発揮するものなのよ。だから本気で仕込んで、皇国皇子の来訪に合わせて結構買い付けた」

「それ、向こうは値段上げるんじゃないのか？」

「だから情報よ。ほら、内乱起きてるでしょ、あっち。だから生産量も落ちてるし粗悪品も多いってことで、値段引き下げてるのよ。二年くらい前から、他の国でも皇国で買える品を注文して、価値を下げてるとこ」

「うわ……入念な……」

　二年前に内乱を知ったパスタは、そこから皇国の品を安く買い付ける為ために多くの仕込みをしていた。虚実の混じった情報操作を含めて、遠いところからわざわざ売りに来た皇国から安く品を買い付ける。それが出来ていたからこそ、皇国の良質な品を、今はある程度安価で、時期を見て高級品として売り捌くことが出来るということだった。

「じゃあ何で、買い付けしくじったんだ？」

「目当ての商品持ってこなかったのよ、奴ら」

「なるほど……」

「おかげでちょっと、不良在庫抱えてるのよね。スパイスとか、香とか、絹とか」

「補充されると思ってたものが、されなかった、と」

　来る商隊に合わせて、先んじて準備をしておく。──だからこそ、法国からの来訪に合わせて〈魔女〉を売り飛ばすなんてことをやったのだろうが、そこはそれ。

「そういうことよ。向こうも売れるもの売れないと厳しいと思うけど。詳しいことは、明日にでも商会で聞くとして──」

　瞬間。地鳴りのような鈍い音。

「まずは、ウィンドさんだ」

「そうね」

　ぽん、とフウタの背から飛び降りたパスタは、連れてきた護衛の一人の背後に隠れる。

「ちょっとフウタ。あんた、集団相手でも平気なんでしょうね」

「ん？　ああ」

　対戦相手を模倣する。

　そういう話をしていたからだろう、眉をひそめたパスタに、フウタは頷いた。

　確かに演舞場では一直線に駆け抜けていたし、多数相手の戦闘は見せたことが無い。

　だが、フウタは笑って言った。

「むしろ、数が多い方がやりやすい」

　その両手には、護衛の一人から手渡された鉄てっ鐗かんが握られていた。




　　　　†




　一帯に響く鉄と鉄のぶつかり合い。時に混ざる鈍く生々しい水音と、潰れたカエルのような悲鳴。振るわれる鈍器と、飛び交う暗器。肉薄し、好機を見据えて首を狩りに行く者が、返り討ちに吹き飛ばされる。ウィンドは、あれからまた尚なおも戦いを続けていた。

　荒い呼吸を整えて、震える手で鉄鐗を再び強く握る。もう二十人は殺あやめただろうか。

　実際に死んだかどうかは分からないが、殺意を持って殴りつけ、再起不能に叩き込んだ数は二十を超えたはずだ。どれほどの人間を雇い入れているのだと、大きく息を吐きだす。

　これほど執しつ拗ように確実に息の根を止めにくるとなれば、自らを追っている人間には見当がつくというものだ。傍かたわらに娘が居ないことを、わざわざ確認する暗殺者も多かった。

　情報は既に撒まかれた後。娘を回収するのが目的となれば、答えはおよそ一つ。

「……皇子は、やはり無関係だったが」

　バリアリーフ第五皇子。オーシャン・ビッグウェーブなどという妙な偽名を名乗ってはいたものの、六年前の面影をはっきり残した青年だった。

　自分が、アザレア第一皇女に仕えていた頃に何度も見た姿。貴族平民問わず仲間と共に、サーフボード片手に海へ飛び込んで行く彼を、アザレアはいつも楽しそうに見つめていた。

　そのバリアリーフ皇子が出奔したのも、アザレアの死後。

　皇国で酷ひどい内乱が起きていることは、ウィンドの耳にも入っていた。しかし、バリアリーフが皇家の務めを全うするべく王国にやってくるなどとは露つゆほども思わなかった。

「……御立派になられて」

　目を閉じて、ウィンドは首を振る。同時、飛び掛かってきた男を鉄鐗でもって迎撃した。

　跳躍から体重を掛けての一撃は、如い何かに得物がナイフと言えど強い力がこもっている。

　ぐ、と踏み止とどまって弾はじき飛ばすと、軽やかな着地からまた隙を窺うかがうようにダガーを投とう擲てき。

　ウィンドがそちらに気を取られていると、左右背後から別の〈暗殺者〉による奇襲が仕掛けられる。全く気の休まる暇のない攻防戦。

「貴殿らは、誰に雇われた……！」

　そう問うて、答えが返ってくるなら良いのだが、もちろん〈暗殺者〉が返事をするわけもない。だが、ウィンドの中には拭えない疑問があった。この〈暗殺者〉たちの中には見覚えのある風ふう体ていの者も居る。別に知り合いなどというわけではないが、オルバ商会が〈暗殺者〉を雇うこともある。要は彼らはこの国、ないしは王都の人間なのだ。

　ウィンドは、彼らの雇い主は皇国の人間だと見ている。だがわざわざ遠国から雇って送り込んできたわけではない。となればこの国で暗殺者を募っているということになる。

　ルリの実父がこの国にやってきたという報告は受けていない。

　ウィンドはそのルリの実父が皇女と自分の娘であるルリを回収し、皇国の継承権争いに乗り出す為の駒にするつもりだと考えていた。だがバリアリーフ第五皇子の来訪に乗じて、自らの手勢を紛れさせていたという線は断たれた。

　現状、ルリの実父が皇族とどんな関係にあるのか、ウィンドは細かいことは知らないが。

　下手人が分からない状態のまま進む事態に、ウィンドは強い疲労を感じていた。

　既に三日、戦い通しだ。バリアリーフのお陰で少し休めたとはいえ、殆ほとんど気休めに近い。

　けれどそれが裁きだというのなら。ルリの無事の為に、自らがどれだけ戦えるかという試練だというのなら。その全て、甘んじて受けよう。

「おおおおおおああああ!!」

　視界に入っている〈暗殺者〉の数は八。建物の中に感じる気配は五。まだまだ、余裕は無さそうだ。後方からも四人ほど明確な敵意を感じる。

　情報も広まっているのだろう、続々と、振り切ったはずの追っ手が現れている。

　合計、十七人。三日で屠ほふった数と同程度の〈暗殺者〉が居ると考えると気が滅め入いる。

　とはいえ似たような状況で数人ずつ数人ずつ削ってきたのだ。同じことを続けるだけだと、己に言い聞かせ続けるウィンド。

「ウィンド・アースノート……!!」

　ふと感じる強烈な敵意。振り向けば、見覚えのない──否いな、感じたことのある気配。

　おそらくは、自分が殺し屋稼か業ぎょうに身をやつしていた頃に相対した──

「貴様だけは、貴様だけはこの手でッ……!!」

　抜いた直剣は業わざ物もの。鋭い刃やいばは、ぬるい受け方をすれば鉄鐗に大きな傷がつく。幾ら何でも、寸断されることはないだろうが……この鉄鐗は、ウィンドにとっての命綱だ。

「貴殿だけを相手するわけにはいかないが、こい」

「吐ぬかせッ!!」

　仕事とはいえ、彼の仲間であった者たちを確かにこの両手で全員殴り殺した。

　今、ルリを狙う者だけではなく、過去の因縁も今ウィンドを襲っている。

　我ながら裁きとはよく言ったものだと自嘲する。相手の直剣の腕は上等。少なくとも片手間に相手出来る男でないことは、一合交えてすぐに察した。だからこそ歯は嚙がみする。

　この〈暗殺者〉たちは徒党を組んではいるが、決して一枚岩などではない。男ごとウィンドを、というのは十分に考えられるし、現に二度ほど、敵ごと狙われたことはある。

　そういったなりふり構わない者は彼ら自身によって粛清されてはいるが、何度起こったっておかしくはない。

　きらり。ウィンドの視界の端から、薄黒く何かを塗られたダガーが投擲された。

　慌てて回避しようとするも──

「余よ所そ見みをするなァ!!!」

「ぐっ」

　ままならないものだ。どう見たって毒だ。突き刺されば、全盛期とは程遠いこの体は無事では済まないだろう。分かっていて尚避けられないのは、単に己が強く恨まれたが故。

　裁き、とは。よく言ったものだ。

『裁きを受けるっつーならよ、ウィンちゃん』

『罰のみに非あらず。貴殿の功もまた報いがあるものと心得よ』

　──その時、嵐が吹き荒れた。

《模倣：リノ・ローゼス＝投擲術》

　ウィンドとダガーの間に割り込んだ影は、片足を軸に独楽こまのように一回転。

　その瞬間に何が起こったか理解したウィンドは目を見開く。

　ダガーの柄つかを摑つかみ取とり、投擲した本人へと投げ返したのだ。

　げぁ、とうめき声をあげ喉元に突き刺さったそれに昏こん倒とうする男を見向きもせず、その嵐は見開いた瞳に金色の光こう芒ぼうを残しながら、次々と視界に〈暗殺者〉を叩たたき込んでいく。

《模倣：エアル・キート＝暗殺拳法・蛇》

　ウィンドを取り囲む〈暗殺者〉の背後に、一瞬で現れるその男。

　声を上げるよりも早く差し込まれた貫ぬき手ては喉を貫き、倒れる頃には影すらも無い。

「……十三、十二、十一……」

　異常事態に気が付いたらしき暗殺者たちは一様に警戒態勢を取るものの、次々にくずおれ、倒れ伏していく。

「なんだ、何が起こっている!!!」

　叫ぶ瞬間に──背後から後ろ手に放たれた鉄鐗による一撃。

《模倣：ウィンド・アースノート＝我流乱打》

　建物を突き破り、二階から為なす術すべもなく落下する男。柘榴ざくろが砕けるような音と同時、ウィンドの後方に響く金属音。

　──あの〝嵐〟を止めろ、ウィンドよりも先に。

　おそらくはその場にいた暗殺者全員がそう考えたのだろう。瞬時に放たれた、その数六はくだらない刃の雨に、またしても金の瞳が見開かれる。

《模倣：ソルド・クラット＝我流投擲術》

　到達速度の最も速いダガーを一瞬で見定め、その柄を逆手で摑むと残る五つを叩き上あげた。空中に舞う五つの刃は昼の陽ひ射ざしに煌きらめき、しかして見み惚とれるほどの隙もなく。

　握られた刃を皮切りに、降ってくる順に次々摑んでは精密な投擲が放たれる。

　──ダガーを投げれば返されて死ぬ。

　それも今のは、この場に居た〈暗殺者〉の中で最も技量の高い人間の絶技。

　地面に突き立っていた鉄鐗二本を引き抜いたその嵐は、次の瞬間にはもうどこにも居ない。泡を食ったのはウィンドを殺そうとしていた直剣の男。こんなところで自らの願いが踏みにじられてはたまらないと、無理やり嵐を意識から排除してウィンドに相対する。

「な、んだか知らねえが、ウィンド・アースノート、テメエだけは──」

「──一」

「がっ!?」

　直剣を振りかざすより先に──下から顎を砕くように振り抜かれた鉄鐗に、男は吹き飛び昏倒した。どさ、と倒れ伏す男は最も早はや動く気配はない。

　ほんの一瞬の出来事だった──十七人。地に伏し、動かない骸むくろの数だった。

「──ふぅ。……ウィンドさん、無事で良かった！」

「ふ、フウタ殿」

　転がる鉄鐗を気にも留めず、ウィンドの手を取るその嵐──もとい、青年。

「ボロボロじゃないですか。すぐに治療を──」

「あ、ああ……」

　呆ぼう然ぜんとするウィンドに、罪はない。ただ。

「──あはははは!!　良いじゃなぁい。まさか、その場のヤツ全員に《模倣》が使えるだなんてね。少しでも心配したあたしが馬鹿だったわ」

　ぱちぱちぱちと手を打ち現れる、聞き覚えのある少女の笑い声。登場の仕方が完全に悪役側の親玉であるなどと軽口をたたくことも出来ずに、ウィンドはその場にへたりこむ。

「笑ってる場合かよ、ウィンドさん満まん身しん創そう痍いじゃないか」

「手配はもうしてるわよ。素人しろうとが触って悪化させたらどーすんの？」

「お前ってヤツは……」

「そ・れ・よ・り、中々良い殺し屋っぷりだったわよ。その豹ひょう変へんぶりと言い……良いキャラになりそうじゃない？」

「今そんな話をする余裕ねえよ俺は……」

「あそ」

　そこでようやく、主人は座り込んだ用心棒へと目を向ける。

「くだらない仁義、結局通したわね。この愚図」

「はは。くだらない仁義で、貴女あなたにも仕えているものですから」

「十分な給料与えてんだからそっちで仕えなさいよ。だからこんな無駄を生むんでしょ」

「これは手厳しい」

　連れてきた護衛が即席の担架を作り、立つ気力も失ったウィンドをゆっくりと乗せる。パスタは呆あきれたように半眼で彼を睨にらみながら、それでも小さく嘆息するのみにとどめた。

「ま、良いわ。あんたの感情に収まりが付いたなら、もうこんな馬鹿やらないでしょ」

「……はっはっは」

「肯定しなさいよ……」

　ウィンドが今回の案件でオルバ商会を頼らなかった理由に、パスタは薄々察しがついていた。それはパスタには理解出来ようもない〝感情〟のお話。

　ただ、だからこそ。無事で良かったと、一人黙って胸を撫なでおろした。

「ふ、フウタ殿」

「あ、はい。どうしました？」

「る、ルリは。ルリはどうしましたか……？」

　ここにフウタが居るという事実に、一瞬顔がん面めん蒼そう白はくになるウィンド。

　しかし、フウタは笑って首を振った。

「ああ、ルリちゃんですか。今夜はリヒターさんちでパーティなので。プリムもリヒターさんも付いていますから、大丈夫ですよ」

「それは……良かった」

　ただ、天敵二号が現れて約一名心労を増やしているというだけの話だった。
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「この度は、ご迷惑をおかけしました」

　オルバ商会の本部。寝かされていたウィンドは、目を覚まして開口一番そう言った。

　この場に集っているのは、オルバ商会でウィンドを知る護衛であったり、或あるいは幹部であったり。そして、事件の直後ということもあってフウタも顔を出していた。やはりルリも父親のことが心配だったらしく、プリムと共に後からオルバ商会に合流するという。

　誰がルリに連絡を入れたのかは、フウタは知らない。

「迷惑だと思ってんなら最初からやるなって話でしょ」

　ベッドから離れたソファで、カップケーキをぱくぱくしながらパスタは苦言を呈した。

「あんたの不在と、あんたが持ってきた面倒事を天てん秤びんに掛けたら、どう考えたってあんた助けた方が得でしょうが」

「ははは。会長──もといパスタさんにとっては、そうでしょうな。でも、私にとっては、取るべきケジメだったのですよ」

「あーもうめんどくさ」

　はーあ、とソファに転がるパスタ。フウタは振り返って彼女に言った。

「王女様は普段からそういうのも計算に入れてるって言ってたが」

「なんで今急にあたしを煽あおったの？」

「俺はウィンドさんの気持ちが分かる気がするからかな」

「男って馬鹿しかいないわけ？」

　心の底からどうでも良さそうに、パスタは視線を窓の外へ。けれど、忙しい癖にここから居なくならない彼女を見て、その場の全員が軽く顔を合わせて口角を上げた。

「ウィンドさん。事情を説明してくれませんか」

「……事情、ですか。そうですなぁ」

　ウィンドは手も足も、ろくに動かせない状態だ。普段であれば顎を撫でるなり首を振るなりしていそうなところだが、その目を軽く細めるくらいで、身体からだは殆ほとんど動かない。

　ただ、どこから話したものかと困っていそうなことは、伝わってきた。

「……ルリは、実の娘ではありません」

　その一言に、パスタ以外の全員が目を見開いた。

　あれだけ溺愛している娘が、実の子ではないという事実。確かに見てくれが似ているわけでもなければ、髪や目の色も血を感じさせるものではなかったが──その違いがあったとしても、娘であることを疑う者は誰も居ないくらい、ウィンドはルリを愛していた。

　そしてその愛は、全員に伝わっていた。別に、実の娘だから愛する、ということでも、義理の娘だから愛さない、ということでもない。ただ、娘として紹介されて、誰も義理だとは思わなかったというだけの話だった。

「母は皇国の第一皇女アザレア様。──実の父は、元は小国の公爵である男。その国が皇国に併合されたことを機に、二人は婚姻を結びました」

　あまり長く話すのも少し辛つらいのだろう。一度息を吐いて、彼は続けた。

「ただそれは、とても愛のある結婚ではなかった。アザレア様の護衛であった私は、まざまざと見せつけられた。病弱であった彼女を、邪魔な荷物のように扱うあの男のことも──それを、笑って『自らの身体が弱いせいだ』と言うアザレア様のことも」

　フウタたちには想像もつかない怒りがあったのだろう。

　知らぬうちに籠った熱に、せき込むウィンド。

「アザレア様が亡なくなった頃。ルリはまだ一歳にも満たなかった。そして母親と同じく身体が弱かった。そんなルリを死ぬまでにどうにか利用しようと考えて──むしろそれしか考えていないあの男にルリを預けてなどおけなかった。私は、勝手に彼女を連れ出した」

「アザレアの遺言があったんでしょうが。わざわざ自分を悪し様にあげつらわなくて良いから、ただ事実を言いなさいよ」

「それを貴女に言われるのは……。失敬、彼女は死の間ま際ぎわに確かにルリのことを私に託された。私は、彼女をあの家に置いておくことだけは許せなかった。だから……攫さらった」

　ふん、と鼻を鳴らすパスタ。ウィンドに彼女の姿は見えないが、その苛いら立だったような小さな鳴き声のようなものは聞こえたのだろう。緩やかに口角を上げて、言う。

「〈暗殺者〉の目的は、私を殺しルリを攫うこと。これだけの人数を割いているのですから、自おのずと雇い主は見えてこようものです。少なくとも、皇国の関係者でしょう」

「……それは、ルリが皇族の血を引いているから、ですか？」

　フウタの問いに頷うなずくウィンドに、背後から飛んでくる声。

「似たような人間用意するのは不可能なわけ？　わざわざあいつらも遠国まで引っ張りに来てんだから、事情はありそうだけど」

「似たような人間って、子供の替え玉を用意するって言いたいのか？」

　苦言を呈するフウタを、パスタは鼻で笑った。

「無関係の人間に心を割いてやるほど、あたしは暇じゃないのよ」

「……つまりウィンドさんとルリちゃんは何としても救いたいと？」

「あんた死ねば？」

　煩わしそうにフウタを睨むパスタであった。

「──それが出来ていれば、皇国の方でそうするでしょう。出来ない理由があるのです。それが、皇家の紋章」

　その言葉を聞いて、フウタは想起するものがあった。

「……もしかして、背中の？」

「はは、お風ふ呂ろにでも入れてくれましたかな？」

「はい。最近パパが一緒に入ってくれないとか」

「ぐふ……」

「ウィンドさん!?　ウィンドさん!?」

　何やってんのよ、とパスタは白い目で二人を眺めながらカップケーキをぱくついていた。

「ただの刺いれ青ずみってわけじゃないのね。めんどくさ」

「はい。魔導の力で反応するので、本人かどうかはすぐに分かります」

「となると、やっぱ根元から潰す方向ね。……うーん」

　もっちゃもっちゃとケーキを咀そ嚼しゃくするパスタは、フウタたちから視線を外して思考の海に潜り始める。彼女が何を考えているのかは、フウタには分からなかったが……フウタはフウタなりに、ウィンドの苦境をどうにかしようと彼に問う。

「じゃあ、ルリちゃんを連れ去って何かがしたいというのが、その攫った側の思考と？」

「おそらくは」

「……なるほど。皇国、か」

　フウタにしても、最近耳にしたばかりの名前だった。

　もしも。ライラックに近づいている皇子がそのような外道を是ぜとする者だというのなら。

「──バリアリーフ皇子は、きっと無関係です」

　フウタの考えていることを察したのか、ウィンドはそう言った。

　え、と驚いたようにウィンドに目を向けるフウタに対し、彼は笑う。

「……バリアリーフ皇子は、無関係です。あの方は、昔と何も変わらなかった。真まっ直すぐ高潔で、人々の前に立てる。決して、ルリを攫ってどうこうなどと考えないはずです」

「そう、ですか。……お会いになったのですか？」

「……本人は、偽名を使っていましたし、きっと詳つまびらかにされることは好まないのでしょうが。それでも、誤解からフウタ殿とぶつかり合うよりはマシというもの」

　ふう、と一息。

「危ういところを救ってくださいました」

「……街に出ていたということですか？」

「はは、昔からそういう人なの、です……」

　そう、告げると同時。ゆっくりと瞼まぶたを閉じたウィンドは、静かに寝息を立て始めた。

　三日間、戦い通しだったのだ。これだけ事情を話してくれただけでも、十分ではあった。

　ただ、タイミングが悪かったのは──

「パパ!!」

　ばたん、と勢いよく開いた扉。飛び込んでくる、さらさらとした桜色の髪。

　似合わないくしゃくしゃの表情で、口元をきゅっと締めて部屋を駆け抜けるその姿。

「ぱぱ、パパ！」

　ベッドの端にしがみつき、必死に叫ぶ彼女。

　眠っているだけだよ、と優しく抱え上げようとしたフウタだったが──

「うわああああああ!!」

「ちょ、ルリちゃん!?」

　頭を抱え、劈つんざくような悲鳴を上げる様はおよそ尋常の精神状態ではない。がりがりとその頭を搔かきむしるルリを慌てて抱き上げ、父親が眠っているだけであることを見せる。

「ぱ、パパ……」

「平気平気。寝てるだけ寝てるだけ」

「……ぅぁ」

　じわ、と瞳から涙をあふれさせ、そのまま泣きじゃくる彼女。

　あやすように抱き上げた彼女をゆっくり揺らすフウタだが、錯乱と言ってもいいほどにルリが暴走しかけたことに、動揺を隠しきれなかった。

「……ごめんごめん。パパが倒れたって、つい言っちゃったんだよ」

　後から入ってきたプリムが、頰を搔いて申し訳なさそうにそう言った。

　無神経と言えば無神経だが、ここまでのこととは。

「──元からよ」

　そんな二人の背後から、声。振り向けば、苛立ったように腕を組むパスタ。

「あたしが雇うまで、こいつが何度危ない橋を渡ったかなんて想像するまでもないでしょ。目の前で死にかけたり、色々あったんでしょ」

「ルリがこうなるのは、初めてじゃないのか？」

「そうよ。打開策が見つかってないから、とりあえず父親にくっつけとくしかないけど」

　病弱なルリの為ために、どんなことでもやった。ウィンドはそう言っていた。

　どんなことでも、というのは決して自らの能動的な行動に限らなかったのかもしれない。

　時には命を擲なげうち彼女だけでも生かそうとしたことがあったのかもしれない。フウタには想像することしか出来ないが、それでも泣きじゃくるルリと、限界まで戦う父親を見て。

　どうにかしてやりたい。そう思った。
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　廃はい墟きょと化した第八区画を、よろよろと顎を押さえて歩く男の姿がそこにあった。

「クソ……クソ、許ゆるへねえ……あにゃろ……殺ほろす……!!」

　鉄てっ鐗かんで砕かれた顎ではまともに言葉を紡つむぐことすらできず、直剣を握った男は憎ぞう悪おに塗まみれた瞳で一歩一歩前に進む。骸むくろの山を乗り越えて、向かう先はオルバ商会。

　ウィンド・アースノートが連れていかれた先は分かっていた。聞こえていた。なれば、向かって殺すまで。どんな困難が待ち受けていようと、如何いかに無謀であろうと、ウィンド・アースノートの表情がほんの少しでも曇ることだけを願い、男は歩む。

　その時だった。巨大な槌つち──否いな、斧おの。片刃の戦せん斧ぷを担かついだ青年がそこに居た。

「お、生きてるヤツ居るじゃねえか！　ウィンド・アースノートはどこだ！」

「ああ？　あんで、教えなひゃならねえ……」

「なんで、だァ？　聞くのに、理由が要るのか？」

　ぼりぼりと、その赤しゃく銅どう色いろのぼさついた長髪を搔きながら、青年は渋面を浮かべる。

「うるへえ!!　言いたくねえんらよ!!」

「言いたくねえだァ？」

　どん、と石突を地面に叩たたきつけた瞬間、波紋のように地響きが広がった。

　男は、槌と見間違えた理由を察する。この青年の斧は、刃の部分こそ鋭いが──柄に近づくにつれ、まるで鈍器のように分厚い槌のような形状だ。

　重量のすさまじさは、一瞬で見て取れる。槌つち斧おのとでも言うべき、大振りの得物。

「言いたくねえってことは……つまり……知ってるってことにならねえか？」

　考え込むように青年は呟つぶやき、男を睨にらみ据える。

「俺はバカじゃねえからよ、そのくらいは分かるぜ!!　知ってるなら、言えや」

「ふらけんな!!　ウィンろ・アースノーろの命は俺のものらぁ!!」

「そうかい。んじゃ──殴りつけるぜ。何度でもよ」

　青年が槌斧を振るう風圧で、足元の瓦が礫れきが転がった。軽々と片手でその槌斧を掲げ、男目掛けて──少女が追い付いたのはそのタイミングだった。勢いよく吹き飛ばされ壁に背を殴おう打だする男。追撃とばかりに腹部に槌斧を振り下ろす青年を見て少女は言う。

「はぁ……はぁ……マスター。ウィンド・アースノートの目撃情報を確認しました」

　両膝に手をついて、呼吸を整えながらの進言。

　彼女の声に振り向いた青年は、おお、と目を丸くして。

「よくやった、モチすけ！　どこに行ったって!?」

「はい、モチすけです。オルバ商会の人間たちと共に南西へ向かったとのこと」

　モチすけと呼ばれた少女は、無感動にそう報告する。

　無造作なショートカットにされた美しい白髪と、陽ひに当たったことが無いかのような白い肌。紅宝石もかくやという神秘的な赤い瞳。名前はモチすけ。

　なんだか嚙かみ合あわないその印象に呆ぼう然ぜんとする男を置いて、青年は槌斧を担ぎ直す。

「南西ってことは、南と西だろ？　つまり──左斜め後ろってことだな！」

「マスター。違います、マスター」

「つまりこっちだ」

「奇跡的に合致しておりますが、そういうことではありません、マスター」

「あ？　何が違うんだよ。合ってるんだろ？」

「合っています。ですが、違います」

「はっはっは、モチすけ。お前はバカだなー！　合ってるってことは、合ってるんだよ！　疲れて眠くなっちゃったか。ごめんな、今夜はもうちょい頑張ってくれよ」

「マスター。違います、マスター」

　困惑するモチすけをよそに呵か々か大たい笑しょうする青年は、そのままのしのし歩いて行こうと──

「マスターッ!!」

「お前らみたいなやつにいいいい!!!」

　その瞬間だった。むくりと起き上がった男が引き抜いた直剣を手に、背後から青年に襲い掛かった。肩に担いだ槌斧を振るうような時間はない。獲とった、と口角を吊つり上げる男の直剣を──青年は左手で摑つかみ取った。
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「……い？」

「しけてんなあ。正面からじゃ勝てねえって、後ろから来たのか？　お前はバカだなあ」

　ぐ、と青年が力を入れた瞬間、直剣が砕け散る。

「俺が振り向けば、結局正面ってことになるだろうが」

「ぎゃぱっ!?」

　そのまま顔面に叩き込まれた拳に十メレトは吹き飛ばされ、頭から壁に叩きつけられ──その威力にたまらず崩れる外壁に吞のまれて、男の姿は見えなくなった。

「おうい、モチすけ」

「はい、モチすけです。マスター、ご無事ですか」

「おう。まあ言われなくても気付いたけどな！　ありがとよ！」

　ぐしぐしとモチすけの頭を撫なでつけて、彼は闊かっ歩ぽする。

「よし、目的地は左斜め後ろだ！」

「マスター。違います、マスター」
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　時折、強く魘うなされる。ルリという少女にとって、父親とは世界そのものであった。

　記憶の始まりから今まで、彼女の知る限り、父親とは彼一人。

　それはそれで幸せなことなのだろう。

　少なくとも、真実まことの実父で無いことが些さ細さいな話だと笑い飛ばせる頃まで、彼女はただ父を父として無む垢くに信頼出来るということなのだ。

　けれど。そんな父一人に愛情を注がれてきた彼女だからこそ、彼女の生きる理由は彼にしか存在しなかった。幼子を連れた一人旅。病弱だった彼女の為なら、どんな汚いことにも手を染めた父親。そんな背景を、ルリは知らない。

『ようやく見つけたぞ、ウィンド・アースノートォ!!!』

『必ず……必ずお前の首を村に晒さらしてやる!!』

『ガキが居るのか？　ならそいつを血祭りに上げてから、その腸でお前を絞め殺す！』

　何度も目にしたのは、いつも誰かに恨まれている父。

　焚たき火びの匂いと毛布の中で。馬草の臭いと藁わらの中で。時には白昼堂々、父の胸の中で。

　幼い瞳に飛び込む強烈な憎悪を、いつも父は一身に受けていた。

　どうして、やめて、許してあげて。感情を言葉にすることすらできない頃から、ルリはずっと、人々に恨まれる父というものを見続けてきた。

　そして、自らも辛つらい状況で、いつも笑って言うのだ。

『辛い思いをさせて、ごめんな』

　こんなにも優しい父が、どうしたら多くの人に恨まれ、憎まれ、襲われるなどということになるのだろう。

　ひょっとしたら。自分も何か良くないもので、父同様に殺されるのかもしれない。その疑問をつたない言葉で父に伝えた時の、彼の悲痛そうな表情は今でも記憶に残っている。

　そう。その時も。

『無事か……ルリ……せめて、お前だけでも……』

　口から溢あふれる血を零こぼしながら、それでも笑っている父が。

　本当にどこか遠くに行ってしまいそうな気がして。

　──ルリ・アースノートという少女にとって、父親とは世界そのものであった。

「い……いやあああああああああああああああああああ!!!」

　その父が、どこかへ行ってしまったら。

　ルリはどうすれば良いの？

　根源的な恐怖は鋭く胸に刻印を残した。

　いつでも鼓動を打ち続け、時に強く熱を持つ呪いとして。
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「ただいま」

「おかえりーっ」

　ルリを抱えたフウタが部屋に戻ると、満開笑顔のメイドさん。

「お風ふ呂ろにする？　シャワーにする？　それとも、湯・浴・み？」

「ねえそんなに臭う？」

「全然。まったく。ちっとも」

「というか、シャワーはともかく浴場は無いだろ」

「ありますよ、お城におっきいのが」

「それ王族専用だろ……」

「ぺろりんっ」

　部屋は綺き麗れいに整頓されていて、ベッドがぐっしゃぐしゃになっている以外は埃ほこり一つ存在しない。おそらくフウタが帰ってくるまでの時間、彼女はベッドでごろごろしていたのだろう。少し前までは、たとえそうであったとしても録ろく術じゅつでささっとベッドメイクを済ませていたはずだが、心境の変化があったのか最近はあまり録術を使わないらしい。

　別にそれで困るようなこともないし、彼女が不便がっている様子もないので深く聞いたりはしていないフウタだった。──さておき。

「ツッコミが弱っちいぞっ？」

「寝てる子がいるからね、そりゃね」

「おーおー幸せそうに寝おってからにー。うりゃうりゃ」

「やめなさいやめなさい、幾らほっぺ柔らかいからって」

　指で突つつかれても、深い眠りから覚めることはなさそうでほっと一息。ルリはぎゅっとフウタの胸の辺りを握りしめたまま、一向に起きる様子は無かった。魘されることもなく、安心しきったように眠っているのがせめてもの救いであったが、そこはそれ。

「メイドの方が柔らかいぞっ」

「どこで張り合ってるんだ」

「触ってみる？」

「……えぇ？　じゃあ、まあ」

　ぷにぷに。

「……マジだ。え？」

　片手でルリを抱いているフウタは、もう片方の手をルリとコローナに行ったり来たり。

　ぷにぷに。ぷにぷに。ぷにぷに。

「先生。そろそろ、御決断を……」

「なんでそんな神妙な顔で言うの？」

「観客も、審査結果を今か今かと待ち望んでおります故」

「ここ他に誰かいるの？」

　見渡しても、メイドとフウタとむすめっこ。以上、現場終わり。みたいな感じだった。

「だらららららー、だん！　はい、発表！」

「……えー。じゃあ、やっぱりルリちゃんの勝ちで」

　やはり、幼いが故の顔の小ささが勝負の決め手だった。頰の余り方が全然違う。

　確かにコローナの頰は張りがあって柔らかかったが。

「……ば、か……な……」

「そんな崩れるほど自信あったの？」

　よろよろとサイドテーブルへ向かったコローナが、そこにあったオルゴールを開く。

　悲しくも美しい、雪景色のような曲が掛かった。

「やっぱり、若い子の方が良いって言うのね……」

「ねえこれ王女様のオルゴールだよね？　こんな使い方許されるの？」

「あぁ……こうして一人捨てられる運命。メイドの心はこんなにも、ああこんなにもフウタ様を愛おしく思っているという、の、に……ちらっ」

　顔を覆った手の指間から覗のぞく、いつものメイドフェイス。

「王女様の部屋のオルゴールどうしたの。ていうか俺にくれたオルゴールどこ行ったの」

「ちらっ。ちらっ」

「哀かなしい顔の演技はどこ行ったー。もう完全にいつものぱちくりぱちくりじゃないか。猫みたいな口して。くずおれてるのは身体からだだけかよ」

「だぁってー！　メイド迫真の演技してるのに、フウタ様ったら姫様のことばっかりなんですものー!!　あ、ちなみにオルゴールはフウタ様のとすり替えました」

　なお、一方その頃王女様は、部屋でバチバチに明るいミュージックが掛かってフリーズしていた。最初ちょっとビクってして、慌てて周囲に人が居ないことを確認した。

　そしてめっちゃ音立ててオルゴールを閉じた──などとフウタたちが知るはずもなく。

「いったい、いつそんなことを」

「さっき帰ってきた時。まー、姫様が気付く前に片づけますよ。ぺろりんっ」

　そのぺろりんっ、が、静かに怒れる姫様の前で繰り出す渾こん身しんのぺろりんっ、になることを今の彼女はまだ知らない。

「そうしなさい。──そうだ、ごめんコローナ。この後少し、王女様と話をする時間だけくれないか。そしたらすぐにリヒターさんちに行こう」

　元々今日はリヒター邸で行われるというパーティにお邪魔をする予定だったフウタたち。部下の慰労を主目的とした催しではあるものの、ある種世話になったフウタにも軽く招待を出してくれていた。このことはライラックも承知の話であったが、ここに来てルリも参戦を表明。ウィンドの身に危険が迫っているということもあり、またルリの事情を知ってしまった以上はライラックに連絡しておきたいという、ヒモの律りち儀ぎな心遣いである。

「ルリちゃんにも起きて貰もらわないとな」

「離さないからな！　っていう強い意志を感じますねっ」

「ああ、これね」

　片手で抱き上げられるほどに軽い少女だが、コローナの言う通り握りしめた手だけは力強かった。本当に、絶対離さないと言わんばかり。

「……ルリちゃん、俺のところに来た時にはもう様子がおかしくてさ。ウィンドさんが死ぬかもって、思ったんだろうね」

　すやすやと眠るルリの表情が、少し曇った気がした。嫌な夢でも見始めたのだろうか。

　ぐずぐずと、首を振りながらつらそうな表情を見せる彼女。

「……大丈夫ですよ、ルリちゃん」

　その頭を、そっとコローナが撫なでた。

　抱きかかえるフウタの温ぬくもりと、そして近くから優しく触れるコローナの手のひら。

「フウタ様が全部何とかしてくれます。期待を裏切ることだけはしませんから」

　滅多に見せない慈愛の微笑ほほえみで、眠るルリの目線に合わせて、コローナは言う。

「……そう、思ってくれてるのか？」

「ほ？」

　顔を上げたコローナに、笑いかけるフウタ。

　一瞬、何を言っているのやらと目を瞬しばたたかせた彼女だったが。

「あー……ほら、姫様がそんなこと言ってたなー、みたいなっ！」

「そっか」

「そですよっ」

　ぺろりんっ、と笑う彼女の頰は、ほんのりと朱に染まって。──その頃には、ルリの苦しそうな表情はいつの間にか、安らかで穏やかなものに変わっていた。
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　時は遡り、コローナやフウタが王城に戻ってくる少し前のこと。王国第一王女ライラック・Ｍ・ファンギーニは、正面のソファに悠々腰かける青年と向き合っていた。ストレートの白いドレスに身を包んだライラックは、そっとドレスグローブ越しに自らの唇を撫でた。その彼女の口角は微妙に下がっており、瞳には呆あきれにも似た軽蔑の色が窺うかがえる。

　それというのも、正面に座る男の服装が問題だった。

「……寒い季節になってきましたね」

「王国の寒季ふゆナメてたわマジで。超さみーの！　やべえ！」

　けらけらと笑う青年──バリアリーフ第五皇子の格好は、およそ勝手に外へ出かけていった時と同じ。上からコートのようなものを羽織っているのがせめてもの温もりだが、短パンというのが何とも中途半端だった。なんといっても、素足である。

「……貴方あなたが、自らのありのままを見せると言ってその様子なのであれば、国王陛下もきっと御考慮くださいます」

「それ、婚約破棄ってことじゃね!?」

「さあ。お父様の深いお考えは、わたしのような子供では何とも」

「うーわ、超笑うじゃんライラっちゃん」

　ま、いいや。と後頭部に両手をやって、足を組むバリアリーフ。

　少し雰囲気を変えた彼に、ライラックの瞳が合わせるように細まった。

「この街、超さみーじゃん。マジ外で一夜オールとか、普通に終わるっしょって感じっつーか」

「オール？」

「一夜を明かすぜ的な」

　その一言に、なるほどとライラックは首肯する。言わんとしていることは伝わった。

　つまりは治安の話だ。王都の中心地から外れた路地では毎日のように死亡者が出ているし、その殆ほとんどが飢えや衰弱によるものだ。下手を打てばフウタも同じ場所の住人になっていたのだから、ライラックとてその状況は把握している。

「んで、その辺ライラっちゃんはどう考えてんのかなって」

「貴方に話す理由はありませんが、対策は既に考えています」

「超絶塩しおいんですけどこの王女様！　マジつれえ！　えー、ちょマジどーすんのヒント！　ヒントだけでも教えてちょ！」

　気持ち悪い言葉遣いに、凄すさまじく嫌そうな顔をするライラック。

「……職を与えるというだけです。〈職業〉関係なく」

「なーるーほーどーねー。ゆーてもライラっちゃん、法国との縁切っちゃいました的な感じだし？　何かでけえ話でもある系か。……たとえば王都の中心に造っている物とかね」

「さて、そこまで答える気はありませんが」

　ライラックはそっと紅茶に手を触れて、バリアリーフが既に国営事業の関係にまで情報網を広げていたことを胸の内の手帳に記す。彼に聞かれたとしても、今のところ実害はない。だが、伏せられるものは最後まで伏せておくのが定石だ。

　国営事業コロッセオ。その建築から経営に至るまで、多くの人足を必要とすることは分かっている。ライラックはそこで〈職業〉無関係に人間を雇いつくすつもりでいた。

　需要と供給が見合っていないせいで外へと押し出され、職を失った人間たちへの救済。

　たとえば〈経営者〉などがその最たる例だ。彼らが何百人居たところで、土木工事一つ出来やしない。需要に対して供給が多すぎる職業など、潰し合う他ないのだ。

　人の幸せは、決して職業に従事することに非あらず。〈職業〉と合致していない仕事をするからなんだという。──笑いものにされる今の世界をこそ、壊すべきだ。

「やー、何が出来るのか、オレだけ知らねーってのもハブられてる感じしてテンション下がるっちゅーか？」

「……さて、どうでしょうね」

　ライラっちゃん頼むよー、と情けない声を出す皇子に、ライラックは小さく嘆息した。

　別に、折れたわけではない。むしろそろそろこちらから仕掛けるべきだと思ったまで。

　この数日間である程度、彼の人間性は理解出来た。決して馬鹿ではないこと、明確に目的を持ってこの街を訪れていることに噓うそはない。しかし──本当のことも言っていない。

「……王都を見て回ったのですね、皇子」

　敢あえて、時間差でバリアリーフに問いかけた。

　先ほど自ら治安の話を振ったのだ、突っ込まれるだろうとは思っていたはずだ。

　だが、このタイミングで仕掛けてこそ意味がある。ほんの少しの動揺でも見せようものなら、と思ったライラックだったが、案外とバリアリーフは平常心だった。

「ゆーてもオレ、この国に住むし？」

「です、か。それはどのような目的で？」

　そう問われて、解げせないとばかりにバリアリーフは首を傾かしげた。なにせ一番の目的については既に話をした後だ。ライラックのことだから裏付けも取れていることだろうと判断する。もしも親おや父じに出来る最後の親孝行、以外の目的があるとすれば。

「超可愛かわいい女の子とイチャイチャしたい」

「はあ……またそれですか」

「や、だから全然ライラっちゃんも──」

　誰かとイチャついてかまわない、そう言いかけて一瞬バリアリーフは口ごもった。

　思い返されるのは、ウィンド・アースノートに向けた問い。そして、彼のもたらした一つの答え。大切な人には、最大の幸せを願うという彼の想おもい。

　一度閉じた目を開き、彼は続ける。

「……ライラっちゃんさ。好きなヤツ居る？」

「は？」

　急に何を、とライラックは固まった。こちらから質問を投げかけていたはずだ。

　冗談にしては粗雑なのに、表情は割と真剣と来た。

　何と返したものかと悩みかけ──何故なぜ悩む必要があるのかと首を振った。

「居ませんが」

「そう？　家族になりたい、みたいな相手居ないの？」

「……貴方ほど、家族というものに神聖さを感じておりませんので」

「じゃあ、イチャイチャしたいとか」

「わたしにそんな悠長な時間は必要ありませんから」

「そっか。……マジなら、オレも楽なんだけど」

「マジですが」

「ライラっちゃん、マジとか言ってくれるんだ？」

「どうでもよろしい」

　見透かしたようなバリアリーフの瞳が無性に苛いら立だたしいが、所詮ポーズだろう。如何いかに彼が自分の心中を見抜くほどの瞳を持っているからと言って、動揺する必要はない。

　そう。こんなことでテンポを崩されるわけにはいかない。見据えて、続ける。

「他の目的は？」

「え、なんだろ。イベントとか？　超やりたいよね。イベンターバリアリーフ的な？」

「他の目的は？」

「え……他……王国の酒でプール作りたい……とか……」

　どんどん、真面目な方向から逸それていくバリアリーフの目的。

　ただ、ライラックは彼の言動に怒るでもなく、渋面を浮かべて思案していた。掛け違えているはずのボタンを探すような、そんな難しい表情で彼女は問う。

「全て手配したら帰りますか？」

「いやいやいや、一番の目的は親父だから。言わなくても分かってると思ってたけど」

　何を聞かれているのか分からない、といった風のバリアリーフ。

　それがポーズでないことを、ライラックは感じ取ってしまっている。だからこそ、分からない。彼には、何なん等らかの強い目的がある。ライラックはそう確信していた。十七年を生き抜いてきた彼女の、最も信頼する自らの眼めが訴えている。

　数日間の彼のプロファイリング。彼の動きには、あるべき〝気迫〟というものが無かった。目的が無い無気力ではない。もっと別種の、来るべき目的に備えているような。或あるいは、目的を待っているような。ただ、今のバリアリーフとの問答に致命的な矛盾が生まれている。彼の言葉は、噓ではなさそうなのだ。

　頭を搔かき、バリアリーフは「あのさ」と口を開く。

「ライラっちゃん。初めましてにもゆーたけど、オレ、別にライラっちゃんを困らせたいわけじゃないんだわ。聞かれたことには、マジ答えるつもりでいっから、言って欲しい」

「……そうですね。貴方くらいです。わたしが、そう。ヒントを求める相手は」

「はは、っぱ〈職業〉のせい──てーと、ライラっちゃんめちゃ不機嫌になるんだった」

「貴方に気遣って欲しいとは思いませんが」

　そう告げつつ、ライラックは真まっ直すぐバリアリーフを見つめて言った。

「貴方、他に強い目的があるでしょう」

　その問いに、バリアリーフは目を見開いた。

「──。……確信があった、的な？」

「ええ」

「マジかー。……そっかー」

　ぼりぼりと、桜色の短髪を搔くバリアリーフ。

　彼の視線は、一瞬だけ自らの傍かたわらに置いた刀へと向いたものの──緩く否定した。

「有っちゃ、いけねえんだわ。その目的は」

「……有っては、いけない？」

「オレはバリアリーフ・Ｆ・クライスト。皇国第五皇子。親孝行の為ためにこの王国へ来た」

　そう、自らに言い聞かせるように宣言するバリアリーフに、ライラックは静かに目を閉じた。なるほど、と納得する。自ら望み求めながら、しかして叶かなえるつもりのない目的。

　であれば、矛盾はない。

「悪わりぃ。見透かされるくらいマジなのは認める。けど、それがこの国に来た理由ってわけじゃねえんだ。……それじゃあオレは結局、親父に顔向けできねえんだ」

「それはつまり、我欲だと」

　念押しのような問いに、バリアリーフは神妙な顔つきで頷うなずいた。そこにもやはり、噓はない。ライラックは黙考する。バリアリーフが首を傾げるのも気にせず、一人呟つぶやく。

　冷たい瞳で──宛が外れた、と。

　ライラック・Ｍ・ファンギーニの持つ空気が変わる。王女のそれから〈奸かん雄ゆう〉へ。

　何かを察して顔を上げるバリアリーフに対し、向けるのは令嬢とは掛け離れた、笑み。

「安心しました。貴方あなたの腹心が王都で勝手にやっていることとは無関係だったのですね」

「……なんだって？」
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　バリアリーフとの問答を終えたライラックは、一度執務室で残った仕事をこなし、フウタの周辺で起きていた事変の話を聞くために彼の部屋へと向かっていた。

　その足は、そう。少しばかり苛立っていた。というのも、腹立たしいメイドのせいである。握りしめた小箱はオルゴール。どうせ彼女が自分のそれを持っているのだろう。

　今日という今日は一喝くれてやらないと気が済まない。

　──許せない。人をびっくりさせるなんて。つかつかつかつかと、その歩みは速く。

　こんな状況だから、ノックをしてやるつもりも無かった。

　さて第一声で何て言ってやろうかと思いながら、彼女は扉を開く。

「コロ──」

　言葉の途中で、途切れた。何故口が、喉が、頭が。動かなくなってしまったのか、その時は分からなかった。けれど、見開いた目に飛び込んできた光景は。

「そろそろお着換えの時間ですよーっ」

「やー……」

「眠いのは分かるけど、パーティ行けないぞ？」

　ソファに並び幼子を抱く二人の姿。寄り添う肩は睦むつまじく、ぐずる幼子に向ける瞳の名は慈愛。どうしてだろうか、たった一歩部屋に踏み入る気力さえ失われてしまったのは。

「あ、王女様」

　それでもフウタは、ライラックに気付くやルリをコローナに預けて立ち上がった。

「ルリちゃんの件も含めてお話ししたいことが──」

　その彼を押しとどめるように、ライラックは告げる。

「おおかたの事情は把握しています。そちらはベアトリクスが上手うまくやるでしょう。パーティの件、財務卿きょうには宜よろしく伝えてください」

「え、あ、はい」

「コローナ。オルゴールはここに置いておきます。わたしのものは、時間がある時に戻しておくように。……忙しいので、わたしはこれで」

「ほ？」

　それだけ言ってライラックは部屋の扉を閉じた。息を吐いて、廊下を行く。だって──

「わたしにそんな悠長な時間は必要ありませんから」
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　クリンブルーム邸で開かれたパーティは、貴族の社交場ではなく門下の部下を慰労する代物だった。実はフウタがコローナに料理を振る舞っているところから着想を得た話であり、彼を招いたのもその理由からである。

　仕事はこの先も多く降りかかることだろうが皆頑張って欲しい、と手短に挨拶だけ終えて立食形式の会食へと場は移る。入れ替わり立ち替わりリヒターには多くの──特に若い女性の文官が挨拶に来るものの、だいたいを秘書が軽くあしらっていた。

「いや、ミオン。彼女たちはもう少し話したそうだったが」

「リヒター様にご挨拶を、という方は多くいらっしゃいますので」

「そうは言うが」

「それから、結婚相手はもう少し慎重に選ぶべきかと」

「いや、僕もえり好みしていられる歳としでは」

「貴方一人の身体からだではないのですよ。国が貴方を必要としています」

「それは……後進にも頑張って欲しいところだが」

「ですので、もう少しきちんと貴方をサポートできるような方が良いいかと」

「理想が高すぎると婚期を逃すと言うだろうに……」

　などと珍しくゆったりとした会話を楽しんでいたリヒターの視界に一人の青年が現れた。

「フウタか」

「ああ。招待ありがとう、で良いのか？」

「別に肩ひじ張らずとも良い。今日はそういう礼儀を求めてはいない」

　ライラックの出席すら渋ったらしく、殆ほとんどが平民か、低い立場の貴族しか居ない。それなりに広い会場を見渡してなるほどと頷くフウタに、リヒターは「で」と腕を組む。少しだけ視線を下に持っていくと、そこに居た。──フウタと手を繫つないだ、童女が。

「めいどぉー！」

「どういうことだ。王宮の洗脳教育か」

「いや……勝手に懐なついた、かな？」

「悪魔にもアヒルのような刷り込みがあるのだな」

「そこまで言う？」

　服装がメイド服というのもいただけない。最近、あまりに心労が祟たたるせいで家を任せている侍従の服装を全て執事服に改めさせたくらいだというのに。

　おかげで、リヒターの背後に控えている秘書の少女ミオンですら執事服だ。

「出たなもっぴー──んがっ」

　びし、と指さした彼女の頭を、リヒターがぐわしと握る。

「もっぴー言うな、このちんまい天敵が」

「いつからメイドが天敵になったんだよリヒターさん……」

「お前が来てからだフウタ」

「謝った方が良いのか？」

「謝られても僕の溜りゅう飲いんは何も下がらん」

　じたじたと暴れる童女──ルリは、頭を摑つかまれて全くその場から動けない。

「ふっ……僕の勝ちだな」

「あんたそれでいいのか？」

「……言うな」

　さっと目を逸そらし、我に返ったリヒターはルリから手を放した──瞬間、嚙かまれた。

「おうおっほほぅほーう!!!!!!」

「あ、こらルリちゃん、ダメだよ嚙んじゃ」

「もっぴー、食べ物じゃない？」

「ああ。モッピーは食べ物じゃない」

「誰がモッピーだ、誰が!!!!」

　歯型の付いた親指をふーふーするリヒター。

　秘書から手渡されたハンカチで、煩わし気に手を拭う。

「全く……メイドというのはどうしてこうも」

「いや、何だろう。メイド界のスタンダードはこれじゃないと思うんだけど」

「僕の周りのスタンダードがこれになってしまっているんだ。悪夢でしかない」

「それは全員執事服に変えたからじゃ」

「おのれ、何をどうしても忌いま々いましきメイドの呪縛からは逃れられないというのか」

　この人ほんと苦労してるな、とフウタは少し遠い目をした。

「お酒のお代わりいかがですかーっ」

　と、そこに給きゅう仕じがやってきた。

「ふむ、いただこう」

「めいどありー。フウタ様はー？」

「え、じゃあ、ありがたく」

「めいどありー」

　二人の手に新たなグラスを手渡して、給仕は持ち場らしき会場の中に戻っていく。

　リヒターは酒の香りを楽しみ、中々に高級な酒を開けたものだと感心しながらひと口。

「ほう。これは僕のセラーにもある高級酒だ。パンチェッタと相性抜群と言っても良い」

　後で食べるつもりでいたパンチェッタを口にして、酒を飲み、頷く。

「ああ格別だ。しかしどこから持ってきたのだろうなこの酒は。今日は全て外注の──」

　そこでようやくリヒターは何かに気付いて凍り付いた。

「──待て、フウタ」

「ああ。待ってたよずっと」

「そうか。それは礼を言おう。一つ聞きたいことがあるんだが」

「うん、いくらでも聞くよ」

「……お前、今日は何人で来た？」

「三人かな」

「二人しか見えないのは僕の目がおかしいか？」

「いや、正常だと思う」

「そうかそうか……」

　パンチェッタを酒で流し込んだリヒターは、満を持して言った。

「……何故なぜヤツはうちのパーティで勝手に給仕を？」

「俺に聞かれても困る」

「お前のメイドだろうが!!!!」

　めいどー！　めいどー！　とあちこちで給仕に活躍中のメイドが、フウタの目にもはっきり見えていた。挙句、シェフたちと「コローナちゃん、こっち持ってって」「ハイハーイ」などと会話をしている始末。

「トレイ・サーフィンっ！」

　ついでに広い会場を移動するためか、お盆で滑るなどという暴挙まで犯していた。

「つまりあれだ」

　リヒターは、呆ぼう然ぜんとその光景を眺めながら言った。
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「これは僕の酒だな？」

「気づいちゃったか……」

「気づいちゃったかではない!!　結構良い値段するんだぞ!?」

「いや、うん、俺に出来ることで何とか返しますんで」

「ふざけるな。お前を勝手に使ったら後で殿下に何を言われるか」

「じゃあ……王女様には俺の方から」

「想像してみろ。良いか、このパンチェッタは相当に良い品だ。そして、この酒はパンチェッタに抜群に合う高級酒だ。殿下の言うことは決まってる。『ですが貴方あなたは最高の飲み方をしたのでしょう？』だ。クソ！」

　一気にグラスを空けて、パンチェッタを搔かっ込むリヒター。

「クソ！　美味うまい！」

「……ミオンさん、この人相当疲れてるんじゃ」

　不ふ憫びんに思ったフウタがリヒターの背後に佇たたずむ秘書に問いかけると、彼女は真顔で頷うなずく。

「可愛かわいらしいですよね」

「えっ」

「……？」

「いや小首傾かしげても発言の凄すさまじさは隠し切れませんが？」

「今日は無礼講だとリヒター様ご自身が」

「便利な言葉だな……」

　リヒターを真に思いやれるのは自分だけか、とフウタは憐れん憫びんの目を彼に向けた。

　だがそもそもフウタが来なければこんなことにはなっていない。

　リヒター・Ｌ・クリンブルームの受難はまだまだ続く。

「リヒターくーん！　こっちのテーブル美味おいしいもの無い？」

「無い。持ち場に帰れ」

「やだなー。この会場くらいどこに居たって一緒だって」

　現れた十じゅう字じ鎗そうの少女に、ため息を吐つくリヒター。

「リヒターさん。プリムは今日も護衛の仕事なのか？」

「やあ、フウタくん。ほんとは休みの日なんだけど、パーティと聞いてやってきたってわけさ。何もしないのもアレだし、護衛くらいはするよー、って話だよ」

「なるほど……相変わらずよく食べるな」

　せめてパンチェッタと酒を美味しくいただこうと思っていたはずのリヒターのテーブルから、もりもりプリムのお腹なかに仕舞われていく食材たち。

「いやー、どこのテーブルも美味しいものがいっぱいで困っちゃうよ」

「そんな無料だからって」

「お金のことは別に気にしてないよ。いつものことさ」

「そうか……」

　そういえばこの前、お菓子もよく食べていたなと思い出すフウタだった。

　リヒターは悲しそうな目でテーブルとプリムを交互に見て吐き捨てた。

「蛮族め」

「あー、またそうやって差別するー」

「差別なものか。どうしたらその身体にこんなに大量の食材が入る」

「どうしたらって言われてもなぁ。……あ！」

　心当たりを見つけたように、プリムは手を打った。リヒターは嫌な予感がした。

「運動してるからだよ！　やっぱりリヒターくんもダメだよ座って文字書いてるだけの生活なんて！　今のうちから身体動かしておかないと後できついんだからね！」

「……最近お前はよく〝今のうちから〟と口にするが、何の話なんだ」

「ぴゅーぴゅー」

　へたくそな口笛だった。大方彼女は、コロッセオにリヒターをエントリーさせるためにそんなことを言っているのだろうとフウタは理解する。

　本人に言っても断られるから、ライラックに直接言おうとも言っていた。

「そんなに運動がしたいなら一人でしろ」

「一人ではいつもしてるもん。リヒターくんと違って！」

　ぎゃーすかぎゃーすか何やら盛り上がり始めた二人をぼんやり眺めていたフウタだが、ふと袖を引かれる感触に気付いて見下ろした。

　口の周りを調味料でべちゃべちゃにしたルリが居た。

「あーあーもう」

　ハンカチでごしごし拭ってやると、気持ちよさそうにしていた彼女。

　しかし用件はそれではないようで、ルリは言う。

「ルリね、パパにもあげたい」

　一瞬何のことかと思うフウタだったが、彼女が指を差しているのはテーブルだ。

　なるほど、美味しいものを父親に分けてあげたいという優しい娘心だった。

「んー、そういうのは良いいのかな」

　と、少し思案していると、いつの間にか言い合いをやめていたリヒターが口を挟んだ。

「──別に構わん。ミオン、少し包んでやれ」

　はい、と一言告げてその場を去っていく秘書を見送って、フウタは問う。

「良いのか？」

「礼儀を気にするなと言ったろう。……気にしないにも程がある連中には絶対に言いたくないがな。お前とかお前とか」

　プリムとルリを指さすリヒター。

「だがまあ、メイドにも人の心があるというのなら、それを否定はするまいよ」

「ウィンドさんって、オルバ商会の本部で寝てるんだよね？　私が持ってってあげるよ」

　リヒターの口から零こぼれた言葉には哀愁を感じないでもなかったが、プリムはにこやかにウィンクすると、ルリの頭を軽く撫なでて笑う。

「ありがとお姉ちゃん！　もっぴー！」

「いいってことよ。家族は大事にするものさ」

「この小娘……」

　はあ、と一息吐いてから。ちょうどいい厄介払いだと、リヒターも頷いた。

「そうだな、せいぜい運動してくると良い」

「うん、ちゃんと私の分も料理、残しておいてね」

「あれだけ食べておいてまだ食べるつもりかこの女」
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　──ちょうどあの時期も、辛つらい寒季ふゆの頃だった。

　日の殆ほとんどを眠って過ごし、尚なお且かつ薬と栄養は欠かさず摂取する。そうでもしなければ体力が持たず、衰え弱って死にゆく他ないと、旅の医者に言われた頃のこと。ウィンドのもとを離れたくないと必死にぐずるルリの力はか弱くて、振り解ほどくのは酷ひどく容易で。

　薬が尽きたルリの命を繫つなぎ留めるため、ウィンドはルリを置いて一人戦いに乗り出した。

　徐々に酷くなる容態。迫る寒季。報酬はあっても、薬もなければ環境も悪い。

　何度も手を汚した。多くの人間に恨まれた。だから一か所に留まることは出来なかった。

　だが。ウィンドはあの日誓った。

『今日からキミは、私の娘だ』

　屋や敷しきを飛び出した時には、既に好いた女は土の下。もう二度と、墓に参ることも許されないだろうと分かっていた。あの地を訪れることも、故郷に帰ることも捨て去った。

　ただ忘れ形見が幸せに生きてくれることだけを願い、ウィンドは鉄てっ鐗かんを振るい続けた。

　だというのに。ルリの命はもって一年だと宣告された。

　──たとえ。そう、たとえ一年だとしても。その一年の為ために、全てを尽くそう。

　一年を、一年と一日にするために。ウィンド・アースノートの誓いは、固かった。

　歯を食いしばり、寒空の下で生温かい血を浴びた。それが少しだけ自らの寒さを緩和させた。人の生き血を寿命に変える己には良い皮肉だった。

　その日襲った商隊キャラバンは、ここ数年で躍進した、王都で指折りの商会のもの。金も相当あるのだろう。彼らを邪魔に思った富豪から受けた依頼は、ウィンドの心を動かして余りあった。薬が手に入るかどうかは分からない。けれど、金さえあればまた別の町へ。そう鬼気迫る勢いで鉄鐗を振るった恐るべき殺し屋は──商隊を率いていた少女と出会う。

『なにを出せば助けてくれる？』

『──悪いが』

『欲しいものは何だってあげる。あんたの力は相当でしょ？　──貴方の一番欲しいものを言いなさい。それと引き換えに、あたしに付きなさい』

　護衛の殆どが死に絶えたこんな状況で、幼い幹部は堂々としたものだった。そんな女が一番欲しいものをくれてやると言うのだ。もう限界だった。縋すがりたかった。

『娘の』

『……死者蘇そ生せい？』

　明らかに逃げ出す構えを見せた彼女に、首を振る。

『……命を、救えるのなら』

　そう告げたウィンドに、彼女はそっと唇を撫でて。

『状況は』

『余命一年と』

『容態を言いなさい。一人の医者を信じるなんて愚か者のすることよ』

　ぴしゃりと。命の危険があるにもかかわらず、彼女は気丈にそう言った。

　ぽつぽつと、続きを告げるウィンド。それが時間稼ぎであることを、彼は分かっていた。

　次第に自らを取り囲む気配を感じ取っていたし、何よりそれを彼女は待っていたようだった。けれどそれでも。彼女の瞳は、噓うそを言っているようには見えなかった。

『──なんだ。シオット病じゃん』

　ふ、と。周囲の気配が止やんだ。面倒臭そうに彼女は告げて、ウィンドに目配せする。

　ついてこいと言わんばかりのその背中は、小さくも頼もしかった。そうしてやってきたテントの隅には、小さな薬瓶が置かれていた。それこそウィンドの人差し指とそう変わらないほどの大きさの。

『この薬以外では治せない。でも、あるんだもの。あたしに付くわよね？』

『……これ、幾らするんだ？』

『七百万ガルド』

　見た目とはとても釣り合わない額に目を見開く一瞬、さらに耳を疑う言葉が彼を穿うがつ。

『あげるわよ』

『え……？』

『信用出来ないなら、あたしを人質にでも何でもして娘のところに行きなさい。生き残るためなら何だってするわ』

『……良い、のか？』

『はぁ？』

　面倒臭い、とばかりに髪を払ったその少女は告げる。

『これであんたが買えるんでしょ？　安いものよ』

　彼女は、物で人間を雇った程度にしか思わなかったのだろう。ウィンド・アースノートにとって、それがどれほどの福音であったかを、きっと彼女は知らぬままだ。

　──その日からしばらくして、ルリは病から解放された。




　　　　†




「会長。ルリのこと、本当に感謝しております」

「は？　なに急に。あともう会長じゃないんだけど」

　ゆっくりと目を覚ましたウィンドは、部屋の暗さから既に夜であることを察した。

　首を動かす気力くらいはある。馴な染じみのある小さな気配の方へと目をやれば、彼女はソファに腰かけて燭しょく台だいを頼りにペンを走らせていた。こちらの方を見向きもせず。目が覚めたことを喜ぶこともなく。ただ当たり前のように、彼女は告げる。

「はは。そうでしたな、パスタ殿」

「何が面白いわけ？　……名前か。意外と気に入ってるんだけど。パスタ」

　ウィンドはからからと笑う。パスタはフードを被かぶったまま、仕事を続けている。

　籍が無くなったとしても、下々から罵られても、変わらず商会の為に利益を上げ続ける彼女の姿は、あの日と何も変わらない。

「──夢を見ましてな。会長と初めて会った日のことを思い出しておりました」

「あんたが美化するのは勝手だけど、あたしにとってはろくな記憶じゃないから」

「そう仰おっしゃらずに。……といっても、会長の方が覚えているのでしょうが」

「別に。あたしには、忘れるっていう感覚が分からないだけよ」

　鼻で笑って、彼女はスクロールをテーブルの端へと追いやった。

　インクが乾くまでの間に、別の仕事をとばかりに新たなスクロールへ手を伸ばす。

　パスタ──ベアトリクス・Ｍ・オルバは、一度見たものを忘れない。

　ありとあらゆる数字を記憶し、その比較に時間を掛けることもない。だからこそ、フウタに背負われながら進む道中で、皇国商隊の買い上げ金額にも言及が出来た。

　そしてもちろん、その記憶力はエピソードにも適用されるわけで。

「あたしにとっては何とか命を拾ったっていう話以外の何物でもないわよ」

「ですがあの時の交渉が無ければ、今頃は」

「あれは誰にでも出来るわけじゃない。あんたに交渉の余地があるって分かったからよ」

「はっはっは。なるほど。流石さすがは〈経営者〉と？」

「まあ、そういうことね。……〈経営者〉なんて、ろくな〈職業〉じゃないけどね」

　吐き捨てるようなパスタの台詞せりふ。瞳に、暗い影を落として呟つぶやく。

「自分一人じゃ何も出来ない。出来るのは、人を利用することだけ。競争相手も多いし、珍しい〈職業〉でもない。生き残るためには、確かな実力と才能が要る」

「パスタ殿は自らをよく分かっておられるからこそ有能な〈経営者〉足り得るのですな」

「今そんな話してないから」

　面倒臭くなったパスタは、ようやく顔を上げた。そして、優しい表情のウィンドを一いち瞥べつするなり、煩わし気にスクロールへと視線を戻しながら、告げる。

「あんた、少し太ったわね」

「これは手厳しい。確かにあの頃はろくな食事も出来ませんでしたから」

「……満足な食事を取れば太れるっていうのも羨ましい話よ」

「はっはっは、会長のお姿は殆ど変わっておりませんな」

「分解して売うり捌さばいてやろうかしら」

「おお、おっかない」

　ウィンドの元気そうな声は、決して空元気のそれではない。しっかり眠ったことで、ある程度体力は回復出来たのだろう。大きな怪け我がが無かったことが幸いした。肉体の疲労、特に筋肉には大きなダメージがあることだろうが、後遺症が残らないことを祈るばかり。

「──ルリは、おかげで生きております」

「まだ続けるの？　この話。んなこと言われたって、まあそりゃ歩いてるし生きてるわね、って感想が出るだけなんだけど」

「ルリはパスタ殿を怖がっているものですから、私から言わねばと」

「怖がってるなら、娘を怯おびえさせるなとか言えば良いんじゃないの、親バカなんだし」

「いやあ。とてもそんなことは出来ませんよ」

　ルリの身の保障と称して、彼女が行ったのは薬の斡あっ旋せんだけではなかった。〈侍従〉を付け、〈教師〉を付け、暇を見ては彼女自身もルリのところへ行っていた。

　最近は殆ど顔を見せていなかったようだが、あの嫌われようでは仕方ない。

「ルリにあれだけ手を尽くしてくれていることが、私にとっては商会に尽くす理由になるのですよ」

「はっ。あんたがいつ死ぬか分かんないからでしょ」

　今日のことをなじられているのだと、ウィンドは笑って頷うなずいた。ただ、今日のことだけではないことも伝わった。

　職業柄、いつ死ぬか分からない。ウィンドの死に、覚悟を決めさせることは出来ない。ぽっとウィンドが死んでしまった時、ルリはどうなるのか。彼女はそれを見越している。

「本当に、ありがとう」

「礼は受け取らないわ。あんたが働かなくなったらルリは放り出す。あんたが有能だから面倒見てるに過ぎないって肝に銘じなさい」

「ええ、もちろんです」

「所詮は金の関係よ。変に情を持つから今回みたいなことになるんでしょうが」

「……はい」

　金の関係。その通りだ。結局のところ、パスタとウィンドは雇用の関係でしかない。

　それはウィンドに限らない。彼女は決して、金以外の関係を結ぼうとはしなかった。

　まるで、どこかの王女が行う、〝契約〟のように。

「失礼します」

　と、そこでノックの音。

　相変わらずスクロールから顔を上げないパスタに代わり、ウィンドは軽く応じた。

「プリム・ランカスタ様がお見えです」

「ふむ。何だろう。お通しください」

　プリムという名前を聞いて、面倒臭そうにパスタは表情を歪ゆがめたが、そこはそれ。

　パスタは名義上、もうここの家主ではないのだ。ウィンドが招きいれるというのなら、別にそれはそれでいい。フードを被って、仕事の続きに手を付ける。

「やほ、ウィンドさん。遊びに来たよ」

「これはどうも」

　扉を開いて真まっ直すぐベッドの方へと向かうのは、黒く靡なびくツインテール。すらりと高い身長と女性らしい体型は、商品の服を着せて見み世せ物ものにするにはちょうどいいかとパスタは考える。──それには少々、胸と尻が大きすぎる気もしなくもないが。

　適当におだてて商売道具に出来ないか、などと考えているパスタが居ることなど気にもせず、プリムはベッドサイドに置いてあった椅子に腰かけた。

「起きれる？」

「ええ。支障は全く……っー！」

「あー、完全に疲れだねえ。歳としは取りたくないなー」

「はっはっは。正面から言われると、中々堪こたえますな」

　あちこちの筋が痛むのか、表情を歪ませながらも上体を起こすウィンド。

　すると、彼のベッドの上にそっと置かれる、金属製の箱。

「これは？」

「今日はリヒターくんちでパーティでさ。ルリちゃんも来てるんだけど」

「ええ、存じておりますよ」

「こんなにおいしい料理、パパにも食べて欲しいって。私は郵便役なのさ」

　そう聞いて、驚いたように目を丸くするウィンド。

　プリムと、弁当箱の間を行き来する視線は、次第に眦まなじりを下げていく。

「そう、ですか」

「そうそう。ルリちゃんはローストしたお肉がお気に入りだったね。贅ぜい沢たくものめ」

「──はは。昔はあまり食べられなかったものですから」

　蓋を開けば、色彩豊かな料理がぎっしり。

　弁当のセンスというのは一朝一夕に身に付くものではないから、おそらくルリが詰めたものではないのだろうが。それでも、ルリの好きそうな料理が幾つも入っているところを見ると、ある程度彼女が入れたい料理を選んでくれたことは察することが出来る。

「ルリちゃん小食だったの？　ダメだよ、育ち盛りなんだから。今のうちから、いっぱい食べられるようにしておかないとね」

「……ええ。そうですね。いっぱい食べられるようにしなければ」

「今日は結構食べてたよ。私も負けてられないね！」

「……そうですか。しっかり食べられていましたか」

　ウィンドの台詞に宿る想おもいは、決してプリムに届くことはない。けれど、何も知らない彼女が語る言葉こそ真実だ。

　ルリちゃんは結構食べてたし、育ち盛りなんだから、いっぱい食べられるようにしておかないといけない。それが全てだ。

　手渡されたカトラリーで、ひとくち。

「……美味うまい」

「そりゃねー。天下のクリンブルーム家で不味まずいものなんか出せぬわーって、誰かさんが言ってたし」

「美味おいしいものを、ルリはいっぱい食べられているのですね」

「？　うん、そう言ったよ？　……何の疑いが!?」

「いや、疑いなどでは。ただ、そう。嬉うれしくてね」

　ルリにとっての六年を思えば、今の環境がどれほど幸せなことだろう。

　彼女が今こうして生きていられているのは、大勢の人々のお陰だ。

　そして。忘れてはならない。自分が彼女を養うべく、生きているからだ。

「これからも、頑張らねばなりませんな」

「お、用心棒の仕事だね。私も何かあれば付き合うよ」

「それは是非とも。宜よろしければ、手合わせでも」

「いーね。あ、そろそろリヒターくんにも鈍器相手の立ち回りをしっかりやらせないと」

「ざ、財務卿きょうとやり合うのですか？」

「うん、殺す気でやっていいよ！」

　楽しそうに、天てん真しん爛らん漫まんにプリムは言う。そこにあるのは、みんなにもっと強くなって欲しいという純粋な望みと。──殺す気でやり合った二人の間で事故が起きそうになったとしても、自分なら止められるという強い自信だった。

「はっ。舐なめるな小娘」

「あははっ。早く治せよおっさん！」

　笑い合う二人。

　その姿をフード越しに見やったパスタは、つまらなそうにもう一度視線を落とす。

　武人というのは単純で良い。敵対していた癖に、気付いた時には御覧の有り様だ。そしてまた、何の理由もなく殺し合うのだろう。パフォーマンスとして人の心に響かせるならまだ金にもなりそうだが、あいにくと自分はそんなおままごとに興味はない。

　せめて観客の前でやれ、などと思いながらパスタは──先ほどから進めていた作業──今回の事件の下手人を割り出した。

「なるほど、つまり……」

　そう、言いかけた時だった。──部屋全体を襲う、痛烈な地響き。

「っ!?」

　邪魔なフードを取って、周囲を見渡すパスタ。

「こ、れは」

　警戒し、痛みを無視してベッド脇の鉄てっ鐗かんを握るウィンド。

「──南の方だね。どんどん近づいてくる。来るよ。警備何してんの」

　目を閉じ、十じゅう字じ鎗そうを展開したプリムはそう告げる。

「番兵は万全のはず！　今日も十数人は捕らえたわ！　余程の化け物でもない限り──」

「──じゃあその余程の化け物ってことか。……来る！」

　小間使いのように控えていた少女が実はパスタ──ベアトリクスであったことに、少し驚くプリムであったがそこはそれ。小さなことに気取られている場合ではないと、十字鎗を構えて扉の方に向ける。その間にも三回四回と大きな揺れが部屋を、屋や敷しきを揺るがす。

　ウィンドは立ち上がった。ゆらりとよろけながらも、おそらく狙われているのは己であろうと。そんな彼を庇かばうように、プリムは立つ。

　同時、視界を白く染め上げる破砕音。扉を打ち砕き、壁を粉々にした一撃は、今までで最も大きく部屋に響いた。飛来した瓦が礫れきを打ち払うプリム。その先に現れるシルエットに彼女は目を眇すがめた。

「──右奥の部屋ってのは、ここで合ってるよな？　右ってのは、モチすけがフォークを持つ方の手だ。……あれ？　俺から見たら逆だな？　ん？」

「やぁ、見たことのある顔じゃないか──イズナ」

「お？　俺の名を呼ぶやつぁ誰だ？」

　荒々しく背に流れるは、乾いた血のような色の長髪。

　その野生を思わせる獰どう猛もうな表情と、中背ながら筋肉質な身体からだつき。

　何より、片手に弄ぶ巨大な槌つち斧おのが、彼という男のトレードマーク。

「ウィンド・アースノートは女だったのか？」

「んなわけないでしょ。私のこと忘れたわけ？」

「お……!?　プリム！　プリムじゃねえか!!　こんなところで会うとは奇遇だな！」

　相対する二人。

「悪いことは言わないから引いてくれない？」

「いや、ダメだな。俺にはウィンド・アースノートがどんなヤツかは分からんが、この屋敷に居るってことは聞いてるんだ」

「……それで？」

「誰がそいつかはモチすけが後で見て分かるだろ。だから俺は」

　どん、と槌斧を地面に叩たたきつけ、言い放つ。

「ここに居る奴やつら全員、ぶっ飛ばすだけだ」

「相変わらず馬鹿すぎる……」

「俺は馬鹿じゃねえ。だから、一人も逃がさねえ」

　そう言い放つ青年──イズナを目にして、パスタは小さく呟つぶやいた。

「……交渉は無理ね」

　この手の人間は、やる気になっている時に理性的な判断を求めることは出来ない。少しでも理解が追い付かないことを言われた瞬間、とりあえず最初からの目的を果たそうと動くだろう。馬鹿に付ける薬はないのだ。

　この場には、プリムとウィンド。プリムはともかく、ウィンドは──。

　その瞬間、彼女の判断は早かった。

「──きゃー、助けてー！」

「あ、ちょ、ベアトリクス！」

　悲鳴を上げて、なりふり構わず逃走した。

「ウィンドさんがこんな状況なのに逃げ出すとか！　切り捨てるってこと!?」

　プリムの文句など知ったことかとばかりに遁とん走そうする彼女だが、当然その速度は鈍足も良いところ。見逃すはずもなく彼女の前に立ちはだかるイズナに、しかし彼女は叫ぶ。

「あ、あたし、こことは関係ない娼しょう婦ふなんですぅ！」

「しょっ……」

　イズナの顔が赤くなった。

　そして、奥にいるおっさんを見て、寸胴鍋女を見て、おっさんを見て、おっさんに言う。

「お前正気か？」

「……人の好みに口を出すおつもりで？」

「えぇ……？　まあ、いいや。俺も馬鹿じゃねえ。武人の心得もねえ、ベアトリクスって呼ばれたことも分かった。商会とも関係ねえなら、可哀かわい想そうだから見逃してやる」

「ありがとうございますぅ！」

　ぺこぺこ頭を下げて、ベアトリクスは今度こそイズナの横を抜けて駆け出した。

　その光景を、憎しみの混じった瞳で見つめていたプリムは呟く。

「……いいの？」

　問いの先はウィンド。

　彼女の逃走を幇ほう助じょするようなウィンドの言葉に対するそれに、彼は首を振った。

「ええ。会長は最善を取ったまで。──ここに居ては邪魔なだけだと」

「そんなに信じられるような人間とは、とても思えないけど」

　まあいいや、とプリムはウィンドの前に立つ。

「逃げられるタイミングがあったらキミも逃げて。肉親の死ってのは、つらいんだよ」

「はい」

　ウィンドはろくに動けない。戦力としてはとても期待できない。

　だが、それはそれで、プリムにとっては悪い話ではなかった。

「この街に来て……私はかなり強くなったよ」

　す、と十字鎗をイズナに向ける。

「へぇ。そいつぁ楽しみだ。俺も最近は全力でぶつかれる相手が居なくてよぉ」

　槌斧を振るい、彼は笑う。

「──元【天下八はっ閃せん】陸ろく之の太た刀ち。常山十字の輝かぐ夜や姫ひめ」

「──元【天下八閃】伍ご之の太た刀ち。爆砕金時」

　ぐ、と構えられるは闘いの剣。

「夜空に散れ、流星の如ごとく！」

「屋敷ごと吹き飛べ！」




　　　　†




　走る。走る。走る。夜闇の中を一人、その赤の長髪を振り乱して。

　周囲に自らの存在が露見するかもしれないなどという心配は、今は頭の隅に押しやって。

「はぁ、っ、はぁ……っ、あ、はぁっ」

　痛む脇腹を無視して、ただ走る。商会の護衛は壊滅的だ。この時間には、馬車を動かす御者も居ない。御者の心得くらい会え得とくしておくのだった、少しは身体を鍛えておくのだったと思いはすれど、どうせ時間があったら結局〈経営者〉としての仕事に全てを注ぐだろう。詮無き事だと吐き捨てて、彼女はひたすら走り続けた。

　目的地はクリンブルーム邸。そこに行けば、あのような化け物相手でもどうにか出来る男が居る。そして、この状況からでも一手を打つことが出来る財務卿も居る。

　ぐ、と歯を嚙かみしめた。──まただ。また自分は一人では何も出来ない。

　そういう〈職業〉だと割り切っていても、いつも腸はらわたが煮えくり返る。幾ら信用していると口で言って。幾ら金を手渡して繫つなぎ留めても。肝心なところで役に立たず。せめて邪魔にならないことでしか、鉄火場に背を向けることでしか、人の助けにはなれない。

　それはそもそも助けというのか。貢献と呼べるのか。

　いない方がマシ。ただ、それだけの話だ。そんな人間が、信用などされるものか。

　だから、金なのだ。金でしか、人と繫がらない。否いな、繫がれない。

　孤高の姉とは違う。彼女のそれは、孤高ではなく、ただの孤独。

　どんなに頑張っても信用などされないから、最初から期待しないだけ。

　走る。走る。走る。

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

　忘れはしない。忘れることは出来ない。初めて自らの無力を自覚したのは、まだ齢よわいが三つの頃。その存在を不貞の証あかしとして追い出された自分と母親は、首に輪を掛けられて放逐された。思えばその日、初めて名前が変わった。新しい名前は、二十三番。金で買われた先で、眼前でまわされ惨ざん殺さつされた母親を、彼女はただ見つめていた。

　悲鳴を上げ、子を守るために死んでいく親を、ただ見ていることしか出来なかった。

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

　美び姫きたる母を好きにした彼らにとって、三つのガキなど邪魔なだけ。

　捨てられたゴミ捨て場のような街で、今日を生きるためだけに、数年を足搔あがいていた。

〈経営者〉というのがどんな才能か、細かくは知らなかった。母から聞いた、ものを売ったり買ったりするのが得意。という言葉だけを頼りに、その辺の花を売ってみた。

『おい、ガキがこんなところで何やってんだ』

『邪魔だし、臭うんだよ』

『死ねクソガキ』

　いたい……。

　やめてよ。

　どうして……。

　誰か。誰か助けて。

　頭を抱え込み蹲うずくまる童女を、寄ってたかって蹴り飛ばすは単なる遊戯の延長線。

　五つと少し。その程度の歳としの子供が、暴力に対して無力であるのは当然だ。だが、その時の彼女にとってはそれが世界だ。彼らの腹いせ、気分転換の道具とばかりに悪意に晒さらされ、打ち捨てられた彼女は雑巾同然に路上に転がっている毎日だった。

　誰も助けてはくれなかった。だから気付いた。

　ああ、力が。生き足搔くには力が必要なんだ。

　馬鹿正直にものを売り買いしたって、奪われたら終わりなんだ。

　彼女の〈経営者〉としての才の芽吹きは、ここから始まった。

『ねえ。あんた、子供が好きなんでしょ』

　接触したのは、その辺りで危険視されていた少年。幼子に目がないとの噂うわさを頼りに、ぎらぎらと情欲の炎を灯ともす瞳に真っ向から向かい合った。

『あたしのこと好きにしていいから、言うこと聞いてよ』

　自らの全てを対価に、彼女は力を手に入れた。初めて、口角が愉悦に歪ゆがんだ。

　その日からしばらくして、このゴミ箱を掌握する危険な女──赤あか髪がみ、と呼ばれ始めた。それが思えば、二回目の改名だった。

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

　詐欺、シノギ、カツアゲに殺人。なんでもやった。自分が生きるために、他の人間のことなんて二の次でしかない。彼女は、〈経営者〉という職業だけを頼りにこの街を掌握し続けた。裏切りに逃走、逆恨みに侮蔑、どんな悪意も潰し返した。

　結局のところ人間なんて、己の欲にしか目がいかない餓鬼同然なのだとよく学んだ。だから金だった。金さえあれば、上手うまくやれる。〈経営者〉なんてごろごろ居た。そいつら全員を潰さないと、自分が生き残れないこともよく知っていた。だからどんなに罵られようと、徹底的にやった。──やりすぎた。

　どんなに裏社会でやり合えたとて、表の権力が現れる事態になってしまえば、相応の暴力装置が待ち構えていた。軍による〝駆除〟。その対象になった彼女はそれでも、なりふり構わず逃げ出して命からがら生き延びた。結局その時も、より強い力の前では為なす術すべもなく逃げることしか出来なかった。

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

　オルバ商会の会長に拾われた時、彼女は放逐された時同然の有り様だった。

　何の見返りも求めず振る舞われた食べ物を、今でも口の中に残っているくらい強く憶おぼえている。名前が無いことを伝えたら、この前死んだ捨て猫と同じベアトリクスという名前を付けられた。オルバ商会を大きくするのが夢だと言っていた。

　ならその願いを叶かなえてやろうと思った。

　本気になった彼女を止められるような商会はなかった。だがそれは彼女が凄すごいだけで、他の幹部から今の会長が狙われる絶好の口実になってしまっていた。

　庇かばい立てることも出来ず、気づけば政争に負けて、会長は暗殺された。

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

『あたしの首じゃん。一番安く済むのって』

　──無力を嚙みしめるのは何度目だろうか。

　これまでの人生を想起して、想おもう。なんだ、思ったよりも、多かった。と。

　なんてことはない。何度折られたって立ち上がるだけ。生き足搔くだけ。死んでなんかやらない。自分が死ぬことを望む多くの人間を、喜ばせてなどやるものか。

　どんなにつらくても、どんなに悔しくても、絶対に死なない。

　だから。

『好きにしていいですよ』

『……死ぬかもしれないのに、どうされようが構わないってわけ？』

『ま、そんなに生きたい理由も無いですしっ』

『……ああ、そう。じゃあ、売り飛ばすわ』

　生きたい理由もない〈魔女〉など、理解できようはずもなかった。

『コローナ売ったこと、後悔してないのか？』

『ああなるほど？　あんた、あたしに謝って欲しいってわけ？』

　──あたしは、生きる。どんなに無力を感じようと。あらゆる全てを利用してでも。

『あたしは、絶対に謝ったりしないわ。あたしは、あの〈魔女〉が気に入らない。それに悪いことしたとも思ってない。売れるものを売るのがあたしの仕事』

　それが、唯一〈経営者〉に許された生きる道だから。

　バン──と凄すさまじい音がホールに響く。勢いよく開かれたホールの扉に多くの人間が注目した。そこに立っていたのは、フードを被かぶった小柄な女。それが誰かといち早く気が付いたのはフウタと、そしてルリの二人だった。

　びく、と反応したルリがフウタの後ろに隠れるのを気にも留めず、彼女は駆ける。

　そこでようやくリヒターも気が付いて、慌てて同じようにフウタのところへ駆け寄った。

「おい、何故なぜ貴様がここに居る」

　リヒターとフウタと、そしてその少女で出来た輪を、他の誰もが遠巻きに見つめる中。

　リヒターの色んな意味合いを込めた言葉に、息も絶え絶えながら彼女は答える。

「二十万程度で、買収、出来るなんて、良い、警備ね」

「ぐ……!?」

　こんな小娘が何を出来るはずもない、という緊張のゆるみもあったのだろうが、それにしたってリヒターの頭痛は増えるばかり。ひょっこりとフウタの後ろに現れたコローナを露骨に無視したパスタは、フウタを見据えて言う。

「本部が、襲われたわ」

「っ!?　ウィンドさんは!?」

「プリムが応戦してるけど一人。標的はもちろんアイツよ」

「なっ、このままじゃ──」

「死ぬかもね」

　こともなげに告げられた台詞せりふにフウタは反応しようとして、やめた。もしもどうでも良いと思っているなら、彼女がこんなに必死でここまでやってくるはずもない。呼吸を乱して走るなど、彼女らしくないにも程がある。

　フウタにそう告げれば、ウィンドを助けてくれるという打算はあるだろう。

　けれどその程度、打算と呼べるかどうかも疑わしい。

　それに──と、真まっ直すぐに彼女が告げようとしたその時だった。

「いやあああああああああああああああああああああああああ!!」

　震える唇は悲鳴の形に変化して、喉を傷めつけるような劈つんざく叫びがホールに響く。

　父が死ぬかもしれないと聞かされたルリの声だと、フウタにはすぐわかった。同時、ひし、とフウタの足にしがみついてしまう彼女。

「いや、いや、いやあああ……!!」

　しまった、とフウタは表情を険しくする。フウタの腰元に顔を埋うずめ、半狂乱に泣き喚わめく彼女のことを邪魔だと引き剝がすような真ま似ねは、この場の誰にも出来ない。

　かといって、聞いた話ではウィンドの状況は火急だ。

　──かつて、迷うなとプリムは言った。けれどこれは、幼少期に受けた心の傷を抉えぐられたままの彼女を放置するなど、とてもではないが出来ない。コローナがルリを引き取ろうと手を伸ばすも、それすら拒絶する勢いだ。難しい顔をしたリヒターと、周囲で右往左往するしかない招待客たち。どうする、とフウタは唇をかみしめた。

　プリムが応戦しているから安心だなどと言える状況なら、そもそも彼女はここに来ない。

　状況を鑑かんがみ、フウタが必要だと判断したからこそなのだ。

　だが、ルリをこのままにしておくわけには──と、その時だった。

「──立ちなさい」

　瞬間。ベアトリクスがルリの胸倉を摑つかみ上げた。

「な、おいベアト──」

　黙れ、とばかりに彼女──ベアトリクスはフウタを片手で制した。ぐいと持ち上げたメイド服の胸元。か細いながら力んで赤くなったベアトリクスの手。辛つらそうに苦しそうにぐしゃぐしゃにしたルリの泣き顔を真正面に近づけて、彼女は告げる。

「立ちなさい。あんたにぐずってる余裕なんか無いのよ」

　ぼろぼろと涙を流すルリに容赦なく刺す言葉の刃やいば。

　六歳の子供相手にすることではない。ましてやトラウマを抱えた童女に対して何を。

「ベアトリクス、この子はまだ──」

「六歳だから何？　六歳だから甘く見て貰もらえるほど、人生は優しくない」

　切り捨てるようにフウタの言葉を遮断する彼女。

　姉を想起させるようなその語気の強さには、不思議な説得力──重みがあった。

　まるで六歳の彼女自身が、苦境に晒されていたような実感。

「それは」

　思わず口を噤つぐむフウタを、しかしベアトリクスは一いち瞥べつすらしなかった。

「立ちなさい。大事なものは、失ってからでは取り返しが付かない。でも、あんたの父親はまだ生きてるでしょ。なら、あんたに出来ることは何なのよ！」

　要は、邪魔をするな、という意図だとその場の皆は思った。そんな感情を押し殺すような選択を、六歳の子供にさせようというのか、とも思った。

　だがフウタは気付いた。洟はなをすすり、苦痛に口角を下げて、今にもいっぱいいっぱいで倒れそうになりながら。それでもルリの涙が止まっていることに。

　──恐怖からでは、あるのだろう。ベアトリクスのことを嫌っていると。怖くて厳しくて嫌な人だと。ルリはそう言っていた。なればそんな彼女からの情け容赦無い一言は辛いはずだ。痛いはずだ。けれどそれでも。ルリは、ベアトリクスから目をそらさずにいた。

「為すべきことをしなさい。いつ一人になるか分からないのよ。それが今日かもしれない。なら最善を尽くしなさいよ！」

　声が、荒げられる。どうしてだろうか、涙が止まったルリとは裏腹に、次第にあのベアトリクスが感情的になっているように見えるのは。

　感情など、無駄なものだと吐き捨てた彼女が。彼女にとっては、ウィンドのおまけに過ぎないルリに入れ込んでいるように見えるのは。

「ただ助けてくれなんて嘆く弱者に手を差し伸べるような人間は居ない！　餌にされたくなければ立ちなさい!!」

　引きつる喉から無理やり引きずり出したような声が響く。

　ば、と摑み上げていたその手を放したベアトリクスは、睨にらむようにルリを見据えた。

　急に手を放されたルリがよろめく。真正面からの痛罵。乗せられた強い感情。

　それを一身に受けた彼女を支えようとするフウタ──けれど。

　ルリは、一人で、立っていた。正面から、ベアトリクスと向き合っていた。

「あんたのするべきことをしなさい。自分の望みの為ために出来ることをしなさい」

　滔とう々とうと告げる。心を押し殺した冷たい声色。それでも届いてしまう熱は、もはやルリだけが感じたものではない。──何の熱だ。

　六歳の童女に。失いたくないもののある童女に。親を、殺されそうになっている童女に。

　ベアトリクスは、何を見ている。──その答えは、ただ滔々と告げられる。

「あんたは自分一人じゃ何も出来ない」

　──あたしは自分一人じゃ何も出来ない。

「出来るのは人を利用することだけ。競争相手も多い。珍しい〈職業〉でもない。生き残るためには、確かな実力と才能──人を動かすための知識が要る」

　高貴な家に生まれ、形は違えど家を出た。失いたくない親が居た。何も出来なかった幼少期があった。このまま一人では生きていけない──定められた、〈職業〉があった。

　重なる、二人の生きた軌跡。




「あんたは──〈経営者〉なんだから」




　ルリの両肩に乗せられた手。真っ直ぐ見つめる瞳には、互いに互いが映り込む。

「心配しなくていいわ」

　ベアトリクスの声色は変わらない。けれどもう、ルリの顔から悲痛の感情は無くなっていた。冷たく突き放すような言い方であったとしても。ベアトリクスの言葉から、想いだけは届いていた。ただ父の死に怯おびえるだけの子供はもう居ない。

「少なくとも、六歳の頃のあたしより、あんたはちゃんと学んでる」

「……うん」

「だから」

　──無力を嚙かみしめることは無い。己に出来ることをしろ。

　ぐす、と洟をすすって。ルリは真っ直ぐフウタを見上げた。
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「フウ兄……あのね」

　いつか童女は青年に微笑ほほえみ言った。何か、ほしいものはあるか、と。

　それは、いつか商隊を率いていた少女が一人の武人に示したものと同じ。

　なにを出せば、助けてくれるかと。

　──報酬は金のみに非あらず。自分が欲しいもののためには、動かす相手が最大限欲しいものをくれてやりなさい。

　教本にもある〈経営者〉としての彼女の教え。それは確かにルリの中に息づいていた。

「いっぱいね。いっぱい笑ってあげるから」

　ぐずぐずと、未いまだに表情をうまく操ることは出来ないけれど。

　微笑むフウタに、精一杯の笑顔を向けて。

「──パパを、助けて」

「ああ、任せろ」

　ぽんと手を頭にのせて、彼女は乗り越えたのだと悟って、フウタは眦まなじりを下げた。

　そんな彼の心情を証明するかのように、ルリは自ら、フウタの傍そばをそっと離れた。

　一人でも、立てるのだと。その様子を、ベアトリクスは鼻で笑う。

「ま、いいわ。幼さは情に訴える強い武器よ」

「お前はもう少し素直に誉ほめてやれないのかよ」

　やれやれ、と首を振るフウタは、そのまま歩き出す。と、その背にかかる声が一つ。

「待て、フウタ。ミオンに馬を手配させている。幾分かそちらの方が速い」

「いや、馬車に乗るくらいなら──」

　走った方が速い、と言いかけたフウタの前に、ミオンが一歩踏み出た。

「馬車ではなく馬です。〈指揮官〉の名にかけ、貴方あなたを最速で目的地までご案内します」

「そう、か。分かった、ありがとう」

　自信に満ちたミオンの瞳に頷うなずけば、珍しくリヒターが楽し気に笑った。

「なに、この件はこの女への貸しにする」

「ちょっ……」

　不快そうに表情を歪ゆがめるベアトリクスだが、どうやら何も言えないらしい。そんな光景に、フウタは眦を下げる。

「……ありがとな、ベアトリクス」

「パスタって呼びなさいよ。あんたが付けたんでしょ」

「そうだった。でも……ルリちゃんのこと」

　そう言葉を投げれば、ベアトリクス──パスタは面倒臭そうに頰の裏を舌で突きながら、明後日あさっての方角へ視線を向けた。別に、と吐き捨てて。それから、フウタに告げる。

「あんたは、助けてって言われたら、助けるかもしれないけど。それはあんたに余裕があって、こいつと偶然知り合いだからよ。そのどちらの条件も満たさない相手だらけのところで、何いずれこいつは生きていかなきゃならない」

　だから、と彼女は続けた。

「──〈職業〉ってのはね、何の力もない子供に、たった一つだけ許された……世界が保証してくれる強みなのよ」

　自身が、それだけを頼りに生きて来られたからこそ。その一言にフウタの表情が歪む。

　それをパスタは、〈無職〉をなじられたからだと思い、愉快気に口角を上げた。

　だが、違う。違うのだ。歪む表情を悟られまいと、フウタは首を振る。

「フウタ様っ」

　と、声。振り向けば、コローナがルリを抱いていつもの笑顔で見つめていた。

「ルリちゃんのことは任せておけー？　フウタ様は親おや父じ担当なっ！」

「親父担当ってなんかやだな……」

　その一言だけで、僅かに歪んだフウタの表情は緩む。

　がんばれー、と元気を取り戻したルリが拳を突き上げた。

「フウタ様なら大丈夫ですよっ。必ず、親父持って帰ってくるからな！」

「おやじもってかえってくるー！」

「こらこら、要らん知恵を」

　ルリはもう大丈夫だと、しっかりと見せつけてくれたらしい。

　ありがとう、と目線だけで礼を言えば、満面の笑みにぺろりんっを添えて受け答え。

「じゃあ、お願いします、ミオンさん」

　ミオンと連れ立って、駆ける。玄関には既に一頭の駿しゅん馬め。

　と、ミオンがフウタの顔を覗のぞき込んだ。

「先ほど……神妙な顔をされておりましたが、大丈夫ですか？」

　手綱を握ったミオンの問いかけは、フウタをよく見ていた証あかしだった。

　だが、フウタは首を振る。誰かに話すようなことでもなかった。

『〈職業〉ってのはね、何の力もない子供に、たった一つだけ許された……世界が保証してくれる強みなのよ』

　あの似た者姉妹は。

『人間は、〈職業〉の奴隷ではありません』

　致命的なところで、相いれないのだと。そんな寂しい現実の話は、今は必要なかった。










挿話　赤髪のお姉ちゃんへ




　──あの赤髪のお姉さんが、大嫌いだった。

『なんでこんなことも分かんないわけ？　またはたかれたいの？』

『ぐすっ……うぇ……ひっぐ……』

　美味おいしいご飯と、何でもしてくれる人たち。そして時間が空けばすぐにやってきてくれる父親。それだけなら幸せだったはずなのに、彼女が来訪する度に地獄を見た。

　机にかじりついて、教本を片手に怒鳴りつけるお姉さん。初めて現れた時から怖くて厳しくて、ルリにとっては天敵も良いところだった。何度もぶたれた。出来ないなら死ぬ他ないと脅された。泣きながら頑張った。彼女が漏らした言葉だけが救いだった。

『成績が悪くなったらまた来るから。忙しいのよあたしは』

　一日の終わりにされるテスト。その成績の話だとルリは理解した。成績が良ければ〈教師〉の優しい先生が教えてくれた。油断してうっかり先生に甘えると次の日は赤髪のお姉さんがやってくる。だから必死で頑張った。一生懸命勉強した。会いたくない一心で。

　次第に彼女が来る回数は減ってきて。ここ最近は、しばらく顔を見ずに済んでいた。




『あたしは〈経営者〉であって〈教師〉じゃない。心が歪もうが知ったことか。あいつが早く一人で生きていけるようにするには、これが一番効率が良い。それだけの話よ』




　　　　†




「ねえ財務卿きょう。一つ話があるんだけど」

「……なんだ。お前から振られる話題はたいていろくなものではないんだが」

「そう？　うまくすれば皇国から税金搾り取れるかもしれないけど」

「ほう、聞こうじゃないか」

　パーティはまだ続いていた。やはりまだ気が気ではないルリを、コローナが上手うまくあやして一緒にもぐもぐしている。片端からつまみ食いしていくメイドどもに言いたいことは山ほどあったリヒターだが、今はこのいけ好かないガキンチョの相手の方が大事だった。

「うちの用心棒に余計なことしてくれた下手人が分かったのよ。状況とかも、軽く捕まえたヤツに教えて貰もらったわけ」

「それが皇国の関係者だと？」

「皇国貴族って立場で入ってきてるヤツなんだけど。元から妙だと思ってたのよね」

　リヒターに接触してきたのは、先ほど突然現れそのまま居座ってデザートだけをパクついているフードの少女だった。オルバ商会の事情についてはある程度耳にしていたリヒターだが、得ている情報は用心棒たる男に随分と物騒な追っ手が差し向けられていることと、フウタや目の前の女がそれに腐心しているという程度。対してベアトリクス・Ｍ・オルバが仕入れた情報はろくな入手経路ではなさそうだが、それだけに信しん憑ぴょう性せいも高い。

　皇国の貴族が暗殺者を差し向けたと耳にしただけなら、大した問題にはならないが。

　雇った暗殺者の数と、雇った手法を聞いてしまえば納得できる。

「雇ったのは王都の人間。皇国貴族が報奨金を用意しての暗殺依頼。──皇国の商隊キャラバンからもきっちり税金を取ってる立場としては、どう思うのよ」

「立派な脱税行為だな。商業の権利を有していない人間が商いをしていることになる」

「そうよね。だから奴やつらは、五千万ガルド〝相当〟の報奨金とした」

　ぺろ、と唇に付いた砂糖を舐なめるベアトリクス。

　どういうことかと目を細めるリヒターに、小馬鹿にしたような笑み。

「皇国の通貨なんて王都じゃ使い物にならない。でも足が付かないようにするためには、王都で商業することを公表するわけにいかない。なら五千万ガルド相当ってなに？　答えは一つよ。──五千万ガルド相当の現物支給」

　相手も〈経営者〉だ。ベアトリクスが得た情報によれば、報奨金は五千万ガルド相当。

　依頼主は不明。依頼はウィンドの処分とルリの回収。このタイミングで五千万ガルドも懸けて、たかが用心棒を殺害したい連中なんて片手の数で事足りる。バリアリーフ皇子が無関係だと言うなら、その周辺に決まっている。

　皇国貴族として入都したなら、商隊の中に自らの持つ〝商品でない高額な品〟を紛れ込ませることも可能だ。賞金を担保しているのは、まぎれもなく報奨金相当の物品。

『目当ての商品持ってこなかったのよ、奴ら。おかげでちょっと、不良在庫抱えてるのよね。スパイスとか、香とか、絹とか』

　おかしいと思ったのだ。内乱が起きて、外から金品を手に入れたいあの状況で、自国の持つ大きな資源を持ってこないなどあり得ない。なら、その持ってきた品を誰かが事前に買い取ったということになる。それがおそらくは、皇国貴族である下手人の仕業。

「……この話を僕にしてどうするつもりだ？」

「決まってるでしょ。叩たたき潰すのよ。奴らの懸賞金を支えているのは、大量に持ち込んだ上質な絹。ウィンド殺害の賞金を出す為ためには、これを売らなきゃいけない。そうよね？」

　にたぁ、と彼女の表情が歪む。

「そうだな。五千万ガルドなんて大金を即用意しようとすれば足がつく」

「だから、その絹を直接贈与するつもりだった。去年と同じくらい持ってくるなら、絹は五千万ガルドくらいの値が付いたわ。去年なら、ねェ。──ところで財務卿。皇国の内乱が酷ひどくなってきたって噂、知ってるぅ？」

「なんて顔をしてるんだお前」

　ペロリと舌なめずりをするベアトリクスの仕草は酷く不気味で、彼女の見た目に反して妖よう艶えんなそれ。ともあれその話は彼の耳にも届いていた。出所は不明だが皇国の商隊がやってきた頃には既に蔓まん延えんしていた話だ。リヒターが頷けば、彼女はさらに笑みを深めて。

「そっかそっかぁ。だから絹もね、去年に比べたら品質が下がってるのよねー。あー、最近は来る度に質が落ちちゃってるかもー。去年までは我慢してあげてたんだけどね、もう限界かも。買い取り価格は変えないであげたけど、現に売価は安くしちゃってるしぃ？」

「お前、まさか──絹の価値そのものを叩き落として賞金を水の泡にする腹積もりか」

「さぁて」

　ぐ、と軽く伸びをして。ただただ楽しそうに瞳をぎらつかせ、〈経営者〉は嗤わらう。

「悪党の時間よ。逆に暗殺者全員買収してやる。──ああ」

　振り返ったベアトリクスは、リヒターの腹部に人差し指を突き付けて。

「泡食って売却しようもんなら、あらん限りの税金搾り取ってやりなさい」

「言われなくともな」

「後はオルバ商会の受けた被害を全て下手人に押し付けるだけ。楽な商売だわ」

　話は終わったとばかりに背を向ける彼女。小さくあくびをして、歩き始める。

　ここにはもう用はない。あの女に言こと伝づてを告げて、仕上げだ。あとは全て上手くやるだろう。どうせ、皇国との婚姻など、阻止したいに決まっているのだ。

「──ベアトお姉ちゃん」

　背後から呼びかけられたのはそんな時。ベアトリクスは露骨に表情を歪ゆがめ、煩わしそうに振り向く。瞳に映ったのは見知った童女と──手を繫つないだ、メイド。何の気なしに目をやった、握られた手は微かすかに震えて。緊張からか、力が入っていることが見受けられた。

「……なんか用？」

「あのね。ベアトお姉ちゃん」

　無機物を見るような彼女の視線を正面から受けて尚なお。ルリは真まっ直すぐに見返して。

「ありがと」

　その万感の思いが詰まった四音に、ベアトリクスの口角が下がる。

　拒絶するような、ともすれば泣き出しそうな歪みはしかし一瞬のこと。

「は？　あのままじゃ邪魔だったってだけの話でしょ。用はそれだけ？　くだらないことやってる暇があったら、少しはその弱い心をどうにかしなさい」

　そう突っぱねて、いつも通りのベアトお姉ちゃんが顔を出す。

「でも、ベアトお姉ちゃん」

「あたしはあんたみたいに暇じゃないのよ」

　切り上げてしまえば、ルリも何も言えない。だからこれで良いと鼻を鳴らして、踵きびすを返そうとして、しかしそこで。金の少女がベアトリクスの前に立ちふさがる。

「ありがとな、パスタ！」

「──あんたにそんな馴なれ馴なれしくされる覚え、一つも無い」

「まー、そう言うなよっ！　せっかくルリちゃんに勇気をくれたパスタが、カリカリのまま外に出るのは、メイドったら忍びないっ」

「……知ったこっちゃない。この際はっきり言ってやるけど、あたしはあんたが──」

　──気に入らない。そう告げようとした口に詰め込まれるカップケーキ。

「……なによ」

「おかげでね。生きたい理由、見っけたよ。多分だけどっ」

　その一言に、思わずベアトリクスは息を飲んだ。だってそれは、彼女を売った時の。

「パスタがメイドのことよく分かんねーっつってたの、覚えてるけど。メイドもパスタのことはわかんないっ。でもさ？　メイド思うんだ」

　ルリと繫いだ手を強く握って、コローナは憎らしいくらいに一点の曇りもない笑顔を彼女に向ける。どうしようもなくルリと似た、彼女の大嫌いな、人を信頼する瞳とともに。

「世の中に期待してみるのも、案外悪いことじゃないってさ」

　その言葉の重みを。その真の意味を、ベアトリクスは、分かっていた。

　当然だ。あの日、処刑台を前に特等席で魅せつけられたのだ。

　くだらない、茶番を。そう、思わず言ってやりたくなるような光景を。

「やめて！」

　弾くようにそう告げて。困ったような顔をしたメイドとルリを、半ば睨にらみつけるように見据えてから、聞く耳持たずに背を向ける。

「やめて。──得があるわけでもないのに、近寄らないで」

　それだけ吐き捨てるように告げて、ベアトリクスは歩き出す。どうせウィンドが死んだら、この少女に価値は無い。放り出すだけのこと。それで片付くことなのだから。

　その去っていく小さな背中に声を掛けられる者は、ここには一人も居なかった。

　けれど。その背にルリは一人思う。

　──いつか。あの赤髪のお姉さんが、大嫌いだった。







[image: 第六話　馬鹿じゃないから、分かっていた。]

　──王城城下。城門前。

　そこに、フードを被かぶりカンテラを手にした少女の姿があった。

　腰には帯剣──細身の刺し突とつ剣けん。羽織ったコートこそ量産品ではあるものの、見え隠れする服装は高貴な人物の白いドレス。彼女は馬車の前で、ただじっと何かを待っていた。

「──大変お待たせいたしました、ライラック王女」

　現れたのは、長身の青年だった。桜色の短髪に、浅黒い肌。腰には使い物にならないという刀を下げて、それなり以上に身だしなみを整えた皇子としての立ち姿。

「とんでもありません。こんな夜よ更ふけにお出かけだなんて、胸が高鳴ってしまいます」

「それは良かった」

「ですが、その」

　二人の逢おう瀬せ、そう一言で済まない理由が、彼の同伴させた男性にあった。

「──ああ、王女殿下。申し訳ありません。どうしても皇子が外に出たいと言ったとか」

「とんでもありません。その……わたしも、とても興味がありましたから。皇子の同伴でしたらと、お父様に許可も貰っております」

「そう、ですか……」

　カンテラで照らされたその男性に向けて、ライラックのふんわりとした微笑ほほえみが向けられる。初めてこんな夜更けに外へ、それも歳としの近い男性と同伴で、とのことで、本当に心地好よい緊張の中に居るのだろうと。それを疑わせないような、彼女の笑顔。

　男性は小さくため息を吐つくと、その禿とく頭とうに手をやってから首を振った。

「ですが今の王都は危なっかしい。護衛も離れた場所にしか配置しないというのは些いささか」

「はは。エルフリードさんは心配性なんです。いつもこうして僕の身を案じてばかりで」

「ふふ。お気持ちは分かります。わたしも子供の頃は、よく大人に叱られておりました」

「それは僕を子供扱いしているのですか？」

　あははうふふ。楽しそうな歓談は、傍はたから見れば皇子と王女の楽しい時間に見える。

　エルフリードは一人顔をしかめた。今、外に出て行かれては困るのだ。何せ放った暗殺者たちから報告が上がっていない。夜という彼らの活動時間の中に、皇子はともかく王女を放り込むなど言語道断。危険極まりない。

　それに、皇子には感付かれたくないこともある。

　エルフリードは迷う。ここでどうするべきか。押し止とどめようとしたって、どうせ皇子はエルフリードを置いて勝手に遊びに出るだろう。それは前回もそうであったし、昔から変わらない。迷うエルフリードに伸ばされたのは、思いがけぬところからの助け舟だった。

「エルフリード様。わたしも、皇子と二人の逢瀬は楽しみではありますが──皇子を心配する貴方あなたがご一緒してくださるなら、それでもかまいませんよ？」

「ライラック殿下……宜よろしいのですか？」

「ええ！　あら。バリアリーフ皇子、そんな顔をなさらないでください」

「別に構いませんよ。僕は子供扱いには慣れていますから」

　これなら、まだ何とか御者に言い付けるなり、こちらで行く場所の操作も出来る。

「では……ご一緒いたしましょう」

　頷うなずいたエルフリードは、自らが指揮している護衛たちにも合図を送り、この馬車を囲むように命令を下すと。そうして、あれよあれよという間に乗せられた。

　景色を楽しみたいという皇子の我わが儘ままで、一番奥に座らされたエルフリードは、その前で肩を寄せ合う王女と皇子を不満げに見据えながら、動き出す馬車に揺られ始めた。

　これが、エルフリードの手引きを知ったバリアリーフとライラックの間で組まれた、処刑台への快速馬車だとは露も知らずに。




　　　　†




　目の前で行われる戦いを、ウィンドはただ見つめていた。

　片や握るは巨大な槌つち斧おの。片や構えるは十じゅう字じ鎗そう。その勇壮なる戦いは舞踏のように美しく、そして胸の内に熱い感情をこみ上げさせる力強さと華やかさに満ちていた。

　星々の下、観客など居ない一騎打ち。なんてもったいないと思うと同時、その光景を独占している状況に優越感さえ芽生えてしまうほどの、刃やいばで完結された世界。

　それどころではないというのに。自らは身体からだすら満足に動かせず、味方の援護に回ることも出来ない不ふ甲が斐いない有り様だというのに。それでも目に焼き付くのは、彼ら闘剣士の鍔つば迫ぜり合いが手に汗握る滾たぎる戦いであればこそ。

　老いた己に腹が立つ。まともに得物も持ち上げられない腕が情けない。駆けるどころか立ち上がることすらままならない体ていたらく。もしも、あとほんの少しでも動けたなら。今すぐにでもあの場所で、己も思う存分得物を振るい、演舞の華と混ざりたい。

　その感情が胸を焼く。奥歯を嚙かみしめ、ただ見つめていた。

「……会長──無力とは、かくも苛いら立だたしいものですな」

　彼女のように決意を持って、すぐにこの場から背を向けることも。闘剣士のように刃を握り、迫りくる脅威に挑みかかることも。どちらも出来ず、ただ漫然とやり過ごすことしか出来ない己に──どうしようもなく、腹が立った。

「──どおりゃああああ!!!!」

　重量にして百ウェイトはゆうに超えるだろう槌斧を振り回しながら、大きく跳躍するイズナ・シシエンザン。それに合わせて、プリムは地を駆る。

　既にオルバ商会本部の北東部は全壊状態だ。戦いの始まる前は存在した天井も、床も、調度品も全てが瓦が礫れきの中。プリムが駆ける地面の凹凸が激しいのは、即すなわちそれが建物の一部であったが故。夜も更ふけようかというこの時間、暗闇の中に火花が散る。

　大地を割るように振り下ろされた一撃が、瓦礫の山に亀裂を作ったかと思うと勢いで爆はぜた。その飛礫つぶてを全て鎗やりで弾いたプリムは、そのまま矢のようにイズナへ突っ込む。

《常じょう山ざん十字：流星一いっ矢し》

　解き放たれた矢となって、イズナに迫るその一撃。

　着地の隙を狙ったそれは見事にハマった。目を見開いたイズナは、しかし胸を反らすようにして神速の一撃を回避する。空気が鎗に切り裂かれたような風鳴り音を置き去りに、プリムは勢いを維持したまま回転しての薙なぎを目もく論ろむ。

「私、結構楽しみだったんだよ。イズナとは、三勝五敗で負け越してたよね」

　最後のシーズンの話だ。陸ろく之の太た刀ちと伍ご之の太た刀ちの戦績は、プリムが告げた通り。

「五回負けたあと三連勝したこともあるし。この二年で、私自身がどれだけ成長できたかも試したいというかさ」

「──やってみろよ！」

　いずれも長距離に対応できる得物であるが故に、近距離に於おいては不利を隠し切れない。

　だが十字鎗が十字鎗である所以ゆえんは、最強の武器を目指したが故。距離の遠近による不利を排除したその強みは、相手の武器の弱点を突く鋭利な一撃であるが故。

「はっ!!　やり口は変わってねェな!!!!」

「ぐっ、ふ……!?」

　空の左手が、唸うなるようにプリムの腹部をとらえ吹き飛ばした。バックジャンプからの着地で何とか衝撃を殺しながら、呼吸を整えたプリムはイズナを睨む。

　彼はぷらぷらと左手の熱を逃がすように手を振るい、右手の槌斧と共に構えた。

　これだ。これが、イズナ・シシエンザンを伍之太刀まで押し上げた真骨頂。

《黒こく鷹よう空手：螺ら旋せん撃》

　槌斧による圧倒的な力にばかり目が行くこの男のスタイルは、弱点足り得る至近距離を己の拳で解決してこそ完成する。重量百ウェイトを超える重さの得物を片手で振るい、空いた手と両足で至近距離を牽けん制せい、場合によっては必殺の一撃を見舞う。

「はは。久々だから良いいの貰もらっちゃったな」

「そうか、久々だからか。じゃあしょうがねえな！」

　機嫌よく笑うイズナも、一発貰ったばかりのプリムもまだまだ元気だ。

　そうだ。久々だからしかたない。プリムはもう一度、一人呟く。

「うん、久々だもん」

　なんだか、リズムが合っていない。リヒターとの手合わせは充実していたし、何よりあのチャンピオンとの試合は自らを更なる高みへ押し上げてくれた。

　だから、決して自らが劣っているわけではない。

「──一撃貰っても、仕方ないよね」

「うん？　さっきもそう言ったじゃねえか」

　プリムの姿が搔き消える。夜闇ということもあるが、姿勢を極限まで低くして、滑るように肉薄するそのプリムの速度に、イズナは虚を突かれた。槌斧を振る時間はない。ならばと拳を握りしめ──その光景をプリムは冷静に見つめていた。

「なんか、違うなと思ったんだよ。──あの頃は、来る、と思ったらもう来てたくらい、キミの一撃が速かった。だから身構えるタイミングを間違えたんだね」

　拳を貰ってしまった時。槌斧を振り回していた時。鎗で迎え撃った時。拳を握るタイミング。振るわれる速度。どれをとっても、あの頃は感覚で避けることしか出来なかった。

　でも。妙にそのテンポが遅い。一いち瞥べつして、拳を握られたことが分かって、回避したつもりだった。けれど、その一瞬後に衝撃が来た。

　当然だが、何事も全てを見てから反応することなどは出来ない。来ると分かった刃を、速度を予測して回避するのが剣士の在り方だ。その反応速度がズレていた。だから一撃を受けてしまった。つまり。プリムは一段階、自らの反射速度を上げている。

　そんな難しいことは、この二人には分からないが。

「あ、来ないな、と思ったのに、来たからさ」

　す、と鎗を腰だめに引き絞る。

《常山十字：満天》

　放たれるは無数の突き。その速さは以前とは比べ物にならないと──いまいちプリム自身は自覚がない。けれど、多分そうなんじゃないかなー、くらいのノリで放った。

「ぐ、おおおおおおおお!!!」

　その浅い考えは、しかして正しかった。満天の星々のように放たれるその鎗に、槌斧では対応しきれない。左手で柄を打ち払うと同時、槌斧をプリム本体めがけて振り下ろす。

「おっと！」

　横っ飛びに回避した先へ迫る、横薙ぎの槌斧。それからさらに距離を取れば、イズナは楽し気に笑みを浮かべて、血の滴したたる左手を眺めていた。

「なるほどな。久々だから仕方ねえわ。お前、速くなってんな」

「そうだね。けど、速くなったからと言って──勝てるってわけでもなさそうだ」

　驕おごりはしない。ただ、プリムにとってこの一年──否いな、ここ数月がどれほど大きいものだったかは、自覚が出来た。

「随分腕上げたなおい」

「そういうキミもね。私ばかり強くなってたら、もっと一方的なはずだし」

「あー……まあ、ちょっと色々あってな。なんか溺れてるガキ拾ったら軍っぽい奴やつらにメッタクソに追われたりしたし」

「溺れてるガキ……？」

「俺が建物ん中で迷子になってたら、なんか水ん中でごぽごぽしてたからよ。とりあえずなんか、ガラスにしてはやけに綺き麗れいな透明の壁突き破って助けてやった」

「良いことしたじゃん」

「だろ？　俺はそういうこと出来るヤツだから」

「じゃあ殺しもやめよーよ」

「そうはいかねえ。明日からご飯が食えなくなる。それに」

　ニヤ、と口角を上げてプリムを見据えるイズナ。

「せっかく、久々に骨のあるヤツとやり合えてるんだ。寒いこと言ってんじゃねえよ」

「そっかー。……そりゃそうだよね。分かる。私もキミの立場ならそうするよ」

「だろ？」

「でも、今の私は──キミ以外にもいっぱい来るだろう連中の心配もしなきゃいけない」

　十字鎗を構え、ちらりと背後に目をやる。そこには、息をひそめて鉄てっ鐗かんを両手に握る男の姿。いよいよとなったら逃げろと告げてはいるものの、現状安全な場所は無い。

　狙われているのは彼自身。おそらくは彼を狙う〈暗殺者〉たちもオルバ商会の現状に気付いている。八方塞がりな現状をどうにか打開できるとしたら、夜のオルバ商会に詰めている、生きているかも分からない他の人間の行動に期待するか──先ほど逃げたパスタだけ。暗殺者たちがこの場に現れないということは、もしかしたらオルバ商会の護衛たちは今外からやってくる暗殺者に対応してくれているのかもしれないが──目の前の男がどれだけこの商会本部を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしてくれたのかも分からない現状。

「悪いけど、通さないよ。イズナ」

「いいねェ。そうこなくちゃよ!!」

　正面から互いに突っ込む二人。槌斧の刃を華麗に跳躍して回避するプリムだが、イズナとて槌斧が彼女を叩たたき潰せるとは思っていない。狙いは柄だ。十字鎗が如何いかに万能の武器とはいえ、槌斧の柄とは使っている素材が異なる。

　ぶつかり合ってしまえば、その膂りょ力りょくでもって十字鎗を叩き折る自信がイズナには有った。しかし──その狙いはプリムに筒抜けだ。

「分かってるよそのくらい!!」

「ちっ!!」

　振るわれる槌斧は空を切る。

　宙で引かれた鎗はそのまま次の突きへの布石。

《常山十字：流星一矢》

「ぐっ……!!　強くなりやがって!!」

「おかげさまで、ね!!」

　コロッセオ時代の目の上の瘤こぶ。どうやって倒してやろうかと自分なりに色々考えた。

　けれど結局、勝ち越すことは無くコロッセオ人生は幕を閉じた。

　今と昔と、一番大きく異なることは何だろう。

　確かに自らの反応速度が上がったことは今実感出来た。だが最も大きい経験は、最も得え難がたい経験。即ち、格上の〝十じゅう字じ鎗そう使い〟との試合。

　自分に足りないものは何か、十字鎗の弱点は何か、未いまだ知らぬ強みとは。

　常山という故郷で如何に教本を諳そらんじようと得られない、生で目にする大きな経験こそ。

　プリム・ランカスタを一段高みに押し上げた。

「だから、これで!!」

　決着させるとばかりに、槌つち斧おのを搔かい潜くぐったプリムの鎗やりが迫る。狙いは喉元、少し反らした程度では十字鎗の戈カが喉を裂く。大きく回避に出れば、もう後は詰みだ。

「──くっ!!」

　握りしめた拳は鎗を撥はね上げるに間に合わない。槌斧を引き戻す時間も無い。

　これは──と思ったその時だった。

「マスター!!!」

　びっ、と何かに引っ張られるような感覚と共に、プリムの身体からだが動かなくなる。感覚がない──とは違う。これは、まるで糸か何かで押さえつけられているような。

「モチすけ!!」

「はい、モチすけです。ご無事ですか、マスター」

「いや無事だけどな。あー。クソ、怒るに怒れねえ」

　何も知らず、息せき切って追いかけてきたのは──童女。

　ルリよりは年上。見た目はパスタと大して変わらない。

　真っ白な髪と肌は夜を背景にくっきりと象かたどられ、どこか俗世離れした印象を抱かせる。

　がしがしと頭を搔いたイズナは、首を振ってプリムを見やった。

「悪わりぃな、プリム。楽しむのも大事だが──こいつに腹いっぱい飯食わせてやらなきゃならねえ。容赦はしねえぜ」

「ご飯くらい今からパーティでも行けばいくらでも食べられるよ!!」

「はっ。そんな都合のいいことがあるかよ」

「あるよ!!!!!!」

　あーもう、どうしてこんなことに。プリムは大きく嘆息して、二人を見やる。あの少女が何をしてくるのか分からない。ウィンドと共に、無理やりにでも逃げるべきか──

「──マスター。この女性との勝率はおよそ七割。攻めるべきかと」

「七割ぃ？」

　七割ってどのくらいだろう。

　首を傾かしげるイズナの横で、プリムは額に青筋を浮かべた。

「それ知ってる。十回に七回はキミたちが勝つって言いたいんだよね」

「はい。降伏するなら今のうちです」

「うるさいなあ」

　三回勝てるんじゃん。なんだ、大したことはない。もとより、コロッセオでの勝率も大して変わらない。

「気が変わった。纏まとめて叩きのめしてやる」

　十字鎗を構え、穂先をイズナへ向けながら、プリムはそっと視線をイズナの隣へと移した。浮世離れした白髪白肌。夜闇にも輝く紅宝石のような瞳。

　パスタと大して変わらない身長の少女をイズナが連れているというのも気になるところではあったが──そんなことは、プリム・ランカスタにとっては二の次だった。

　イズナを仕留めたと思った瞬間に使われた妙な技。

　身体の動きを縫い留めるようなあの力は、いったい如何なる武器によるものか。

「キミ、なんなの？」

「はい。モチすけです」

「──そう。……可愛かわいい名前だね」

「はい。マスターによる命名です」

「ふぅん……女の子だよね？」

「はい。この身体は女の子として製造されています」

「──そう」

　モチすけ。可愛い名前だけれど、イズナの故郷で〝すけ〟と付けるのは男の子だけではなかったか。などと思考を巡らせるプリムだが、今は無駄だと首を振った。

「さっき、私の身体を止めたヤツは何？」

「魔導干渉術式です。対象の行動阻害抑制、また行動促進に制限解除など、複数の命令を実行可能です。対人対獣対機械問わず、脳内にインプットされている情報にヒットする対象であれば魔導効果対象となり、様々なバフデバフによる効能を付与することが出来──」

「ぐわああああああああああああああああ!!」

「うわああああああああああああああああ!!」

　イズナもプリムも頭を抱えた。モチすけは首を傾げた。

「モチすけ……やめろ、それ以上魔導を使うな、俺に効く」

「おのれ……これが魔導……！」

「マスター。プリム。違います。これは魔導ではなく魔導干渉術式の説明です。モチすけの身体に刻み込まれた使用可能な魔導を説明しろとのオーダーと、また該当情報に対するセキュリティロックがなされていない為ため、モチすけは自らの使用する魔導干渉術式の情報を詳つまびらかにしました。マスターであればモチすけの言動行動に制限を掛けることが可能です。このオーダーを実行し、魔導干渉術式についての説明をロックしますか？」

「よく分からないけどその魔導はロックさせた方が良いよイズナ！」

「うるせえ!!　俺は馬鹿じゃねえから分かるぜ！　モチすけ、俺はお前がやりたいことをやりたいようにしろとしか言わねえ!!」

「……では説明を続けます。バフデバフによる効能を付与することが出来、また対象の意志によってその効果は増減します。術式による干渉を望む対象であれば、個体差はありますが効果時間は約十ミニトから三十ミニト。干渉に抵抗する個体であれば約二十セコンから一ミニト程度の効果を──」

「う、うるさああああああああああああああああい!!」

　我慢が出来なくなったプリムは、よく分からない魔導を唱え続けるあの梅干し乗せたご飯みたいな女を止めねばならんと駆けだした。最近お米食べてないな、などと、ぐしゃぐしゃにされた頭の中を一生懸命自らの幸せで上書きしながら、十字鎗による一撃を見舞う。

「──対象に攻撃の意志を確認」

　説明を中断したモチすけは思った。なるほど、こちらに隙を作り、攻撃の機会を窺うかがっていたかと。──そんなことはなかった。

「干渉術式起動」

　モチすけの瞳に術式の文字列が奔はしる。瞬間、プリムの動きが凍り付いた。

「マスター、今です！」

　干渉に抵抗する個体であるプリム・ランカスタを止められる時間は、約二十セコンから一ミニト。それだけの時間があれば──とイズナに目をやった、その瞬間だった。

「また使ったな、なんちゃらとかいう武器を!!」

　振るわれる十字鎗に驚きょう愕がくするモチすけ。

「何故なぜ？　二十セコンは少なくとも動けないはず──」

「二十セコンって何だよ!!」

「単位です。六十セコンで一ミニト。六十ミニトで一刻。二十四刻で一日が経過します」

　プリムは鎗を振り回しながら泣きそうな顔で叫んだ。

「もっと分かりやすく区切れよ！　なんで六十とか二十四なんだよ十とか百にしろ!!」

「モチすけにその権限はありません」

「私みたいな闘剣士はなぁ！　試合時間が一刻ってことを憶おぼえるので限界なんだよ！」

「……何故。人間なのに」

「おいモチすけ。俺も試合時間の一刻より短い単位は別にどうでもいいぞ。俺は馬鹿じゃねえからな。憶えなくても良いってだけの話だ。本当だからな」

「マスター。何故ですか、マスター」

　酷ひどく知性の低い会話の中、モチすけはプリムの鎗を必死で避けつつ思考を巡らせていた。なにせたった一セコンしか、目の前の女の動きを止めることが出来なかったのだから。

「術式、起動」

「──またっ！　このやろっ！」

「何故一セコンしか効かないのですか」

「知らないよ！　私が凄すごいからだ、おらぁ！」

　しかし、モチすけの動揺を裏に、歯は嚙がみしているのはプリムの方だった。

　一セコンしか、とモチすけは言う。だがその一セコンがどれほど大きいものかを、プリムはよく理解した。こんな長い時間身体の自由を奪われては、とてもまともにイズナとやり合うことなど出来ない。──だからと言ってイズナが待ってくれるはずもない。

「悪ぃが、終わりだプリム！」

　後方に飛びのいたモチすけと入れ替わるように、イズナが槌斧を振るう。いつあの攻撃が飛んでくるか分からないとなれば、プリムの立ち回りはどうしても制限される。

「あの子の魔導、どこまで届くの」

「知らん！　聞いたが、あの長い呪文で誤魔化された！」

「ぐっ……味方にまで」

　モチすけは詳細まできちんと説明していた。

「埒らちが明かない、行くよ!!」

「よっしゃ来い!!　ぶっ潰してやる！」

　このままではじり貧だ。時間稼ぎをしたところで、不利になるのはプリム自身。

　二対一というこの状況を覆くつがえす為には、まずあの少女を無力化するところから。

　当然それはイズナが許さないだろう。だが裏を返せば、彼が一番警戒しているのはモチすけを狙われること。ならば。

「──おりゃ！」

　跳躍。石突を使った高跳びは、軽々とイズナを槌つち斧おのごと飛び越える。

　そのまま一撃を見舞うべくモチすけ目掛けて鎗やりを構えるプリム。

「この状態なら止められたって関係ない!!」

「っ──！」

　避ける隙さえ与えない、と放たれる一撃に、プリムの予想通り割り込む影。

「させっかよ！」

「だよね!!」

　一番の隙を作るには、最も警戒している場所を揺さぶること。

　槌斧の動きは間に合わない。ならイズナが使うのは左の拳。だんだん目も慣れてきた。いつもよりは少し遅く感じるあの黒鷹空手：螺ら旋せん撃を回避して、詰みだ。

《黒鷹空手：螺旋撃》

「──干渉術式起動」

　そう、思っていたのに。一瞬、何が起きたのかプリムには理解出来なかった。

「ぐ、ふっ……!?」

「綺き麗れいに決まったな」

　腹部に突き刺さった拳が、振り抜かれて吹き飛ぶプリム。自分が止められたり、何か干渉を受けた形跡はない。ただ、急にイズナの動きが速くなった。

　そのまま振るわれた拳に、対応出来なかった。二回、三回と瓦が礫れきの海を跳ねるように転がって、為なす術すべもなく倒れ伏すプリム。自分の飛び込む力も利用され、貰もらった一撃は必殺のそれ。えづきながら十じゅう字じ鎗そうを支えに立ち上がろうとして──

「悪ぃが、このまま終わらせるぜ」

　殺気を感じたプリムが慌てて転がったところに振り下ろされるは渾こん身しんの槌斧。爆砕金時の名を冠するその一撃は、掠かすめる程度にしか回避出来なかった彼女を余波で吹き飛ばす。

「な、にが」

「あんま使いたくねえんだけどな。俺とモチすけの合わせ技だ。仕留めさせて貰うぜ」

　駆ける速度も。振るわれる槌斧も、プリムの動きに対する反応も。明らかに先ほどより段違いにキレている。モチすけの干渉術式を、イズナに掛けた結果であると、プリムは知らない。だが速くなったことだけはすぐに理解した。

　──理解したから、どうにか出来るようなものでもない。

　吹き飛んだところに、追いうち宜よろしく引き絞った拳。

「しまっ」

「オラァ!!」

　すんでのところでプリムは十字鎗を、自身とイズナの間に割り込ませた。

「そいつぁ愚策だ」

　しかし放たれた拳が、そのままプリムの十字鎗を粉砕する勢いで叩たたき折る。

《黒鷹空手：螺旋撃》

　障害を一つ打ち破ったというのに全く勢いの褪あせない一撃がプリムの喉下を打ち抜いた。

「か、はっ」

　だん、と地面に受け身も出来ずに打ち付けられたプリムの身体からだが軽く跳ねる。

　速度だけでなく、威力も増したイズナの槌斧が、トドメとばかりに振り下ろされた。

「悪いなプリム。強かったぜ」

　炸さく裂れつ音おん。瓦礫の海を、波打つ波紋のように衝撃が迸ほとばしる。

　舞うは凄すさまじい土煙。破砕した瓦礫のぱらぱらと零こぼれ落ちる音が、余韻のように残る中。

「マスター。戦闘終了、お疲れさまでした」

　イズナの後ろへやってきたモチすけが、安あん堵どしたように彼に言う。──だが。

「いいや。こりゃ、あれだ。十字鎗と打ち合った感触だ」

　振り下ろしたままの槌斧の先。未いまだ立ち込める土煙に目をやって、イズナは言う。

「……十字鎗？」

　思わず、モチすけは呟つぶやいた。

　だって十字鎗は今、脆もろくも砕けて少し離れたところに転がっているではないか。

　槌斧が何かとぶつかって、押し留とどめられている。その正体は、十字鎗。

「──無事か、プリム」

「あ、はは。無様だよねぇ」

「いや……よく持ちこたえてくれた」

　声。モチすけの知らない、イズナにとっては聞き覚えのある朴ぼく訥とつとした声色。

　突如、イズナの闘気が周囲の瓦礫を吹き飛ばした。

「おい。おいおいおい。マジかおい。じゃあ、この十字鎗の持ち主はよぉ」

　土煙が晴れる。倒れたプリムを抱きかかえ、十字鎗の穂先で槌斧を押し留めていた影が露あらわになる。長身瘦そう軀くと金に輝く瞳は、槌斧ではなくプリムへ向いたまま。

「こっちを見ろよ、フウタァ!!!!」

　叫ぶイズナの横で、モチすけがその男を視認し首を振った。

「マスター……」

　その言葉に、イズナは反応しない。だが彼女は構わず続けた。

　だって、この男と、正面切って戦うのは。モチすけとイズナの二人であったとしても。

「──無理です。勝率はゼロ割。逃げましょう、マスター！」

　叫ぶモチすけに、頭を搔かいたイズナは問う。

「ゼロ割ってのは、何回やれば勝てるんだ？」

「十回やったとしても、一回も勝てません!!」

「はっはっは。お前は馬鹿だなあ。じゃあ百回やるに決まってんだろ」

　槌斧を担かつぐ。鍔つばぜり合っていた刃やいばが離れ、視線の先に居る男は十字鎗を手元に戻すと──ふ、と瞳の色が戻った。

「──プリム。もう少しやれるか？」

「ああ、うん。武器は粉々になっちゃったけど」

「じゃあ、これ使ってくれ」

　自らが持ってきたらしい十字鎗を、彼はプリムに手渡す。

　そして、ようやく。ゆっくりとイズナへ視線を移した。

「──よぉ、久しぶりだな。チャンピオン」

「……そうだな」

　言葉少なに、少しの距離を開けて相対した二人。心配そうにイズナを見上げるモチすけを、彼──チャンピオンのフウタは一いち瞥べつする。

　勝率はゼロ割。絶対に勝てない。

　そう告げる彼女の表情は今も強こわ張ばり、イズナと共に撤退することを進言し続けている。

「彼女は？」

「モチすけだ」

「そうか。……引く気はないか？　俺はただ、そこの人を守りたいだけなんだ」

　イズナは目を閉じた。ずっと倒したかった相手、探し求めていた相手。当たり前だが、そう思っていたのは自分だけだ。久々の再会に、闘志を燃やしているのは己だけだ。あの日控室に去っていったチャンピオンにとっては。一度自分を追い越した者たちにとっては。背中しか見ることのできなくなった者たちにとっては。

　イズナ・シシエンザンはその程度の価値でしかない。──分かっている。

「ああ。引く気はねえ。だが安心しろ。あのおっさんは二の次だ。あのおっさんを殺して手に入れる賞金は、俺とモチすけが明日を生きるために必要だ。でもな。お前とやり合うのは、俺が今日生きるために必要なんだよ」

　イズナの瞳を前に、何かを想おもうようにフウタは目を閉じる。

　その肩にプリムがぽんと手を載せ、「言っただろ」とそう呟いた。

『闘いの中にしか生きられない、ただ上を目指す私たちの最大の壁だったキミに願う。どうか、逃げずに立ちはだかってくれ』

　いつか、プリムがフウタに告げた台詞せりふ。彼は軽く息を吐いた。

「そう、か。分かった」

「そうかよ」

　ぐ、と拳を握り、告げる。

「今の俺には、モチすけの力が掛かってる。卑ひ怯きょうだと思うなよ」

　プリムの時とはわけが違う。モチすけの為ためではない。ただ己のためだけに、この力でもってフウタに挑む。効果時間はまだ十分にある。途中で切れるような心配もない。

　──かつて彼女の力を初めて体感した時、これだと思った。フウタを超えるために己が手にする、鍛錬の結果。自らが鍛えた先にあるべきもの。強く、欲しいと願った力。

　そうだ。これは〝前借り〟だ。これは、〝前借り〟なんだと、己に言い聞かせる。

　──イズナ・シシエンザンは、強くない。若くして花開いた才能。聞こえは良いが、経験は足りなかった。挫折と、そこから立ち上がるという経験が、不足していた。

　だから後輩に追い抜かれた時、鍛錬をすることしか出来なかった。その有り様は、目の前の青年によく似ている。鍛錬をするしか無かった。だってそれで今まではやってこれたから。どうして急に上手うまく行かなくなったのか分からない。教えてくれる人も居ない。

　伍ご之の太た刀ちとして活躍しているからこそ、その苦悩に誰も気づけない。

　外面は良く明るい男だからこそ、その鬱屈とした思いに気が付けない。性根が悪いわけではない。向こう見ずで豪放で、見ず知らずの少女を見返りなく助けることが出来る男だ。

　だから。だから？　だからなんだ。その優しさと、心の強さは結び付かない。

　皆が思う。彼は間違ったことはしない。向こう見ずで真まっ直すぐだから、悪いことはしないだろう。──得てして。非行に走る不良は、そういう人間ばかりだというのに。

　出会ったのがモチすけの力で良かったと言うべきだろう。もし、ろくでもない力を目の前にしたとして。イズナがその手を取らなかったかと言えば。きっとそれは、噓うそになる。

「──これは、前借りだ」

「そうか」

　フウタは、あっさりと頷うなずいた。そして、構える。その拳を。拳だけを。

「別に構わない。俺を倒す為に全力を尽くすお前を、俺は一切否定しない」

「っ──」

　肩透かしを食らった、違う。ありのままを肯定されて、イズナの心に火がついた。

　なんだっていいと。掛かってこいと。

　その瞳を前に大きく息を吐く。そして、槌斧を構える。

「言ったな。……俺の力を、見み晒さらせ!!!!」

　飛び込むように、イズナは駆けだす。

「──私はモチすけを抑えるよ、フウタ。タッグマッチってやつだ」

　ぴょん、とフウタの背後からプリムが消える。だがそれは最も早はやイズナの視界には入っていない。狙うはフウタ、その脳天をかち割るように、槌つち斧おのの一撃が放たれる。

「うぉりゃあああああああああああ!!!」

　大地を割るような振り下ろしは最速。モチすけの身体強化は、イズナの力を限界まで高めている。避けられるはずがない。避けたところで無傷とはいかない。そう想っていた。

　──イズナ・シシエンザンは、元【天下八はっ閃せん】の壱之太刀だ。

　槌斧と格闘術の二刀流。その異端のバトルスタイルは観客を魅了し、その実力は天下八閃に到いたってさらに華開いた。遠近双方に対応し、どんな相手でも叩き潰す。彼を彼たらしめる、イズナ・オリジナルと謳うたわれた独特の闘剣。

　思えば、それが彼の絶頂期だった。チャンピオンに到達することは、終ついぞ叶かなわなかった。

　そして、後からやってくる何人もの猛も者さに追い抜かれた。

　取り立てて彼が年老いていたわけではない。

　むしろ、まだ少年と呼ばれる時期に天下八閃へと辿たどり着いた彼が凄まじいのだ。

　だが分かっていたとしても。年齢は大して変わらない、闘剣士として才能を開花させるのが自分より遅かった後輩たちに、次々に抜かれていくのは屈辱に過ぎた。最初は勝てるのだ。初めてイズナと戦う〈闘剣士〉は、どんな相手であれ彼のスタイルについていけない。けれど、才ある猛者たちは次々に対応し、記憶し、彼の穴を突いてくる。

　だからいつの間にか、イズナ・シシエンザンは理想の戦闘スタイルと賞賛されることはなくなり。代わりに、天下八閃最初の試練、などと呼ばれるようになってしまった。

　槌斧と格闘術。彼に勝てなければ、天下八閃では生き残れない、などと。

　──現にプリムが後半になって彼に勝てるようになったことが、それを裏付けている。

　そんな風に言われるようになって。

　悔しい中で、鍛錬を続けて。追い越していった背中に再び追いつこうと手を伸ばして。

　それでも、ダメだった。やはり異端のスタイルは、王道には勝てないのだと。

　自らが最強だと信奉した戦い方に終止符を打たれたような気がして、イズナは必死に闘剣を続けた。槌斧と格闘術。遠近双方に秀ひいでた戦い方は強いんだと。

　それを証明するために。──なのに。

『勝者ァ!!　変幻自在の魔神!!!　フウタああああああ!!!!』

　──弱かったのは、バトルスタイルではなく己であったと、突き付けられた。

　薄れゆく意識の中睨にらみつければ、その男は最早自分には興味が無いとばかりに、愛着の無さそうな槌斧を担いで控室へと去っていった。

　ふざけるな。ふざけるなよ。それは、俺のスタイルだ。

　お前が今日限りの曲芸に使ったそれは、俺が極めてきたものだ。

　俺が、ずっと観客を沸かせてきたものだ。どれだけ鍛えてきたと思ってるんだ。そのために、どれだけの想いを掛けてきたと思ってるんだ。

　首を洗って待ってろ、フウタ。いつか必ず。俺の持てる全てを使って。必ずお前を倒す。

　──そう誓った二年後。フウタはコロッセオから追放された。

《模倣：イズナ・シシエンザン＝黒鷹空手：螺ら旋せん撃》

「っ!?」

　風の螺旋を纏まとう拳が、慌ててのけぞったイズナの顔面をかすめた。

「まだだ」

《模倣：イズナ・シシエンザン＝黒鷹空手：螺旋撃》

　右の拳に続き、左。その一撃を、槌斧の柄で防ぎ──吹き飛ばされるイズナ。

「ぐぅうう!!」

　滑るように地面を靴裏でこすり、静止したイズナはフウタを見据える。

「まだだ!!」

　槌斧を振るう。フウタには当たらない。搔い潜くぐり振りかぶる拳に合わせ、イズナも拳を振り上げる。だが、自らのそれと互角に打ち合った挙句、蹴り飛ばされてすっころんだ。

　何故なぜだ、とイズナの脳裏をかすめる疑問。

　距離を取ったフウタ目掛けて槌斧を薙なぎ払はらった。フウタの跳躍。薙ぎ払う中途の刃を強引に押し止とどめ、撥ね上げる。そのくらいの膂りょ力りょくはイズナに備わったスタンダードに過ぎない。それくらい出来なくては、槌斧使いにはなれはしない。だがその槌斧の柄を蹴り飛ばし、フウタはステップバックからまたしても懐ふところに潜りこんでくる。

　速い。どうして速い。今の自分は、モチすけの強化が掛かっているというのに。

「おおおおおおおおおおおお!!!」

　拳で牽けん制せいする。避けられる。目を瞠った。だって今のはどう見ても、自分より速い。

　なんで、と口から零こぼれる言葉。その一瞬の隙が命取り。振るわれた拳が、やむなく腕で腹部を庇かばったイズナごと吹き飛ばす。どうしてだ。どうして、自分よりも速い。

「お前に、モチすけの力は」

　掛かっていないはず。目を見開くイズナの問いに、フウタはこともなげに告げた。

「でもお前には掛かってる」

　は？　と思わず声が漏れる。意味が、分からなかった。

　拳を構えるフウタの言っていることが理解出来ない。

「俺に掛かってるから、なんだ」

「身体からだに強化が掛かっているというのなら、そのお前に合わせて動けばいいだけのこと」

「そんな真ま似ねが！　出来るものか──！」

　速く動くこと。強く穿うがつこと。身体強化の恩恵は主にそこだ。だが所詮は〝身体〟強化なのだ。その頭脳、その技術には関係がない。振るわれる槌斧を避け続けるフウタの動きは、まるでモチすけの強化が掛かっているのではないかと疑うほどに素早かった。

「それは、それは俺の得るべき力だ!!!」

《黒鷹空手：螺旋撃》

　槌斧を搔かい潜るフウタに、自慢の拳を振るう。

　だが、合わせるように握られたフウタの拳が、その瞳が、イズナとぶつかる。

「たとえばこれが、お前の得る力の前借りだったとして」

《模倣：イズナ・シシエンザン＝黒鷹空手：螺旋撃》

　拳と拳がかち合い、空気の壁がひび割れ、暴風が波紋のように周囲へ広がる。

「お前が努力をする時間、みんなも努力をしてるんだよ」

「っ──!!!」

　拳と拳の威力は互角。互いに弾はじかれてしまえば、残った手は槌斧か拳か。

　どちらが速いかは、自明だ。

《模倣：イズナ・シシエンザン＝黒鷹空手：螺旋撃》

「ぐっ、ふ……!!」

　腹部に貰もらった重い一撃に、イズナは吹き飛ぶ。もんどりうって倒れ、それでもよろよろと立ち上がる。──言われなくても、分かっていた。否いな、分かった気になっていた。前借りだと自分に言い聞かせていた時点で、もう分かっていたことだった。

「ざっけんな……クソっ……クソおおおおおお!!」

　認められないが故の我わが儘ままだと、冷静な部分が訴えても。それでもあきらめきれないのは、頂点が目の前にあるが故。振りかざした槌斧はまたしても空を切り、気づけばフウタによって吹き飛ばされている。それの繰り返しだ。どうしようもない。手も足も出ない。

「なんで」

　まざまざと甦よみがえる記憶。己に、自分は強いと言い聞かせた。

　モチすけに、自分は馬鹿ではないと言い続けた。戦いの為に尽くす全力は、解き放って尚なお届かない。フウタとここで出会えたのは降って湧いた幸運だった。そのために今まで旅をしてきた。鍛錬を繰り返した。コロッセオの頃と変わらず。

　それなのに、今もまた。一撃を貰い、イズナは吹き飛ばされた。

「じゃあ……どうすりゃ良いんだよ」

　よろめき、それでも槌斧を構える。力ずくで押し通してきたコロッセオ時代。鍛錬を続けても続けても、壁を超えることは出来なかった。ならもう、どうすればいいんだ。諦めるの一言でその後の人生を送れるほど、薄っぺらい意志でコロッセオに立つことなど出来ない。こんなところで終わりたくない。あとはずるずると、追う背中が増えるだけの人生なんてまっぴらだ。この手に宿る力に期待が出来ないなら、もうどうすればいいんだ。

　しかしその呟つぶやきには、答えがあった。

「俺には、分からない。俺には、分からなかった。どうすればいいのかなんて。だから、追放された。でも今、俺はこうして生きていられる。夢すら、諦めずに」

「なんでだよ……」

「一人じゃ無理だったんだよ」

　ゆるゆると首を振るフウタの瞳には、いつかのような冷たさは消えていた。

　そして。あの時と違って、真っ直ぐにイズナを見つめていた。

「お前の鍛錬は感じ取った。お前の気持ちは分かる。縋すがりたかったんだ。弱かったから」

　やめろと、叫びたかった。弱い、なんて。一番聞きたくない、一番突き付けられたくないリアル。あの日、意識が遠のく中に見た背中。己を追い越していく者たちの背中。

　彼らはきっと背中で語っていた。お前より強いと。それが許せなくて。悔しくて。でもどうしようもなくて。チャンピオンにどうにか勝つことだけが目的だった。

　槌斧と格闘術と、そして己の強さを証明するために必死だった。

「どうすれば良いかは、これからで良い。俺には、導いてくれる人が出来て、支えてくれる人が出来て。あと、ムカつくけど頼もしいヤツも居る。他にも、色々。その人たちのお陰で、夢に手が届くかもしれない」

　だから。

「まずはさ。全部話せる人を、見つけよう」

「──」

　全部話せる人。自分の全て。それはきっと、一番触れられたくないもの──己の、弱さも。息を、吐いた。

「……モチすけ！」

　叫ぶような声に、プリムに拘束されていたモチすけが振り向く。

「──その力、止めてくれ」

「マスターの命令であれば」

　それでいいのかと困惑しながらも、マスターたるイズナの命令は絶対なのだろう。

　フウタの目の前にいるイズナから、力が抜けていくのを感じる。ぐ、と開いた拳を再び握り、イズナはため息を吐ついた。これでフウタに勝てるとは、思えない。でも。

「こい、フウタ」

「……いいのか？」

「ああ」

　フウタとイズナがぶつかり合う。槌つち斧おのと格闘術。フウタの模倣による拳。

　何度も何度も殴られては、イズナは吼ほえ猛たけるようにフウタへ挑む。

　その光景を、モチすけはただ見つめていた。

　──イズナは常々言っていた。俺は強つえぇ、俺は馬鹿じゃねえ、と。

　そう言い聞かされて旅を続けてきたモチすけには、今の光景が理解できない。

「なぜ、敢あえて不利になるようなことを」

　馬鹿ではない、弱くないあの人が、どうしてこうも一方的にやられているのか。

「じゃあ教えてあげる」

　見上げた先に、同じく戦いを見つめる少女の姿。

「これが、闘剣だよ」

「……これが、闘剣？」

　紅宝石のような瞳にまざまざと映る光景。これが、闘剣。

「剣と剣のぶつかり合い。相手を超えたいと思う気持ち。それから。剝むき出しの刃やいば」

　即すなわち、意志と意志の戦い。そこに、他人の力は介在しない。

「はは。なるほど、これが闘剣ですか」

「ウィンドさん、立って平気なの？」

「いやあ、元気を貰いましたから」

　モチすけの隣に並び、ウィンドは告げる。

「私にも分かりますよ。結局のところ、無理があったのでしょう」

「無理？」

　問いかけるプリムに、ウィンドは頷うなずく。

　プリムを相手に、最初からモチすけの力を使わなかったのが、その証明。あまり使いたくねえ。そう言っていたのは、前借りの力を自分で卑ひ怯きょうだと思っていたから。

　なりふり構わず勝ちたい目の前の男には、その余裕すら無かったけれど。でも結局のところイズナ・シシエンザンは〈闘剣士〉なのだ。どうしようもなく、〈闘剣士〉なのだ。

　正々堂々、勝者となって歓声を浴びること以上に、欲しいものなんて存在しない。

　時折自分に言い聞かせるように呟くイズナの言葉。それはきっと、その想おもいが故。

　大きく、イズナが吹き飛んだ。

「マスター!!!」

　叫ぶモチすけが駆けだす。何度も何度も地面へと叩たたきつけられていたイズナは、もう立てない。そのモチすけの判断に間違いはなく。

　薄れゆく、意識の中。あの日と違いずっとこちらを見据えるフウタと、そして。

「ごめんな、モチすけ」

「マスター……」

　心配そうにイズナを見つめる彼女にどこか力なく笑いかけて、イズナは言った。

「俺は、弱いんだ」




　──そこに、馬車が到着する。




　　　　†




　ライラックの私室をもう一度バリアリーフが訪れたのは、フウタたちがパーティへと出かけた直後のことだ。その表情は険しく、彼女は粗方の状況を察して紅茶を淹いれる。事情のすり合わせが終わり、彼の連れてきていた監視役であるエルフリードが、王都でウィンド・アースノート及びルリ・アースノートの捜索をさせていることが明らかになった。

『ルリ・アースノートは、五年前に失踪したルリ・Ｓ・クライストその人でしょう。名前を変えなかったのは悪手と言わざるを得ませんが……おそらくはウィンド・アースノートが護衛をしていた母、アザレアが名付けたのでしょうね。さて、どうしますか』

　澄まし顔の彼女を見やれば、どうでも良いとでも言いたげで。同時にこれは皇国の問題であると突き付けていた。そして、王都が迷惑を被っているということも。

　参ったとばかりにバリアリーフは嘆息し、ゆっくりとソファに腰かける。

『ぶっちゃけるしかねえか。あいつぁ第一皇子──オレの兄貴の部下っちゅーか。今の国でめっちゃガチってる中心の一人に付いてる。その兄貴が、この前一つの州を制圧した』

『──なるほど。そこがアザレア姫が嫁いだという』

『そゆこと。そこの領主がまーまー惨みじめな命乞いしてんだけど、そこで発覚したのがルリ姫居ねえって問題。皇族の血は血統証明書以外にも、背中の紋章として出るもんだから』

『とにかく回収しなければならない、と。では、回収が出来なくなれば、その男も、エルフリードもどうなるか分からないと？』

『ま、そんな感じ？　兄貴は内乱おっぱじめた張本人だし、色々やらかしてることもあるし。あの性格だから、もう殺してっかもしれねえけど？　エルっちゃんは……まあ、悪い奴やつじゃねえんだけどさ』

『そこはどうでも宜よろしい。本題は』

『……分かってる。オレは責任持てねえけど、皇国に責任があることは、オレが認める』

　宜しい、と一言頷くライラックに、バリアリーフは頭を抱え、盛大にため息を吐ついた。

『……ったく。こんなでけえ隙をライラっちゃん相手に』

『あら。これ幸いとわたしが貴方あなたを追い出す口実にすると？』

『しないの？』

　顔を上げたバリアリーフに、どうでしょうね、と肩を竦すくめた。皇国との婚姻を結ぶ理由は確かに薄れた。けれどこの男には別の利用価値がある。ライラックはそう踏んでいた。

『ま、ちゃんルリのことはオレが全部どうにかする。あの子の望む生き方が出来るように、邪魔なものは全部排除してやる』

『です、か。どうでも宜しいが』

『どうでも宜しいならこんな下調べする？』

『貴方と皇国について洗っている最中に見つけたものですから。わたしにとって大切なのは、わたしの企画ただ一つ』

『……ふぅん』

　よく分かんねえけどさ、とバリアリーフは告げる。

『もうちょい、素直になった方が良いんじゃない？』

　その言葉は真まっ直すぐに、ライラックの瞳の奥を射い貫ぬいているように感じられた。




　　　　†




　──到着した馬車に、その場に居た人間の殆ほとんどが振り返った。

「……こ、これはいったい」

　開かれた扉から降りてきたのは、少女と青年。そしてもう一人、禿とく頭とうの男性。

「王女様、こんなところにどうして！」

　いち早くその少女に気が付いたフウタが慌てて声を掛ける。

　彼女はフウタを見るなり心底ほっとしたように胸を撫なでおろすと、優しい笑顔で応えた。

「フウタこそ、どうしてこんなところに。わたしは、皇子殿下とたまたまここを通り過ぎようとして……。でも、無事で良かった」

　あ、芝居モードだ。フウタは察した。

「どうしてと言われると、その。こちらの方を多くの〈暗殺者〉が狙っていて」

「それでオルバ商会がこんなことになってしまった、と？」

　ライラックはフウタの言葉に小さく応じる。ただ少しばかり素っ気ない彼女の雰囲気は、どうにも芝居だからというわけではないらしい。最後に会った時から、機嫌は損ねたままのようで。とはいえ、どうしたものかと悩むような時間は与えてくれないようだった。

「皆さんと……オルバ商会の方々はご無事でしょうか」

「それは……」

　本部の北東部はほぼ完全崩壊と言っていい有り様だ。

　他の区画こそ無事を保っては居るが、明かりはどこにもついていない。

　口ごもるフウタや、事情を知らないプリムにウィンドといった面々は首を振るばかり。

「──関係者全員の無事が確認できました。オルバ商会の護衛たちに負傷者が出ているものの、損害はここを除けば殆ど無いかと。衛兵も呼んであります」

　そう声を掛けたのは、騎馬を駆って到着した少女だった。

　ひらりと馬から飛び降りると、一礼してライラックにそう告げる。

「そうですか……。争いとは、やはり胸が痛みますね」

「はい。心中お察しいたします」

　悲し気に首を振るライラックに、少女──ミオンは頷く。

　おそらく彼女が今まで手配してくれていたのだろう。既にオルバ商会周辺には衛兵たちが完備されているということで、ほっと胸を撫でおろすフウタだった。

　ライラックがここに来た理由を、細かく知っているわけではない。けれど、わざわざ馬車で誰かを連れてきている以上、意味が無いということはなさそうだ。

「で、殿下。これはいったい」

「エルフリード様。わたしにもよく分かりませんが──どうやら暗殺者の襲撃で、王都の誇る商会の一つがこんなことに」

「あ、暗殺者の襲撃っ……!?」

　エルフリードの額を冷や汗が伝う。結局皇子と王女の口車に乗って、〝近々完成予定の建築物〟を観に行くなどという遊ゆ行ぎょうに付き合ったらこの始末だ。

　──オルバ商会に暗殺者の襲撃。

　彼が最近手に入れた情報が正しければ、ウィンド・アースノートはオルバ商会の護衛。

　だからといって、こんなに派手に商会を崩すとは。男一人殺すには過剰なやり口。これでは、また新たな火種を生んでしまう。たとえば、そう。

「……困りましたね。王都としても、メンツというものが」

「さ、さようで」

　頰に手を当て、熟考するライラック。天下のオルバ商会がここまでされたのだ。治安の悪化、衛兵のメンツ、商会の損害。考えるだけでも、拙まずいことは山ほどある。

　不幸中の幸いは、まだエルフリードの足がついていないことだったが。

　何故なぜこの場に彼が引きずり出されたのか。当の本人は、まだ気が付いて居なかった。

　バリアリーフ皇子とライラック王女。この二人が共謀して彼をこの場に誘導したことを、きっと彼は最後まで気づくことは無い。

「フウタ」

「はい」

　振り向く彼女の表情は焦燥と困惑に染められて。自らの胸をぎゅっと握り、問う。

「その〈暗殺者〉、どなたかからお話を伺うことは出来ませんか？」

「はい。でしたら──」

「そ、それは危険ですぞ、王女殿下！　暗殺者と話すなど！」

　慌てた様子のエルフリードに、彼女はやんわりと笑顔で応える。

「安心してください。彼が居れば、どんな相手であろうと何も心配は要りません」

「しかしっ」

「フウタ、お願いします」

　食い下がろうとするエルフリードを無視し、ライラックはフウタの方を振り返って──思わず半眼になった。

「はい。王女様の身には傷一つ負わせません」

　何を良い笑顔で言っているんだと、ため息を吐きたくなるのをぐっと堪こらえた。

　自分の機嫌が悪いことに気付いていないのだろうか。わたしが幸せならそれでいい、などと嘯うそぶきながら、自分はメイドと家族ごっこで盛り上がっている癖に。

　こんな言葉一つでやる気になるならもう少し──

　と、そんなことを考えている場合ではないと、首を振った。

「では、お願いします」

「？　分かりました」

　そうしてフウタが招いたのは、パスタくらいの歳としの少女だった。

　真っ白な髪と肌。そして、紅宝石のような、強い赤の瞳。彼女はライラックとエルフリードの前に立ち、二人を見比べてからライラックへと目をやった。

「そちらはライラック・Ｍ・ファンギーニ王女殿下」

「はい。貴女あなたは？」

「識別個体名モチすけです」

「そう、モチすけ。今回の具体的な依頼内容を憶おぼえていますか？」

「依頼内容はウィンド・アースノートの殺害及びルリ・アースノートの回収。期限は未設定ですが、依頼達成可能な暗殺者は一組のみ。報奨金五千万ガルド相当と聞いています」

「です、か。ありがとうございます。それで」

　ライラックは続けて問うた。

「──依頼主はどちらに？」

　思えば、エルフリードは気づくべきだったのかもしれない。仕事を受けた暗殺者が、こうもべらべらと依頼内容を詳つまびらかにした理由を。それから、ライラックが〝依頼内容を教えて〟ではなく〝憶えて〟いるかと敢あえて聞いた理由を。

　モチすけは、小首を傾かしげて告げる。

「隣に居る人物ですが」

「なっ!?」

　動揺を隠せないのは、エルフリードだけでなくフウタも同じだった。

　そして同時にだからこの人を連れてきたのだと察する。ルリ・アースノートの誘拐、ウィンド・アースノートの殺害。つまるところ彼は、皇国貴族。

　そして、驚いた様子なのはエルフリードとフウタだけではなかった。

「え、ええ!?」

　誰あろう、ライラックその人である。

「え、エルフリード、様？」

「ば、馬鹿なことを!!　私が殺しの依頼を、王都で!?　いやいやまさか！」

「そう、ですよね。王都で皇国貴族が暗殺の依頼──その結果がこれでは、皇国に何かしらの対応を要求せざるを得ません」

「え、ええ……そう、ですな！　まったく！」

　エルフリードは冷や汗をだらだら流しながら、モチすけに食ってかかった。真っ暗な夜に自分は覆面姿だったのだ、断定できるはずがない。

「……音声えいしょう波形確認。依頼主は貴方です」

「ふ、ふざけるな！　声で何が分かると言うんだ！」

「依頼主が分かりますが……」

　困ったようにモチすけは首を傾げた。と、その時だった。こつ、こつ、と歩いてくる影は、今まで馬車の前で立ち止まっていたはずの人物。その青年の姿にフウタが振り向き、ライラックが振り向き、そしてエルフリードが弁解の言葉を吐き出すより先に、告げる。

「ブツも、動機もある。貴方あなただろう、エルフリード」

「なっ……まさか、皇子!!　これは貴方が！」

　こんな状況を仕組むことが出来るとしたら、バリアリーフ以外に無い。

　そう言いたげに叫ぶエルフリードに、バリアリーフは頷うなずいた。

　事実、ライラックとの簡単な共謀であったわけだが──それを教えてやる理由も無い。

　ライラックが既にこの件でミオンと〝契約〟を結んでいたことも、バリアリーフが護衛たちを既に味方に付けていたことも、エルフリードが知ることはない。

　おまけに、ライラックにこの情報をもたらしたのが、リヒター邸から駆けこんできたベアトリクスであるということも、きっと彼は知る由よしもない。

『話は分かりました。あとはこちらで片付けましょう』

『はいはいよろしくー。あたしもう疲れたから、適当に転がっておくわ』

　そんな会話が行われたことも、きっと知ることはないだろう。

「ルリ・Ｓ・クライストがこの王都に居る。兄貴からの命令なんだろ」

「ぐっ……お、皇子、それを認めたら──」

　エルフリードが言い逃れ出来る勝ち筋は、既にバリアリーフをここから味方に付ける他無かった。ルリ・Ｓ・クライストについて誰がどの程度知っているのかなど分からない。

　である以上、バリアリーフを言いくるめるのが一番早い。ライラックが先ほど言った通り、オルバ商会をこんな状況にし、王都の治安を大なり小なり悪化させた原因が、皇国貴族の暗殺依頼によるものであったと分かったら、皇国と王国の関係は悪化する。

　少なくとも、内乱極まる今の皇国に、王国への対応をしている余裕などない。

　それに、バリアリーフ自身の立場も危うくなる。彼の目的であるこの国での暮らしも、反故ほごになるだろう。もしかしたらそれを含めてライラックの目的であったのかもしれないが──身から出た錆さびであれば、受け入れる他ないというのがバリアリーフの結論だった。

　ゆるゆると首を振り、バリアリーフは諦めたように笑う。

「オレは、騙かたらない。ほんとは最後に親孝行がしたかったけど……やっぱダメだわ。ゆーてもオレ、皇族だし？　その責任を果たすって名目でこっち来てんなら、ここで起きたことの責任はオレが取らなきゃダメっしょ」

「何を馬鹿なことを!!　今ならまだ間に合う、お考え直しください！　皇国の不利益は可能な限り排除すべきです！」

　が、とバリアリーフの両肩を摑つかむエルフリード。

「恰かっ好こう付けている場合ではありませんぞ。私がやったと貴方が言えば、貴方に私の責任がのしかかる。そう、貴方の管理下にない私の責任がです！　私は依頼など出しておりませんが、貴方がそう言えば──」

「エルっちゃんさ」

　その肩に乗せられた手に手を重ねて優しく笑って、エルフリードに告げる。

「ゆーてもお前、今はオレの部下だから」

「──っ、ば、馬鹿なことを」

「馬鹿じゃねーっつーの」

　肩の手を下ろさせるバリアリーフの手は、馬鹿なことをした部下に対するただの呆あきれ。それ以上でもそれ以下でもない。

「エルっちゃんが兄貴についてんのだって、皇国を早く纏まとめたいから。オレを帰したくないのもそう。ルリ姫連れ帰るのも……内乱どうにかしてえって以上のことはねえじゃん？　でもお前、なりふり構わなすぎなんだよ」

「……バリアリーフ皇子」

「はーあ。馬鹿はお前だよ。──少しは効率以外のことも気にしろよな」

　ぽん、と今度はバリアリーフに肩を叩たたかれ、エルフリードは歯を食いしばる。

「貴方は……それ以外のことに気を取られ過ぎです」

「そう？　想おもい願いに人の情。そういうエモい感じこそ、みんなを動かすと思う今日この頃のオレなんだけど」

　笑って、ライラックの前へと歩み出るバリアリーフ。力なくうなだれるエルフリードを庇かばうようにしてライラックの前に立つ姿は、家臣を想う君主のそれだ。

　ライラックは彼の仕草を敢えて無視し、どうでも良さそうに告げる。

「では、皇国──貴方が責任を取ると？」

「しゃーねーんじゃね？　ゆーてもオレ、皇子だし」

　へらへらと笑うバリアリーフ。その瞳には、ライラックしか映っていない。

　モチすけもイズナも、ウィンドも。プリムやフウタにも目もくれず。ただ真まっ直すぐにライラックを見据えるバリアリーフは、皇族としての使命を全うすることしか考えていない。

　放ほう蕩とうしていたからこそ、今の自分は全てのことに責任を。その重苦しい枷かせを笑って引き受けた彼の姿が、ライラックはどうしようもなく好きになれなかった。

　多くの民に慕われていたことだろう。多くの人に好まれたことだろう。

　望まれるままに、今は皇子として。そんな彼の姿は、〝今〟だからこそ余計に際きわ立だつ。

「気づいていますか。バリアリーフ皇子」

「……何にかな？」

　とぼけたように、彼は首を傾げた。そろそろ帰ろうか、とでも言い出しそうなタイミングだからこそ、割り込むようにライラックは告げる。

　ライラックの隣には、一人の青年が立っていた。

　何かを言いたげにただ佇たたずんでいるその姿を、バリアリーフは一切、視界に入れない。

「わたしが、ここに、貴方を。連れてきた理由です」

「──ああ。やっぱりわざとか」

　ぼりぼりと頭を搔かいて、バリアリーフは笑う。そんな彼に応えるように微笑ほほえんで、ライラックは頷いた。そうだ。わざとだ。全てを知っていて、わざとここに連れてきた。

　何も、エルフリードに吐かせることだけが、ライラックの目的ではない。

　ライラックとエルフリードが馬車から降りるなり話を始めた青年を見て、彼はしばらく馬車の前で一人立ち尽くしていた。それが最も早はや、ライラックにとっては確信であった。

　彼女は告げる。バリアリーフ皇子と聞いて、何も言えずにいるフウタと。

　フウタを視界に入れず、皇子を全うしようとするバリアリーフの間に立って。

「そろそろ素直になってはどうですか」

　それは、ライラックの私室でバリアリーフが告げた言葉とまるで同じ。

「バリアリーフ・Ｆ・クライスト皇子──いいえ。元【天下八はっ閃せん】弐に之の太た刀ち。オーシャン・ビッグウェーブ」
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　──好きなことをして生きて良い。

　父親にそう告げられたのは、十二歳の時のことだ。元来奔放な性格であったバリアリーフは上の兄弟たちと違い、厳しい家庭の中でも好き勝手に育った。隙があれば城を抜け出し遊びに興じていた彼は、気づけば悪童たちから慕われるリーダー的存在になっていた。

　海に乗り出し、衛兵をおちょくり、そして何より刀を振り回すのが好きだった。

『皇子マジすげえ』『お前天才かよ』『何やらせても半はん端ぱねえもんな』

　街の悪童が口々に言う。その期待に応えようと、いつもバリアリーフは全力だった。

　サーフィンの腕を磨き、剣術を学び、人々の心を摑む術すべを学んだ。手の付けられない第五皇子。そう皇都で噂うわさになりながら、しかし城に仕える者で彼を悪く言う者は居なかった。

　生来のカリスマだと、人は言った。いずれにせよ、彼という存在は十二歳にして皇都の人心を掌握するに至っていたと言っていい。だからこそ、公務を放り出して自由に生きることを許可された時、バリアリーフは思った。自分が邪魔になったのではないか、と。

　そういう感情が人間に宿ることがあると、バリアリーフは知っていた。

　そして己の〈職業〉も理解していた。ならば父や親族が彼を邪魔に思ってもおかしくはない。だから、好きなことをして生きて良いと告げられた時、バリアリーフの心に起こった感情は歓喜ではなかった。裏を返せば、政治に関わるなということだろう。幼きバリアリーフは父の言葉をそう解釈して、ますます街の同年代との遊びに拍車をかけた。

　ルリの母、アザレア姫が楽しそうに彼を見つめていたのはこの頃だ。彼はそのアザレアを姉ちゃんと呼び慕っていた。腹違いの姉弟きょうだいではあるけれど、病弱な姉と奔放な弟は相性が良く、また互いに政治に意欲的でないことから、付き合いやすかったというのもある。

　自分が何をするべきなのか。そんな相談をバリアリーフはアザレアにしたことがある。

『──じゃあ、好きなことを見つけるところからね』

　微笑む姉に、バリアリーフは強く頷いた。好きなこと。海で遊ぶこと、仲間と遊ぶこと、剣を振り回すこと。どれも好きだったが、しっくりこない。だが、転機はすぐに訪れた。

『コロッセオってあんじゃん、あんなんバリアリーフが行ったら速攻で優勝っしょ』

　悪童仲間の一人がそう言ったのを皮切りに、転がるコロッセオの話題。

　剣の強さを競う祭典の場。バリアリーフはそれに強く惹ひかれた。剣を振り回すことが好きだったのかと言えば、違う。口々にバリアリーフに掛けられる期待の言葉。それに応えたいという強い想いが、彼を動かしたのだ。そして街の仲間に背中を押され、バリアリーフは家を出た。ちょうど、アザレアの婚約が決まった頃のことだった。

　──そして、数年前。コロッセオ。壱いち之の太た刀ちと弐之太刀のカードは、事実上の決勝戦とも謳うたわれるほどに白熱した試合だった。通算戦績にして、勝率は互いに六：四。チャンピオンへの挑戦権を掛けたシーズン最終日の人の入りは、それはもう凄すさまじいものだった。

　弐之太刀。名をオーシャン・ビッグウェーブ。彗すい星せいの如ごとく現れた剣の天才。異国情緒溢あふれるその出いで立たちと軟派ながらも整った風貌。そして不思議と人を惹き付ける強いカリスマ性で、コロッセオで凄まじい人気を誇る闘剣士としてその立ち位置を確立していた。

　そんな彼のバトルスタイルは、相手を翻弄するような我流の剣術。動きには無駄も多く、まるで遊び人のようにふらふらと刀を振る様は、対戦相手のペースを乱す。

　基礎がなっていない、と批判する声もあった。

　確かに立ち居振る舞いには武人としての体幹が欠如しており、普段からファンサービスに余念が無かった彼は、だから壱之太刀に勝てないのだとも吹ふい聴ちょうされた。

　大人気闘剣士であったからこそ、勝たせたいが故に外野が叫ぶ見当違いなお節介。

　それでもオーシャン・ビッグウェーブは彼らに笑顔で応え、自分のバトルスタイルを変えることなく、ひたすらにチャンピオン目指して剣を振るっていた。

　──険しい道だった。天才剣士オーシャン・ビッグウェーブは、期待に応える戦い方を知っていた。それは幼少期から続けてきたことと同じ。天才性を売りにして、ファンと仲良くなって、そして。決して努力をしない。鍛錬をしない。故にこそ、天才剣士。

『勝者ァ！　チャンピオン・フウタァ!!』

　けれど、チャンピオンには、届かない。それどころか、挑戦権を獲得することすら熾し烈れつな争いを必要としていた。今日も結局フウタとの試合は壱之太刀に取られて。その壱之太刀もまた負けた。歓声とも呼べない落胆の響くコロッセオから、とぼとぼと帰ってくるチャンピオンを、バリアリーフは呼び止める。

　バリアリーフは、歯がゆかった。生来の性格から、上手うまく行ってないヤツを見過ごせなかった。チャンピオン・フウタなどその最たるもの。

　だからちょっとアドバイスをしてやるくらいの気持ちで、彼に告げる。

『よっ。なんかこう、イメチェンしてみねえ？』

『イメチェン？』

『ゆーてもオレ、よく分かんねえけど。そうなー』

　腕を組み、悩む。やはり、この不ぶ愛あい想そうとつまらない感じ、そして空気の読めない戦い方が、チャンピオンを不人気にしているのだろう。それは分かっていた。

　だから言った。

『じゃ、オレみたいに、もう頑張るのやめちゃうとかどーよ』

　いつもファンと遊んでいる、天才剣士。自分が人気なのだから、きっと同じことをすれば彼も。そう思っての提案に、フウタは彼を上から下まで見つめて──言った。

『いや……お前、頑張ってるよな？』

　その一言が何を指しているのか、すぐに察せてしまった。フウタがどういう力を持っているのかは知らなかったけれど、それでも。ファンサービスを頑張っているとか、セルフプロデュースを頑張っているとか、そんなことではない。ただその裏でチャンピオンになる為ために、必死に振るっている剣に気付かれたというだけの話だ。

　期待に応えるための努力は見せてしまえばダサいだけ。フウタは首を傾かしげたまま力なく立ち去っていく。その背に声をかけることも出来ず、額に手を当てて唸うなるように呟つぶやいた。

『あーあ、オレってば超だせえ』

　どんなに努力しても届かない相手に、その努力さえ見抜かれてしまったら。

　もう、期待も何もあったものではない。それだけは。そう、それだけは、オーシャン・ビッグウェーブにとって、バリアリーフ・Ｆ・クライストにとって、許せないことだった。

『おいフウタ！』

　だから指を差して、引き絞った弓を放つようなジェスチャーと共に。

『オレが、期待させてやる。必ず倒してやるから、楽しみにしてろよ？』

　その挑戦者に何も期待していない瞳を、今に闘志に変えてやる。そう誓った日があった。

　フウタが追放されたのは、それからしばらくしてのこと。だせえのは嫌いだ。だせえままなんて我慢がならねえ。世界中、どんなヤツでも期待させるのがオレの職業生き方。

　だから、いつかきっとこの手でチャンピオンの瞳に光を宿す。そう信じて、コロッセオで待ち続けた。人を使い、彼を探し続けた。

　──父の訃報と、祖国の動乱を耳にするその時まで。
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「やっぱり、オーシャンなのか？」

　確信にも似た問いだった。バリアリーフ・Ｆ・クライストなどという名の皇子と、フウタは面識が無い。けれどその風貌とその口調、そして武人らしからぬ立ち居振る舞いに、提げた刀はあの日と同じ。

「ふぅううう……。オレってば超だせえ。ライラっちゃん、いつ知ったの？」

　額を覆う手で隠された彼の瞳は、何を想おもっているのか悟らせない。

『そろそろ素直になってはどうですか』

　告げられた言葉に含まれた確信に彼は問い返した。オーシャン・ビッグウェーブという男とバリアリーフ・Ｆ・クライストを線で結ぶことはそうそう出来ることではないのだ。

　ましてやバリアリーフは、武人に見えない。そのバトルスタイルが影響して、武人に武人と悟らせない身体からだになっている。だというのに天下八閃の弐之太刀であると弾はじき出だした彼女の頭脳。そして敢あえてフウタの前で明かした理由が、彼は欲しかった。

「理由は幾つか。見た目の情報は勿もち論ろんありますが、オーシャン・ビッグウェーブと貴方あなたの〈職業〉との一致は大きな点でしょうか。五年間の放ほう蕩とうについて意図的に伏せていたこともそう。──闘剣の為に国外へ、などとは、あまり考え付きませんから。そこは少し、思考に時間を必要としましたが」

「……なら、そりゃ間違ってるわ、ってならねえ？」

「なりますね。……あのことが無ければ、わたしもそう考えていたでしょう」

「あのこと？」

　ええ、とライラックは頷うなずく。そして、ちらりとバリアリーフの刀へと目をやった。

「──求めてはならない、強い目的があるのだと……貴方は言った」

　ライラックは、どこか素すを感じさせるような、砕けた笑みをバリアリーフに向けた。

　それは、彼が彼女の本性を見抜いているからこそ。

　──そんなライラックの表情に、一人驚く無職が居たのはさておいて。

　ライラックは、武人としての自らとバリアリーフを重ねて笑う。

「──たとえばその刀が呪いによって、あと一度しか抜くことを許されないとして」

　バリアリーフの武器は、〝契約〟によってあと一度しか振るうことを許されてはいなかった。それを是ぜとした彼はもう、皇国の動乱には手を付けないと決めたのだろう。家族と争うことをしない。父の遺言を全うする。そのために戒めを自ら掛けた。

　その事実を、ライラックは知って。ああ、と気付いた。

　彼が吞のん気きに並べ立てた夢の数々。その全てがどうでもよくなるくらいに強い目的。

　けれど、我欲でしかないと分かっている目的。──第一皇子との契約を経てなお、諦めきれずに調べ続けてしまったが故、辿たどり着ついた。辿り着いてしまった。

　王都に、探し求めていた男が居ることを。

「わたしなら。頂いただきに挑む」

「ライラっちゃん……」

　ふう、と大きくため息を吐ついたバリアリーフは頭かぶりを振った。

　そして額から手を離し、その瞳が露あらわになる。

「──っ」

　ライラックは息を飲んだ。

　皇国皇子としての使命を果たす為の強くしなやかな瞳──違う。普段のチャラけた素を見せる活発で無気力な瞳──違う。鋭く闘志を湛たたえた、見たこともない剣士の瞳。それは、最も早はやライラックを見ていない。この場に居る誰も彼もが眼中に無い。

　ただ一人。視界に入っているのは、ただ一人。

「──っぱダメだわ。一度目にしたらもう、他の目的とかどーでもよくなっちまう。マジ皇子失格だわ。幾つに、なってもさ」

　こんな息子でごめんな。

「イチャイチャしたいとかイベントやるとか酒でプールとか。──親孝行、とか」

　その刀を握り、正面に立つ頂だけを見つめて、オーシャン・ビッグウェーブは告げる。

「何も要らねえ。お前ともう一度戦えるなら」

　フウタ。

「試合、してくれよ。──あと腐れなく、オレが今度こそ皇子に戻れるように」




　──物語の幕が開あけ、剣士来たりて、頂に挑む。
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『──お前まで、辞めるのか？』

『テンパり過ぎだろレザっちゃん』

　目の前に立ち尽くす壱之太刀に、オーシャン・ビッグウェーブは首を振った。

　ここは控室。最近になって人気闘剣士の流出による興行収入の低下が著しく、もはや見るべき試合はこの二人の試合のみ、などと言われるようになった頃。どこか、諦めたような表情のオーシャンに対して問い詰めるレザっちゃん──レザードという青年。

　彼こそは永遠の第二位、事実上のチャンピオンと謳われた一番人気の闘剣士。しかしいつでも自信に満ちた彼らしくなく、奥歯を嚙かみしめるような様相でバリアリーフを見据えていた。というのも、彼すらもコロッセオを辞めるのではないかという噂うわさが発端だった。

『……悪わりぃな』

『お前も……お前も、フウタを追うのか？』

　他の六人は既に、最強の剣士を追うべくこの街から姿を消した。王座にあの男を頂いていた時期の、〝歴代最高〟の天下八はっ閃せんは、もうその殆ほとんどが、櫛くしの歯が欠けるように零こぼれ落ちていった。そして今、最後にとうとう目の前の男さえこの場から去ろうというのだ。

　レザードの瞳に映るのは、羨せん望ぼうか嫉妬か憤ふん怒ぬか、或あるいは失望か。否いな、そのどれでもない。

　フウタを追うつもりだと言うのなら、そうすれば良い。けれど、違う。フウタが追放された時、残ると決めたのは彼ら自身だ。それに。真まっ直すぐに見つめるオーシャンの瞳には、強いヤツに会いに行くという希望の光は見えなかった。だからこそ問うたのだ。

　追うのかと。追わない選択肢が、まるで彼にあるように見えたから。

『いいや』

　その予測は正しかった。致し方ないといった風に首を振るオーシャンは、フウタを追うことを否定した。そしてコロッセオを辞めるという。ならもう、答えは一つだった。

『──引退する』

『なんでだよ!!!!』

　思わず胸倉を摑つかんだレザードを、せめることすらせずオーシャンは続ける。

『いずれこうなることは、分かってた。──ちょっち早まっただけさ』

『何が！』

『親おや父じが死んだ。──オレが戻らねえと、すげえ多くの人に迷惑が掛かる。それこそ』

　困ったように。遊ぶ約束の日に予定が入ってしまったような、そのくらいの軽さで。

『コロッセオに詰めかける人たちの、数倍の人を泣かせることになっちまう。そいつぁ、オーシャン・ビッグウェーブとしては、ダメだね』

『……お前は』

　彗すい星せいのように現れた天才剣士。などと持て囃はやされた彼の素性について、コロッセオの誰もが知らなかった。実は某国の皇子、などという噂もあった。色んな噂を、彼は肯定も否定もしなかった。だからこそレザードは何も言えない。

　たかが親父が死んだ如ごときで、と叫びたい気持ちは、あった。けれどそれはレザードの価値観であることは分かっていたし、何よりもこんなにやるせないツラをしたオーシャンを、彼は見たことが無かった。

『いつか。またいつか、やろう』

『うーし、そろそろ勝率ひっくり返してやるぜ』

　覚悟を決めたように感情を押し殺したレザードの言葉。オーシャンは彼に拳を突きだす。

　力が抜け、破顔したレザードはその拳に応えるように、軽く小突くと。

『分かった。お前すら居なくなったこの場所でも、俺はあいつを待ち続ける。どのみち』

　オーシャンに背を向け、レザードは呟く。

『──俺から玉座を奪えるとしたら、あいつだけだ』

　オーシャン・ビッグウェーブが闘剣を引退するということは、つまり、そういうことなのだ。だからこそ、オーシャン・ビッグウェーブは。その寂しい背中に、いつか必ず帰ってくると誓って、コロッセオを辞めたのだ。期待に応えることこそが、オーシャン・ビッグウェーブ──バリアリーフ・Ｆ・クライストの生きざまなのだから。

　──だと、いうのに。

『なんだよ、これは』

　皇国へ戻ったバリアリーフを迎えたのは、決して父の葬儀に胸を痛める家族の姿などではなかった。盛大に行われた国葬とは裏腹に、始まっていたのは権力争い。

　既に分裂していた派閥。様々な国や領へと、半ば売り払われるように婚姻させられた兄弟姉妹。戦の火種はそこかしこで燻くすぶっていて、戦端が開かれてしまった領も存在した。

　たった一つ〝家族仲良く〟と残された遺言だけが、父が生きていた証拠だった。

『ごめんね……ごめんねバリアリーフ』

『泣くなよ母ちゃん。こいつぁ、どういう』

　許しを乞うように、すすり泣く自らの母親。

　父の遺言は、およそこの状況を予測してのものだったのだろう。

　次期皇帝争いの兆候に気付いたからこそ、最さい期ごに残した言葉。

『しっかし、病気だっつーなら、死ぬ前に呼んで欲しかったもんだぜ。まあ、ゆーてもオレ、放逐されてたようなもんだけど』

『違うの。違うの、バリアリーフ』

　主語の欠けた、涙ながらの母の声。たった二人だけの最後の時間になるとはバリアリーフは露知らず。首を振る彼女に寄り添うように、そっとその手を取って落ち着かせて。

『何が、違うんだ？』

『……陛下は、貴方のことを想おもっていたわ』

『そうは言うけどよ』

　頭を搔かいて、バリアリーフは困ったように返した。故人を、ましてや自分の父を悪く言うつもりはない。けれど想っていたとまで言われるほど、何かをして貰もらえた覚えは無い。

　母にとってはそうだったのかもしれない。彼女は確かに父を愛していたし、逆もそうだと分かっていた。そういう意味では、母を大事にしてくれた父に感謝する気持ちはある。

　けれど、こと自分の話となると。

　──好きなことをして生きていい。

　放逐と、バリアリーフは表現した。実際それで社交の場には出なくなった。

　遊び惚ほうけることが出来たのは、そうだろう。かといって愛されていたかと言えば、否いなだ。バリアリーフのことよりも、第一皇子や第二皇子、第一皇女といった面々といつも難しい顔をして国の将来を語り合っていた父。その輪の中に、自分は入れてもらうことが叶かなわなかった。国の未来予想図から、自分は省かれていたと思っていた。けれど。

『……試合も、観に行っていたのよ』

　息が、詰まった。

『わざわざ、来たのか？　公国に？』

『そうよ。それが、八年ぶりの休暇だった』

　思わず、天井を仰いだ。そんなこと、知りもしなかった。

　もちろん、コロッセオで会うことは叶わなかっただろう。互いに立場を隠す身だ。

　けれど。伝言の一つくらい、残しておいてくれたなら。

『貴方あなたが自由に、好きに生きられる国にしたい。貴方が頑張らなきゃいけないような国にしたら、皇帝失格だって。だから、跡目争いをしそうな子供には目をかけていた。でも』

　ダメだった、という言葉は、ついぞ口から零れることは無かったが。結局父は失敗したということになるのだろう。子供たちの勢力争いは起こったし、家族はバラバラどころか殺し合いを始めている始末だ。邪魔なバリアリーフにも、接触を図った人間は居た。

　──好きなことをして生きて良い。それが命令ではなく父の願いであることを知って。

　もう、彼に返せるものなど何もなくて。結局こうして戦端は開かれた。ならせめて。

『……分かったよ、母ちゃん。ゆーてもオレ、親父の子供だからさ。遺言には、従うよ』

　第一皇子は、バリアリーフに〝契約〟を迫った。今は従順でも、いずれ邪魔になるだろうと。バリアリーフの剣は脅威だ。バリアリーフのカリスマは脅威だ。バリアリーフは、脅威だ。なればこそ、武器を抜くことを許さない。あと三度だけと約束すれば、殺しはしないと彼は言った。──バリアリーフは、それを吞のんだ。

『悪ぃな、レザード。約束は、果たせねえかもしれねえ』

　そのうち二度。皇都の仲間を守るために、使ってしまった。

　──浮き上がるように、意識が戻る。

「今の夢……あー、ホームシック的な？」

　起き上がったバリアリーフは、軽く伸びをすると、ベッドの上に吊つるしてある刀に目をやった。本当に、これを抜く機会がやってくるとは。と。

『試合、してくれよ。──あと腐れなく、オレが今度こそ皇子に戻れるように』

　昨夜のことを思い出す。フウタを目にしてしまったら、もう決意は固まっていた。

　その場の勢いに流されただけでないことは、今なお疼うずく闘志が教えてくれている。

『──ああ、やろう』

　勝負を申し出たバリアリーフに対し、真っ直ぐに告げられた彼の言葉。

　渋ることも、萎縮することもなく。たった一度しか抜けない刀を向けられたことに対する情念もなく。ただ、当たり前のように。挑戦を受ける頂点がそこに居た。

「プリちー、めちゃんこキレてたな」

　プリム・ランカスタは一人、フウタとバリアリーフの勝負に憤慨していた。あれはどちらかと言えば、一度しか戦えない〝契約〟に対する怒りであった気がしなくもないが。

　久々に会えた自分と戦いたい、そう願ってくれたことは素直に嬉うれしかった。

　あれだけボロボロになっていたのに、元気なことだと一人笑う。実は皇子であった、ということに対する驚きは皆無であった辺り、実に彼女らしいというべきだろうか。

　コロッセオに帰ってきたような、不思議な気持ちだ。

『勝てよオーシャンくん。……いややっぱ負けて。や、どうだろ。まあ勝った方に勝てばいい？　いやでもどっちもブチ転がしたい……』

『ブチ転がしたいって物騒なプリちーだな』

　歴代最高と謳うたわれた天下八閃の中で、唯一誰とも交流があったのがオーシャンだ。その誰もが、別れ際ぎわにこう告げた。フウタと戦うことがあったなら、その時は自分の想いもと。オーシャンにしか託せない理由は、きっと彼の社交的な性格もあったのだろう。けれど一番は誰もが認める、最強の一角だったからに他ならない。自分より先にフウタに届き得る可能性があるとしたら、オーシャン・ビッグウェーブをおいてほかにない。

　夢を託され、その夢を諦めざるを得なくなって、それでも未練がましく握っていた。

　オレの刀は、天下八はっ閃せんの夢。




　──『オーシャン先輩。もしも先にあの人に会えたら、みんなが探してること、伝えてください！　次はぜってー勝つんだ!!』

　──『貴方がチャンピオンに再会するのは、おそらく難しいでしょうが。念のため、伝えておきますわ。あの男に、必ずや再戦を誓わせてくださいまし』

　──『じゃ、先に行くね、オーシャンくん。もし気が変わって、私よりも先にあいつに会ったら……必ず、ぶん殴ってやってね』

　──『俺はもう行く。万が一コロッセオに、あいつが帰ってきたら教えろよ。どうやって？　んなもん、手紙で良いじゃねえか。……住所？　必要なのか？』

　──『貴方を切り刻むのも、僕の望みではありますが。それ以上に、僕はあの男を裁断したい。ああ、先に貴方が出会えたら、その時はどうぞ宜よろしく』

　──『勝手ながら、わたしは今日限りでコロッセオを辞めさせていただきました。皆さんには宜しくお伝えください。もしもフウタさんを見つけたら、どうかご一報を』

　──『他の誰でもない、お前だから。オーシャン・ビッグウェーブにしかこんなことは言わねえ。お前にしか託せねえ。オーシャン──俺の分も、ぶつけてきてくれ』

　皆の想いが、心を巡る。準備は万端。シチュエーションは最高。今日は清すが々すがしい快晴。

　闘剣士は本日閉店。さあ、最後に最高の舞台へ赴こう。場所は──王都コロッセオ。

「オレが、天下八閃だ」

　生まれたての闘技場に、闘剣を教えてやるには最高のマッチアップだ。
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　──清々しい晴天だった。踏みしめる土は柔らかくも踏ん張りが利きいて、そうそう風に舞い上がらないくらい粒の一つ一つも大きくて。

　見渡せばぐるりと己を取り囲む壁。得物が弾はじかれたとしても客席に飛び込むことはないだろう程度には高く作られたそれは、観客と闘いとを隔てるものでありながら、不思議と闘剣の熱だけは素通りさせる不思議な代物だ。

　その先に段々と広がり高く、きっと客席が建設されていくはずだ。

　未いまだ完成していない、公にはされていない王都の新しい観光地。

　フウタは通用口からフィールドに足を踏み入れて、当たり前のようにその中心に立った。

　そして気づく。ここは、あの日のコロッセオとは違う。初めて入った場所なのだと、今更に。突き抜けるような空はあの日と同じ。それでもこの清々しい気持ちは、あの日と比べ物にならない。天気と心が重なるのは、こんなにも心地よいことなのだと知った。

「──さまになっていますね」

「そうですか？　王女様にそう言って貰えるのは、嬉しいです」

「です、か」

　傍そばへ歩み寄った白銀の少女は、この闘剣士の聖域には場違いなドレス姿だ。

　そっとグローブ越しに唇を撫なでて、思案するように目を閉じる。

　ふいによぎる、『素直になれ』というバリアリーフの台詞せりふ。

　──何の話だ。そう突っぱねてしまえれば、どれほど良かったか。

　分かっている。自分が彼を見抜いているように、彼もまた自分を見透かしていたことくらい。だからこそ性根を隠すことなく話すことが出来た。それは認めよう。

　けれど、素直になれ、などと。そう出来る相手なら既に傍にいるだろう、などと。

　所詮バリアリーフは、ライラックを見透かした気になっているだけだ。

　確かに愚痴を零こぼせる相手なら居る。毎日のように話をして、それを楽しんでしまっている自分が居る。だからなんだ。その相手に、貴方が気に掛けているからルリのことを調べてあげました、とでも賢さかしらに言えば良いのか。

「王女様、大丈夫ですか？　日傘はありますから、そちらで──」

「わたしとて、この場で剣を振る身。そこまで軟弱と思われては心外です」

　そう突っぱねれば、気合を入れていたはずのフウタの闘気が少し萎しぼんだ気がした。自分は何をやっているのかと、ライラックは思わず額に指を当てる。バリアリーフの言いたいことは、したり顔で自らの実績をひけらかすようなことではないと。恥も外聞も捨てて、あのやかましいメイドのように看板引っ提げて『構って』と言えたらどんなにいいか。

　良くは、ないか。あのメイドが自覚しているかはさておいて、弱くても許される人間だけが使えるやり方だ。自分は王女。彼は王女たる自分であるからこそ付いてきてくれている。幻滅させるようなことをするつもりもなければ、そうしたいとも思わない。

　ただ。想起するのは、フウタの部屋で紡つむがれた新たな日常。ソファに並び腰かけて、幼子を抱く二人の姿。寄り添う肩は睦むつまじく、ぐずる幼子に向ける瞳の名は慈愛。

　あの光景に抱いた感情はライラック王女が抱いていいようなものではなかった。

　そこに、素直になれと言うのか。家族への慈愛の情など、とうに切り捨てた身の上に。

　つい先頃も、妹の人生を踏みにじった人間に。

「王女様。軟弱だなんて、思ってません。でも……昨日から、あまり元気が無さそうなので。何か、手伝えることがあったらいつでも言ってください」

「わたしのしていることは、全て滞りなく順調ですが？」

「じゃあ、頑張りすぎて疲れてたり」

「しませんが」

「──ひょっとして、俺が何かしましたか？」

　何を言ってもばっさり切り捨てられる。けれどそれで『そうですか』で片づけるフウタではない。彼女に元気がないのは明白だ。そしてフウタにとって、自分がライラックに嫌われることと、ライラックの機嫌を損ねた原因を探ることは、天てん秤びんにかけるまでもない。

「はい？　何故なぜそう思うのですか」

「何故と言われると……オーシャンと話している時の王女様は、普通でしたし。俺の部屋で最後に話した時と、今と、両方元気が無さそうなので、俺のせいかなと」

「……」

　バリアリーフ皇子と話している時少しフウタが驚いていたのは、彼に対して素すを見せている他にもう一つ理由があった。それは、別に不機嫌そうには思えなかったことだ。

　ならば今も不機嫌な彼女の、心を落ち込ませている原因は自分ではないか。

　酷ひどくシンプルで、それが故に隙のない結論である。こんなところばかり察しが良い無職に、ライラックが苛いら立だつのも無理はない。結局、ここで選ぶ選択肢は撤退の一手だった。

「別に。バリアリーフ皇子について、少し考えていただけです」

　何を言っても互いの為ためにならない。だからここで終わらせようと、話題を切り替える。

　自分たちの話でなければ不要に感情が揺さぶられることもないだろうと。だというのに。

「……そう、ですか」

　妙に気落ちした様子ではにかむフウタ。話題を逸そらされたことに対する感情かと推測するも、どうも違う。なんだろう、彼のその瞳に映る表現し難がたい色は。

　バリアリーフ皇子に何か思うところがあるのだろうか。寂せき寥りょうと祝福が同居したような、名状しがたいその色合いに、ライラックは眉を寄せる。

「フウタ？　貴方あなたこそ、バリアリーフ皇子に勝つ自信でも失っているのですか？」

「え？　勝つ自信？　ですか？」

「え、ええ。他に何が？」

「いや……お互い気心知れてるみたいだし、婚約が上手うまくいくのかな、と」

「は？」

　一瞬固まった思考は、すぐに動き出した。

　粗方の彼の心情を分析して、徐々に半眼だった瞳が見開かれていく。

　試合の前にそんなことを考えていたのですか。と口にしようとして、何故かその言葉が出なかった。言ってしまえば話題は逸れる。自分の目的は果たされる。

　だというのに、なんだろう。この、妙に期待に揺れる気持ちは。怖くもある。けれど、好奇心とはまた別種の、知りたいという欲求が勝手に言葉として先行する。

「わたしが幸せになるなら祝福すると言っていたではありませんか」

「はい。祝福します。王女様が幸せになるなら、それが俺の一番の望みですから」

　違う。そんな台詞はどうでもよろしい。

「で？」

「……王女様は、何でもお見通しなんですね」

　もったいぶるな。

「──」

　王女様凄すごい睨にらんでくる……とフウタは思った。けれど先ほどのように感情を隠しているよりは遥はるかにマシに思えた。自分に、言葉で人を喜ばせるような才能は無い。相変わらず気の利いた台詞一つ言えやしない。だからいつも通り、素直な気持ちを口にするだけ。

「ただ、その。いざ誰かと幸せになる王女様を見るのは、寂しいと言いますか」

　頰を搔かいて、正直に吐露する言葉。

「いや、言ってることが矛盾していて、自分でもどうかと思うのですが」

「で？」

「で!?」

　これ以上何を言えば良いと言うのか。

　思わず復唱したままライラックを見やれば、腕を組んで視線を逸らした彼女。

　うっすらとその白い頰に朱が差していることに、フウタは気が付いた。

「食客ごときが言うことではないのですが、その。出来ればもう少し近くで幸せになっていただきたいなと」

　なるほど、と呟つぶやいたライラックの表情は既にいつものものに戻っていた。

　ついでに元気も取り戻したというか、フウタに対して突き放すようなこともなく。

「悪くありませんね」

「え、凄い不敬なこと言いましたよ俺！」

「どうでもよろしい。貴方に敬意があるかどうかは、言動ではなく判別できるのですから。いっそ敬語やめてみます？」

「急に!?　できるわけないじゃないですか！」

「ふむ。まあ、今のは冗談です。冗談というか……」

「冗談言える流れだったんですか今の……」

「……いえ。勢いで何でも言うものではないなと。それだけの話です」

「は、あ……」

　そんな二人のやり取りを、遠くで、ガーデンチェアにふんぞり返っていた少女が鼻で笑った。闘剣の始まる直前に、何を下らない会話をしているのかと。

「今すぐコロッセオの中央に火砕流でも流れ込んでこないかしら」

　馬鹿にした表情でカップケーキを口にする彼女。しかしその背後からメイドが現れた。

「ポモドーロトマトスープが飲みたすぎてそんな妄想をっ？」

「違うわよ!!」

「メイド、いつでも食事の準備は出来ちゃうぞっ？」

「違うっつってんでしょうが！」

　右から、左から、上から、下から。ちょろちょろと人の顔を覗のぞき込むような挙動を見せるこのメイドを本当にどうしてくれようかと悩む少女──パスタ・ポモドーロであった。

「ベアトお姉ちゃん、ポモドーロ、好きー？」

「……だったら何よ」

　そこに、まさかのメイド二号が現れて。煩わし気に、パスタは彼女を見やった。

　父であるウィンドはまだ病床。当然と言えば当然だが、彼女の面倒を見るべくメイドがついてきているのは分かる。本来、パスタこそここに居る理由は無いのだが。

「じゃー、覚えとく」

「言っとくけど、あたしを強ゆ請するならポモドーロ如ごときじゃ意味ないから」

「ば、ばかな」

「……あんたほんと、なんで一瞬でこの魔女の影響受けてるわけ」

　実はルリをここに連れてきたのは、コローナではなくパスタの意思だった。

　バリアリーフとの血縁関係もそう。自分がこれからどうなるか、その決定の場に本人が居ないなど言語道断であると、コローナとセットで引っ張ってきたのだ。

　ただそれだけのはずなのに、異様に苛立つ結果になってしまっているのは何故だろうか。だいたいこのやかましいメイドのせいである。

「ねえ。メイドって言うなら給きゅう仕じの一つくらいしたらどう？」

　観客席はまだ完成していない。彼女らが居るのは、フィールドの壁に程近い場所。

　パスタは自分のガーデン用のチェアにふんぞり返り、優雅に見物と洒しゃ落れこんでいた。

　これでメイドがやかましくなければ快適だったというのに。

「ほんじゃ、その辺で拾った草の汁ー」

　そっとサイドテーブルに置かれたティーカップは、透き通っていながらはっきりと茶の色を出している。これがファーストフラッシュの紅茶だと言うなら文句のない、薄くも明確な橙だいだい色いろ。しかしこいつ今その辺で拾った草の汁っつったな？

「……香りは、ダージェン地方の良質な茶葉に感じるんだけど。それこそ、うちの商会でも流通握ってる高級茶の」

「だーけーどー？」

「え、なに、本当に香り付けただけでその辺で拾った草汁飲ませようとしてるわけ？」

　冗談でしょう？　と恐る恐る口を付けて──思わず、メイドを睨み据えた。

「くーさのしるー、くさのしるー」

「くさーのしーるーくさのしるー」

　くるくるメイドが二人で踊っている。パスタの周りで。

「うちの商会の品を、よくもまあ草の汁呼ばわりしてくれたわね!!」

　がなるパスタに、きゃーきゃー逃げるメイドーズ。

　全てが終わって、平和な世界がそこにあった。

「うぜえ……」

　舌打ちするパスタにとっては、本気で煩わしいようではあるが。

　──そんな彼女らを置いて、ライラックは目を閉じる。

「ともあれ、バリアリーフ皇子の話です。わたしは闘剣にしか興味はありません」

「あ、はい」

　気を取り直して、フウタは己が握る刀に目をやった。数打ちの鈍なまくらではあるが、同じ形状の武器ではある。ならばやりようはある。

「天下八はっ閃せんは文字通り天下に響く八人の剣士ですが、その中でもオーシャン・ビッグウェーブとレザード・ブレードキッドの二人は群を抜いていました」

　戦績を見れば、一目瞭然だろう。フウタが知る──〝歴代最高の天下八閃〟が揃そろった伝説のシーズン。弐に之の太た刀ちの戦績は、

　対壱いち之の太た刀ち三─五。対参さん之の太た刀ち六─二。対肆し之の太た刀ち八─〇。対伍ご之の太た刀ち八─〇。

　対陸ろく之の太た刀ち七─一。対漆しち之の太た刀ち七─一。対捌はち之の太た刀ち八─〇。

　総計、四十七勝九敗。もちろん、それ以前のシーズンでイズナやプリムに負けたことはあれど、最終シーズンの結果はこの通りだ。

　プリムに負けた試合は、うっかり変なところに触ったのを試合中にめちゃくちゃ口で攻められ、精神的な動揺で負けるというなんともアレな結果ではあったものの。

　直接対決で負け越している壱之太刀と、勝敗数が変わらないというのは凄すさまじい戦績だ。

「彼はどういった闘剣士なのですか？」

「そうですね……まず、客観的に説明しますと、ただ一本の刀を振るうシンプルな剣士です。剣術は我流ではなく、蒼そう海かい波は濤とう流という東国の流派の流れを汲くんでいて、得物を振るう速度はコロッセオ一です」

「コロッセオ、一……？」

「俺より速いです」

「……噓うそでしょう？」

「こればっかりは、本当です」

　あの、チャラけた男が？　と驚くライラックをおいて、フウタは続ける。

「──刀の銘は七しち海かい征せい覇は。凄まじい切れ味を有する名刀を、ただ振るうだけで相手の得物を両断する。それが彼の強みです」

「なるほど……しかし、そうなると少し分からない点が」

　一つ解げせない点が生まれる。フウタもそれは織り込み済みだったようで、頷うなずいた。

「では、主観的な話をします。オーシャンの相手は本気でやりにくいです」

「やりにくい……？」

「彼が天才と呼ばれる所以ゆえんは、その流派の剣術を修めた上で、勝手にアレンジを加えているところです。実力者特攻と言いますか。その速さを利用して、絶妙に無駄な動きを入れるんです。遊んでいる、というと彼に失礼ですけど……攻めに最適解をわざと選ばない時があって、でもそのブラフで押し切れる強さといいますか」

　それが、武人らしくない振る舞い、の真相。剣術を修めた上で、敢あえてそれを崩す。これがどれほど難しいことかは、想像がしがたくもあるだろう。当たり前に出来るはずのことを、敢えて慣れていないように見せる。それを常日頃から行う。その結果、相手の読みが崩れる。自分は速度で誤魔化せる。それが、オーシャン・ビッグウェーブ。どんな波も乗りこなし、どんな海も征してきた男の闘剣。七海征覇という名刀と、オーシャン・ビッグウェーブという男。その二つが合わさって初めて完成する、彼だけの闘剣。

「七つ海を征し、覇を上げると謳うたわれたその刀で、彼は六つのコロッセオで天下を取ったと言われています」

　そう、ライラックに告げた時だった。割り込むように、声が響く。

「いいや。七つの海を征したぜ」

「……オーシャン」

　通用口に、人影。彼は感慨深そうに周囲を見渡してから、一歩を踏みしめる。

　そして、一歩、また一歩。中央にフウタと向き合った時、ライラックは思わず退いた。

　別に、気け圧おされたわけではない。怖おじ気けづいたわけでもない。けれどこのフィールドの中央に、自分が居るべきではないと、そんな風に一瞬でも思ってしまった。闘剣の熱に晒さらされないよう、わざわざ闘う時の服装ではなくドレスを纏まとってきたというのに。

「七つの海を征したっていうのは」

「一度だけな。レザードに挑戦して、チャンピオンになった。すぐに奪い返されましたけどー！　……それでも、間違いなく。オレはあの場所を征した」

　だから。七つの海を、七海征覇と共に征したからこそ。

　自分の航海は終わり。旅の幕引きだと、そう思っていたのだ。

「そうか」

「ああ」

　交わされる言葉はそれのみ。ライラックは、二人の間に立って、告げる。

「ルールは、一本勝負。相手が降参と言うか、寸止めで勝利。良いですね」

　頷く二人の間から、ライラックは距離を取った。

「ありがとな、ライラっちゃん」

「礼には及びません。意味は、分かっているでしょう？」

「……ま、ね」

　ライラックが何やら抱えた思惑を、理解したらしいバリアリーフは苦笑する。

　そしてバリアリーフは大きく息を吐いた。目を閉じれば、歓声が聞こえる。ここはコロッセオ。きっと、未来では大勢の観客が、目の前の男の戦いを見ることになるだろう。

　不思議なものだ。彼の目はそれを是ぜとしている。あの頃ではあり得なかった。彼の意志。

　まあ、いい。未来に想おもいを馳はせる意味はない。

　ただこのひと時を待っていた。ただ、このひと時を待っていた。待ち望んでいた。

　腰に差した刀を、手に取る。どくん、と〝契約〟がこの身を縛る音がした。

　構いはしない。後悔はない。鞘さや奔ばしり、抜き身の相棒を久々に握る。

　──よう。悪かったな、ご無沙汰で。

　手入れこそしていたものの、武器として認識するのは本当に久々だ。この刀と共に、七つの海を征してきた。冒険譚たんはそこでお仕舞い。今の自分はもう危険を冒す自由は無い。

　そう、想っていたけれど。ああ、とかく、性さがというのはどうしようもない。

「元【天下八閃】弐之太刀──七海征覇の英雄賛歌シンドバット。オーシャン・ビッグウェーブ」

「──元、コロッセオチャンピオン・フウタ」

　名乗り上げは、一瞬。オーシャンは正面から挑みかかった。

「さあ。行こうか七海征覇。──八つ目の海を征する時だ」

　フウタの瞳が金に染まる。同時、刀を抜いた。オーシャンのそれとは違う、数打ちの鈍ら。けれど、武器の差を卑ひ怯きょうとは思わない。既に得物を用意する段階で勝負は始まっている。決まった得物を持たないフウタが問題なだけ。

　駆け出す速度は最高速。一瞬でフウタに肉薄したオーシャンは、すぐさまその刃やいばを横よこ薙なぎに振るった。回避するフウタは後方へのスウェー。鼻先をかすめた刃をはっきりと目にして、フウタも刀を振るう。

　七海征覇とぶつかり合う──瞬間、滑るようにフウタの刀はいなされた。すぐさま反転、独楽こまのように回転してフウタの二度目の横薙ぎがオーシャンを襲う──が、今度はオーシャンが同じようにスウェーで躱かわした。否いな、むしろこちらがオリジナルだ。フウタの模倣に動じることなく、オーシャンはそのまま両手で握った刀でもって、逆袈け裟さに──

「うぇーい！」

　──受けようとしたフウタの動きが止まった。このまま逆袈裟に斬られたら、それで勝負が付く。だが明らかに、〝オーシャンの体勢が崩れていた〟。

「──これは」

　ブラフ。オーシャン・ビッグウェーブの崩し。まともに受けようとしたら、その瞬間に返り討ち。だが受けないわけにもいかない。

「マジかよ」

　ならばとばかりに、高速で放たれる彼の刀に向けてフウタも刀を振り下ろす。

　ぶつかる刀の感触はいやに弱い。それはそうだ。彼はまるで力を入れていない。叩たたき落おとすようなフウタの刀に合わせ、刃は毀こぼれしないよう引いたオーシャンの七海征覇。生まれる間かん隙げきはフウタの振り下ろし直後。

　流れるようなフウタの剣術でも、オーシャンの速度ならば虚を突くことが出来る。

　それが分かっているからこそフウタは警戒せざるを得ない。

　彼の鍛錬があれば、フウタを今突き崩すことが〝出来る〟。

〝出来る〟。それは、他の闘剣士ならば実行するということだ。自らの最高を、最高のままに叩きつけてくる。それがフウタという模倣の達人との互角の戦いを演出する。

「うぇーい」

　しかし、その隙を敢えて突かない。無駄に一瞬手元で刀を回転させる〝遊び〟。このままでは拙まずいと刀を引き戻した直後に生まれる、隙の次の隙こそが、オーシャンの狙い。

「──そこだぜ」

　刀を戻したからこそ、次の一手で同じ場所を突かれれば最も体勢を崩すことになる。

《蒼海波濤流：崩波ダンパー》

　受けることを許さない二連撃。両方を受けようと思えば、その次がチェックメイトだ。

　だが受けないわけにはいかない。一撃でも入れば、七海征覇は相手を斬り捨てる。

　だからフウタは、一撃目を避けた。それでも体勢は崩れるが、まだリカバリが利きく。

「相変わらずだな、オーシャン」

「っかしいなぁ──この状態で受かるの、お前だけだぜ？」

「それはつまり、模倣してるお前が避けられるってことだろ」

「──吐ぬかせよ、頂点」

　フウタがオーシャンの〝全力〟を模倣するからこそ、急に七割程度の〝余裕〟を入れることで崩す。全力と七割を、同じ試合中に使い分け、戦略に組み込めるのはこの天才ただ一人。フウタの言う〝やりにくさ〟の真骨頂がここにあった。

「く、はは」

　だが、思わず笑ってしまうのはオーシャンも同じだった。

「なんでだよ！　なんでそんなふざけた動きが出来んだよ！」

　七海征覇を振るい、理想的な動きで追い詰めている。その実感は確かにあるのに、完璧な勝ち筋が反則で躱されている気分だ。盤上遊戯で詰み手順をしっかり構築したのに、最後の最後で、やれバリアだの、やれ端と端は繫つながっているだの、やれ実はこんな動きが出来るだのと言われているような。笑えてしまうのは、闘剣にはルールが無いからか。逆手で刀を握り、脇腹を襲う刃を受け止めたと思ったら、左手に持ち替えて攻勢に転じる。

　理論上は可能だし、有効な場合もあるだろう。けれどそんな奇策が通用するのは極ごく限られた場合だけだ。多くの条件が重なった時のみ使える有効打。普段は使い物にならない技。

　全て使いこなせてこその一流、などというのは素人しろうとの戯言たわごとだ。本当に強い人間は、汎用性の高い技を磨き上げる。しかし、だからこそ。限られた場合にその場その場で最高の技を繰り出せるのは、〝癖〟が付いて居ない、瞬間的な模倣であればこそ。フウタという男の模倣が相手の十二割を引き出せる正体はここにある。だから十割を上回れる。だが。

　十二割の力を、十割を相手にぶつければ確かに力押しで勝てるだろう。

　では、十二割の力を、七割相手にぶつけたら？

「うぇーい」

　フウタの放った最速の一撃は、七海征覇の腹を狙う。幾ら名刀とはいえ、横薙ぎに打たれたら刀は折れる。だから、本来の正着は刀を寝かせて空を切らせるか、或あるいは鍔つば元もとで受けて押し切るか。その読み合いが強者の証あかし。

　だがオーシャン・ビッグウェーブには第三の選択肢がある。負けるわけにはいかない戦いで敢えて手を抜くことが出来る唯一の男だからこそ七海征覇とフウタの刀が打ち合う。

「波に乗るってのは、自在じゃなきゃ意味ねーっちゅーか？」

　脱力した七海征覇が、フウタの刀に圧おし負けて傾く──否、波が引くように、衝撃を殺す戦士のように、ゆっくりと自ら引いていく。

　そして、波が引けば、次の波が押し寄せるのが大海原というものだ。

《蒼そう海かい波は濤とう流：槌波ショアブレイク》

「っしゃァ!!!」

　フウタが刀を振り切った。確かな鍛錬に裏打ちされたその鋭い剣けん閃せんはしかし、美しく強い一撃であるからこそ、後の隙が僅かに生じる。十二割を七割にぶつけたらどうなるか。

　その答えは、〝読み違え〟だ。

　全力ならばこうするだろう。剣士に限らず、たとえば盤上遊戯、たとえば球技、多くの対人の戦いは相手の全力を見極めることが戦いの初手の初手。そうして把握した相手の実力に合わせ、自らは最善手を取りつつ相手も最善を尽くすことを信頼してぶつかり合う。

　しかし、その信頼がオーシャン・ビッグウェーブという気まぐれな波には通用しない。

　振り下ろす刀は、フウタさえ凌りょう駕がする最速──

「──あのフウタが、押されてる？」

「うっそでしょ。あいつが？」

　戦いがどうなっているかよく分からず、いけー、おせー、と声だけあげて楽しむ観客メイドの横で、目を細めたライラックが小さく呟つぶやいた。

「やりにくい相手、とは言っていましたから。……しかしあの男、フウタ相手にあそこまで戦えるとは。わたしももう少し鍛錬を重ねねばなりませんか」

「よくわかんないけど」

　頰ほお杖づえをつきカップケーキをぱくつきながら、パスタは火花散る闘剣の方に目をやった。

　別に、どっちが勝とうとメリットもデメリットもない戦いだ。ライラックのように、武人というわけでもない。もっちゃもっちゃと咀そ嚼しゃくしながら観みる分には、悪くない見み世せ物ものだと思うだけ。この戦いを如何いかに彩いろどり、そして観客から金を巻き上げるか。それを考えるのが己の仕事。そのくらい冷めた目で見ているからこそ、気づくこともあった。

「……楽しそうね」

　多くの感情を握りつぶして、念願の刃を交える男はそうだろう。

　しかし一方で戦いを引き受けただけのはずの男もまた、あんな風に口角を上げて、目の前の男を打ち倒さんと笑うのだと初めて知った。

「……良い顔するじゃん、あいつ」

　そう、思わず口元を緩めてから。はっと気が付いて周囲を見た。幸い、周りの誰もパスタのことなど見ていないことを確認して。もう一度、小馬鹿にしたような表情を作り直してから、闘剣に興じる男たちを眺めるのだった。

《蒼海波濤流：槌波ショアブレイク》

　風車のように手首で回転させた七海征覇を、空中で摑つかみ取とる。握りしめるは両手。振り下ろすはコロッセオ最速の刃。オーシャン・ビッグウェーブの真価は、〝遊び〟とも取れるその無駄な動きなどではない。むしろ、その遊びから生まれる想像を絶する緩急だ。

　三百二十二本。相手の得物を両断した数では他の追随を許さない、オーシャン・ビッグウェーブという男を象徴する強み。しかして渾こん身しんの振り下ろしは半ばで押し留められる。片手で振り回すだけでも脅威となる七海征覇を、両手で全力で叩きこんで尚なお折れぬ鈍なまくら。

「くはっ……おっまえ、マジで言ってる？」

「こうでもしなきゃ、折れるだろ……!?」

「だから普通折れるんだっつってんだよ！」

　刃と刃がぶつかるその着弾点。振り下ろしに応じるフウタは下から自らの鈍らを片手で振り上げ、もう片腕の前腕を、刃を後ろから支える補強に使っていた。

「おおおおおお!!」

「く、はは!!」

　支えるどころか、七海征覇ごとオーシャンを振り払うように腕を一いっ閃せん。

　鈍らの刃は毀こぼれこそあるが、それでも折れるよりは数倍マシな状態だ。

　弾はじかれたオーシャンは軽く後方へ跳ぶと、我慢しきれず笑い出す。

「いやいや。おかしいだろお前それマジで。よくそんな鈍らと心中出来るっちゅーか？」

「お前だって、出来るはずだ」

「いやいやいやいや、ゆーてもオレのは七海征覇あいぼうだかんね!?」

　その会話を聞いて、ライラックは呆あきれるように半眼でフィールドを見やった。

　確かにフウタは大概だが、いくら信頼しているからと言って、得物の中では脆もろい部類に該当する〝刀〟という武器で同じ芸当が出来るというオーシャンも中々に酷ひどかった。

「っぱ強つえぇな、フウタ」

　さてどうしたものかと頭を搔かくオーシャンに、フウタは一度大きく息を吐いて首を振る。

「いや──お前も強いよオーシャン。少なくとも最後にやり合った時より、ずっと強い」

「あーそりゃしゃーねーべ。ゆーてもオレ、しばーらく挑戦権無かった系だし。それに」

　七海征覇を、まるで棒きれか何かのように持ち上げて、その刀身を眺めながら──まるで隙だらけのその風ふう体ていのまま──言う。

「っぱ覚悟が違ちげぇんだな、これがな」

「──ふ、そうか」

　思わず、フウタは笑ってしまった。なんという軽い言い方だろう。それでも不思議と伝わってくる彼の覚悟。ああなるほど。期待を背負う男とは、かようにあるべきなのだ。

「お、めちゃんこ良い笑顔じゃん。画家でも呼んでくる？」

「いや良いよ……俺なんか描いても仕方ないって」

「そうか？　まー確かに、もう少しイケメンになって貰もらった方が絵になるか」

　ぽい、と放り投げた七海征覇をキャッチして、オーシャンは構える。

「今褒められても嬉うれしくねえな。っぱオレ、男の子だからさ」

　駆ける速度こそ、陸ろく之の太た刀ちには及ばない。けれど刀を振るう速度は、薙なぎ払うトップスピードは、あのプリム・ランカスタが鎗やりを突くよりも速い一閃。

「自分でもぎ取ったものしか、嬉しくない的な？」

　突くという縦の動きよりも大きく風の抵抗を受ける、払う横の動きでありながら。相手の反応する速度を超える一撃は、まさしく最速の名を冠する大波のそれ。だが、〝最速〟は決して、最良の一手ではない。有象無象の凡百相手ならいざ知らず、目の前にいるのはコロッセオ最強の剣士。が、と鈍い音を響かせて、その一閃を受けるフウタの刀。

　受けに徹するその構えは、最速を叩たたきつけて尚びくともしない城塞。しかしオーシャン・ビッグウェーブは動じない。彼の動きは織り込み済みだ。模倣の達人は自らの十割を出し切ったところで、倒れてくれはしないのだ。

　──分かっている。だからこそ、オーシャンは勝ち筋を冷静に見み出いだしていく。防がれた刀を引き戻すことなく、受けた鈍らをなぞるように奔はしらせる。勢いのままにぶつけて折るなど剣士の名折れ。七海征覇の英雄賛歌シンドバットは、どんな波も乗りこなしてこそ得られた高み。

　逆袈け裟さに切り上げる速度は最速。フウタを攻勢に転じさせないままに攻め立て固めるのは前準備だ。がむしゃらに攻撃をしたところで、フウタの闘剣は超えられない。

　だからこそ、自らの最速を。十割の自分を見せつけて、そこからの落差で相手を崩す。

　逆袈裟は回避。ならば上段からの振り下ろし。受け止められれば突きに転じ、弾かれたなら水すい面めん斬ぎり。まるでリヒターの使う《ランダー流決闘術：一ひと筆ふで》のような流れるような剣技は、他の剣士が受ければひとたまりもないだろうラッシュ。

　ライラックとて、リヒターのその技を受ける前に倒すことを心がけているほどのそれを、オーシャン・ビッグウェーブはただの牽けん制せいとして繰り出してくる。こんなもんで沈まないだろ？　とでも言いたげな信頼に、当然の如ごとく応じられてオーシャンは笑う。

　──やっぱ、強ぇわ。

　──流石さすがは、オーシャンか。

　視線の交錯は一瞬。以前、フウタはライラックに告げた。

　天下に轟とどろく天下八はっ閃せんの中でも、壱いち之の太た刀ちと弐に之の太た刀ちの二人は別格であると。

　その言葉が間違いでなかったことを、フウタは改めて嚙かみしめた。久々に剣を交えて分かる相手の技量。積み上げてきた鍛錬の質。そして、ただ力押しで無い、敵を倒す為ための方程式。鍛錬の数は、きっと天下八閃だろうが──その下のマイナークラスだろうが、或いは武器を握る全ての人々が当然こなす最低限。技量とは、その鍛錬の末に会え得とくした技や経験。この二つが揃そろっていれば、自らと同等以下の敵には負けはしない。圧倒的な技量からくる凄すさまじい技に、相手は手も足も出ず、理解も出来ずに膝を屈することだろう。

　だが、同等以上の相手と刃やいばを交えようと思った時、敵を倒す為の方程式、つまりは勝利への鍛錬が顔を出す。相手もこちらも、手の内は全て露見している状況で如何に闘剣士として勝利を得るか。オーシャン・ビッグウェーブの回答は、波のような緩急。それは速度のみにあらず。力のみにあらず。自らの技量そのものを操り相手を惑わせながら、自らは常に相手の最大限に備えることが出来る彼ならではの戦い方。自らの長所を理解し、それを活いかした戦法を組み立て、さらにはその強みという刃を磨き続けたからこそ、天下八閃弐之太刀はここに居る。

　フウタの瞳には、相手の鍛錬の軌跡が見える。

『お前、頑張ってるよな？』

　そう、いつかオーシャンに告げたのはそう。彼が自らの腕を磨くだけでなく、普段の生き方から相手の油断を誘い、何より〝下手な振り〟をする鍛錬さえも常に行っていたと、分かればこそ。ライラックさえ見抜けなかった、彼の〝武人〟としての技量。

　それは見抜かせないよう常に鍛え続けてきた、自らの最適解を理解した上で理想に向かって鍛錬をし続けてきたオーシャンだからこそ。

　──そんな彼を、元からフウタは素直に尊敬していた。

　鍛錬を続けた。鍛錬を続けた。鍛錬を続けた。強くなるのは当然のこと。闘剣士として認められるために、自分はただ武を磨くことをがむしゃらに行うことしか出来なかった。

　自分というものを理解して、磨き続けるオーシャンのことは眩まぶしく映ったものだ。

　けれどどうやらこの素直な敬意は、受け取って貰えないらしい。

　男の子だから、と彼は言った。それは、つまり。

《蒼海波濤流：崩波ダンパー》

「っ」

「ひゃっほう!!」

　連撃の果てに繰り出された〝蒼海波濤流：崩れ波〟。ただ受ければ詰む二連撃。それをオーシャンは勝手にアレンジし、〝ダンパー〟と名付けた。乗れない波の名を冠するその技を受けるわけにはいかない。理解しているからこそ、避けるか、強引に受けるか。

　だが避ける手は、オーシャンの怒ど濤とうの全力攻撃が封じていた。完璧な詰み手順。連撃に次ぐ連撃で回避の目を潰されたフウタには、もはや回避の道は残されていない。

　だから、フウタにはこれしかない。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：崩波ダンパー》

　そうだ。同じ技をぶつけるなどといった行為は、同門の学び手以外には不可能だ。そして、オーシャンのように既に蒼海波濤流を皆伝し、勝手にアレンジまで加えた人間にとって、同じ技を撃ってくるような相手はいない。

「……だから、オレってば勝てなかったんだよねぇ」

　オーシャンがそう呟いた瞬間、フウタは目を見開いた。崩波ダンパーの一撃目は横薙ぎ。それに同じようにフウタが刀を合わせた瞬間、フウタは悟った。

「──崩波ダンパーは乗れねえ波だ。無理なサーフは怪け我がするぜ!!」

「噓うそだろ、オーシャン」

「こんなもの、対お前以外でやらねえよ!!」

　そう。必殺の決め手たる、《蒼海波濤流》の絶技すら。

　──オーシャン・ビッグウェーブはわざと手抜いた。

「手抜いた崩波ダンパーに崩波ダンパーをぶつけられたらどうなるか。ゆーてもオレ、二年間ずっと考えてきたんだぜ。ただ一度だけでも、お前に勝つためにな!!!!」

　フウタと最後に闘った日、オーシャンは自らアレンジした技を模倣され、それに対する答えを出す前に敗北した。だからこそ、ただフウタに勝つ為に力を磨いていた。

「だからこいつで決める!!」

《蒼海波濤流：刺波パーリング》

　崩波ダンパーは受ければ二撃目を避けられない。この場合、フウタとオーシャンは同時に〝受けた〟ことになる──が、わざと手抜いたオーシャンは、刃を逸そらして一撃目を回避した。

　そしてフウタが放つ二撃目よりも先に、コロッセオ最速の七海征覇が、八つ目の海を刺しにかかる。弾かれたと同時手首を中心に回転させた七海征覇を、そのまま突きに転じさせる高速技。風を置き去りにする速度に、空が唸うなるように悲鳴を上げる。寸止めで勝利ならば狙うはフウタの喉元だ。寸分の狂いなく放たれたそれに、フウタは為なす術すべも──

「怖いな──手抜くのって」

「ぶっ……くははは!!!　お前!!　オレの全部を持ってくつもりか!!」

　回避は間に合わない。刃を持ってくるのも間に合わない。

　ならば答えは一つだった。目の前のオーシャン同様、わざと上体を崩せばいい。

　口にするのは簡単だ。だがオーシャンのこれは技ではない。

　全力で倒しに来ている相手を前に、体勢を崩す。次にどうなるかも分からない、そのまま詰むかもしれないと分かっていて、フウタは受け身も取らずに後ろへ倒れたのだ。

　だがそれだけが、唯一オーシャンから逃れる方法。

　自分の七割で戦う。その真骨頂すら、フウタは模倣してみせた。

「……」

　フウタはふと、頰に触れた。ぬるりとした生温かい感触は、久々。

「闘剣で傷を付けられたのは、何年ぶりだろうな」

　とん、と七海征覇を肩にやり、オーシャンは笑う。

「ははっ。その賞賛は超嬉しいわ。男の子だからな」

「そうか」

「おーよ。ついでに言っとくと今のフウタは中々イケメンじゃね？」

「そうか」

　イケメンになって貰うとはつまり、傷のことかとフウタは納得した。

「じゃあ、覚悟は良いかオーシャン」

「出来てるぜ。何のことかわかんねーけど」

「お前にも、今よりイケメンになって貰う」

「いーねー、最高じゃん」

　立ち上がったフウタは刀を握り、眼前のオーシャンを見つめて告げる。

「お前の全力と手抜き、両方模倣すれば良いだけの話だ」

「マジかよ。出来んのかよおい」

「……分からない。同じ人を、二人いるような感じで模倣とかしたことないしな。でも」

「でも？」

　フウタは笑う。

「俺に勝つためだけに、こんな凄すごいことしたお前にさ。このまま負けましたっていうのは、ちょっとダメかなって」

「意味わかんねー！」

　オーシャンも笑う。視線が交錯すること、数秒。もしもフウタに負けてはならない理由があるとすれば、最強で居続けることがライラックとの約束だからだ。

　けれど、今に限っては、不思議とフウタにそのプレッシャーは無かった。

　ただ、訪れたオーシャンに、自らの全力をぶつけることしか考えていない。

「ま、いいや。全力のフウタを倒せなきゃ意味ねーし」

「意味が無い？」

「おー」

　七海征覇を構え、オーシャンは一度目を閉じる。脳裏に響く、他の天下八閃に託された言葉。もう、フウタと会えることは無いと思っていたけれど。それでもこうして、刃を交えることが出来たのなら。

「ゆーてもオレ、天下八閃背負ってっから」

「……そうか」

　互いに上がる口角。フウタは確かに、オーシャンの先にかつての歴代最高のメジャークラスの面々を幻視した。

「たとえば俺が、訪れる八つの剣つるぎを出迎えたとして」

　もう逃げることはない。ただ、全力を尽くす相手に敬意を払うのみ。

「──かかってこいよ。俺も二年前より、ずっと強いから」

「言ってくれるぜ!!」

　オーシャンも、心の底では己の矛盾に気が付いていた。

　──『手抜いた崩波ダンパーに崩波ダンパーをぶつけられたらどうなるか。ゆーてもオレ、二年間ずっと考えてきたんだぜ。ただ一度だけでも、お前に勝つためにな!!!!』

　──『有っちゃ、いけねえんだわ。その目的は』

　バリアリーフ・Ｆ・クライストは、二度とオーシャン・ビッグウェーブには戻らない。

　その決意は、あの日。第一皇子たる兄との〝契約〟で心に決めたはずだった。

　レザードにすら、心の中で謝って背を向けた。そのはずなのに。

「──そのはずなのになァ!!」

　ぐ、と握りしめるは七海征覇。思わず胸の内からこみ上げる感情に、薄く涙腺を緩ませながら、それでも視界を雫しずくに邪魔されはしまいと歯を食いしばり、刀を振るう。

　不思議なものだ。ここまで奥歯を嚙みしめ、何かを耐えているはずなのに、口角は吊つり上がったまま戻らないのだから。

「そのはずなのに、オレはずっと……ずっとお前を倒す方法ばかりを考えていたんだ！」

　何度も雑念を振り払った。我欲の為に生きるのはもうやめだ。そう心に決めたのに、結局己の性さがは欠片かけらも変わっちゃいなかった。お前ならコロッセオのチャンピオンになれると言った、祖国の仲間の想おもいを背負って。チャンピオンに会えたら頼むと託された天下八閃の想いを、期待を背負って。オーシャン・ビッグウェーブこそ最強だと声を上げたコロッセオのファンを背負って。──そして何より、

「オレならお前を超えられるって!!」

　己が己に懸けた期待を、一身に背負って。

「結局、七海征覇を折ることも捨てることも出来なかった!!」

　お守り代わりと嘯うそぶいて、常日頃から持ち歩いていたのは結局、いつかどこかでまみえることを期待していたからだ。オーシャン・ビッグウェーブは、どんなことがあっても。何を言ったところで。〝契約〟の最後の一回の使いどころは決めていて、言い訳出来ない我欲に素直になるしかなかったのだ。

　──ごめんな、親おや父じ。

　──ありがとな、姉ちゃん。

　オレ、好きなこと見つけたよ。期待を背負うってことも、もちろんそう。進んできた航路に後悔はない。でもどうやら、期待されることが一番だってわけでもないらしいんだ。

　振るわれる剣けん閃せんに響く鉄。飛び散る火花は視認出来ても、最も早はやその振るわれる刃やいばは観客に見えるようなものではない。けれど先ほどまでの闘剣とはまた空気が変わった。

　それだけは、誰もに理解が出来ていた。

　辛かろうじてその闘剣全てに認識が追い付いているライラックだけは気づく。

　フウタの動きがぎこちない──否いな、一瞬一瞬で切り替わっている。まるで剣を交える度に別人の相手をしているかのように、手抜く隙すら与えない連続模倣。

　金の瞳が、まるで残光のようにフウタの動きに合わせて迸ほとばしる。

　正面で刀を振るい続けるオーシャンが笑う。

「ははっ……おい、おいおいおいおい、マジかよ!!」

　これは、とフウタは奥歯を嚙かんだ。オーシャンがいつ手抜くのかは〝分からない〟。それが何より恐ろしい。フウタは鍛錬の軌跡を模倣する。相手の努力を、相手の積んできた鍛錬を知ることが出来る。だから、たとえばリヒターの《ランダー流決闘術：一筆》であろうが、一通りの剣技がどんなルートを辿たどるかを理解していればこそ対応出来た。

　だが、オーシャン・ビッグウェーブの手抜きは最早天才のそれだ。

　鍛錬を積み上げた。他の誰もが見ていない場所で。

　鍛錬を積み上げた。他の誰もが努力を見抜けないように。

　鍛錬を積み上げた。最強の高みを目指しながら、その研けん鑽さんを感じさせず。

　──鍛錬を積み上げた。遍あまねく全て、自然に行えるように。

　オーシャン・ビッグウェーブは、武人に見えない。それは最早、彼が常に手を抜いているのと同じこと。意図的にいつでも弱く見せることが出来る。

　闘剣の中でも変わらない。どんな場面で、どんな体勢からでも、手抜くことが出来る。

　だからフウタは常に模倣し直し続けなければならない。

　七割に落ちた瞬間に、九割程度の力で押し返す。十割になったら十二割の力でもって応じる。徹底的な力押しこそが、地力で勝っている人間の最も有利な勝ち筋。

　──だからつまらないんだと、いつか観客は吐き捨てた。けれど。

「やってみろよ!!!　出来るんならなァ!!」

　正面に構え、吼ほえるオーシャンは笑う。そして。

「……ライラック？」

　ライラックの僅かな変化に、隣で観戦していたパスタが気付いた。視線だけを少しばかり上向けて、チェアに転がりながら彼女はライラックを見やる。そして、目を瞠った。

　ぼう、と闘剣を見つめていた。その瞳に宿る色に名を付けるとしたら、羨せん望ぼうだろうか。

　どちらを見ているかなど明白だ。オーシャン・ビッグウェーブの闘剣に、強く眩まばゆいものを見るような、そんな羨望の瞳を向けている。先ほどまでとそう変わらない、むしろ押され始めたように見える男に何故なぜそんな顔を向けるのか、パスタは一瞬分からなかった。

「……あぁ。なるほど」

　けれど、軽く口角を歪ゆがませてパスタは理解した。

　フウタが徐々に徐々に優勢になりつつある、フィールド上。劣勢に追い込まれながらも楽し気に笑うオーシャンは、最初から変わらずこの闘剣に全霊をつぎ込んでいる。

　フウタも全力でなかったかと言われればそうではない。

　楽しそうに笑っていたことは、パスタの記憶に鮮明に焼き付いている。でも、それはきっと、オーシャンがフウタの予想を超えて強かったから。手応えのある敵だったから。

　そして何より、相手の楽しさが伝わってきていたからだろう。では、今は？

「……あたしにだって分かるんだから、そりゃあんたに分からないはずないか」

　頰ほお杖づえをつき、ライラックなどよりも見たいものへと視線を戻す。

　劣勢に追い込まれ、新たな手札を切って応じた戦い。それが上手うまくいったことも、そうだろう。けれど、そんな戦略的な快楽以上に。いつか否定され尽くしたスタイルで戦うことを肯定されている。許されたような心持ちは、それは楽しい闘剣であることだろう。

「ま、このままじゃ売り物にならないから、色々弄いじるとして」

　とはいえ、自分の仕事など今は後回しでいい。少し、パスタは自らの姉を鼻で笑った。

「バッカじゃないの。フウタをあんなに楽しませてるのが羨ましいって？」

　──それはあんたが、あいつを認めてやったからでしょ。

　などと、口には絶対してやらない。せいぜい、自らでは届かない高みで楽しんでいる人間を見つめて、届かない手でも伸ばし続けるといい。

　あのライラックがそんな感情を抱くなど、滑稽で仕方がないのだから。

《蒼海波濤流：崩波ダンパー》

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：崩波ダンパー》

　ぶつかり合う刃と刃。

「手抜いた後にどうすれば勝ち筋になるか。その努力の軌跡は、模倣出来る……！」

「お前の集中力と、オレの捌さばきの我慢比べってか!!」

　互いに吊り上がる口角は、勝ち筋の兆きざしを見み出いだしたからこそ。

　──ここで一つ、言っておくべきことがある。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ》

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ》

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ》

　チャンピオン・フウタがこんな回りくどいことをするのは、後にも先にもオーシャン・ビッグウェーブただ一人だろう。回りくどいことを強要されるのは、と言い換えてもいいそれはしかし、ここまでフウタに対して追いすがることが出来る剣士など、この世に片手の数ほどすらいないことを意味する。

　壱いち之の太た刀ち、そして弐に之の太た刀ちが別格だと評したフウタの言は間違っておらず、また──彼らはフウタに到いたる為ために今も実力を磨き続けているということだ。

　だがそれはつまり、逆説的に。

「はは、クッソ──このまま終わってたまるかよ!!!!」

　徐々に徐々に追い詰められていくオーシャン。

　手抜く刀にも、同じく手抜いて迫るフウタの刃。まるで、荒波に漕こぎ出した小舟のように、細い細い勝ち筋を模索し、全力でこの嵐を突破せんとオールを振るう船乗りのように。

　オーシャン・ビッグウェーブはただひたすらに思考を巡らせ、刀を振るい続ける。

　負けたくない。その想いは勿もち論ろん強い。けれど、楽しくて仕方ない。

「オレは、決めてたんだ！　この最後の闘剣で──テメエに期待させてやるってなァ！」

　その挑戦者に何も期待していない瞳を今に闘志に変えてやる。そう誓った日があった。

　だからこそ、どうだとばかりに七海征覇を振るい、こうしてここまで追い詰めた。

　頰には自分が付けてやった勲章きず。結局自分は、誰かの期待に応えることが、この上なく楽しいのだ。必ず、倒す。たった一度でも良い。そう、たった一度の闘剣であればこそ。

　このまま追い詰められて終わるなど、己の矜きょう持じが許さない。

「その模倣がいつまで続くか試してみろ!!」

《蒼海波濤流：崩波ダンパー》

　強引に繰り出す技は、受けを許さぬ二連撃。

　全力で放つそれを、フウタは一瞬で模倣し合わせにかかる。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：崩波ダンパー》

　ぶつかり合う全力の太刀。その瞬間、フウタは小さく目を見開いた。

　たとえば、どんな天才剣士であっても、模倣を許されぬ箇所があったとして。

「ゆーてもオレ、相棒の手入れを欠かしたことだけは無いんだよね」

　それは己の握る刃。どんなに熟達した技量であろうと、七海征覇の一撃で刃は毀こぼれしていた鈍なまくらでは、そう長くは持たない。頭では分かっていても、打開策と言えるような手札は手元に無い。一セコンに満たないような時間でさえ、ひたすらに模倣を繰り返す。

　加えて剣の寿命というタイムリミット。オーシャン・ビッグウェーブの見出したか細い勝ち筋は、なるほど確かにフウタの急所。卑ひ怯きょうとは言うまい。むしろ、拘こだわった得物があるメリットであり、フウタの在り方のデメリットだ。けれど、フウタは笑う。

　今までだって、七海征覇と鈍らとでぶつかったことはあった。他のどんな相手とも、量産品の得物でぶつかり合って──ただの一度も、敗北を喫したことはない。
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「負けてたまるかよ……！」

「──っ、くははははは！　いいねえいいねえ、そう来なくっちゃ、この最後の一度の闘剣に、お前を選んだ甲か斐いが無ねぇ!!」

　そうだ。ぶつかり合う度に刃毀れする鈍らだろうが、一切の容赦はしない。手加減などしている暇はない。どんな手を使ってでも勝利の二文字をもぎ取って、お前を──。

　視線が交錯する。フウタの金に染まった瞳と、オーシャンの闘志むき出しの眼光が。

　ぶつかり合う刀と刀。軋きしむ鉄の鍔つば迫ぜり合あい。ぐっと力を込めて相手を押し込もうとすれば、目の前には倒すべき相手の獰どう猛もうな表情。ああ、とオーシャンは笑う。

　あの日、オレはこの男に、こんな顔をさせることが出来ただろうか。

　想起する記憶の狭はざ間ま。感傷に浸っている暇などないと、意識を無理やり引き戻す。

　正面には頂点。出来上がったばかりのコロッセオ。

　こんな最高の舞台に、余計なノイズは不要だと、そう、想おもって。

「がんばれー！　いけー！」

　ふと、〝観客の歓声〟が耳に触れた。ほんの僅か間かん隙げきとも呼べぬ一瞬だけ、その幼い声が頭を突っ切る。彼女自身に思い入れがあるわけではない。だが心に響くのは己の原初。

『──じゃあ、好きなことを見つけるところからね』
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　──姉ちゃん。ああ、そうだな。好きなことを、全力でやってるよ。

　期待されることが、楽しい。そして。オレは期待されることよりも。

「これで終わってくれるなよ、フウタァ!!」

《蒼海波濤流：刺波パーリング》

　──どうやら、最初から。期待させてくれるヤツを求めていたんだ。

　頂点を、倒したい。届きたい。でも。そう簡単に崩れる王者であってほしくはない。

　自分がフウタを期待させ、導くつもりが。自分の方がいつからか乗せられて。

　この八つ目の海を征すると心に決めたのに、波に乗せられていたんじゃまだまだだ。

「終わらないよ」

　飛んでくる刺波パーリングは鋭い突き。相手の喉元を狙う引き絞った一撃。避けることも出来る。払うことも出来る。それは最初から変わらぬ選択。だがフウタは気が付いた。模倣を繰り返し十割と七割の間を行き来していた大波が、最後とばかりに放ったその十二割を。

　鈍らの強度は最も早はや限界。やることはただ一つ。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：刺波パ─リング》

　刃やいばが折れるからどうした。関係ない。ぶつかってくる全力に、ただ全力で応じるだけ。

　その武骨で面白みのない戦いを、期待して、最後の一度に選んでくれた──

　──目の前の男の期待に応えるため。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「うおりゃああああああああああ!!」

　ぱきん、と刃の折れる音。中腹から折れた先端は、くるりくるりと宙を舞い。

　ライラックが。パスタが。ルリが。コローナが。そして、オーシャンが、その空を眺める中。先の無い折れた鈍らの切っ先が。喉元に、突き付けられていて。

　己の放った技は、わずかに空を切り、フウタの喉元を掠かすめて避けられていて。

　全く同じ、突き刺すような体勢であるはずなのに、勝負は決まっていた。

「思えば、気づくべきだったんだよ。最初にさ」

　姿勢を崩さないまま、オーシャンは告げる。

『試合、してくれよ。──あと腐れなく、オレが今度こそ皇子に戻れるように』

『──ああ、やろう』

　あの力強い返答は、決してあの日のような、何もかもに期待することをやめた男のそれなどでは無かった。こいつはもうとっくに光を取り戻していて、きっと今が幸せだ。

　そうさせた人間にも心当たりは付いている。誰かに期待が出来ていて、その為に真まっ直すぐ突き進んでいる。八つ目の海はまだまだ広い。攻略するにはもっともっと時間が要る。

「……オレの負けだよ、フウタ」

　その吹っ切れた表情は、決して敗北者のそれではなく。

　皇子でもなければ闘剣士でもない。長き航海を終えた、一人の男の子の笑顔だった。




　──おろされた七海征覇は、バリアリーフの影に隠れてどこか寂し気だ。

　大きく息を吐き空を見上げる。眩まぶしい陽光に目が焼かれ、ゆっくりと額を手で覆った。

「──ありがとう、オーシャン」

　フウタは一言そう告げて、折れた刀をゆっくりと納めた。そして、立ち尽くすバリアリーフに背を向けて、ゆっくりと観客たちの方へと戻ってくる。

「楽しい時間をありがとうございました、王女様」

　ライラックの前に立つフウタに小さく首を振ると、柔らかな笑みと共に告げた。

「貴方あなたにとって楽しい時間であったなら、わたしも特に言うべきことはありません」

　別に、仮面を被かぶった言葉ではない。ただの本心だ。今回の戦いは、戦うべくして戦ったわけでも、フウタが望んだわけでもない。ただひとえに、バリアリーフに応じただけだ。

　そこにライラックの手引きがあったから、というのはある。けれど、もし無かったとしても、フウタの方からライラックに願い出に行ったことだろう。

　バリアリーフと、試合をさせてくれと。

　問題があるとすれば、そう。ライラックの表情に浮かぶ、微妙な寂せき寥りょう。

　気付いたフウタが、彼女に問いかけようとした時だった。

「──ちょっと。あいつあのままで良いわけ？」

「ん？　ああ」

　ライラックの隣に、自前のガーデンチェアでふんぞり返るパスタの姿。

　彼女の指さす先で、バリアリーフはまだフィールドの中央から動く気配は無かった。

「良いんだ。あいつは、いつも負けた試合の後はああしてしばらく動かない。……その、最後なんだ」

「あ、そ。……ふぅん」

「なんだよ」

　何か言いたげなパスタの言動に、フウタは何の気なく問いかける。

　彼女はフウタを上から下まで見やると、「まあ」と前置きしてから煩わしそうに言った。

「金は取れそうな催しだったわ」

「えっ？」

「……なによ」

　パスタからすれば、言い方に気を付けろだのなんだのとごちゃごちゃ言われるのを予測したうえでの言葉だったのだが。

　素直に驚いた風のフウタの間抜けた面つらは、特に悪感情を抱いた様子はなさそうで。

「──コロッセオでの評価を鑑かんがみれば、フウタの闘剣で〝金が取れる〟と評した貴女あなたの言動はただの褒め言葉ですよ、ベアト……麵」

「麵!?」

「ちょっと今パスタが出てこなかっただけです」

「だからってそんな略称ある!?　…………別に褒めては居ないわ。この組み合わせが初見だからっていうのは大きいわけだし」

　ふん、と鼻を鳴らして腕を組むパスタ。彼女の言うことはその通りではあった。観客に今の闘剣が評価されるとすれば、それはバリアリーフの剣技ありきだ。

　初めて目にしたからこそ、フウタの闘剣が映えたように見えただけ。

「あんたに縁の無い観客にとっては、あんたの闘剣は今のところ普通よ」

「そうか。いや、その通りだな」

　──なら、縁があるから、楽しんでくれたのだろうか。

「いやに素直じゃない」

「そりゃあ、まあ」

　そこまで言って、ふとフウタは思い出した。

　ウィンドを探そうとして、彼女との講習を中止した日。思えばパスタは何冊もの分厚い本に幾つもの栞しおりを付けて臨もうとしていた。あの腹立たしい顔の裏で彼女が何を思っていたかは分からないが、少なくともあの本の山は噓うそではないのだろう。

　フウタはパスタの記憶力を知らない。あの栞は全て、彼に見せるために用意したものであることもまた。ただ、それでも。

『あんたは──〈経営者〉なんだから』

　ルリの両肩に、まるで縋すがるように声を絞り出した彼女が、意味もなくあんなに人を突き放すとは思えないから。

「──あの時は悪かったな。金取れるように頑張るよ、俺」

「は？」

　虚を突かれたように、パスタの目が丸くなる。

　まともに二人三脚出来るかどうかさえ怪しかったけれど。この性格のねじ曲がり切った〈経営者〉が、ただの嫌なヤツではなくなった今なら。

「は、ぁ？　あんたが頑張るのは当たり前でしょ？　今更何言ってるの？」

　照れているわけではないだろう。

　どちらかといえば、持て余した感情の行き場に困ったように、パスタは顔を背けた。

「王女様、一ポイントで」

「はい」

「はいじゃねーよ!!」

　フウタはとりあえず容赦しなかった。椅子をばんばん叩たたいて抗議するパスタをスルーして、小さく笑うフウタとライラック。そして。

「良かったな、麵！」

　ぽん、と肩に手を置かれ、苛いら立だち全開で下手人を睨にらみつけるパスタ。

「麵言うなギロチン送ってやろうかクソ魔女」

「まーそう言うなよっ！　ケーキ食べる？」

「食べ……これは元からあたしのよ!!」

　差し出されたカップケーキをひったくり、もちゃもちゃ食べ始めるパスタを置いて、そのメイドは楽し気に微笑ほほえむ。

「かっこよかったぞっ」

「ありがとう、コローナ」

「てひひ。おりゃ、くらえ！」

　ぺち、と。とろいストレートがフウタの頰にヒットした。当てられた冷たい布に、眦まなじりを下げるフウタ。その布を押さえたままのコローナの手に手を重ねて、笑う。

「フウタ様ったら、痕が残ったら大変ですよっ？」

「……そうか？　気持ちは有り難がたく受け取っておくけど。……痕があろうがなかろうが、生きてれば良いかなって」

　それは、コローナを慮おもんぱかってのことだったけれど、彼女はいつものように気の抜けた声と共に少し思案してから告げる。

「ふむー。別にメイドは自分の体については気にしてませんよ？　この前も気遣ってくれてましたけど。むしろフウタ様がメイドの体のこと考えてる方がちょっと照れますねっ」

「ばっ……」

「だからまー。気にしなーいでっ？」

　ぺろりんっと舌を出してウィンクするコローナに、脱力したようにフウタは息を吐いた。

「分かった。気にしないよ」

「物分かりの良い子は好きよ、坊や」

「だから誰だよ」

　そんな下らない話をしながら、いつまでも手を重ねている二人だったが。

　フウタはふと気が付いて、視線を会場に巡らせた。

「そういえば、ルリちゃんは？」

「あっこ」

　ぴ、とコローナが指さした先はフィールドの中央。

　未いまだに動かないバリアリーフの前に、ミニメイドがぴょこんと立っていた。

「……ありがとな、七海征覇」

　──毎日、手入れを欠かすことなど無かった。それすらも今思い返せばきっと、心の矛盾が生み出したものなのだろう。後悔はもう無い。最後の刃やいばを、ここで振るうことが出来た。納めずともどのみち、もうこの刀を武器として扱うことは出来ない。分かっている。

　額を覆っていた手を下ろし、鞘さやを手に取った。そして、刀と鞘を正面に持ってきて、水平に構える。納刀してしまえば、それで終わりだ。

　それで、終わりだ。

「ふっ……くくっ……」

　情けないものだと、思う。たった一つ、刀を仕舞うことが出来ない自分に思わず笑う。

　磨かれた刀身に映る己の情けない顔。どんな名刀でも主あるじがこれでは、形無しだ。

　自嘲するように一ひと頻しきり笑って、あとはもう勢いで刀を納めようと心に誓った。

　そうしてもう一度目を開いた、正面に──なんか居た。

「めいどぉー」

「おう。めいどー。どしたい」

　妙な挨拶だなとは思った。けれど、大海の順応は早かった。

「えとね」

　少し考えるように、彼女は悩む。歳としの頃は六歳くらいだろうか。桜色の髪は己と同じ。柔らかな頰は幼い童女特有のそれ。しかしその、美しい瑠璃色の瞳は、バリアリーフの姉である、アザレアと同じ。

　──どうして気付かなかったのだろう。

　いや、メイド服のせいだ。どう考えてもそうだった。

　まさか皇族が侍従の服を楽し気に纏まとっているなど夢にも思わなかった。それだけの話だ。間違いなく、彼女がルリ・Ｓ・クライスト。バリアリーフの姪めいに当たる少女であり、そして。ウィンド・アースノートがあれほどまでに身を張って守ろうとした、彼の願い。

　目と目を合わせたバリアリーフの手は、気づけばおろされていた。

　鞘と、刀とを、それぞれ握ったまま。

「がんばったね」

　その一言に、バリアリーフは目を丸くした。──そうだろうか。頑張った、だろうか。

「そう見えた？」

「？　うん、いっぱいがんばってた！」

「そ、っかー。そっかー」

　──姉ちゃん。

「ルリちゃん、だよね？」

「おー？　なぜ知ってる。しらべあげた？」

「調べ上げてはいねーよ。面おも白しれぇなキミ。姉ちゃんとは全然違ちげぇわ」

　鞘を腰に戻して、そっとルリの頭に手をやる。

　さらさらとした髪は、きっと伸ばせばアザレアと同じくらい美しいものになるだろう。

　アザレア色の髪と、瑠璃色の瞳。親子の証あかしは、背中など見なくとも分かる。

「……なぁ、ちゃんルリ」

「ちゃんルリ？」

「そう、お前、ちゃんルリ」

「……ルリ……ちゃんルリだった……!?」

「驚きょう愕がくの事実にビビッてるとこアレなんだけど、あのさ。パパと一緒に居たいよな」

「？　うん。ちゃんルリ、パパと一緒に居たい」

「順応性まるすぎかよパねえな、ちゃんルリ」

　とぼけた口調とは裏腹に強い意志の感じられる瞳。それはとても六歳児に出来るような目ではない。まるで何かをもう乗り越えたような、自身の姉を感じさせるような、そんな。

「そ、か。そっかー。そうだよな。良いいぜ、分かった」

「何が判明した？」

「そうだな。驚きの事実ってヤツかな」

「ちゃんルリ、すごいことしたのでは……？」

「したした」

「とても、実感がない……！」

「……お前、マジどこで覚えたんだそんなボキャブラリ」

　メイドのせいである。やれやれと首を振って、彼は決意した。己は我欲でこの刀を振るったのだ。けじめを付けなければならない。そしてそれは今度こそきっと彼女だれかのため。

「ちゃんルリ。オレ、もう少し頑張っちゃうわ」

　立ち上がったバリアリーフは、彼女の目の前でもう一度鞘を手に取った。

「？　がんばれ？」

「ああ。あとは、兄ちゃんに任しとけ」

　そう言って。彼はゆっくりと、その鞘に七海征覇を納めた。

　ぱちり、と音がして。

　息を吐いたバリアリーフは、七海征覇を腰に戻すと、ルリをひょいと持ち上げる。

「ゆーかい！」

「おうやめろ、オレの部下泣いちゃうから」

　肩に軽々とルリを乗せ、彼は悠々とフウタたちの元へと戻ってきた。

「よっ」

「──オーシャン。もう良いのか？」

「おーよ。んなわけで、オレはバリアリーフ皇子だから。敬っちゃう？」

「公の場ならともかく、すげえやだな」

「嫌とまで言っちゃう？　ま、良いですケドー？」

　先の敗北を気にもしていない風で、バリアリーフはフウタたちの前に立つ。肩車されたルリは、バリアリーフのつむじを探していた。

「フウタ。一つ頼まれてくんね？」
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「良いよ」

「かっる。良いんですかライラっちゃん。フウタくん、安請け合いが過ぎるんじゃね？」

「まずその呼称を改めていただけますか？」

　額に青筋を浮かべたライラックは、フウタからすれば恐ろしいものだったのだが。バリアリーフにとってはどこ吹く風。

「そ、それで。頼み事って？　王女様に迷惑が掛からなければ受けるけど」

「お、マジで？　じゃあさ──〝契約〟一個交わしてくんね？」

　フウタは少し目を瞠みはった。〝契約〟。その言葉を聞くのは初めてではない。ライラックも、多くの人間と取り交わしていることは知っているし、何よりフウタも最初は彼女と〝契約〟関係だったのだ。だがバリアリーフが〝契約〟を使えることは、初めて知った。

　何故なぜならこれは、限られた〈職業〉にしか使えない魔導術で。

「お前の模倣って、全部が全部ってわけじゃねーけど、魔導的なもんっしょ」

「え、そうなのか？」

「知らなかった系？　マジかよ。でも、それなら多分イケるんだわ」

　驚いた様子なのは、何もフウタだけではなかった。

　ライラックも少し目を丸くして、口を挟む。

「フウタの模倣について、何か知っていることでも？」

「いやなんも知らね。ゆーてもオレ、魔導詳しいわけじゃねーし？　でも、なんかそんな気がする。良い感じの勘」

「勘ってまた……」

　脱力するフウタだが、自分のやってきたことが魔導の力によるものだと聞かされて、少し表情が渋くなる。その気持ちを察したのだろう、バリアリーフは付け加えた。

「言うたっしょ。全部じゃねーって。何割かとか全然知らね。けど、多分混じってるみたいな。まーちょっと聞いちゃってよ」

「……〝契約〟だっけ。その前にちょっと聞きたいんだけど、お前そんなの出来たのか」

「そりゃまあ」

　ぼりぼりと頭を搔かくバリアリーフ。髪がぐしゃぐしゃになって、せっかくつむじが見つかると思っていたルリがショックを受けていた。

「第一皇子に〝契約〟しろって言われたのも、オレの力ありきだし？」

　あと三回しか武器を使えないという、〝契約〟。

　第一皇子との間で取り交わしたそれ。ならば何を〝契約〟するつもりなのか。

「──オレが居なくても、オレの《模倣》が出来るように」

「えっ」

「契約期間は、お前とオレがもう一度会うまで」

「……なんで」

　簡単っしょ、と彼は告げる。

「オレだけのオリジナル剣技。使えるのはオレとお前だけ。万が一絶やすのは勿もっ体たいねえし……何よりさ」

　バリアリーフの口角が上がる。

「オレだけの剣技がお前に使われてるって知ってたら、ゆーてもオレ、死ねないっしょ」

「お前、何をするつもりなんだ？」

　決まってる。

「帰るよ。帰って──兄貴ぶっ飛ばすわ」

　絶句するフウタに、さらに加えてバリアリーフは言った。

　彼をライラックが疎うとんだ理由。第一皇子が、殺さず外へ放り出すしかなかった理由。父親たる皇帝が、彼が自由に生きられるようにと願った理由。ライラック同様に〝契約〟を操る彼の〈職業〉。そして、何より今から彼が成そうとしている、動乱の平定。




「親おや父じの後継ぐわ。ゆーてもオレ、〈英雄〉ですから」
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　──王城、王女私室。フウタとバリアリーフの戦いが終わって、王城へと引き返して。その日の夜のこと。バリアリーフはライラックに内々に呼び出され、私室へと赴いていた。

「うぇーい。……まあなんつーか、一応礼は言っておくわー」

　一応と、そう付けたのには理由がある。単純な話だ。ライラックがフウタとバリアリーフを引き合わせたのは、ただ彼の願いを叶かなえてやろうなどという優しい心からではない。

　彼が我欲のために王都に来たと、認めてしまうことになれば彼は王都に居られない。つまり、婚約破棄に繫つながると考えたが故のこと。

　バリアリーフ自身もそれを分かっているからこその、一応の礼だった。

　勿もち論ろん、エルフリードの勝手な行動やルリのことも含め、思ったよりも今回の一連の騒動は大きかった。ライラックはその全てを利用するつもりは無かった。

　今回の場合は本当に、たまたま手札が手元に転がってきたというだけ。特に労力も必要とせず、ただ漫然と手札を切っているだけで上がりに辿たどり着いた。楽な仕事だった。

　バリアリーフにとってみれば、気付いた時点で打つ手がなかったのだからどうしようもない。ライラックが何をしているか分かった上で、全てのらざるを得なかったというだけの話。想定外は、フウタくらいのものだ。

　彼女に、特別に想おもう相手がいることは見抜いていた。王都にフウタが居るということも情報として握っていた。まさか、ここで繫がるとは思っていなかった。

「どういうつもりですか？」

「あり？　ライラっちゃん怒ってる？」

「怒ってなどいません」

　ソファに掛けるよう勧められ、開口一番がこれときた。主語の無いその問いにとぼけることも出来たが、特に誤魔化す理由もない。彼女が言っているのはフウタとの〝契約〟の話であり──今回の一件で、唯一ライラックの想定外であったことの話だ。

「意趣返し的な？」

「なるほど？　ならば貴方あなたの想い通り、わたしは不愉快な想いをしていますが」

「やっぱ怒ってんじゃん」

「何か問題でも？」

「いや……ええ……？」

　あの場に居た者で、彼の意図全てに気が付いたのは、きっと彼女を除けばパスタくらいのものだろう。〝契約〟をフウタに持ちかけた際のバリアリーフの言葉は全て本心だ。

　だが、全部を口にしたわけではない。あんな風に話を振られれば、ライラックに迷惑がかかるものでない以上フウタは引き受けるだろう。だから彼女には止めようがなかった。

〈英雄〉との、剣の〝契約〟を。

　出来るかどうかは勘頼り。しかし、失敗したところでデメリットはない。

　ならば何故これほどライラックが不愉快そうにしているのか。その答えは簡単だった。

　バリアリーフとフウタの闘剣。悔しくも魅せられたそれ。ライラックの抱いた感情に、彼は気づいていた。推測した、と言い換えても良い。ライラックに特別な相手がいることは知っていた。それがフウタであることが分かった。そしてライラックは武人である。

　それだけあれば、〈英雄〉にとっては知恵遊びにもならない単純な答えが導き出せる。

「置き土産っちゅーか？　オレの言いたいことは一貫してるよライラっちゃん」

　ライラック・Ｍ・ファンギーニ相手に、正面から嫉妬を煽あおったのだ。

「大事な人なんて、いつまで一緒に居られるか分かんねえんだしさ」

　のんびりと伸びをして、彼は告げる。自分の身の上話をするつもりはない。これはただのお節介だ。ウィンドという結ばれない想いを目にして、彼の言葉を聞けばこそ。

　そして自分が、もう会えない肉親を数多く抱えていればこそ。

「素直になれよ、ライラっちゃん」

　けらけらと笑って、バリアリーフは部屋を出ていく。バリアリーフとライラックの勝負は、ライラックの勝利に終わったはずだった。婚約は破棄。彼は国に帰る。

　だというのに、両者の表情は、勝敗の真逆の様相を呈していた。




　　　　†




　別れの日。バリアリーフ皇子の帰国は、皇国商隊キャラバンと合わせて行われることになった。

　力なく項うな垂だれるエルフリードの肩に手をやり快活に笑う皇子。来訪時と比べて随分と寂しくなった荷馬車の群れは何かを察しないでもないが、残念がる国王に対して真摯に応じたバリアリーフは、後はもう馬車に乗り込んで王城を出るという段になって、別れの挨拶を告げるべく、王城の城門前で待つフウタたちの元へとやってきた。

　この場に居るのは、フウタとコローナ、そしてルリの三人だけだ。

「よっ、めいどー」

「めいどー！」

「めいどぉー！」

「どうしてこの一瞬で挨拶が完成されてるんだ」

　愉快そうに笑い、うぇーいと拳を突き合わせるバリアリーフとコローナ。ほぼ初対面に近いはずなんだがと首を傾かしげるフウタを置いて、ルリは自分もとばかりにうぇーいと交ざる。彼女の教育現場がここで本当に良いのか。真剣に考えざるを得ないフウタであった。

「……もう、行くのかオーシャン」

　本当にあっという間だった。剣を交えてから、一日と経たっていないような。

　バリアリーフが帰国することが決まってから彼の周囲が慌ただしかったことはそうだろう。フウタはフウタでオルバ商会の修復を手伝いに出かけており、のんびりと話すような暇はなかった。実際のところ、時間があったら二人がゆっくり旧交を温めたかと言えば、きっとそんなこともないのだろう。二人の会話は、既に済んだ。あの闘剣が全てだ。

　そういう割り切りがあればこそ、互いに予定を合わせようとはしなかった。男の子だなあ、とコローナがけらけら笑っていたのをフウタはよく覚えている。想えばあの時、彼女はフウタとバリアリーフが会う時間を調整してくれようとしていたのかもしれない。

「おいおい、別れを惜しむ時間があるだけ良いと思えよ？」

　バリアリーフは案の定、特に惜しむこともなく楽し気に言った。その言動がいつかのコロッセオをネタにしていることに気付き、コローナは少し目を丸くする。

　フウタにとって、かつてのことがどれほど重かったかは、言葉だけとはいえ理解しているつもりだ。同じ場所に居て、互いにすれ違っていた二人だからこそ、特に口を挟むつもりはないけれど。ちらりとそのまんまるおめめをフウタに向ければ、彼は。

「ああ、本当にな」

「そーそー。そういうエモいの全部すっ飛ばして追い出されたお前が言うか的な？」

「まあそうなんだけどさ。今回は機会があるんだし」

　穏やかな笑顔に、一片の曇りもなく。コローナの心配は杞き憂ゆうだった。フウタ自身、色々あった。それはライラックとの出会いに始まり、プリムやイズナとのぶつかり合い。そしてきっと、コローナの分からないところで、闘剣の中で感じた心もあったのだ。

「じゃー、祝っちゃいます？　乾杯、いっちゃいます〜？」

「祝いはしないけども。それに今から酒は拙まずいだろ」

「それなー！」

　はー、皇子つれーわー、などとおどけた様子の彼。その表情には一切の気負いはなく、コロッセオでオーシャン・ビッグウェーブだった頃と同じ、明るい海のような笑顔。

　だからこそフウタは気になった。彼が、第一皇子との約束を破って帰国することが。

「大丈夫なのか、武器も使えないまま戻って」

　そう問えば、首をぽきぽき鳴らして、バリアリーフは笑う。

「大丈夫じゃあねーよそりゃあ。親父との約束も破っちまうことになる。兄貴も、ゆーても許しちゃくれねえだろうし？　でもまー」

　ひょい、とルリを抱えて肩の上に乗せる。何をされたか一瞬分からなかったルリ。ぐっと近くなったバリアリーフの顔をまじまじと見つめて、鼻をつまんだ。

「ふんが」

　まるでダンゴムシででも遊ぶようなノリのルリを、フウタは慌てて止める。

「ちょ、おいルリ」

「いーのいーの。警戒してねー証拠っしょ」

「しょうこっ！」

　彼の笑顔は変わらない。同調するように拳を突き上げるルリに、フウタは諦めたように眦まなじりを下げた。実際、ルリは彼に警戒した様子は全くないし、むしろ懐なついているようにも見える。ルリと彼が、この二は十つ日か間で何度顔を合わせたのか、フウタは知らないけれど。

「──妹分っちゅーか、姪めいっちゅーか？　こいつ守る為ためなら、親父も許してくれるべ」

　それでも、姉の忘れ形見が大きなきっかけで、彼に決意をさせたのは間違いない。

「兄貴を止める。ちょい荒っぽい真ま似ねすんのは悪わりぃけど、色んなヤツ泣かせたんだ。ケジメは付けて貰もらうさ。──それに」

　一度目を閉じて、思う。──自らを縛る〝契約〟。

「結んだ相手が居なくなれば、その〝契約〟は無効だ」

「お前それ……お兄さんを」

「皇族の名で国乱したんだ、しくじったら末路は変わらねえ。そいつぁオレも同じだ」

　開いた瞳に宿る決意は固い。ただ、すぐにいつもの緩いものに戻った。

　フウタや、コローナ、そしてルリ。ライラック相手ならばともかく、こんな話を〝国〟と無関係な人間にしても仕方がない。それよりも、もっと話題を共有できるようなものを。

「まーほら、レザっちゃんに喧けん嘩か吹っかけて、勝率覆くつがえしてやらねえといけないしな」

「──そうか」

「ああ、だから必ず帰って来るぜ」

　にや、と口角を上げたバリアリーフは、ルリをフウタに手渡すと大きく伸びをした。フウタに抱き上げられたルリが、「ひとじちへんかん」とか言っていたがそこはそれ。どこで覚えたんだとばかりに隣のメイドに目をやれば、無言でピースして左右に揺れていた。

　いつも通り存在がやかましい。

「──さて、と。いっちょ国でも救ってきますかー」

　まるで昼ご飯を作るようなテンションで彼は言う。

　彼の背後を見れば、馬車の準備を整えた部下がバリアリーフの元へと歩いてくる。

　別れの時だ。じゃあなと一言告げるバリアリーフに、ルリが歩み寄った。

「あの……えとね」

「うん？」

　別れの段になって、ルリは少し悩むように口を噤つぐんだ。ルリに、バリアリーフのしようとしていることは分からない。けれど何故なぜだろうか。自分のために、何かをしてくれるつもりであることだけは、伝わった。だから、彼女は、精一杯。

「あのね……いちばん、ほしいものはなに？」

「一番ほしいものかー」

　アザレアの言葉が、ふと彼の脳裏をよぎった。ああ──今なら、答えられる。

「期待させてくれるヤツだよ」

「期待させてくれるヤツ……むずかしい」

「そうか？」

「でも、分かった」

　ぴ、と指さした先は、バリアリーフ自身。

「ルリ、待ってる。待ってるから、一緒にフウ兄倒そう」

「──はは!!　そいつぁめちゃんこアガるわー!!」

　わしわしとルリを撫なでまわし、今度こそバリアリーフは背を向けた。

　ああ、とても良い気分だ。ルリはバリアリーフが帰ってくることを期待している。フウタを倒すことを期待している。そして何より、未来に期待させてくれている。

「ああ、こいつぁ死ねねえなぁ」

　武器は無い。多くの凶きょう刃じんを防ぐ手立てはない。それでもきっと、バリアリーフ・Ｆ・クライストは大丈夫だ。たとえどんなことをしたって、国を治めて、ここに帰って来る。

「大丈夫なのか、バリアリーフ」

　至難を極めることだろう。これから彼の旅は、それこそ嵐の真っただ中をひたすら進むことになる。心配するのは、普通だ。けれど、そんなフウタの言葉に首を振って。

　親指を突きだして、楽し気に言い放った。

「ゆーても、故郷さ」

　そう。故郷だ。ただの帰国だ。何も怖いことはない。

「──八つ目の海お前をを征する倒すよりは、楽勝だよ」

　──バリアリーフ・Ｆ・クライスト皇国第五皇子は、こうして。

　王都を去ったのであった。
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　空を切る音がする。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼そう海かい波は濤とう流：崩波ダンパー》

　二重に響き渡った風鳴は、武人が耳にすれば思わず足を止めるほどの二太刀。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：槌波ショアブレイク》

　勢いよく振り下ろされた一撃は、触れてもいない足元の草を靡なびかせる。

　まるで避難するように左右に別れたその草が、可愛かわいく思えて少し彼は頰を緩めた。

《模倣：オーシャン・ビッグウェーブ＝蒼海波濤流：刺波パーリング》

　最後の一突きは風を纏まとった鋭い剣技。

　陽光に煌きらめく刃やいばが空気を貫いたところで、ようやくとばかりに一息吐ついた。

「……完全に模倣出来てるな」

　そう呟つぶやく青年──フウタ。彼の視界の中に、模倣元たる刀使いの姿はどこにもない。

「──精が出ますね」

「王女様」

　フウタの模倣の条件は、中々にややこしい。別に、目の前に本人が居ずとも完成度の高い真似をすることは出来る。それはそうだ、一度自らが放った技になっているのだから、出来ないということはない。ただ、それは本当にただの真似だ。彼の使う模倣は、物真似とは全く異なる、他人と同じ技量で以もって剣を振るうことが出来るという才能だ。

　その場その場で真似をするのではなく、適切なタイミングで適切な技を繰り出せる、その剣士本人のような動きが出来るのが模倣の強みだ。その対象は、視界に入っている人間。厳密には目を閉じていても出来るが、詳しいことはフウタ自身にも分からないことが多い。

　その模倣が、対象の居ないところで出来ている。フウタにとっては、驚きだった。

「珍しいですね。執務のお時間では？」

「ええ、まあ」

　隣に並び立つ彼女は、ここ最近変わらずどこか物もの憂うげだ。

　今日は輪を掛けて悩みがあるようで、フウタはどう触れたものかと考えを巡らせる。

「……楽しそうですね」

　口を開いたのは、ライラックの方だった。彼女の視線の先では、草に囲まれた庭園で、ルリがコローナに遊んで貰っている。コローナがルリで遊んでいる可能性も否いなめないが、そこはそれ。華やぐような笑顔は、父の無事が分かればこそ。

「ウィンド・アースノートは癒ゆ師しが対応しています。まあ、死にはしないでしょう」

「はい。ありがとうございます、王女様」

「いえ。物のついでです」

　身体からだを酷使しすぎたせいで、色々と身体にガタは来ているようだが、それでも命に別状はない。それはきっと、プリムやフウタがあの場所に間に合ったことが大きい。

　棒きれで木を突つつき、落ちてくる虫にぎゃーぎゃー言っているあの二人の笑顔を守れたことを、フウタは誇りに思っている。

　ああ、本当に。いっぱい笑ってくれて、それだけでフウタは十分だった。

「──イズナとモチすけについては、どうなりましたか？」

「あの二人は城で拘束し、事情を聴いています。無罪放免というわけには行きません。然しかるべき処分をこちらの方で考えています」

「……そうですか」

　五千万ガルドを目当てに王都で暴れに暴れた二人組。

　建物の倒壊を含む多くの器物損壊に関しては庇かばい立だてのしようがなく、雇い主たるエルフリードが殆ほとんどの責任を取るとしても、彼らの責任がなくなるわけではない。

「──まぁ、心配せずとも大丈夫ですよ」

　え、と思わずライラックに目を向けるフウタ。

　そんな彼に、呆あきれたような柔らかな笑顔で、彼女は言う。

「自分の支払う賠償金は、自分で稼いでもらいますから。闘剣士なのでしょう？」

「あ、ありがとうございます」

「どうして貴方あなたに礼を言われるのかは分かりませんが」

「それは……なんでですかね」

「ふふっ」

　王都コロッセオの産うぶ声ごえは、もうすぐだ。頂点と大波の激闘は決して表舞台に出るものではないけれど、きっとあの場に居た人間たちの心の中に残り続ける。

　そして、大波の意志は、今ここに。フウタの鈍なまくらに宿っている。

「……貴方の模倣が、魔導術に関連するものだったとは」

「俺も知らなかったことで……すみません」

「謝られるようなことではありませんよ。ただ、わたしは」

　少し悩んで、ライラックは続けた。

「貴方のことを、あまり知らないのだと」

　寒ふ季ゆ本番が近づく空っ風が、二人の間を流れる。冷たい風に靡くライラックのドレス。髪飾りを押さえながら、視線はただ宙を睨にらんでいた。

「……俺のことですか？」

「模倣が魔導術に関連していることもそう。生まれ育った環境のこともそう。それに、〈無職〉が後天性であることも」

　何故それを。

　驚いたように目を丸くするフウタに、向き直ったライラックは正面から彼を見据えた。

「この城に居てくれればそれで良い。そう言ったのは、確かにわたしです。貴方とて、想おもい出したくないことが多いだろう。そう考えたのも事実です。──でも」

　今回のこと。バリアリーフ皇子との婚約についての騒動と、それに付随して起きたウィンド・アースノートへの暗殺指令。ライラックにとってはいつも通り望んだ結果と言える。

　フウタに話していないことまで含めれば、邪魔な〝契約〟を片づけたバリアリーフが、ライラックとの婚約以外の目的で来訪する分には大歓迎だ。

　刀を抜けない闘剣士など、何の意味があろうか。

　婚約も正式に破棄出来たことだ、文句はない。ないけれど。

『王女様が幸せなら、それが一番です』

　あの言葉に受けた言いようのない感情と。部屋に入った時に目にした、あの温かな家族のような光景は、焼き付いて離れない鮮明な記憶。

　あの時に芽生えた感情の名は何だろうか。家族ごっこなどに興じている時間はないと、自分自身に言い聞かせて。なのに煮詰まった想いは、淵ふちにこびりついて離れない。

　ぐ、と胸を握りしめるように、心から声を絞り出すように、ライラックは呟く。

「呼び名に限らず。……貴方が、遠い」

「……王女様？」

　空っ風に阻はばまれて届かない言葉に唇を嚙かんだ。届かないと分かっていて呟いた己が苛いら立だたしい。距離はいつだって──コローナの方が近いのだ。

『素直になれよ、ライラっちゃん』

　去り際の置き土産は、見透かしたような台詞せりふ。意趣返しとはなるほどよく言ったものだ。

　醜い嫉妬だ。分かっている。分かっているから、口に出せない。そんなのは、ライラック王女のすることではない。いつだって、貴方が頼るのはわたしであるべきで。人生を全て寄越すと言い放った彼の言葉に付け込むのは、人生で初めて得られつつある信頼という名の絆きずなを断ち切る刃。だから──と、その時だった。そっと距離を詰めたフウタが、ライラックの肩に上着を掛けたのは。

「臭ったりしたら、すみません。でも、寒そうだったのと……」

　少し言葉を選ぶように、彼は軽くフィラーを交えて。

「王女様の声が聞こえない場所に居るのは、と思いまして」

　迷惑だったら、と眉を下げるフウタを見上げて、ライラックはすぐに顔を逸そらした。

　ああ、確かに寒かった。ドレス一つでくるべき場所ではなかったと、掛けられた上着をぎゅっと、巻きつけるくらいの力で身に纏う。

「ありがとう、ございます」

「いえ、俺も少し躊躇ためらってしまって」

　──暖かかった。

「……どうかしました？」

「いえ」

　何故なぜ、目を逸らす必要があるのか。困惑するフウタをよそに、ライラックは掛けられた上着を見つめる。フウタからしたら余計に、ただ上着を掛けただけのことだろう。

　けれど。寒そうな姿のライラックに、上着を掛ける人間は、この世に二人と居ない。

　それを自覚しているからこそ、余計に想いが募ってしまう。目を閉じる。

「上着を、掛けてくれるんですね」

「え？　はい。掛けました？」

　何故だろうか。たったそれだけのことで、気持ちが緩むのは。

　──単純な話だった。信頼され、頼られ、強くあるべき自分。

　そう思っているのは、どうやら自分だけだと。フウタは、目の前で寒そうなライラックが居たら、自分に出来ることをするのだと。酷ひどく、当たり前の話でしかないのに。

　ただ、女の子に上着を掛けただけ。それだけのことが、ライラックの心を溶かす。

「フウタ。貴方はわたしに婚約者が出来たことを、喜びこそすれ寂しいと。もう少し近くで幸せになって欲しいと言いましたね」

「あ、はい。思い返すと滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ不敬で恥ずかしいですが。でも　──でも、本心です」

　そう告げた。

「ウィンドさんから、色々聞きました。アザレアさんの婚姻について。きっとウィンドさんはアザレアさんを凄すごく大事に想っていた。それこそ俺が王女様を想うくらい。だから」

　程近くで、紡つむがれる言葉にライラックは顔を上げた。

　見上げれば目の前。近しい距離で、ライラックはフウタの言葉を待つ。

「俺は王女様に、幸せになってほしい。……もしも、俺に出来ることがあるのなら、出来る限りのことをして、俺が貴女あなたを幸せにしたい」

「……っ」

　潤んだ瞳が、上目遣いにフウタを見上げた。

「わたしが貴方を幸せにするのではなく、貴方が、わたしを？」

「だっていっぱい色んなことをして貰もらってるじゃないですか。俺ばっかり。なら王女様が俺にやれって言ったこと以外でも、出来ることを王女様にしてあげたい」

「……たとえばそれが、わたしらしくない申し出であったとしても？」

「俺、言ったじゃないですか」

　何を、と思うより先に出てくる言葉は、随分前のこと。──あの夜の誓い。

「俺だけは、何があっても貴女の味方で居ますって」

「……よく、一言一句覚えていますね」

「そう言って貰えるってことは、王女様も覚えてるってことじゃないですか」

「……それは、揚げ足取りというものです」

「ええ……？」

　そんなぁ、と困り顔のフウタに、ライラックは一度小さく微笑ほほえんで。

　逡しゅん巡じゅんするように伏せた蒼あおの瞳で、フウタを映す。

「幻滅しませんか？」

「しません」

「絶対しませんか？」

「しません」

「〝契約〟を……」

「そこまでします!?　構いませんけど！」

「……いえ、〝契約〟はしません」

　フウタとの間に、もう〝契約〟は持ち出さない。それは、彼の信頼を試すと決めた時から自分で誓ったこと。信頼を試すつもりだった。裏切ればそれまで。そのつもりだった。

　なのに。どうしてこんなに、試すことそのものが怖いのか。

「──フウタ」

　その小さな口を開きかけて。躊躇って。閉じかけて。

「わたしの隣に居てください」

「……それは」

　あの夜も全く同じことを言われたと、フウタは記憶を呼び起こす。

　先のやり取りで、ライラックとて憶おぼえているであろうことは分かっているのだ。

　なら、この言葉の意図はいったい。答えは、思いのほかすぐに出た。

　寄せられた身体。肩に傾け預けられる、彼女の頭。

「……王女様？」

「一番近くに居てください」

　ライラック王女殿下の、初めて耳にする恥ずかしそうでか細い声色。驚いたフウタが彼女の目を見れば、潤んだ瞳と一緒に朱に染まった頰。蒼の瞳にいつも浮かぶ計算と自信はどこへ消えたのか、怯おびえさえ垣かい間ま見みえるそれはただの少女の顔だった。

　けれど、フウタの答えは一つだ。寄せられた身体からだに腕を回して、抱き寄せる。

「はい」

　そのシンプルな答えこそ、最も強く求めていたものだと分かってか否いなか。

　ふ、と彼女の緊張が緩むと共に、寄り添う身体の熱が伝わる。

　遠くで、楽し気に遊ぶルリとコローナ。二人を見つめて、ライラックは呟つぶやく。

「……近くで幸せになって欲しいと言いましたね」

　羨ましかった。そう素直に言えなかった。けれど。

「なら、貴方と近くに居る、その証あかしが欲しい」

「……証、ですか？」

「ええ」

　証。そう聞いて、フウタは思案する。だが、歩み寄りたいと言い出したのはライラックの方だ。別に、無理にフウタに考えさせる理由はない。緩く首を振って、彼女の方からゆっくりと答えを紡ぐ。
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「……名前で呼んでください。いつまでも王女様だなんて、少し遠い」

「……それは」

　──恐れ多いことだと、口を閉ざしたフウタ。けれど正面に居る人は、今間違いなく幸せを求める会話をしていた人で。そんな人からの提案を断ることなど、出来はしない。

　そして、何より。

　こんな瞳で自分を見上げる愛いとしい人を、無下にする理由の方が、フウタには存在しない。

「……ライラック、様」

「──まあ、様付けくらいは許しましょう」

「それ以上は無理ですって！」

　叫ぶフウタに、ライラックはくすくすと笑う。そして、柔らかな微笑みと共に告げた。

「フウタ。……わたし、今がこの上無く幸せです」

　それだけは、初めて──〝素直〟に口に出来た、本当の気持ちだった。




「たとえば俺が、訪れる八つの剣つるぎを出迎えたとして。」

おしまい。










　あとがき




　たとえば自らが生きる理由に答えを得たその後で、置き去りにしてしまった誰かの気持ちがあったとして。気づけなかった想おもいや、知らなかった事情があるのは仕方がないけれど、いつか届かなかった感情をぶつける機会が得られる場所こそがこの王都である──。

　藍藤は今日も元気です。

『たとえば俺おれが、チャンピオンから王おう女じょのヒモにジョブチェンジしたとして。』

　第三巻をお届けいたしました。いや─────めっちゃ大変でした！

　今回の物語も勿もち論ろん、前回までと同様にＷＥＢからの修正でお届けしたのですが、正直にいって前回までとは比較にならないほど原稿をいじるハメになりました……。と言いますのも、ページ数の問題が非常に大きくて。そのまま三章を書籍に落とし込むと、なんと圧巻の６００ページ！　馬鹿かと。で、救いを求めるように担当氏に相談をしたんですよ。

「その。どうにか、削れるとことか、エピソード短縮できるとことか、ないっすかね」

　って。正直ボクはＷＥＢ版の段階で既に完璧な物語を書いている気持ちでいましたから、自分から削れる箇所なんて思いつかなかったんですよね。でも、そしたら担当氏さ。

「ん───────ないっすねｗｗｗｗｗｗ」

　いや草生やしてる場合じゃないが??????

　それでも、頼りにならないことを言っている担当氏と一緒に、行数やページ数と相談して、エピソードの雰囲気を変えて、一冊の満足感を試行錯誤して……蓋を開いてみれば、本当に担当氏にはお世話になりっぱなしだったけれど。今回はこうして、何とか三章を一冊の物語でお届け出来ることになり、本当に良かったと思っています。最大の功労者は、二巻より多いページ数で会議通してくれた担当氏かもしれない。

「削れるとこが無いなら、会議でページ数増やせばいいじゃないｗｗｗｗ」

　あれ？　ちょっと頼もしいぞ？　……ともあれ。どれだけ時間が掛かったかを数字にするのは難しいですが、体感で言うと小説二冊書き下ろすくらいの時間をこの改稿に使った気がします……。けれど、そうした難産の末に生まれたこの三章は、きちんとそれぞれの魅力を出すことが出来たかなと感じ入る次第です。

　今回の中心である、イズナやウィンド、そしてバリアリーフ。男たちの物語の中で躍動した章ヒロインのルリと──表紙でも「背中合わせでお願いします！」と頼み込んだ例の赤い女。そして何より、今回ようやく自らの心と向き合う準備の出来たお姫様。

　色んなキャラクターの良いいところが、何とかお見せ出来たのではないでしょうか。

「見せ場多すぎて挿絵の選定どうしましょｗｗｗｗｗｗ」

　と担当氏も大喜び（？）。十枚を何とか絞り出し、霜しも降ふり神降霊の儀を執り行い──結果として召喚されたこの一冊の本。どのイラストもクオリティが馬鹿高く、お世辞抜きに壁紙にして飾りたいほどです。白黒ってこんなに美しい絵が出来るものなんだね……。

　おかげで、ＷＥＢよりさらにキャラクターへの思い入れが深まり、この世界で生きている彼らを実感することが出来ました。二巻あとがきに引き続き、本当に霜降さまの仕事が素晴らしくて困ります。

　杠ゆずりは憲けん太たさまによる少年エースplusでのコミカライズも始まり、これがまた凄すごいの何の。物語の中身を完璧に理解し、漫画としてのすばらしさを突き詰めたこちらはボクも絶賛の一言でしか感情を表せない仕上がり。漫画家さんもイラストレーターさんも、本当に凄い。どうか是非こちらもお試しくださいませ。

　さて少し長くなってしまいましたが、王都闘技場黎れい明めい編、これにて完結。もしも刊行が続けられるようなら、これからこの街の、王都の闘剣が幕を開けることになるでしょう。

　ＷＥＢ版屈指の人気章ともなっておりますので、出来ればこちらでもお見せできることを祈っております。それでは、また。あとがきすら文字数ぎりぎりだぁ。




二〇二一年　一月吉日　在宅を強いられ、稼か働どうがさらに弱まる寒季の一日に
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